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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　探し物の価値とは何で決まるのでしょう。

　周りにとってはさほど気にならない路ろ傍ぼうの品であっても、その当人にとっては狂くるおしいほどに追い求めてしまう至宝。

　個体数の少なさ。歴史の重み。偉い人じんのゆかり。手に入れるのに必要な作業の数。費ついやした時間。周囲の評価。貼はり付つけられた値札。……そして対価として失ったものの山。様々な要因が重なり美化されて、誰だれよりも注目しているにも拘かかわらず、意外にも誰だれよりもその本質が見えなくなってしまう事もある。不思議なものでございますわね。ふっふふ。

　あにうえもまた、そうした探し物を見み出いだしたご様子。

　ですがその価値は本当に正しいもの？　人類でただ一人、それを見み据すえているご自分に酔よってはおられませんか。あるいは探し求めて世界を旅する事そのものに快楽を見み出いだしている可能性は。探究者とは往々にしてそれ以外の全てを失うものです。くれぐれも自家生産の迷めい宮きゆうに囚とらわれて勝手に目の前の世界を真っ暗にしませんよう、お気をつけて。




　……。

　……。

　……。




　あら。わたくしでございますか？

　ええもちろん因果応報、全部自分に跳はね返かえるブーメランでございます☆　まさかその程度の自じ己こ分ぶん析せきさえできないとでも？　ただしわたくしの場合、あにうえの価値を見誤る事などありえません。たかだか矮わい小しような世界ごとき、歩いて渡わたるほどの大きさもない。ちっぽけな箱の中を覗のぞいて最愛のヒトを見つけるだけですもの。そこに有う象ぞう無む象ぞうが山を登り海を渡わたるような、『快楽と疲ひ労ろうの錯さく誤ご』など発生いたしませんわ。

　あにうえには、このわたくしを狂くるわせるだけの絶対的な価値がある。

　ですからもっと自信を持ってくださいな☆
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　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

『フリーダム』アワード９２０、通り名は『仇染めライアーキヤツト』。他人の復ふく讐しゆうへ手を貸す事を何よりの喜びとし、時に主人の思おも惑わく以上にその災さい禍かを無む尽じん蔵ぞうに広げ、最後には主人そのものさえ復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃やす焚たき木ぎとして竃かまどに放ほうり込こんで悦えつに入はいる、危険極きわまりない召しよう喚かん師し。半身を旧式の人じん工こう骨こつに置おき換かえ、常に大量の抗こう生せい物ぶつ質しつを愛用し、ボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆうと一体化した二つ折りの銀製ブラッドサインを用いて、一度の戦せん闘とうで様々な戦術を同どう時じ並へい行こうで展開し、敵対者を何重もの檻おりで取り囲んで封ふう殺さつする事で知られる猛も者さでもある。

　よりディープな話をすれば、『あの』城しろ山やま姓せいである事からも分かる通り、世界変革の分ぶん岐き点てんとなった『女王の箱庭』からの生存者の一人でもある。ネームドサマナー・チェシャ猫ねこ。『一五人の子こ供ども達たち』という呼び名を使い、さらに『女王の憎ぞう悪お』を受うけ継ついだと付け足せば、古参の召しよう喚かん師しや依より代しろはさぞかし震ふるえ上あがる事だろう。

　ビヨンデッタというファーストネーム自じ体たいは、誰だれがつけたものかは不ふ明めい。ただし原典を辿たどると蠅はえの魔ま王おうに行き着く事を考えると、そもそも『一五兄姉弟妹きようだい計画』に辿たどり着つく前から何かしらの業カルマを背負っていたものと推測される。

　ピンク色に染めた長いストレートの髪かみに、同色の瞳ひとみ。色白の柔やわらかい肌はだに妖よう艶えんな肢し体たいの持ち主。ミニスカートのウェイトレス服に太い角と蛇へびのような尾おを加えた、人の邪よこしまなる願望を叶かなえるために微笑ほほえむ魔ま王おう。




「ハっァーイお客様☆　本日もお疲つかれだったでしょう？　ブラッドサインのメンテナンス、励起手榴弾インセンスグレネードの補給、そして何よりお客様自じ身しんのアフターケア。全てこのやさすぅーいお姉ちゃんにしてせくすぃーな従じゆう僕ぼく、ビヨンデッタにお任せあれー☆」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　それが。

　何で、どうして、こんな事になってしまったのか。

　深夜も深夜、午前三時。午前様をとっくに越こえたイイ時間。七夕フェアのルクス制限に合わせて分厚い遮しや光こうカーテンが引かれているが、テラスに出れば空一面を天の川が覆おおい尽つくしている事だろう。

　トイドリーム35、愛あい歌かの暮らす高級マンションの最上階にて。城しろ山やま恭きよう介すけはソファに腰こし掛かけたままそんな自問自答を繰くり返かえしていた。そしてこうしている間にも真横からしなだれかかってくる『姉』は全身で密着してきて彼かれの顔にぐりぐりと頰ほおずりしてきている。

　確かに、恭きよう介すけは自分の魂たましいとも呼べる主義を売うり払はらってでも悪あく魔まと契けい約やくした。今のままではどうやっても『白き女王』には勝てない。そして敗北者の自分を認めたからこそ、彼かれはこの契けい約やくに踏ふみ切きるだけの力を得た。

　そのはずなのに、どうして今、城しろ山やま恭きよう介すけはおっさんのシンプルな欲望の充じゆう足そくとできない劣れつ等とう感かんの解決を満たすべく発ほつ足そくされたパソコン教室で美人のコンパニオンから手取り足取りされるような感覚で、自前のブラッドサインをいじくり回さなければならないのか。

「まあお客様！　アワード９００に達しながら敢あえて基本の練習用ブラッドサインを愛用するだなんてお目が高いっ。量産品なら不測の事態が生じても交こう換かんは容易たやすいですし、アジャストの幅はばも広いので自じ身しんのクセにも対応しやすいですものね。はぁっァ！　わ、わたくしお客様のご慧けい眼がんに触ふれて体の芯しんが痺しびれてしまいそう、ぶるるっ☆」

「……何で思いっきり褒ほめ殺ごろしモードな訳？　自分はバッキバキにオーダーメイドのブラッドサイン使っているくせに!!」

「何の事だか分かりません。さあ、お客様。先せん端たんが摩ま耗もうしているようなので一いつ緒しよに交こう換かんいたしましょう？　まずは接せつ着ちやく剤ざいで留とめている霊れい木ぼくの部分をカットして、新しいものと付つけ替かえてから角を切り落としてカーブをつける。丸みの部分はコイン一枚分の厚みが基本ですわ」

　ふうはあと耳元にやたら熱い吐と息いきを吹ふきかけながら、ビヨンデッタはうっとり顔で恭きよう介すけと手を重ね、そして作業用のナイフを握にぎり込こませる。何だか大の字に縛しばり付つけた生いけ贄にえの柔やわらかいおへそにでも刃やいばの先せん端たんを押おし当あてようとするようで、この辺りは非常に悪あく魔まっぽい。

　お姉ちゃんは片方の手で刃は物ものを、もう片方の手でブラッドサインの先せん端たん近くを握にぎり込こませるよう、恭きよう介すけを柔やわらかく誘ゆう導どうしながら、

「繫つなぎ目めを意識して、そう、お姉ちゃんと一いつ緒しよに……テーブルにブラッドサインを敷しきー、片手で押おさえー、上から刃はを軽く食くい込こませてー、体重をかける準備が整ったらー……」

「まあ先に進めるなら何でも良いいけど」

「切☆断!!」

「怖こわいっっっ!!!!!!」

　ずだむっ!!　というえらく太い音と共にブラッドサインの先せん端たん数センチ、コルクのような部品が切断され床ゆかに転がった。

　何故なぜだかビヨンデッタはこれまで以上に両目を爛らん々らんと輝かがやかせ、

「さあ、さあ！　一皮剝むけたお客様に必要なのはこの接せつ着ちやく剤ざいっ、白くてねばねばしたものをどばーっとかけてたっぷり塗ぬり込こんだら新しい霊れい木ぼくを取り付けてお客様の先せん端たんはより強くそしてよりたくましくっ、はっ、はうう、お姉ちゃんは恭介ちゃんに大変な事をしてしまいましたー!!」

「もうお前のヘキが分からない訳だが!?　何なんだこいつはよおー!!」

　勝手にぶるぶる震ふるえるのは構わないが今はこちらにしなだれかかってきて腰こしに腕うでを回し、しかも手元には刃は物もの付きだ。『狂きよう人じんと一いつ緒しよにエレベーター☆』クラスで緊きん張ちよう感かんがすごい。

　そしてこの状じよう況きようを看過できないのは彼かれだけではなかったらしい。

　対面のソファに腰こし掛かける真っ赤な改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランその人が爆ばく発はつ寸前の活火山のように微び振しん動どうしている。

「ロングヘアで、巨きよ乳にゆうで、しかも恭きよう介すけちゃん呼びのお姉ちゃん、だと……？　キサマァ!!　十字路挟はさんで向かいに全く同じコンビニ建てるような悪あく魔まの所業に手を染めやがって！　慈じ悲ひというものがないのかしらあ!?」

「そんな事を言われたって、私はお客様に乞こわれて檻おりから出していただき、はるか昔に失った愛と憎ぞうを忘れられず、ドロドロに粘ねばりきった絆きずなを取とり戻もどすべく契けい約やくを結んだ魂たましいのお姉ちゃんですし」

「っ」

「ふははそしてお姉ちゃん歴としては年季が違ちがうのだよイロモノ爆ばく乳にゆうチャイナドレス娘むすめ!!　『女王の箱庭』の秘境魔ま窟くつぶりを舐なめるな、油断してお風ふ呂ろ場ばの扉とびらを開けたらばったり恭きよう介すけちゃんと遭そう遇ぐう☆　なんて経験があなたにあるのかコラ？　良いいか脱だつ衣い所じよじゃないぞその先のお風ふ呂ろ場ばでだァーッッッ!!!!!!」

「な、な、な、何ですってえ……!?」

　ガカァッ!!　と頭頂部に落らく雷らいが直ちよく撃げきしたような顔になる緑リユウ娘ニヤン藍ラン。

「そんな……そんな。ラブコメみたいな時空間がこの現実世界で発生する訳……」

「あの閉へい鎖さ空くう間かんは現実なんかじゃねえ。きっと夢の国だったのさ」

　いやあれは京きよう美みのヤツが僕ぼく達たちを鉢はち合あわせるために悪わる巧だくみした結けつ果かの惨さん劇げきでしかなかった訳だが!?　などと珍めずらしく顔を赤くして叫さけぶ恭きよう介すけの見苦しい言い訳など誰だれも聞いていない。

　ビヨンデッタは恭きよう介すけの腕うでにひっついたまま、何故なぜだかひどく勝かち誇ほこった顔で鼻から息を抜ぬいて、

「ふっ、たとえ胸の谷間を強調し生なま脚あしを見せつけたところで、どこまで行っても部外者の『近所の奇き麗れいなお姉さん』風ふ情ぜいが、ご飯もお風ふ呂ろも添そい寝ねも可能な『一つ屋根の下で暮らす優やさしい義理のお姉ちゃん』に勝てるとでも思ってんですかあー？」

「もはや許さん……。徹てつ底ていして暗殺テクを修め『ガバメント』のアワード１０００をぶっ殺した最終兵器チャイナさんの応おう用よう技わざ、お疲つかれモードの恭きよう介すけちゃんの人体のツボというツボを刺し激げきする活人マッサージの時間がやってきたようね……!!」

「あっコラ!!　私がケーキの上のチョコプレートを最後に食べる派だと知っての狼ろう藉ぜきですか!?　お客様の激務で強こわ張ばったしかしその日の内に筋肉痛がやってきちゃう若々しい筋肉は私のものだー!!」

　詳しよう細さいは省くが左右から挟はさまれての揉もみくちゃであった。

　一見して妙みよう齢れいの美女二人がすり寄って甘あまい匂においと体温を振ふり撒まいてくれるのだから天国に見えるかもしれない。だが片方は作業ナイフを持った悪あく魔までもう片方は改造チャイナドレスに目め一いつ杯ぱい暗器を隠かくした全身凶きよう器きだ。供述書に『訳の分からない事』と締しめくくられてしまうような言葉を叫さけびまくる刃は物もの持ちの女性二人に拘こう束そくされて胸むな板いたやお腹なかまわりを掌てのひらで撫なでてもらっている、と変へん換かんすると印象が一八〇度回転してしまうのだから人生とは分からないものである。

　そして忘れてはならない。

　ここにはもう一人いる。そもそも高級マンションの最上階自じ体たい、その人物の所有物件である。愛あい歌かと呼ばれる小こ柄がらな少女。長い髪かみを頭の横で三つ編みにし、ぐるりと輪を作る変則ツインテールにいつでもシマシマビキニのひきこもり。彼かの女じよは一歩離はなれた場所から体長五メートルもの巨きよ軀くを誇ほこるホワイトライガーをソファ替がわりに寄りかかり、この惨さん状じようを静かに観察していた。

　おかしい、と恭きよう介すけは思う。むしろこの華きや奢しやな少女は緑リユウ娘ニヤン藍ランに負けずとも劣おとらぬ『訳の分からない言動を繰くり返かえし（供述書）』でお馴な染じみの闇やみを抱かかえた人物。こういう手に負えない乱らん痴ち気き騒さわぎには真っ先に飛とび込こんでくるはずだ。

　だとしたらこれは一体どういう事か。

　愛あい歌かは若い。恭きよう介すけよりも年下だ。つまり歳としイッちゃっているのにブレーキが壊こわれたまんまのチャイナドレスとは違ちがって成長の見み込こみがある。平たく言えばちょっとトイドリーム35を離はなれている間に『卒業』したのかもしれない。だとしたらこれからはシマシマビキニを脱ぬいで制服に着き替がえ、朝に起きて夜に寝ねる規則正しい生活を送り、何より自分の足で学校に向かい友達と笑い合ってくれるかもしれない。

　目線だけで期待を受け取ったのか、以心伝心の自じ称しよう妹はこう語る。

「……ふっ。今の内に贅ぜい沢たくを享きよう受じゆしておくがよいのです脂し肪ぼうの塊かたまりども。だが巨きよ乳にゆうはインパクト勝負、裏を返せばクセが強くて飽あきやすい。その状態ではお兄ちゃんは三日連続カレーの如ごとく肥大した乳ち房ぶさに拒きよ否ひ反応を示し、あなた達たちこってり系を授業参観の日のドギツイ香こう水すいのように嫌けん悪おする羽目になるでしょう。そうなってからの貧ｎ……げふん、いえ決して貧しいのではない美しく完成されたこのパーフェクト妖よう精せいボディの時代が到とう来らいするのです平ひれ伏ふせ私のお兄ちゃんふはははははー……!!」

「……神様ってやっぱり敗北しちまったのかな」

　死んだ目で（もみくちゃの）恭きよう介すけが呟つぶやく。

　ちゃりん、という小さな金属音が響ひびく。愛あい歌かが組んだ足を小さく動かし、その指をくいくいと開いたり閉じたりしていた。そして柔やわらかそうな足の親指には金属の輪が通してある。ただの輪ではなく、古い鍵かぎを通すためのホルダーであった。

「で」

　胡う乱ろんな瞳ひとみでシマシマビキニの唇くちびるが言葉を紡つむぐ。

「……お兄ちゃん。かつての依より代しろにして強敵オリヴィア＝ハイランドが市し井せいに放たれた事でミニマム妖よう精せい対決では負けなしの私は決して悔くやしくなどないのですが。それはそれとして目的の品は片方しか手に入らなかったと？」

「うん」

　為なすがままの召しよう喚かん師しは左右から柔やわらかい感かん触しよくに頰ほおを押おし潰つぶされながらも、

「結局手に入ったのは親おや鍵かぎだけ。宝箱の方は『向こう』に取られた」

「……やれやれ。前ぜん途と多た難なんそうですね……」

　城しろ山やま恭きよう介すけは何としても『白き女王』を倒たおしたい。自前の技ぎ術じゆつをかき集めるだけでは到とう底てい足りず、世界という世界をひっくり返してでも持論を補強してくれる材料が欲ほしい。とはいえ、実際に地ち球きゆう儀ぎを歩いてぐるりと何周もし、草の根を手で分けるのでは寿じゆ命みようが足りない。そしてそんな事をする必要もない。世界の謎なぞは最初から一点に集約されている。

　つまりはそれこそが、




「『創設者のギャラリー』。ファンタジーやメルヘンを極きわめるためにトイドリーム社の会長が金にあかせて世界中からかき集めた古美術や魔ま道どう書しよの宝ほう物もつ庫こ、か」
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　トイドリーム35は財ざい政せい破は綻たんした旧きゆう夏海なつみ市しに外がい資し企き業ぎようが資本注入する形で生まれた遊園地の街だ。元々の旧市街のある湾わん岸がんから海に向けて無数の高層ビルが突つき立たち、それらの間を何重もの巨きよ大だい陸りつ橋きようが折り重なる事で、海上に一つの大きな街が造られている。高層ビル群を突つき抜ぬけるようにジェットコースターや観覧車などで溢あふれる街並みはＡからＺにかけて二六種の区画で分かれており、その各おの々おのが独特のカラーを形成している事でも知られていた。

『七夕には星を見よう！　トイドリーム35ではきたる七月七日に向けて天体観測フェアを実じつ施ししております。つきましては来場者の皆みな様さまにもルクス制限を強しいてしまう事をあらかじめご了りよう承しようください。携けい帯たい、スマホのご利用には光を洩もらさないグラス式のアクセサリの使用を強く推すい奨しよういたします』

　風に吹ふかれるパンフにだってそんな長々とした解説が書かき込こまれている。

　一面を埋うめるのは、高山から見る星空のようにくっきりと浮うかぶ天の川。

　深夜とはいえ、ここまで濃のう密みつな闇やみも珍めずらしい。普ふ段だんのトイドリーム35ならビルの窓や列車の明かりの集合が作る夜景はもちろん、アトラクションまわりを埋うめ尽つくす無数の電でん飾しよくや壁かべ全ぜん体たいに投射されるプロジェクションマッピング、果ては夜空を染め上げる数万発の打ち上げ花火すら珍めずらしくないのに、そうした人じん工こうの光は徹てつ底てい的てきに排はい除じよされていた。建造物の窓には行政が指定した分厚い遮しや光こうカーテンが引かれ、巨きよ大だい陸りつ橋きようを行ゆき交かう浴衣ゆかたの男女の携けい帯たい電話やスマホの画が面めん縁ふちにもお弁当箱みたいな光ひかり洩もれを防止するカバーがつけてある。法令に対して一体どんな横車を押おしたのか、ビルの屋上などに設置が義務付けられている航空障害灯さえ光が消えていた。『トイドリームに地方財政を預けた街は、もはやトイドリームという連れん邦ぽうだ』などと揶や揄ゆされるのもあながち馬ば鹿かにできない光景である。

　車の街でなかったのは幸いだっただろう。

　あるいはレーダーで人や障害物を検知する自動運転なら関係ないのかもしれないが。

　そして光源も電磁波反射も必要とせず、濃のう密みつな闇やみの中を自在に泳ぐ影かげが二つあった。

　城しろ山やま恭きよう介すけとビヨンデッタ＝シロヤマ。

　どろりとした世界の底を己おのが生せい活かつ圏けんとする人ひと喰くいザメ達たちは、むしろ深い闇やみに居い心地ごこちの良さすら覚えているように、迅じん速そくかつ軽快に人目の隙すき間まを潜くぐり抜ぬけていく。

　目的地はＭ区画。

　様々な博物館や美術館が建ち並ぶエリアだが、やはりここは遊園地の街。静せい謐ひつな学問のための場所というよりも、海外アニメや３Ｄ映画の元ネタとなる資料はどこから集めてきたのか、という展示会の匂においが強い。広場の真ん中には映画興行収入の王様と呼ばれる三頭身の羊の純金像がそびえ立ち、ゴザルザムライは日本文化に感かん銘めいを受けたトイドリーム創設者のオリエンタルな理想が凝ぎよう縮しゆくされた結けつ果か生まれた一つの答えなのだというポスターが壁かべを埋うめていた。

　これを極きわめた果てに『創設者のギャラリー』がある。

　トイドリーム会長そのものは召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界とは無む縁えんの一いつ般ぱん人じんだが、かの老人は超ちよう大たい国こくを個人で支えるほどの財力でもって、第一線の召しよう喚かん師しや依より代しろさえ目に触ふれる機会のない絶品を山ほど蒐しゆう集しゆうしていたらしい。真の使い方を知らず、だが誰だれよりも金を生み出す作品へと還かん元げんするために。いいや、彼かれは人を死なせずに笑え顔がおを蔓まん延えんさせ、同時に永遠に尽つきない富を生み出しているのだ。新作映画の一いつ斉せい公開日には世界中で一時的に紛ふん争そうが停とまると聞くし、これではどちらが『正しい』使用法なのか、一いち概がいにジャッジできる域を超こえてしまっているだろう。

　そして城しろ山やま恭きよう介すけは文化人類学的な善悪正否に興味はない。

『白き女王』を倒たおすために、ギャラリーを覗のぞく必要がある。広い世界のどこにあるかも分からない伝説。そこへ近づくためには、まず宝の地図が必要になってくる。

「……博物誌の欠番、ですか」

「ああ」

　有角のビヨンデッタの呟つぶやきに、恭きよう介すけは簡潔に応じた。

　そもそも博物誌とはローマ時代にプリニウスの手によりラテン語で記された全三七巻の百科事典を指す。中でも第八から一一巻の動物、第一二から一九巻の植物の項こう目もくは重要で、ユニコーン、フェニックス、マンティコア、コカトリスなど、召しよう喚かん師しにとっても馴な染じみの深い存在を紹しよう介かいしているのだ。

　が、

「実際問題、博物誌にはいくつかの欠落があると指し摘てきされている。それが編へん纂さん者しやのプリニウス自じ身しんが保存を躊躇ためらったのか、周囲が気を利きかせて削けずり取とったのかは不ふ明めいだが」

「何にしても、それほどまでに力のある、言いい換かえれば危険な情報と判断された訳ですね」

「でも、『創設者のギャラリー』にはその欠番が眠ねむっていると言われている」

　たった数枚の羊皮紙、その紙し片へん。

　だけどそれを手に入れて欠けた部分を全て埋うめ合あわせて真なる博物誌を完成させれば、世界の見えない部分まで網もう羅らした完全なる百科事典が完成する。

「調べられる所は全て調べた。それでもジグソーパズルのピースが足りない。変数を満たすにはもう『創設者のギャラリー』に眠ねむる『欠番』に頼たよるくらいしか手はない訳だが」

　全てを疑い、全てを利用する。

　そのためならすでに神しん格かく級きゆうとして広く浸しん透とうした被召物マテリアルすら踏ふみ台だいにする。

「必要なのは『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と『黄金の宝箱』だ。鍵かぎで箱を開ければ『創設者のギャラリー』への道が見える」

「どちらから攻せめるおつもりですか、お客様」

「簡単な方から」

　囁ささやきながら、彼かれらは博物館の一つに足を運ぶ。

　いかに星明かりを楽しむ七夕のキャンペーン中でも、流石さすがに午前〇時になれば閉館している。そして必要以上の光源を使えない以上、懐かい中ちゆう電でん灯とう片手の巡じゆん回かいはありえない。赤外線や紫し外がい線せんなどの不可視光線も望遠鏡と接続した高感度カメラに干かん渉しようするため以下略。館内警備は超ちよう音おん波ぱなど『目に見えない』センサーやゴーグルなどを多用している事だろう。見た目は濃のう密みつな闇やみだが、実際には平時の日中よりはるかに侵しん入にゆう難なん度どは吊つり上あがっているはずである。

　だが恭きよう介すけやビヨンデッタのような召しよう喚かん師しにとっては、むしろこちらの方が好ましい。

　彼かれらは一いつ般ぱん人じんから肉眼で捉とらえられなければ認にん識しきされず、機械的なセンサーやカメラは励起手榴弾インセンスグレネード使用時であれば一いつ切さい無効化されてしまう。ようは使い分けだ。依より代しろとの契けい約やくも済ませず、目の前に敵がいないとしても、時には人じん工こう霊れい場じようを張る価値が生まれる。

　とはいえ、四六時中励起手榴弾インセンスグレネードを投げて進んでいては流石さすがに手持ちが足りなくなる。やはり、可能な限りは自力での潜せん入にゆうを続けるのが基本になってくるのだが。

　この博物館は中央の正面ホールから左右両手に広がっていく典型的な洋風のシンメトリーだった。恭きよう介すけは思案し、非常口や消火ホースを示すわずかな光の中、そして左手側へ向かう。

「あら、鍵かぎから攻せめるんですね」

「二手に分かれても良いんだけどね、もう少しお前を信用できるようになったら」

　天てん井じよう近くにはカメラの代わりに首振り式のアクティブソナーが装着されているが、ここは障害物のない大空ではない。基本的に物体に当たって反射した波を拾う事で異物を検知するのがアクティブソナーの仕組みだ。つまり迷めい路ろのように入り組んだガラスケースの裏を這はって進めば乗のり越こえられてしまう。もちろん扇せん風ぷう機きのような首振りのタイミングに合わせて細かく遮しや蔽へいを変えていく必要はあるため、とても素人しろうとにできる事ではないだろうが。

　今回はビヨンデッタにとっての試金石だ。

　よって、オーディションを受ける彼かの女じよが先行し、審しん査さ員いんの恭きよう介すけは裏切りが発生しないよう背中を睨にらみつける役になる。

　そんな訳で、闇やみの中で身を屈かがめ、床ゆかのタイルの境目に指を這はわせて方位を探さぐる。居並ぶガラスケースの裏に回ってソナーから発する超音波を避さけながら奥おくへ進むビヨンデッタと恭きよう介すけだったが、

「あの、ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

「……この構図は『女王の箱庭』でも見たような気がする訳だが。お前、相変わらず白とピンクのシマシマなのか」

　お尻の尻尾を小さく揺らし、ビヨンデッタはにこりと笑って四よつん這ばいのまま恭きよう介すけの顔面へ蹴けりを繰くり出だした。

　かつん、という無ぶ遠えん慮りよな足音が響ひびいたのはその時だった。まず間ま違ちがいなく警備の者だ。貴重な古美術や歴史的資料を展示する博物館の中にも拘かかわらず、二人一組ですらない。おそらくマニュアルを放り出して巡じゆん回かいの手間を省略しているのだろう。本当に館内を全部見回りしているのかどうかすら怪あやしい。

　一見ザルなようだが、むしろ恭きよう介すけはわずかに唇くちびるを嚙かむ。タイムテーブルを無視して予想外の動きをする人間はかえって読みにくい。事前に仕入れた警備情報の大半が黒くろ塗ぬりで埋うまり、ブラックボックスに投じられてしまった。

　悪あく魔まはネコ科の猛もう獣じゆうのように地に伏ふせて、しかし楽しそうに囁ささやく。

「（……殺しますか？）」

「（……必要ない）」

　恭きよう介すけがせっつくと、四よつん這ばいで先を行くビヨンデッタがお尻しりを突つき出だすようにして、後ろへバックしてきた。使えそうなのは……やはり展示用のガラスケースか。何故なぜか中身は空っぽで欠けつ番ばん扱あつかいのまま公開されているのは、おそらく『幻まぼろしの少女』という誰も知らない童話を利用したパフォーマンスなのだろう。二人していっしょくたにその下へと潜もぐり込こむ。

　妖よう艶えんな悪あく魔まに抱だき寄よせられ、決して男性では作れない、皮ひ下か脂し肪ぼうの多い滑なめらかな肌はだの感かん触しよくに包まれる。ビヨンデッタの心しん拍ぱく数すうは完全に平常値であった。恭きよう介すけは恭きよう介すけで、ぬくもりや甘あまい匂においを無視して狭せまい隙すき間まから外の世界へ神経を集中させる。

　暗くら闇やみを無効化する超ちよう音おん波ぱ視し覚かく化かゴーグルを装着した警備員の足音が、かつん、こつん、と規則的に響ひびいていく。

　一いつ般ぱんには『肉眼で』捉とらえられないと人から認にん識しきされない召しよう喚かん師しだが、あのゴーグルが無線で警備システム全ぜん体たいと繫つながっているとややこしくなる。機械的なカメラやセンサー自じ体たいは励起手榴弾インセンスグレネード使用時以外無効化できないからだ。

「（やはり、殺した方が確実では？）」

「（いいや、こちらには気づいてない訳だが）」

「（『ベッドの下の斧おの男おとこ』という都市伝説はご存知？　とぼけているだけかもしれません）」

　相手にとってはまさに、な展開だろう。自宅で妻子が待っていようが家族旅行用に奮発した車のローンのために夜勤を多く組んでいようが、今うっかりこちらを覗のぞき込こめばそのまま血祭になる。ビヨンデッタはやる。それも笑いながら、躊ちゆう躇ちよなく。

　立ち去れ、と恭きよう介すけは念じた。

　気づくな、そのまま行け、と。何の戦術も合理性もなく。

　こつん、かつん、と一定の間隔で鳴る足音が。

　しかし、きゅっと不規則な靴くつ底ぞこのゴムを響ひびかせる。




　直後にガラスケースの下から猛もう獣じゆうが飛び出した。




　無防備極きわまる警備員の真後ろから襲おそいかかろうとスタートを切ったビヨンデッタから濃のう密みつな死の空気が噴ふき出だす。一いつ瞬しゆん遅おくれて躍おどり出でた恭きよう介すけが全力で妖よう艶えんな女のくびれた腰こしに体当たりをぶちかます。悪あく魔まの滑なめらかな五指の爪つめが、警備員の首の骨をわずかに喰くいそびれる。そのまま二人して向かいのガラスケースの下へと滑すべり込こんでいく。

「？」

　何も知らない警備員だけが吞のん気きに後ろを振ふり返かえり、首をひねって、そして靴くつ紐ひもの状態に気づいて結び直す。踵かかとでとんとんと床ゆかを叩たたいて調子を確かめてから、彼かれは再び歩き出した。今度こそ巡じゆん回かいルートに従って別のコーナーへと移っていく。

　くの字になって横よこ倒だおしで狭せまい隙すき間まに押おし込こめられたまま、腰こしを抱だかれたビヨンデッタはやんわりと目を細めていた。

「やん☆　お客様ったら情熱的」

「……ビヨンデッタ、次はこう命令するぞ。『おすわり、待て』。安全で快適なクルーザーにこもってドリンク片手にくつろいでいる方が良いいのか」

「そんな困りますっ、お客様の大事な復ふく讐しゆう劇げきに参加できないだなんて」

　口調はふざけているようだが、顔はわずかに青ざめていた。狂きよう人じんは狂きよう人じんなりのルールで動いている。復ふく讐しゆうの悪あく魔まにとって何より恐おそろしいのは、自分の知らない所でそれが終わってしまう事なのだろう。成功にしても、失敗にしても。

　かろうじて悪あく魔まの手た綱づなを握にぎり直した恭きよう介すけは、さらにいくつかのコーナーを渡わたってアクティブソナーをすり抜ぬけていく。

　目的の『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』は銀行のような大金庫に隠している訳ではない。無数にあるガラスケースの一つに収まっていた。手前にある紹しよう介かい文ぶんには『魔ま法ほう使つかいホッパーと小さな鍵かぎ』のモデルになったと書かれている。おそらく間ま違ちがいではないだろう。だが本来の使い道は違ちがう。

　もの自じ体たいはくすんだ銀細工の鍵かぎで、膨ふくらんだ持ち手の部分に三〇カラットのダイヤが収まっていた。映画の中では主人公が世界各地を回ってこの透とう明めいな石の輝きを取り戻す事で遺跡の大扉に挑んでいったらしいが、実物では石は重視されない。必要なのは良く使い、交こう換かん不ふ能のうであるが故ゆえにすり減って酸化した銀の本体だ。

「……こんな無造作に置いておくとは。誰だれに盗ぬすまれるか分からない宝石を運ぶ時に、大おお仰ぎような護衛団を組むより普ふ通つうのバイク便を使って市し井せいに紛まぎれ込こませるような感覚なのかね」

「そこまで深く考えてはいないのでは？　そもそもトイドリーム関係者は召しよう喚かん師しや依より代しろの存在すら知らないと思いますし」

　ガラスケースそれ自じ体たいも振しん動どう検けん知ちするようだが、完全に開かい封ふう不ふ可か能のうなセキュリティは存在しない。今回の場合だと一枚板の四よ隅すみにトランジスタを張り付けて、ガラス全ぜん体たいの振しん動どうを読み取る方ほう式しきらしかった。元々振動板自体を微細に振動させる事で、外からぶつかってくる波形に干渉して拾いやすくしたモデルだ。つまりマイクやスピーカーと同じである。シンプルだが解除の難しい仕組みだ。複数ある仕し掛かけを同時に解除しなければ、その振しん動どうをよそのセンサーに摑つかまれてしまう。

　が、ここに一つの落とし穴がある。

「五秒で済ませましょう」

　言って、尻尾を揺らすビヨンデッタは懐ふところからスマホを取り出した。下端には耳かきの綿毛みたいな高感度ピンマイクが刺さっている。スマホを振しん動どう板ばん代わりの一枚ガラスにギリギリまで近づけると、空いた手で自動車水すい没ぼつ時じ用の窓割りハンマーでガラスケースを叩たたき割わる。

　普ふ通つうなら一発で警報が鳴なり響ひびきそうなものだが、実際には反応がなかった。

　何が起きているのか。

　こちらもまた、学校生活で校長先生のお話などを聞いていれば馴な染じみのある現象。

　つまりはハウリングだ。

「一枚板に四つ、箱はこ全ぜん体たいで六面、さらに一つのコーナーにどれだけガラスケースがある事やら。これだけたくさんマイク素子を並べているんですもの、普ふ段だんからあっちもこっちもキンキン波形を飛ばしてしまっているんでしょうね、不規則に」

　そしてマイクとスピーカーの仕組みは、実は全く同じものである。

　当然ながら、一いつ般ぱん的てきなマイクやスピーカーだってハウリング中には正しい音（つまり振しん動どう）は扱えない。安全を考こう慮りよしての複数体制だろうが、盛り過ぎても弊へい害がいは生まれるのだ。

　ともあれこれで山は越こえた。あの不真面目な警備員が正しい巡じゆん回かいルートから外れているため異状発見までのラグは未知数だが、このままもう一つの『黄金の宝箱』に向かってしまっても構わないだろう。

　ビヨンデッタが何の気なしに中へ手を伸のばし、古い鍵かぎを摑つかんだ直後だった。




　ドカカッ!!　と。

　あらゆる前提を覆くつがえして、いきなり真っ赤な照明が博物館内いっぱいを埋うめ尽つくした。




　まるで潜せん水すい艦かんの中で異常事態を知らせる警報だ。そして間ま違ちがいでもないはずだ。あっちこっちからバタバタという慌あわただしい足音が響ひびき渡わたってくる。

　恭きよう介すけは両手を腰こしに当て、とても残念そうな目でビヨンデッタを見み据すえていた。

「……、びよん」

「あっ、やっ!?　ち、違ちがいますお客様、こんなはずじゃあ……!!」

　珍めずらしく両手をわたわた振ふって弁解するビヨンデッタだったが、周囲の様子がおかしい。こちらを取り囲むはずの警備員達はいつまで経たってもやってこない。どこか別の場所を目指しているらしい。しかも遅おくれて、ずずんっ……!!　と巨きよ大だい怪かい獣じゆうが歩を進めるような、建たて物もの全ぜん体たいを揺ゆさぶる低い震しん動どうが床ゆかを突つき上あげてきた。良く似ているが、これは『爆ばく発はつ』ではない。異形なる者の『足音』だ。

　恭きよう介すけは思案し、

「……箱の方か。誰だれか別口で侵しん入にゆうしてきたヤツがいるな」

「冤えん罪ざいっ！　私の方は冤えん罪ざいですからね、お客様!!　意外と無言の圧は傷つくっていうかこの状じよう況きように対し何か一言があってもよろしいのではないでしょうか!?」

　涙なみだ目めで頰ほおを膨ふくらませるビヨンデッタの角付きヘッドを何となく撫なでてみる恭きよう介すけ。

　ともあれ、派手に警報が発令してしまったのなら路ろ線せん変へん更こうだ。これ以上コソコソしていても仕方がない。そして同時に潮時だった。第三者がその価値を知って力ちから業わざで来たとしたら、おそらく召しよう喚かん儀ぎ礼れいが使われている。警備員達の手では止められないから、宝箱は持ち出されると見るべきだ。

　となると必然、

「ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

　二人してガラスケースの裏から躍おどり出でて、そのまま近くの窓を割って外へ飛び出した。博物館の反対側、右手方向では派手に黒こく煙えんが立ち上っている。二酸化炭素を軸じくにした文化財用の消火設備でも間に合わないくらいの被ひ害がいが出たのだろう。あれだけ静せい謐ひつだった天の川は、地上の炎ほのおの照り返しを受けて真っ赤に爛ただれていた。だが問題の核かく心しんはそこではない。

　恭きよう介すけ達たちと同じく、敷しき地ちの外へと乗のり越こえようとする影かげがあった。

「あら」

　見た目は楚そ々そとしたシスターと、その腰こしくらいしかない小さな少年の組み合わせであった。しかしそのものではない。『ガバメント』アワード６６６、『ザ・セイント』。先日も『極ごく彩さいミュージアム』という好こう事ず家かの老人の城を攻せめ落おとした際に現場で鉢はち合あわせた召しよう喚かん師しのペアであった。

『白き女王』の信しん奉ぽう集しゆう団だん『ブライズメイド』。その意味は花はな嫁よめの付つき添そい人にん。

　撃げき滅めつを望む城しろ山やま恭きよう介すけの、まさに対極。

　彼かの女じよの手には金細工でできた小さな箱があった。宝箱とは言うが新商品を包むスマートフォンの外装ケースくらいのものだ。中央に鍵かぎ穴あなが一つ、上に向けて大きく開く上うわ蓋ぶたのついたそれは、アンティークなオルゴールのようにも見える。

「寄り合い所帯が、良く空中分解しないでやるものだ」

「個々の目指す先は違ちがっていても、共に陛下を奉たてまつる事には変わりありませんもの。アザリア＝マゼンタレインを含ふくむ『ガードオブオナー』だけではございません。世界各地から、面おも白しろいようにかき集めていますよ」

　親おや鍵かぎと宝箱。

　お互たがいの獲え物ものを見み据すえ、召しよう喚かん師し達たちはゆっくりと目を細める。

　博物誌の欠番についてわざわざ口に出す必要はない。攪かく乱らんや仲間割れを誘さそうのでもない限り、相手に情報を与あたえてこちらが得する事は一つもないからだ。

「そちらも『創設者のギャラリー』をお求めで？」

「答える義務はない」

「ですが流石さすがに宝の持もち腐ぐされと思いますが。かの陛下に傷をつける事などそもそも不可能なのですから」

「なら好きなだけ試ためしても文句はないだろう。それよりあなたも女王の命令ではないな。あれが、今さら人の作った召しよう喚かん儀ぎ礼れいなんぞに興味を持つとは思えない」

「ええもちろん」

　くすりとシスターは可か憐れんな口元を綻ほころばせ、

「ですが臣下として仕えるからこそ、主君について深く知りたいと願うのも道理でしょう？　何を見て、何を聞き、何を食べ、何を嗅かぎ、何を触ふれ、何を取り、何を着て、何を浴び、何を想おもい、何を好み、何を愛めでるのか。あらかじめ分かっていれば、陛下のお手を煩わずらわせる事もなくなりますので」

　ビヨンデッタはビヨンデッタで、腰こしに手を当てて息を吐はく。

「……そんなもん適当に全部『城しろ山やま恭きよう介すけ』って書いておけばハナマルの一〇〇点満点もらえそうな気もしますけど」

「おっかない事言わないでくれるかな」

　言いながら、恭きよう介すけは一歩後ろへ下がった。

　そのまま告げる。

「ビヨンデッタ、最終試験だ。『ザ・セイント』を倒たおして箱を回収しろ」

「イエス」

　二つ折りの銀製ブラッドサインを大きく広げ、悪あく魔まの笑えみを浮うかべて戦線へ躍おどり出でるビヨンデッタ。その胸むな元もとからずるりと白くて太い何かが飛び出す。不自然に色の抜ぬけた大だい蛇じやであった。人間さえ含ふくみ、召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる珍ちん品ぴんの蒐しゆう集しゆうに精を出していた『極ごく彩さいミュージアム』のコレクションの一つ。動物型の依より代しろである。

　全身に蛇へびを巻く有角の悪あく魔ま。頭の上から足の先まで、全身の毛穴という毛穴からむせ返るほどに噴ふき出だす妖よう艶えんと邪じや悪あく。まさしく絵画の中のアンチクライストそのものといった風ふ情ぜいのビヨンデッタに対し、敬けい虔けんなシスターは豊かな胸の前で軽く十字を切った。

　いいや、

「これは面おも白しろい」

　彼かの女じよはそのまま右手を天高くに突つき上あげた。その掌てのひらで握にぎり込こむのは透とう明めいなガラスでできた球体容器。聖せい水すい瓶びんにも見えるが、キャップの代わりに化学薬品を使った着火装置が用いられているところから察するに、金属探知機をすり抜ぬけるために開発されたガラス容器製の対たい人じん地じ雷らいと良く似た機構を組くみ込こんだ、励起手榴弾インセンスグレネードだ。

「ああ、ああ。これも全ては陛下の愛による御み業わざ。わざわざ不ふ遜そんなる者を呼びつけ、試練を課かして道半ばにいる輩ともがらの忠義をお確かめになるというのですね……!!」

　握にぎり込こむようにして炸さく裂れつさせた直後、無数の細かいガラス片へんと共に透とう明めいな飛ひ沫まつがどこまでも拡散した。それらは一辺が二〇メートルに達する立方体のフィールドを完全に世界から隔かく離りする。束つかの間ま、一〇分の間に限り、人じん工こう霊れい場じようと呼ばれる神が物質的な肉体を伴ともなって降りてこられる禁域へと。

　同時。

　ぶわさっ!!　とシスターの修道服がつむじ風のように大きく広がった。そう思った時には、それは手て品じな師しの使うハンカチのように別の顔を見せていた。毒々しいほど漆しつ黒こくを見せつける左右非対称のマント。形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんの針金でも通っていたのか、髪かみに魔ま力りよくが宿らぬよう覆おおい隠かくしていたフードも美しくウェーブした金きん髪ぱつを誇こ張ちようする鍔つば広ひろ帽ぼうへと変質する。外がい套とうの中には衣服らしい衣服は何もなく、ただただ血のように赤く禍まが々まがしいビスチェ系のランジェリーで美しい肢し体たいを包むのみ。悪あく魔まに挑いどむのは清せい廉れんなる心ではなかった。同じく悪に染まった魔ま女じよの術が大きく立たち塞ふさがったのだ。

　聖女と悪女。表ひよう裏り併あわせ持もつ召しよう喚かん師しの女は、励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時じにガラス片へんで切った人差し指の腹をぽってりした唇くちびるで含ふくむ。そのまま投げキッスのように手前に離はなすと、指から出ているのか、口から出ているのか、まるで剣けん吞のみの手品のように太く長い一本構成のブラッドサインがずるずるずるずるうー……と粘ねん質しつな音を立てて飛び出してくる。
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　真っ赤に焼やけ爛ただれた天の川の下で。

　甘あまく危険な唾だ液えきで粘ねばついた得物を右手で摑つかみ直なおし、傍かたわらの小さな少年の頭を空いた手で撫なでながら、長い舌の召しよう喚かん師しは宣言する。

「さあ、奉ほう納のうしましょう!!　ブラッドサインによる戦せん闘とうとはつまり陛下へ捧ささげる舞ぶ踏とうに他なりません。生いけ贄にえとてこの舞ぶ台たいの上では立派な配役。この私、『ザ・セイント』は共に陛下の無ぶ聊りようを慰なぐさめる仲間として不ふ遜そんなるアンチクイーンすら最高の笑え顔がおでお迎むかえして差し上げますわあ……!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけは困った顔になった。

　そして言った。




「根っこが腐くさってやがる」
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[image: ステージ 01　七夕の星空に血まみれの手で願いを]
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　クルーザー生活はお風ふ呂ろ場ばがシャワーメインな事を除けば下手な一人暮らしのワンルームマンションより豪ごう華かなものだが、どうしても眠ねむりが浅くなりがちになる。理由はいわずもがな、陸に係留していても常に波間にさらされるためだ。規則的な列車の振しん動どうを心地ここち良よく感じる人もいるかもしれないが、こちらはもう少しランダムで、身を委ねるには若じやつ干かんのコツが必要になる。うたた寝ね程度ならともかく、就しゆう寝しん中ちゆう四六時中持続するとなるとまた話は変わってくるものだ。

　天の川はすっかり眩まばゆい朝日にかき消され、夜間のルクス制限も解除されている。

「ふんふーん、ふんふんふんふーん」

　鼻歌が聞こえた。ダブルベッドの上でぼんやり眼まなこを擦こすって身を起こす恭きよう介すけは、キッチンスペースの方からオリーブ油が弾はじける音と匂においがやってくるのに直面する。

『七月七日に魅み力りよく的てきな星空デートを迎むかえるため、今からプラネタリウムでお勉強しておきませんか？　Ｍ区画天てん蓋がい記き念ねん館かんでは恋こいする皆みな様さまを応おう援えんするため、受付カウンターにて予行練習と伝える事で特別料金プランを……』

　テレビから聞こえるアナウンサーの声を耳にしながら寝ね巻まきのままもたもたとそちらに向かうと、頭に角をつけたビヨンデッタがこちらに背を向けていた。何故なぜだかトレードマークのウェイトレス服ではなく、丈たけがやたらと短く黒いニーソックスで覆われた脚の付け根辺りまではっきりと見える改かい造ぞう浴衣ゆかたを着ていた。もっと謎なぞな事に上からエプロンまで装着している。鼻歌に合わせて小さくお尻しりと尻尾の飾りを振ふっているだけで、色々見えてしまいそうだ。

　そして彼かの女じよはフライパンとフライ返しを手にしたまま、一〇〇点満点の笑え顔がおで振ふり返かえった。

「おはようございますお客様。今、朝食ができますのでテレビでも観ながらお待ちくださいませっ」

「そうなの」

「えっ、ええー……？　かつての宿敵ビヨンデッタが元気いっぱい健けな気げに朝ご飯を作っているんですよ。その、もう少し、ええと、リアクションってものがあっても」

　花魁おいらんスタイルの悪魔に、しょぼしょぼした目を恭きよう介すけは意識して瞬まばたきさせながら、

「……ふわ、あ。ていうか寝ね起おきで朝食は『白き女王』が似たような事やってるから」

「あくび混じりでか!?　女の子の手料理を何だと思ってんですか!!　……じゃ、じゃあ何ですか。定番ではありますがやはり目覚めたら同じ布ふ団とんに入っていた、くらい体を張った方が」

「それは女王とイザベルにやられた」

「一人じゃねえのかよ!!　世界がこうなった理由の半分は僕ぼくにあるんだよ（ふっ）とか言っておいてきっちり満まん喫きつしてんじゃねえーか!!」

「むにゃむにゃ」

　そもそも鍵かぎ一つかからない同一の生せい活かつ圏けん、その気になればあっちにベッドこっちにソファと押おし倒たおし放題な環かん境きように妖よう艶えんでグラマラスなわがままボディのお姉さんが佇たたずんでいる事に対し何ら感想はないご様子。言われるがままテーブルに着き、首を斜ななめに傾かたむけたままテレビのリモコンを操作し、アナウンサーの声も聞かずに突つっ伏ぷしてそのまま二に度ど寝ねを始めてしまいそうなぐだぐだの恭きよう介すけを見やり、ビヨンデッタの頭の中が空白で埋うまっていく。

　彼かの女じよは契けい約やくした主人にはどこまでも従順だが、同時に『仇染めライアーキヤツト』のポリシーもある。

　どうしても場の主導権を掌しよう握あくしなければ気が済まないのだ!!

「……これはもう、朝シャンのふりして裸はだかで遭そう遇ぐうくらいやらなきゃダメか。あるいは、いや、でも、流石さすがに、ここまでやったら、うーん、引かれるかも、お手ａ……」

「不ふ穏おん」

　召しよう喚かん師しの嗅きゆう覚かくが未み曽ぞ有うの危機を訴うつたえたのか、恭きよう介すけが急にシャッキリ背筋を伸のばした。

　ちなみにビヨンデッタが用意した朝食はマフィンの発展系であるエッグベネディクトだった。パン生き地じの間に半熟卵とカリカリに焼いた厚切りのベーコン、バターとクリームを溶とかした黄色がかった白の特製ソースなどを挟はさんでから、トドメに上からしこたまオリーブ油を振ふりかけている。多分ベーコンを焼く時にも使われているはずだ。二重である。

　……一言で言えばカルボナーラソースでしこたまデコレーションしたふんわり触しよつ感かんのマフィンを頰ほお張ばるような感覚なのだが、もうお分かりだろう。こんなもん寝ね起おきでいきなり食べられるのは自じ称しようニューヨーカーでＸＬサイズ御ご用よう達たしの皆みなさんくらいのものだ。普ふ通つうの日本人が挑ちよう戦せんしたら匂においを嗅かいだだけで軽めに胃い袋ぶくろが縮む。

「なんか僕ぼくに恨うらみでもあるのかな……？」

「え？　いちいち言わないと分かりません？？？」

　追加で野菜が主役なんだか鶏とり肉にくが主役なんだか半ば逆転しかかっているシーザーサラダをどっさりボウルごと置いて、にこやかにビヨンデッタは笑う。放っておいたらピザでも七面鳥でも追加されかねない勢いであった。

「もー、エッグベネディクトとシーザーサラダで半熟卵が被かぶってるしいー……」

「ほら恭きよう介すけちゃん、ご飯を作ってくれた人に対する感謝の気持ちは？」

「いただきます」

　一応きちんと手を合わせるだけの気き概がいは残っていた。

　普ふ段だんはシリアルと牛乳で済ませるあっさり系の恭きよう介すけにとって初しよっ端ぱなからハードな一日が始まってしまったが、これが朝食である事を除けば料理の味あじ自じ体たいは悪くない。なんていうか、胡こ椒しようやバジル、マスタードなどの使い方が上手うまい。エッグベネディクトやシーザーサラダはどちらもソースやドレッシングが強きよう烈れつな個性を出してしまうものだが、これのおかげで均一的な味から一歩外へとはみ出ていて、一口ごとに新しん鮮せんな驚おどろきがある。もちろん実際に使っている量は変わらないのだが、油が尾おを引かずにさっぱりしているように思えるのだ。香こう草そうや香こう辛しん料りようの使い手という点では、励起手榴弾インセンスグレネードを自作する類たぐいの召しよう喚かん師しらしいとも言えるのだが。

「へえ、意外と入るものだ」

「そりゃ一日中デスクにべったりな東京の証券マンならともかく、私わたし達たちは頭脳労働と肉体労働を同時に高密度でこなす召しよう喚かん師しですよ？　むしろシリアルだけで保ってきた方が不思議でならないんですけど」

「だけど、うえっ。何だこの牛乳、蜂はち蜜みつでも入っているのかな!?」

「残念、正解の隠かくし味あじは練乳でした☆」

「……お前が大の甘あま党とうだっていうのを失念していたよ、ビヨンデッタ。うっぷ」

　グラスを置くと指先でつついて遠ざける恭きよう介すけ。流石さすがにこちらはストレート過ぎて彼かれの舌には受け入れられなかったようだ。胡こ椒しようが入っていなかったからかもしれない。

　エプロンを外し、帯につけた猫の名札を指先で弄もてあそぶビヨンデッタは突つき返かえされたグラスを気軽に取ると、テーブルにドンと怪あやしげな茶色いボトルを置いた。中身は抗こう生せい物ぶつ質しつの白い錠じよう剤ざいでぎっしりだ。やはりばったりお風ふ呂ろを経験したお姉ちゃんは強い。いちいち間接キスとかで顔を赤らめるでもなく、普ふ通つうにざらざら、笑え顔がおでごくごくと飲み干していく。

「練乳も練乳で慣れればするっと入るんですけどねえ。南インドの紅茶とか知りません？　練乳でたっぷたぷにしたのを空気に躍おどらせながらカップへ注ぐヤツ」

「文化や伝統の話を持ち出して責めにくくするのはやめるように。それよりも」

　こんっ、と小さな音が鳴った。

　恭きよう介すけが三〇カラットのダイヤが嵌はまった銀の鍵かぎを無造作にテーブルへ置いた音だ。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』。一千万もあればポンポン人を殺すナントカサスペンス劇場ならこれだけで館が丸ごと爆ばく発はつしかねない値打ちの品だが、生あい憎にくと彼かれらが取とり扱あつかっているのは事件ではなく戦争だ。

「これからどうするのか考えよう」

　恭きよう介すけが提案すると、ビヨンデッタはフォークの手を止め、肩かたを小さくした。

「……申し開きもありませんわ、お客様。その点については何なりと罰ばつをお与あたえくださいませ」

「責めている訳ではないよ」

「必要な道具は全てこちらで揃そろえます。お手を煩わずらわせる事は何一つありませんわ。何でしたらフルートやバイオリン、ユダの揺ゆりかご、苦く悩のうの梨なしなどマイナーな器具の扱あつかい方かたも一つ一つ責め立てられながら実地でレクチャーして差し上げても……」

「全部スケベ要素の絡からむ中世の拷ごう問もん具ぐばかりではないかほんとに反省しているのかおちょくっているのかどっちなんだっ!?」

「まあ博識。これなら何の心配もいりませんわ☆」

「げふん。あの夜は最終試験とは言ったけど、どの道、お前を檻おりから出した時点で一いち蓮れん托たく生しようなのは決まっていた。何より意味がない。お前を責めたところで『黄金の宝箱』が戻もどってくる事はないんだし」

　そう。

　ビヨンデッタは『ザ・セイント』を取とり逃にがした。勝負が決まれば敗北者は二四時間以上自じ我がを失う召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いでは珍めずらしく、一〇分のリミットを使い切って痛み分けで終わったのだ。聖女にして魔ま女じよでもある爛ただれた女はもちろん、背後にどれだけ増ぞう援えんが待つか分からない状じよう況きようではいったん退くのが得策だった。

　よって、相変わらず恭きよう介すけ達たちは親おや鍵かぎを、ブライズメイドは宝箱を手にしている。

「ビヨンデッタ、連中が鍵かぎを使わずに箱をこじ開ける可能性は？」

「それができたらお客様も最初から箱に専念していたのではなくて？　箱に関する伝説が正しければ不ふ正せい開かい錠じようには自じ壊かいで応じ、中の秘密も失われるとの話でした。量子暗号みたいにね。……もっとも、信しん奉ぽう者しやが愚ぐ行こうに走るリスクまでは排はい除じよできませんが」

「……、」

『白き女王』の信しん奉ぽう者しやは誰だれも彼かれも狂くるっているが、それだけでは大おお仰ぎような計画を遂すい行こうできない。驚おどろくほどクリアに待ち、そして大だい胆たんに行動するのが連中の特とく徴ちようだ。ああいう手合いが準備段階で暴走するとは思えない。

「ひとまず鍵かぎと箱を使うと仮定して話を進めよう」

「となるとブライズメイドは私わたし達たちを狙ねらってくるのでしょうか。防戦一方だと復ふく讐しゆう屋やのスタンスに反しますわね、どこかで主導権を取とり戻もどしませんと」

「お前のスタンスはどうでも良いいけど、でももう少しやれる事の幅はばはある訳だが」

　恭きよう介すけは息を吐はいて、

「箱の中にあるのはあくまでも『創設者のギャラリー』の場所に関するデコーダーだ。答えそのものではない訳だが。そうなると、出てきたヒントを照らし合わせるための『古地図』がいる。人の皮に描いたという伝説を持つ宝の地図がね」

「三種の神器とはまた御ご大たい層そうな。そういえばトイドリーム会長は日本文化に刺し激げきされてゴザルザムライを生み出したんでしたっけ」

「なんか微び妙みように勘かん違ちがいしているようなのが珠たまに瑕きずだけど。……でもリェキシの武者が光る刀持って宇宙でチャンバラするとやたら大興奮するんだよね、向こうの人ひと達たち」

　ともあれ、

「僕ぼく達たちは互たがいの位置情報を正確に把は握あくしている訳ではない。襲おそいたくてもすぐには実行できないんだ。だとしたら網あみを張るにはぴったりの材料は他にあるのではないかな。古地図の持ち主を使えば良いってね」

　どの道、恭きよう介すけ達たちにも必要なものでもある。

　ブライズメイドの狙ねらいが親おや鍵かぎと古地図、二つに分かれてしまうと動きを予測しにくくなるが、それらを一ヵ所にまとめてしまえばカウンターも狙ねらいやすくなる。

　桜色のミニ浴衣ゆかたのビヨンデッタは胸の前で両手を合わせて、

「では問題。その古地図はどこにあるのでしょうか」

「有名だよ。元々の持ち主はエジプトでピラミッドを守っていた一族だ。壁へき画がや言語の保護活動に熱心だった関係で、トイドリーム会長との親交も篤あつい。そしてトイドリーム社で遺い跡せきを周辺の土地ごと全て買い上げ、中にあった王の遺体や副ふく葬そう品ひんなんかをまとめて博物館に移す事になった段階で、彼かれらもまた居場所を変えた。何でも、王の眠ねむる場所が彼かれらの守るべき故郷になるんだとかで」

「つまり？」

「トイドリーム35。この街の普ふ通つうのマンションで暮らしているんだ。今では日本のソフトウェア開発会社と協力して、ＶＲマッピングに協力しているらしい。ゴーグルかけてトラップだらけのピラミッド探検ツアーが今後の目玉アトラクションになるってさ」




　　　　２




　トイドリーム35にある典型的な海から直接突つき出でた高層ビルだった。

　高級マンションのリビングで恭きよう介すけは勧すすめられたソファにも座すわらず壁かべ際ぎわに立ち、ビヨンデッタはお行ぎよう儀ぎの良いい猟りよう犬けんのように傍そばで控ひかえている。

　これが『彼かれら』の今の拠きよ点てんだった。

　彼らが石の遺跡に寄り添ってきたのは、そこに王の遺体があり、最も効率的に守れるからに過ぎない。

　数千年にわたってピラミッドを守ってきた墓はか守もりの一族がエアコンの効いた部屋でネット会議に勤いそしみ、そこはテクスチャの貼はりつけじゃダメだきちんと頂点登録して凹おう凸とつをつけてくれなどと駄だ々だをこねていたとしても、それもまた時代の流れというヤツなのだろう。

　褐かつ色しよくの肌はだの女性が台所で洗い物をしていて、リビングの隅すみにあるＯＡデスクのパソコンの前では数人の男女がああでもないこうでもないと画面を指差しながら議論を繰くり広ひろげている。彼かれらの視線を感じながら、恭きよう介すけは口の中でこう呟つぶやいていた。

「（……へえ、視界外でも僕ぼく達たちをきちんと認にん識しきできるのか）」

「（……お客様。単にアワード二桁けた台だいにわざと抑おさえている、表と裏の連れん絡らく役やくという事では？　『ガバメント』辺りが良くやる手です）」

「（……だと良いいんだけど。どうにも匂においが違ちがうんだよね。もっと素人しろうとっぽいというか）」

　まあそれは良いい。

　だが問題なのは、『ガバメント』所しよ属ぞくの仲ちゆう介かい人にんである愛あい歌かの手を借りて護衛を申し出たところで、すでに先約があると丁てい重ちように断られてしまった事だ。

「……、」

「……。」

　そして城しろ山やま恭きよう介すけは腕うでを組んでこちらを睥へい睨げいする双ふた子ごの巫女みこと対面していた。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん。

　双ふた子ごという事になっている割に、片割れは流れるような黒くろ髪かみでもう片方は華はな々ばなしい金きん髪ぱつというおかしな組み合わせの少女達。

　彼かれは冷れい酷こくに言った。

「彼かの女じよ達たちはポンコツなのであまり役には立ちませんよ」

　こらー!!　と双ふた子ごの内の勝気な方が叫さけんだが、誰だれも気にしなかった。

　代表らしき褐かつ色しよく肌はだの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたカジュアルスーツの老人に向けて、ここだけは深刻そうに彼かれは相談する。

「ブライズメイドという名に聞き覚えは？　もうすぐアワード９００クラスの召しよう喚かん師しがしこたまやってくるので、何にしても戦力は多いに越こした事はないのではないかなと」

「うう……っ！　い、いきなり私わたし達たちの、その、知らない情報がどっさり……!?」

　内気な方が涙なみだ目めになって姉の背中に隠かくれてしまった。

　ミニ浴衣ゆかたのビヨンデッタは胸の前で両手を合わせ、それから小首を傾かしげて、

「ちなみに私とこちらのお客様は共に『フリーダム』のアワード九〇〇番台となります。『仇染めライアーキヤツト』『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』でそれぞれ調べてもらえればようく分かると思いますけど」

「ビヨンデッタ、お前の伝説はセールスポイントにならない訳だが」

「そうとも限りません。……ここで不興を買えば、その伝説が牙きばを剝むくとご理解いただけるのでしたら、ね？」

　恭きよう介すけは頭を抱かかえそうになる。つまりビヨンデッタにとっては釣つり餌えとなる古地図さえ手に入るなら、墓はか守もりの一族を護衛するのでも古地図を奪うばってしまうのでも、どちらでも構わないと考えているのだろう。

「……ビヨンデッタ、ちょっとこっちに」

「イエス、お客様」

　ファミリー向けのマンションの廊ろう下かに出て、恭きよう介すけと従じゆう僕ぼくは内ない緒しよ話ばなし。

「言っておくけど、その方法は確実ではない。古地図を奪うばった場合、ブライズメイドがその事実に気づかなければ構わず墓はか守もりは襲おそわれる。古地図はないと必死に訴うつたえても、真実か否いなかを見み極きわめるため拷ごう問もんにかけられるだろう。そして用済みと分かれば瀕ひん死しの彼かれらは無む抵てい抗こうのまま口くち封ふうじされる。つまり迅じん速そくに古地図を奪うばう事は彼かれらを守る事には繫つながらない訳だが」

「確かに。一〇〇点満点の推察ですわ、お客様」

　家庭教師のようなにこやかな笑えみで有角のビヨンデッタは頷うなずいてから、

「しかしそれが何だというのでしょう。私わたし達たちの目的は『創設者のギャラリー』と博物誌の欠番であり、墓はか守もりの一族は枝葉のはず。まあ、聞き分けがよろしいなら多少は途と中ちゆうの寄り道も構いませんが、己おのれの死期にも気づかず強ごう情じようを張る相手に無理して付き合う必要は特にないのでは？」

　その笑え顔がおに、恭きよう介すけはどこか別の誰だれかを思おもい浮うかべてしまった。

　白く、可か憐れんで、そしてどこまでも純じゆん粋すいな邪じや悪あく。

「……『女王の憎ぞう悪お』め」

「イエス。お客様にはできない提案をするのが私の役目ですので☆」

　帯につけた猫の名札を指先で弄いじりながら微笑む悪魔。傷の舐なめ合あいでブレーキ役にすらならないのと比べれば、まだしも有用なのか。恭きよう介すけは重たい息を吐はいてから、決断した。

「見殺しはナシだ」

「イエス、お客様」

「自分の目的のために力を借りるなら、それは一いち蓮れん托たく生しようだ。何があっても守りたい」

「それが最高に復ふく讐しゆうを楽しむお客様のスタンスだというのでしたら」

　自分の言葉で置おき換かえられる内は復ふく讐しゆう屋やも従順なものだ。そして、こじれていても一つ一つ説得していくしかない。ビヨンデッタの言葉ではないが、墓はか守もりの一族はあまりにも差さし迫せまった死期に対して無む頓とん着ちやく過ぎる。改めて廊ろう下かから元の部屋へと戻もどろうとした恭きよう介すけ達たちだったが、思わぬ声がかかった。

　別の扉とびらの方からだった。

『もし、そこの方。それ以上は臣下を通す必要はありません。こちらへ直接お入りなさい、客人まろうどの謁えつ見けんを許可しましょう』

　細い女性の声だった。丁てい寧ねいに媚こびるがどこか人を挑ちよう発はつするビヨンデッタとは違ちがう、上から下へと流れていく言こと葉ば遣づかい。それでいて、誰だれもにその位置関係を認めさせる圧力を伴ともなった音色。支配者の声だ、と恭きよう介すけは思った。生まれた時から人を束ねる立場にあり、その環かん境きように溺おぼれる事なく、それでいて当たり前のように使いこなす者の声。

　とはいえ、錯さつ覚かくしてはならない。

　これは天性の才能ではなく、そういう技ぎ術じゆつだ。小が大を束ねる技ぎ術じゆつ。独裁者が民衆をまとめる技法。……それこそ、人間が群れで暮らすようになってから続く、人類最古の学問かもしれない。例えば壇だん上じように立って一段高い位置から話す、遠くまで声が通るようメガホンやマイクのような道具を使う。学校で校長先生さえ使っている手法だが、これ一つ取ったって、そこには印象操作の技ぎ術じゆつが織おり込こまれている事に、さて聞いている聴ちよう衆しゆうは、そして何気なく使っている当人さえ気づいているのか。

　ちなみにこれとは似て非なる、別の次元にあの女王がいる。彼かの女じよを知らなければ、ここで恭きよう介すけもビヨンデッタも人並みに魂たましいを縛しばられていたかもしれない。それも心地ここち良よく。自分が手順を踏ふんで拘こう束そくされている事実に気づかずに、だ。

　監かん禁きんを庇ひ護ごと。没ぼつ収しゆうを献けん上じようと。暴力を教育と。貧ひん困こんを裕ゆう福ふくと。不幸を幸福と。

　そう置おき換かえる事すら可能な支配者の招き。

　対して、恭きよう介すけもまた己おのが流りゆう儀ぎで答える。さて、失われて久しい古代エジプトの文明において、扉とびらの向こうから声がかかった場合はどうすればよいのか。……とは考えず、あくまでも普ふ通つうに、現代の様式に則のつとって、薄うすっぺらなドアの前へ向かう。

　かろうじて、恭きよう介すけではなく従じゆう僕ぼくのビヨンデッタが脇わきに立ち、彼かの女じよが控ひかえ目めにノックした。

『すでに許可は出しております。入りなさい』

　それは丁てい寧ねいであっても強制力を持つ言葉で、つまりは命令だった。

　やはり主人の手を煩わずらわせないよう、傍かたわらのビヨンデッタがノブを摑つかんで音もなく回す。そのまま奥おくへと開け放つ。




　異界が広がっていた。




　分厚い遮しや光こうカーテンで光の侵しん入にゆうを阻はばむその一室だけが、ファミリー向けのマンションから完全に切きり離はなされていた。神しん殿でん、あるいは石室。油に芯しんを浸ひたして点つけた揺ゆらめく炎ほのおが照り返しているのは一面を埋うめ尽つくす黄金や宝石。だが俗ぞく物ぶつ的てきな換かん金きん性せいに意味を見み出いだしてはいないだろう。それは東西南北、部屋の間取りすら無視して正確に居並ぶその配置を眺ながめれば分かる。ここにあるのは彼かれら墓はか守もりのマクロな宇宙であり、死生観であり、ミクロな人体の構造でもあった。元々守護していたピラミッドが方位に正確で、天文学に精通する部分もあったところを考えれば自然な成り行きとも言える。

　無数の意味が螺ら旋せんに渦うず巻まく叡えい智ちの中心に座っているのは、一人の少女。

　褐かつ色しよくの肌はだに、銀ぎん髪ぱつのショート。

　見た目の歳としの頃ころは一七か、一八くらいか。だがあてにはならない。瘦そう身しんと呼ぶにしてもやや瘦やせ過すぎの印象のある少女を見るだけで、その呼吸や鼓こ動どうの間かん隔かくが人より極きよく端たんに長いのが見て取れた。摂せつ取しゆと消費のサイクルが、全身の新しん陳ちん代たい謝しやが、ミクロな細さい胞ぼうの分ぶん裂れつが、人じん為い的てきに調整されている。よって見た目の年ねん齢れいと世界を流れる時間との間に齟そ齬ごが起きていても不思議ではない。今ではもうヨガなんて言葉はその辺のフィットネスジムでも普ふ通つうに使われる言葉だが、これはそんな次元ではない。朝あさ露つゆを口に含ふくみ呼吸を整えれば石室の中で五年は生きられると本人の口から言われてしまえば、疑問を挟はさむ余地はなかった。

　常温で、自らの意志だけで、コールドスリープを実現してしまっているようなものか。あるいは大地に根を張る樹木に近い生き方なのかもしれない。

　俗ぞく世せの欲を捨てて自然と一体になろうと気取る高こう僧そう達たちがこれを見れば、それだけで自家生産の嫉しつ妬とと憤ふん怒ぬによって魂たましいを奈な落らくに引ひきずり込こまれかねないくらいの完成形だ。

　女王というよりも、神体。

　なるほど、あの支配者の声も天性と錯さつ覚かくしそうになる訳だ。この褐かつ色しよくの少女は召しよう喚かん師しの目指すアワード１０００とは異なるプロセスから、片足を踏ふみ外はずそうとしている。

　身に纏まとうのは無数の包帯と要所を彩いろどる純金や赤い宝石の飾かざり。後は透すけるように薄うすいレース地のヴェールやショールのような飾かざり布ぬの。ただしこちらは極きよく端たんに長い。首から両りよう肩かたへタオルのように掛かけた後、腰こしの辺りで一周させてから真下に垂らしているため、全ぜん体たい的てきにはＹ字を形作っているようにも見える。

　ボディラインを隠かくすものは実質的に何もない。

　にも拘かかわらず、その半はん裸らとも呼べる格好にはやはり媚び態たいよりも神こう々ごうしさの方が際きわ立だつ。ミロのヴィーナスやダビデ像のように、完成され過ぎているが故ゆえにありふれた獣けものの欲などが付け入る隙すきを与あたえない、むしろ浄じよう化かにかかる、そんな肉体美を構築しているのだ。

　少女の唇くちびるがわずかに、開く。

　それを正面から見ているだけで、心を洗われていたかもしれない。

「非礼は赦ゆるしましょう、火急につき今は略式で構いません。我わが名はセクルティティ。王の不在の束つかの間まを守り、その魂たましいを乾かん式しき保存された肉の器うつわへ呼よび戻もどす任を負う『守もり巫女みこ』の当代となります」

「ぷっ」

　だが、そこで場の空気を乱す笑えみが挟はさまった。

　恭きよう介すけが横目で睨にらみ付つける。だがビヨンデッタは肩かたを震ふるわすのをやめない。少年と共に『白き女王』と直接対たい峙じした彼かの女じよもまた、人並みの『技ぎ術じゆつ』を用いた呪じゆ縛ばくには囚とらわれないのだ。

　セクルティティは床に座ったまま動きを止め、薄い青の瞳に疑問を乗せて、

「何か？」

「いえ失礼。人の身でありながら高次存在を気取る割に意外と俗ぞくだなあと思いまして。特に自らの出自や権けん威いをひけらかしてイニシアチブを取ろうとするところとか」

「……、」

「まあまあ、そう硬かたくならないで。あなたが一つ上のステージに触ふれかけているのは一目見れば分かります。私わたし達たちだって九〇〇番台ですもの。あなたと同じように、踏ふみ台だいに足を乗せている状態なんです。ええ、同じようにね？」

　ゆっくりと優やさしく、しかし鋭するどい切っ先を突つき刺さすように。まるで自信満々に雑学知識をひけらかしているクラスメイトに、横から同じテレビ番組観みたよと言ってしまうような遠えん慮りよのなさだった。

　思わず自分のこめかみに人差し指をやって恭きよう介すけは言葉を放つ。

「ビヨンデッタ」

　んべっ、と浴衣ゆかたの悪あく魔まが舌まで出してきた。契けい約やくした主人の顔を立てようとしているのかもしれないが、これでは完全に子供の言い合いだ。口ゲンカで負けそうになっている弟のために、一回り大きなお姉ちゃんが横よこ槍やりを入れてきたようにしか見えない。

「よい、私は客人まろうどの非礼を赦ゆるします。悪意はあれど根幹は微笑ほほえましい。あなたは本当に弟が可愛かわいくて仕方がないのですね。お客様ではなく弟が」

「……、ンだとコラ？」

「ストップ！　二人とも、何だか良く分からない次元で『神通力』をぶつけ合うのはそこまでだっ!!　多分すっごくレベルが低い、表で待ってる墓はか守もり達たちが哀かなしむよ!!」

　こほん、と二人の女性が同時に咳せき払ばらいをした。

　……変に意い趣しゆ返がえしにこだわっていたし、意外と負まけず嫌ぎらいなのかもしれない、と恭きよう介すけは褐かつ色しよくの聖職者について心にメモしておく。

「あなた達の話はここから聞こえておりました」

「……盗ぬすみ聞ぎきとは卑いやしい趣しゆ味みをお持ちのようで、くすくす。ひょっとしたら週末はネット通つう販はんで手に入れた暗視ゴーグル片手に夜の公園へ出かけているのかしら」

「顔中ボコボコにして四よつん這ばいでその辺引きずり回すぞ激げき甘あま党とう。ではなく」

　またもや明らかにセクルティティが知らないはずの情報がしれっと出ている。あるいは手品のやり口と一緒で、恭きよう介すけ達たちがここに来た時点で来客のデータをかき集めていたのか。

「話を聞く限り、あなた達は我々が管理する古地図を必要としている様子。ええ、ここにいる者だけとは限らない、もっと大きなくくりでのあなた『達』は」

「……ちなみにその『神通力』で、敵のスケールを推おし量はかる事は？」

「とても深い闇やみを感じます。簡単に奥おくまで見通す事が難しいくらいの」

　何とでも言える表現ですね、と口の中で囁ささやくビヨンデッタの足を踏ふんづけてやろうかと思った恭きよう介すけだったが、こちらは軽くかわされた。仕方がないので柔やわらかそうなほっぺたを摘つまむ事にする。

「いひゃいれふ、お客様ぁー」

「ビヨンデッタ、めっ」

　そして座すわりっ放ぱなしのセクルティティが黄金の髪飾りをつけた頭を傾げ、警告した。

「そこ、『守もり巫女みこ』の前でイチャイチャしないように」

「「イチャイチャじゃねえよ全くあてにならねえな『神通力』」」

「ともあれ」

　涼すずしい顔で言いながら、両りよう肩かたから腰こしに掛かけてのＹ字のレース地の飾かざり布ぬのをわずかに揺ゆらして褐かつ色しよくの聖職者は続きに移る。

「古地図があろうがなかろうが、どの道我々墓はか守もりの一族が不ふ穏おんな輩やからから襲しゆう撃げきを受けるであろう事は了りよう解かいしました。我々としても王の眠ねむる地に無用な混乱をもたらし、無断で身内の宝を手にしようとする盗とう掘くつ者しやを放置はできません。となるとあなたの言う通り、少しでも戦力は多い方がよいのでしょう」

　いいや、違ちがう。単純に外側のＹ字のレース地の飾かざり布ぬのを揺ゆらしたのではない。今の今までそういう儀ぎ式しきのように座すわり続けていた『守もり巫女みこ』が関節や重心の制約を感じさせない粘ねん土ど細ざい工くのような動きであまりにも滑なめらかに立ち上がったのだ。
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「いやに協力的ですねえ。もっと頭の硬かたい連中だと思っていましたけど」

「王の眠ねむる場所が我らの守るべき場所、というだけの事です。トイドリーム会長には文化伝承の保存という意味でもすでに信しん頼らい関かん係けいを構築していますし、それに、彼かれにはセトの件でも恩義がありますしね」

　動きはそこに留とどまらない。

　妖よう精せいの羽のように薄うすい布ぬのが落ちる。褐かつ色しよくの裸ら身しんへ乱暴に包帯を巻いただけの、瘦そう身しんと呼ぶにも瘦やせ過すぎな肢し体たいが露あらわとなる。いや、いいや。セクルティティの動きはまだ続く。金飾りを外し、恭きよう介すけ達たちにくるりと背を向けると、全身の包帯の内、腰こしの横辺りに両手を伸のばした。

　まるで、水着の紐ひもでも解くように。

　どうしようもないほど簡単に、プレゼントの包みを開くよりも呆あつ気けなく。少女の身体を守っていた最後の布地が床ゆかへと落ちていく。

　露あらわになった背中一面に、何かがうっすらと浮うかび上あがっていた。

「んっ……。申し訳ない、『生しよう涯がい紋もん章しよう』は血行を良くしなくては奇き麗れいに肌の上へ出てこないものでして」

「くふふ、それで男の目が欲ほしかったと。餓うえた視線にさらされると興奮すると」

「ビヨンデッタ」

「……あ、あのうお客様。全く反応してあげないのもそれはそれで無礼なような？　逆にヤツが哀あわれに思えてくるんですけど」

「よい、私は客人まろうどの非礼を赦ゆるします。今はそういう野や卑ひで低てい俗ぞくな言葉が必要な時です。あなたはとても合理的です。んんっ！」

　ぶわり、と。

　騙だまし絵えのように、何かのタイミングで世界の見方が一いつ斉せいに切きり替かわっていく。

　顔を赤らめて両目を瞑つぶった少女の裸ら身しん、その背中一面に浮うかび上あがったのは、一見すればそういう魔ま法ほう陣じんのようであった。古地図とは呼ぶが、これだけでどこの地形かは読み取れない。単純に多くのピラミッドが残るナイル河がわ近きん郊こうとも限らない。

「……なるほど、三種の神器がなければ『創設者のギャラリー』の場所は分からない、か」

　恭きよう介すけはうっすらと笑っていた。

『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』に『少女の古地図』。すでに二つは整った。

　あと一つ。

『黄金の宝箱』さえ揃そろえば、『創設者のギャラリー』と、そこに眠ねむる羊皮紙の断だん片ぺん、博物誌の欠番に手が届く。彼かれの中で曖あい昧まいに渦うず巻まくイメージに具体的な形を与あたえられる。

　折れた心を再起動できる。

　今度こそ。

「これを、アワード９００の力とやらで守っていただきたい」

　用は終えたからか、セクルティティはこちらに背を向けたまま、腰こしを折って床ゆかに落とした長い包帯を指で摘つまみながら、

「一応、これでもトイドリームの王を虜とりこにしていた代しろ物ものです。多くの者が狙ねらうだけの価値があるのでしょう。願わくは、あなたもまた魔まの力に魅み入いられて引きずられないよう祈いのっていますよ、城しろ山やま恭きよう介すけ」

「んふふう、確かにトイドリームの３Ｄアニメではいくつか背中に魔ま法ほう陣じんが出てくるものがありましたけどー……単に会長さんが年とし端はもいかない褐かつ色しよく少女の流線形が大好物の変態だったとかじゃないと良いいですね☆　個人的な知り合いだった少女達の心を摑つかむために世界的に有名な絵本を作ったあの人の疑ぎ惑わくみたいな事にならないと」

「ビヨンデッタ」

　とうとう恭きよう介すけは禁断の一言を言った。




「おすわり、待て。そこまでだ」
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　ちなみにメインの（はずの）リビングで何だか取り残されている感の強い冥めい乃の河かわ姉し妹まいもまた、実は戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

「（……おっ、お姉ちゃん、その、どうしよう!?　城しろ山やまさんとか来ちゃったら私わたし達たち勝てないよ！　途と中ちゆうで切られて報ほう酬しゆうゼロになっちゃうよ!!）」

「（……うるさいわね彼ひ岸がん、お姉ちゃんの交こう渉しよう術じゆつに任せておきなさい。ううー、ていうか何で同じ『フリーダム』系なんだよお、一度に九〇〇番台が二人も割わり込こんでくるとかレートが間ま違ちがってんじゃないのおー……？）」

　……そもそもトイドリーム35は自宅から外へ出ないのに何故なぜか八〇〇番台後半まで稼かせいでいる『ガバメント』の水着とホワイトライガーの組み合わせや、被召物マテリアルに全く頼たよらず生身の肉体と暗器のみで並み居る召しよう喚かん師しを撃げき滅めつする『イリーガル』の謎なぞのチャイナドレスなどが平気な顔で闊かつ歩ぽしているので、そういう意味では激戦区だ。

　ちなみにリビングで仕事をしている墓はか守もり達たちの目線は今のところどっちつかずといった調子だった。肩かた入いれも思い入れもせず、使える方が残ってくれればそれで良いい、くらいの気持ちなのだろう。どこまで行っても部外者の傭よう兵へいに対する値ね踏ぶみの態勢である。

「（そ、その、何か悪い業カルマでも背負ったのかなあ？）」

「（そういう次元じゃないと思うけど。むしろ何かが足りないのかしら……）」

　ぶっちゃけて言うと冥めい乃の河かわ姉し妹まいも決してレベルの低い召しよう喚かん師しではないが、並の実力で頭角を現せられる場所ではないのだ。主に、城しろ山やま恭きよう介すけという台風の目と『白き女王』という二〇〇〇年に一度級の台風そのものが頻ひん繁ぱんに目もく撃げきされるこのトイドリーム35では。

　そう。

　例えば。




「わんわん!!　わんわんわんわん!!　いつまで焦じらされれば良いんですか私はもうがっつきたいすごーく我が慢まんがならないお客様のご命令に体の芯しんが内圧がぜーんぶ爆ばく発はつしてしまいそうでーす!!　きゃうーん、はっはっはっはっ!!!!!!」

「何で開き直って全力で楽しみ始めているんだっ!?　やめろっ、僕ぼくまで変態の目で見られる！　違ちがうセクルティティそうではない、あなたの『神通力』でようく観察しろ。えっ、あ？　もっとまずいものが？　一体何を見やがったオカルト耳年増ッッッ!!」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　その場の全員が、そう、双ふた子ごの巫女みこのみならず褐かつ色しよくの肌はだの墓はか守もり達たちまでもが頭の中を真っ白にして、しばし無の静せい寂じやくに包まれていた。

　身を委ねるのも飽あきた頃ころ、やがて金きん髪ぱつの彼ひ岸がんがこんな風に目を見開いた。

「私わたし達たちに、足りないもの……!!」

「ダメよ彼ひ岸がん、私わたし達たちはあんなイロモノに旅立ってはいけない!!」

　こうしている今もどったんばったん鳴ってる大暴れな部屋の方へ出かけていこうとする妹の腰こしにしがみついて必死に抑おさえ込こむ姉。

　やがて全ての音が途と絶だえた。

　そしてえらくビシッと使命感に燃えた『フリーダム』アワード９０３が顔を出す。

「お待たせ諸君、『守もり巫女みこ』のセクルティティとは話をつけた訳だが」

「（……い、一体何があったのかな、その、お姉ちゃん）」

「（……しっ！　これはきっと触ふれたら死ぬ類たぐいの疑問よ彼ひ岸がん）」

　ちなみに彼かれの髪かみや服は誰だれにでも飛びかかるダメな大おお型がた犬けんがじゃれついてきたように乱れに乱れ、顔中犬の唾だ液えきみたいなのでべったべたになっている。

　傍かたわらにいる角付きビヨンデッタは素知らぬ顔だが、本来中心に立つべき支配者のセクルティティが小刻みに震ふるえて自分の肩かたを抱だき、内うち股またで端はしの方に寄っている。全ぜん裸ら包帯に金飾りと妖よう精せいの羽のように薄うすいＹ字のレース地の飾かざり布ぬののみなんていう個性の塊かたまりが見るも無残な台無しであった。きっと知らない所で召しよう喚かん師し達たちの壮そう絶ぜつな戦いがあったのだろう。彼かの女じよの薄い青の瞳は見てはいけない深しん淵えんを覗のぞいてしまったのだ。

　カジュアルスーツの老人は頭あたま越ごしの謁えつ見けんについて非常に何か言いたそうな目で『守もり巫女みこ』の体を支えていたが、具体的に口からは何も出ない。それだけ教育が行き届いているという事か。

「み、み、みなのもの、よくおききなさい。こほん、これよりかの二人は客人まろうどにあらず。共に武器を取り、古き王の眠ねむりを妨さまたげんとする者と戦う同どう胞ほうとして全室開放します。よろしいですね」

　しかし、いったん舌の動きが乗ってしまえばやはり支配者だ。引き金を引けば弾たまが出るように、確立された技ぎ術じゆつはいかなる時にも裏切らない。従う事に慣れている配下の墓はか守もり達たちはもちろん、部外者のはずの（しかも恭きよう介すけ達たちが加入する事で利害の一いつ致ちしない）蓮れん華げや彼ひ岸がんさえも、びくんっ、と肩かたを震ふるわせてただただ拝はい聴ちようするモードに心が切きり替かわってしまう。いいや、彼かの女じよ達たちの主観的にはその濡ぬれる唇くちびるの虜とりことなっている真っ最中なのか。

　この辺りが、単なる催さい眠みん術じゆつとは違ちがう。カナダでは医い療りよう行こう為いとして法的に認められ、『表』に広く知しれ渡わたっているものでは、基本的に被ひ験けん者しやの害になる要求は拒こばまれてしまう。交こう霊れい会かいに懐かい疑ぎ的てきな者を参加させてはならないとか、死ねと命じる事はできないとか、そういう有名な話もここに起因している。……つまり逆に言えば、支配者ならできるのだ。一言で白を黒に変える事も、対象に命を絶たせる事さえも。

　黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティは必要に応じて、しかも無意識の内に、こうした技ぎ術じゆつを実地の中で学んでいったのだろう。

　だがそれが彼かの女じよの本質ではない。

　滑なめらか過ぎる挙きよ措そも、人の意識を唇くちびるに引ひき込こむ言葉も、獣けものの欲を突つき放はなす類たぐいの美び貌ぼうも、確かにその全てが人を魅み了りようするが、しかし違ちがう。その言が正しいならば、セクルティティもまた『仕える側』なのだ。現世と冥めい府ふを行き来する古き王の魂たましいの水先案内人として。そうした役割の最適化のため、雑事に手間を割さかないための支配でしかない。

　古き王の魂たましいを、保存した肉体に戻もどす。

　あるいはそういう行こう為いでの、召しよう喚かん。

「して、城しろ山やま恭きよう介すけ。問題の災さい禍かはいつ運ばれてくるのです。それまでにできる事は？」

「ああ、これは悲観的な物言いになってしまって申し訳ないんだが」

　恭きよう介すけは自分の顎あごに人差し指を押おし当あて、天てん井じようを見上げた。

　そして宣告する。




「むしろ、まだやってこないのが不思議なくらいで」




　直後に。

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく爆ばく音おんがマンション全ぜん体たいを揺ゆさぶった。




　　　　４




「なっ、なに……ぶぎゅっ!?」

　思わずといった調子で窓の外を確かく認にんしようとした蓮れん華げの巫女みこ装しよう束ぞく、その襟えりの後ろを恭きよう介すけが摑つかんで引き止めた。このタイミングで窓辺に顔を出すなど自殺行こう為いだ。何発狙そ撃げきされるか分かったものではない。

　そして見なくても分かる。トイドリーム35は無数のビルを海に突つき立たて、それらの間を何重もの巨きよ大だい陸りつ橋きようを重ねて疑ぎ似じ的てきな陸地を築いた海上立体都市だ。逆に言えば、出入口と橋の連結部分を火薬などで焼き切ってしまえば交通の便は途と切ぎれ、さらに電気、通信、水道、ガス、そうしたインフラ網もうも寸断できてしまう。

　敵の狙ねらいは間ま違ちがいなく孤こ立りつ化かだ。

　それが済すみ次し第だい攻せめ込こんでくる。

「猶ゆう予よは楽観的に見ても三〇秒。ビルの中にはどれだけ戦力が？」

　セクルティティが目配せすると、先ほどのカジュアルスーツの老人が応じた。

「マンション全ぜん体たいを墓はか守もりで固めているから心配するな。我らが誇ほこる神官兵はまさに岩の守りと鋼はがねの信しん仰こうでもって『守もり巫女みこ』様の壁かべとなる。その実力は一人いれば象の戦車に勝まさる胆たん力りよくと───」

「絶対戦わせるな。召しよう喚かん師しは相手を肉眼で捕ほ捉そくしない限り戦せん闘とうを仕し掛かけられない。無理に外へは飛び出さず、部屋の隅すみで複数のクッションに埋うもれて丸まっていた方が生存率は高まる訳だが。狭せまいクローゼットやバスルームはかえって駄だ目めだ、広い部屋の隅すみが一番見み逃のがされやすい。……これは思っているより忍にん耐たいが必要だ。誰だれにでもできる事ではない。良いいか、捜そう索さくが始まっても身じろぎ一つしてはいけない。きちんと伝えるんだ」

「こっ」

　小こ僧ぞう、とでも叫さけびたかったのかもしれない。

　だが今は時間がない。恭きよう介すけが思わず筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした老人を蹴け飛とばし、ビヨンデッタが主人の腰こしに飛びついて床ゆかへ押おし倒たおした直後、凄すさまじい破は壊かいの嵐あらしが襲おそいかかった。

　ドンドンドンドガドガドガッッッ!!　と。

　リビングの窓全ぜん体たいを横一線に等とう間かん隔かくで叩たたき割わるように。機き関かん砲ほうの掃そう射しやが腰こしの高さの辺りで部屋にある全てを端はしから順に、粉々に砕くだいていく。

「っ！」

　倒たおれたままの恭きよう介すけは背中に手を伸のばし、丸めて収納しておいたレプリグラス製ブラッドサイン『林檎の蛇フオスフオロス』を一気に引ひき抜ぬく。腕うでの力だけでぐるりと振ふり回まわし、棒立ちの蓮れん華げと彼ひ岸がんの足を一挙に払はらって転ばせる。さらにはセクルティティにも狙ねらいを定めたが、そこでおかしな事が起きた。

　何故なぜだか褐かつ色しよくの『守もり巫女みこ』は恭きよう介すけからの救いの手を拒こばみ、床ゆかすれすれを走るブラッドサインを自らの足で踏ふんづけて動きを止めたのだ。

「ふんっ」

　そして横よこ殴なぐりの掃そう射しやが終わった時、彼かの女じよだけが君臨していた。

　ちょうど弾だん丸がんと弾だん丸がんの隙すき間まにいて、彼かの女じよだけが傷一つなかった。

「相手がどれだけ重武装だろうが、無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しや如ごときにやられる墓はか守もりではありません。それより王の眠ねむりを妨さまたげ、トイドリーム会長の造った街で暴れる無法者へ鉄てつ槌ついを下しましょう」

（大したものだ……）

　恭きよう介すけは素す直なおに感心した。はっきり言えばカジュアルスーツの老人や蓮れん華げ、彼ひ岸がんが助かった時点でも運の要素は絡からんでいた。今日の彼かれらははっきりと自じ慢まんして良い、強運の持ち主だ。だがセクルティティはさらに先を行っている。神に愛されているとでも言わんばかりに。

　それでも忘れてはならないのが、ここは召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦場であるという点だ。

　神話の神々を超こえる者さえ自在に振ふり回まわす召しよう喚かん師し達たちが相手では、神の寵ちよう愛あい程度では身の安全を確約できない。

　じじじじりじりじり、と車のシガーライターを壁かべ紙がみに押おし付つけるような、嫌いやな音と匂においがあった。

　埋うめ込こまれた弾だん痕こんが明らかにおかしな反応を示していた。

　装そう甲こうを貫つらぬき、内ない部ぶで着火してエンジンや電子回路を焼く事を目的に開発された特とく殊しゆ弾だん頭とうがある。徹てつ甲こう焼しよう夷い弾だん。だがそのものではないだろう。召しよう喚かん師しや依より代しろ達たちがより効果的に威い力りよくを高めるとしたら、

「励起手榴弾インセンスグレネードか！　ビヨンデッタ!!」

「イエス、お客様」

　ガカッ!!　という落らく雷らいじみた快音と共に、背中に古地図を刻んだ『守もり巫女みこ』を含ふくめ、その場の全員が一辺二〇メートルの人じん工こう霊れい場じようへ取とり込こまれていく。済んだ事は巻まき戻もどせない。倒たおれ込こんだまま呆ぼう然ぜんとするギャラリーや君臨する神かみ懸がかりを置いて、恭きよう介すけとビヨンデッタはブラッドサインを構えて起き上がる。

　人じん工こう霊れい場じようは標的となる人間を肉眼で捉とらえたまま励起手榴弾インセンスグレネードを投げて炸さく裂れつさせなければ展開できない。そしてその場に召しよう喚かん師しと依より代しろがいない場合は、炸さく裂れつ地点に向けて自動的に吸い寄せられる事になる。重力さえ無視して。

　橋の連結は断たたれている。

　おそらく隣となりのビルから水平に、それこそミサイルのような勢いで飛んできたのだろう。感覚的にはロープで壁かべを伝ってきた特とく殊しゆ部ぶ隊たいが窓から一挙に突とつ入にゆうするのにも似ていた。

　だがあらかじめ襲しゆう撃げき者しやの数と位置が分かるならさほど苦労しない。

　相手は壁かべに撃うち込こまれた弾だん痕こん……徹てつ甲こう焼しよう夷い弾だんに似せた励起手榴弾インセンスグレネードの数だけやってくる、それも弾だん痕こんの位置ぴったりに合わせてくる格好で。

　対する恭きよう介すけとビヨンデッタは互たがいの背中を合わせ、ブラッドサインを水平に振ふり回まわし、金属バットのようなともラリアットのようなとも言える一いち撃げきでその全ての首を一いつ斉せいに刈かった。元々規格外の速度で突つっ込こんで来た召しよう喚かん師し達たちにとっては地じ獄ごくのような有り様だっただろう。二本足で着地する事も叶かなわず、首を支点にぐるりと縦に一回転してそのまんま床ゆかを転がっていく。

　一度も被召物マテリアルを呼ばずに空回りを続けた人じん工こう霊れい場じようは哀あわれな召しよう喚かん師し達たちの意識の消失と共に『勝者』の恭きよう介すけ達たちに主導権が移るが彼かれらは固こ執しつしない。九〇秒を待たずに自ら『チェイン』待機状態を解除し、立方体の赤い光『薔薇ばら』もろとも人じん工こう霊れい場じようを消去していく。

　もちろんブライズメイドの突とつ入にゆうルートは一つだけではない。追加の召しよう喚かん師しが窓から来るにせよ、別働隊到とう着ちやくまでの足止めにせよ、機き関かん砲ほうからの掃そう射しやは続くだろう。

「こいつら手足縛しばって窓辺に飾かざっておきますか」

「『あの』女王の信しん奉ぽう者しや達たちだぞ、肉の盾たてなんて気にするものか」

「ではこちらからもクレー射しや撃げきと洒しや落れ込こみましょう。ご安心くださいませ、七・六二ミリのボルトアクションですもの。この距きよ離りなら必中ですわ、お客様」

「分かった。ただし無力化だ、絶対に殺すな。僕ぼくはこの窓に注目を集めるから、ビヨンデッタは別の部屋に移って……」

　短く言い合っていた時だった。

「……、」

　ふらり、と。本当に何の前まえ触ぶれもなく、無む警けい戒かいに。対岸から機き関かん砲ほうで狙ねらわれているその窓辺へ、褐かつ色しよくの『守もり巫女みこ』セクルティティが近づいてしまった。

　恭きよう介すけが足を、ビヨンデッタが首を、それぞれブラッドサインで刈かり取とって床ゆかへ倒たおそうとした一いつ瞬しゆん前の事だった。

「王の眠ねむりを妨さまたげ、新たな聖地を脅おびやかす者へ鉄てつ槌ついを」

　囁ささやきの後だった。




「はァっっっあ!!!!!!」




　叫さけびと共に、彼かの女じよは両手の掌てのひらを開いて正面へと突つき出だした。

　それだけだった。

　まるですでに砕くだけてしまったガラスを思い出させるようなパントマイム。武道や格かく闘とう技ぎに精通した動きとも思えない。

　にも拘かかわらず、恭きよう介すけとビヨンデッタの得物が、ギリギリの位置で止まっていた。いいや、彼かれらのブラッドサインは小刻みに震ふるえていた。恭きよう介すけの得物はそれ以上進むも戻もどるもできず、花魁おいらんなミニ浴衣ゆかたのビヨンデッタも半はん端ぱに腰こしを突つき出だしたような格好から動けないでいる。

（なっ）

　ぼごんっ!!　という破は裂れつ音おんが遠くから響ひびき渡わたった。例の機き関かん砲ほうだ。ただしまともな発はつ砲ぽう音おんではない。明らかに暴発し、向こうで不備が起きている。

　彼かの女じよは黄金の髪飾りを戴いただく支配者だ。だが念動力でスプーンを曲げられる訳ではない。

（……射手を惑まどわせて、操作を誤らせた……？）

　そもそも機き関かん砲ほうは重たすぎるので一人で持ち運ぶ事はできないし、掃そう射しやの際にも構えて引き金を引く係からベルト状の弾たまを送り出す係まで、二～四人ほどの集団行動を取る事が多い。彼かれらの息を乱せば操作ミスの機会も増えるだろうが……。

　恭きよう介すけやビヨンデッタが浴びた震ふるえは、あくまで余波。

　支配者の定めた壁かべ、禁域はここまで強固なのか。謁えつ見けんを認めず。ただその決定も、確立された技ぎ術じゆつでもってぶつければ、こうまで人の動きは止まるのか。

　果たして対岸からはどのように『壁かべ』が映っていたのやら。ひょっとしたら、比ひ喩ゆ表ひよう現げんではなく彼かれらには無音で押おし潰つぶしに来るそれが実際に『見えて』いたのかもしれない。先ほどの掃そう射しやの際も物理的に弾たまが曲がったとかではなく、思わず敵方の射手の魂たましいが支配者に当てるのを躊躇ためらった可能性もある。

　が、支配者は支配者。

　彼かの女じよは決して驕おごらず、まるで当たり前のようにこの力を使い、そして語る。

「……何度も使える手ではありません。人は刺し激げきに慣れる生き物です。あらゆる英えい雄ゆうが時と共に民衆の手で引ひき摺ずり下ろされ、一〇〇〇年の帝てい国こくが無残に食い散らかされるように。栄光や畏い敬けいもまた、消費される感情の一つに過ぎないのですから」

　次の手を、と『守もり巫女みこ』の薄い青の瞳は欲ほつしていた。

　そもそも古地図が褐かつ色しよくの少女の背中にある以上、恭きよう介すけ達たちとしては無理にこのマンションに留とどまり続ける理由は特にない。墓はか守もり達たちも墓はか守もり達たちで、王の眠ねむる場所が守るべき故郷だと言って砂さ漠ばくを離はなれるようなこだわりを持つ連中だ。博物館で眠ねむる王や副ふく葬そう品ひんを直接汚けがされない限りは居場所を移る事に躊ちゆう躇ちよはしないはず。

　後はどのタイミングで、という話だ。

　当然、全ての橋を落とされて孤こ立りつしたビルの中から脱だつ出しゆつするのは困難だ。ブライズメイドもその周囲を固めて包ほう囲い網もうを築いているだろう。これを切きり崩くずさない事には話が先に進まない。逆に言えば、切きり崩くずせさえすれば良いのだ。先ほど、このビル全ぜん体たいを墓はか守もりで固めてあるという話は聞いた。つまり民間人を巻まき込こむ恐おそれはない。たとえこのマンションの建たて物もの自じ体たいを犠ぎ牲せいにしてでも、逃にげ出だすための隙すきさえ作れれば。

「……マンションにいるできるだけ大勢を下へ移動させよう。ビルの地階は海の底だ。人の流れを見れば、きっとブライズメイドは潜せん水すい艇ていでも隠かくしているものと考えるはず」

「だが実際には潜せん水すい艇ていなど存在しない！」

　側そつ近きんの老人が嚙かみ付つくように言ったが、恭きよう介すけは気に留とめなかった。

「良いいんだ、そう思おもい込こませる事ができれば。ブライズメイドが海中ルートを危険視すれば、自然とブライズメイドは包囲の輪を狭せばめてくる。機き関かん砲ほうも分厚い海水を挟はさむと威い力りよくが減げん衰すいするし、海の中は思ったよりも遠くまで見み渡わたせないからね。そうしたら」

　恭きよう介すけはパチンと指を鳴らして人差し指で天てん井じようを示した。

　ビヨンデッタが得心した顔で、

「なるほど、マンション上層を吹ふっ飛とばす、って訳ですか。大量の瓦が礫れきを雨あられと降り注がせれば不用意に近づいてきたブライズメイドを潜せん水すい兵へい装そうごと叩たたき潰つぶせる、と」

「ああ、ああ！　つまりは通路に大岩を転がして盗とう掘くつ者しやを一いち網もう打だ尽じんにするという例のあれですか。王の墓たるトイドリーム35への破は壊かい活かつ動どうは好ましくありませんが、無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しやを追おっ払ぱらうトラップとしてならやむなしですよねっ!!」

「何でいきなり目を輝かがやかせて身を乗り出してくるんだセクルティティ!?」

「やはり技ぎ術じゆつ大たい国こくニッポン、古くは忍にん者じや屋や敷しきから現代のゴキブリシートやハエ取り紙まで、様々なトラップが魂たましいに浸しん透とうしている守り人の国は考える事が違ちがいます。ああでもウツボカズラやハエトリグサのような食虫植物の機能美も捨てがたい。王の墓を守る側としても、アジア地域からは学ぶべき事が多過ぎます。はふう……」

「ちっ近いっ!!　さっきから何なんだこの圧は!?」

　言うのは簡単だが、普ふ通つうの爆ばく薬やくやガス爆ばく発はつでは不可能だ。ビルの解体工事の動画でも見れば分かる通り、基本的にビルは真下に崩くずれるか真横に折れるかで、火山の噴ふん火かみたいに真上に瓦が礫れきが飛び散る事はまずない。しかも『真下に崩くずれる』をやってしまうと地階で待機している囮おとりが潰つぶれてしまうため、途と中ちゆう階かいのみで衝しよう撃げきの伝でん播ぱを抑おさえなくてはならない。

　現実的な手段で実行できないなら、何に頼たよれば良いか。

　答えは自おのずと決まっている。彼かれらは召しよう喚かん儀ぎ礼れいを取とり扱あつかうエキスパートだ。

「んー、お客様。しかしそうなると人手の方が……」

「ああ、召しよう喚かん師しは上と下の二組に分けておきたい。ビヨンデッタ、お前は下だ。不測の事態が発生した時に召しよう喚かん儀ぎ礼れいで墓はか守もり達たちを守れる環かん境きようを整えたい訳だが。任せて構わないかな」

「イエス、お客様」

　そして恭きよう介すけもまた優すぐれた召しよう喚かん師しだが、今はペアとなる依より代しろがいない。

　鼻から息を吐はいて、黒くろ髪かみの蓮れん華げがやる気を見せていた。

「分かった！　じゃあ私わたし達たちが上に行って、タイミングを合わせて被召物マテリアルを大暴れさせれば良いのね!!」

「……一応尋たずねておくけど、大規模な建造物への破は壊かいオーダーの参加経験は？　この手の高層ビルはいったん崩くずれ始はじめると連れん鎖さ崩ほう壊かいを止められなくなるから破は壊かいの制せい御ぎよが難しいし、どれだけ優すぐれた依より代しろでも基本的に被召物マテリアルは一〇〇％の完全制せい御ぎよはできない。言ってみれば電極付きで不自然に震ふるえる手を使って塔とうの形に積んだブロックパズルを一本ずつ引ひき抜ぬいていくような感じなんだけど、ちゃんと対処できる？　失敗したら、そうだね、ざっと二〇〇人前後の命を落とす条件で」

「あうあうあうあうあうあう……」

「素す直なおでよろしい。とはいえ、あなた達のペアにもやってもらう事はきちんとある訳だが」

　つまり、彼ひ岸がんの契けい約やくを解除して恭きよう介すけに回す事もできない。

　彼かれが召しよう喚かん師しとして動くためには、新しい依より代しろが必要だ。辺りを見回すまでもない。最適の素質を持った人間など最初から一人しか存在しない。

「……、」

　恭きよう介すけとセクルティティが静かに向かい合う。

　彼かの女じよの方も自らの才能は理解しているのだろう。理解して、なお別の道を選んだのだろう。それはそれで強い。あるいは召しよう喚かん儀ぎ礼れいに溺おぼれる事しかできなかった恭きよう介すけよりも、なお。

「っ、いけません!!」

　深く頭を垂れて、横から進言したのはカジュアルスーツの老人だった。

「御おん身みは徹てつ底ていして己おのれを律し他の何物にも頼たよらず魂たましいに磨みがきをかけていった逸いつ材ざい。有う象ぞう無む象ぞうの神に身を預けた結けつ果か、これまでの研けん磨まにどう影えい響きようを及およぼすのか予測がつきません。最悪、その全てを失うかもしれませんぞ……!!」

　それは単なる人を支配する技ぎ術じゆつの話、ではないだろう。

　未いまだこの目で見た事もない、そもそも実在するのかどうかも不ふ明めいな彼かの女じよの本領。

　古い王の魂たましいを乾かん燥そうした遺体へ正確に呼よび戻もどす。そういう意味での、別系統の召しよう喚かん。

　そんなものがあれば、あるいはブラッドサイン式とバッティングするかもしれない。長い時を共に過ごした老人はもっと、当の少女本人はもっともっと、誰だれよりもその価値を理解しているはずだ。

　人は一度頼たよってしまった力からは抜ぬけ出だせない。

　あるいは一発の銃じゆう弾だんがそうであるように、あるいはすがってしまった神がそうであるように。

　もしも手放す事を引き止めてくれる誰だれかがいるならば、身を任せてしまう事もあるかもしれない。

　だが支配者は告げた。

「下がりなさい」

「っ!?」

「城しろ山やま恭きよう介すけ。状じよう況きようが状じよう況きようです。あなたはただ一言、『なれ』と命じれば済んだ話ではありませんか？」

「悪いが依より代しろになるのを強要するのは僕ぼくの流りゆう儀ぎではないんでね」

「ですが、もしも私が首を縦に振ふらなければどうするつもりですか」

「全部ご破算だ。次の手を考える」

　ここでもターニングポイントがあった。

　参加しても、参加しなくても、城しろ山やま恭きよう介すけはこの状じよう況きようを切きり抜ぬけると宣言した。つまり、周りに背を押おされての契けい約やくはもうありえない。褐かつ色しよくの少女が自らの足で一歩を踏ふみ出ださない限り、黄金の髪飾りを頭に乗せたセクルティティが『こちら』に来る事は絶対にない。

　かえって、道を踏ふみ外はずす理由の方がないくらいだ。

　誰だれにも背中を押おされる事なく、長い年月を費ついやして積み上げていったものを全て放り捨ててまで、見知らぬ世界へ飛とび込こむ理由が、勇気が、魂こん魄ぱくが、一体この世のどこにある。

　そして支配者は笑った。

　うっすらと。何かの試練を越こえようとする者の目で。

「でもその解決策の中には、私の存在はありません」

「……、」

「私は所しよ詮せん、王の不在を預かる束つかの間まの支配者。ですがそれでも今日まで多くの命を支えてきた矜きよう持じがあります。我わが身み可か愛わいさにその責務から背を向けて、薄うすら笑いで盗とう掘くつ者しやに媚こびを売り、一体この手が何を得ようというのですか。この魂たましいがどのような色に輝かがやくというのですか。少なくとも私にはその答えを出せません」

　それが、支配者の選せん択たくだった。

　彼女は当たり前のように全てを統すべてきたからこそ、捨てる時も当たり前のようにその力を手放す。そういう強さを持っていた。本当に見み据すえるべきものは何か。それが分かっていなければできない選せん択たく。

　セクルティティは迷わない。

　彼かの女じよにとっては、上に立つ者としてのプライドもまた当たり前のようで、だからこそ、振ふり切きる時も当たり前のようにできる。そういう人なのだから。




「だからお願いします。我わが一族を『たすける』ために、あなたの力を貸してください」
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　必要なのは小さな刃は物ものと自分の指先。

　人差し指の腹にほんの些さ細さいな傷をつけ、血の珠たまを一つ浮うかばせるだけで、その『扉とびら』は軽々と開いていく。




「召しよう喚かん儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万ばん象しようを受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　全身包帯にＹ字に巻いたレース地の飾かざり布ぬのを纏まとう褐かつ色しよくの少女が、その場で跪ひざまずく。

　これは新しい契けい約やく。

　古い自分を脱ぬぎ捨すてて新しい自分を世界に広げる行こう為い。よって直前まであった位や立場など何の意味も持たない。たとえそれが万ばん人にんの上から睥へい睨げいする支配者であろうとも。




「汝なんじは器うつわを満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　あるいは高貴な妖よう精せいの女王が葉の先に集まる朝あさ露つゆを口に含ふくむように。あるいは卑いやしい犬が路地に散らばる残飯に貪むさぼりかかるように。

　見る者全ての価値観を丸ごと突つき崩くずす格好で、その舌の先が、指の腹へと伸のびていく。そこに溜たまった何よりも毒々しくて神こう々ごうしい一滴てきを得るために。




「ならばその器うつわを仕上げてみせよう。我は召しよう喚かん師し、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使し役えきして人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　そうして、接せつ触しよくがあった。

　舐なめ取とり、口の中で転がして、喉のどの奥おくまで吞のみ込こんで。包帯や金飾りに彩られた少女の中で何かが爆ばく発はつする。これまであったものとこれまでなかったものとがぶつかり合い、全身の神経の先という先から接続用のポートが次々と開いていく。

　いっそ落らく雷らいのような衝しよう撃げきと共に、褐かつ色しよくの少女の全身が弓なりに反る。跳はね回まわるような痙けい攣れんと共に限界まで開いた口が天てん井じようを向いていた。恐おそるべき獣けもののような咆ほう哮こうが炸さく裂れつしたが、そこにはもう支配者としての威い厳げんや風格は存在しなかった。

　彼かの女じよは書かき換かえられた。

　更こう新しんされたのだ。

　神々の奥おくに潜ひそむ者達すら自由自在にその身へ宿す、依より代しろという神秘そのものに。
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　全ての準備は整った。

　恭きよう介すけはブラッドサインの調子を確かめ、手持ちの励起手榴弾インセンスグレネードの数を数えて、そして傍かたわらに新たな依より代しろが立つのを待つ。辺りをぐるりと見回して、そして破は壊かいされて床ゆかに散らばったテーブルの残ざん骸がい付近へブラッドサインの先せん端たんを突つき込こんだ。何かを引ひっ掛かけ、セクルティティに向けて軽く放る。

　ミントタブレットの四角いケースのようにも見えるが、違ちがう。デジタルカウンターのついた万歩計であった。

「？」

「腰こしの辺りにでもつけておいて。そんなものでも拘こう束そく具ぐの代わりになる。特に女性にとっては美容と健康は精神的な枷かせに繫つながりやすいからね。余計な亡ぼう霊れいだの邪じや悪あくな精せい霊れいだのに乗っ取られたくなかったら、精神のスイッチを物理的に作っておいた方が得策だ」

　なるほど、と頷うなずいて律りち儀ぎに腰こしの横……先ほど古地図を見せてもらった時に解いた包帯の結び目のような箇か所しよに万歩計のクリップを差さし込こんでいくセクルティティ。ひょっとすると、意外に解けやすくて補強が必要な箇か所しよなのかもしれない。

　一方、金きん髪ぱつの巫女みこの彼ひ岸がんは彼ひ岸がんで何故なぜだか顔を真っ赤にして両手で自分の頰ほおを覆おおい始めていた。彼かの女じよはもごもご言う。

「やっやだ……私の時も、その、あんなになっちゃっていたの……？」

「うーん、人それぞれだと思うけど、彼ひ岸がんは結構やらしい方じゃないかしら」

「ッッッ!!!???」

「ははは顔まっかっかで両目を瞑つぶってポカポカ叩たたいてきているところ申し訳ないけどそれどころじゃないのよ。これでアンタも依より代しろを得て自由に動けるのよね。で、私わたし達たちはどうすれば良い？　さっき私わたし達たちにもやる事があるとか言っていたわよね。誰だれと戦えば!?」

　こうしている今もブライズメイドは待ってくれない。敵に主導権を握にぎられたまま状じよう況きようが進めばそれだけこっちの狙ねらいを実行に移すチャンスは少なくなってしまう。蓮れん華げや彼ひ岸がんの側から申し出があるのは素す直なおにありがたかった。

　なので相手の胸を借りるつもりで、恭きよう介すけももう遠えん慮りよをしなかった。

「ああ。じゃあ蓮れん華げと彼ひ岸がんはこっち来て。スパー相手」

「あん？」

「……スパー、え？」

　目を白黒させる双ふた子ごの巫女みこに、恭きよう介すけは真上を指差して、

「さっき僕ぼくが上層階で暴れて大量の瓦が礫れきを海に落とすって話をしただろう？」

「え、えと、その、城しろ山やまさん、それが、あの」

「おかしいと思わなかったのか。被召物マテリアルは対戦相手がいないと呼び出せない。かといって神々を超こえる者を普ふ通つうの墓はか守もりや伸のびてて動けない敵兵に押おし付つける訳にはいかない。冗じよう談だん抜ぬきにバラバラにされてしまうからね。きちんと被召物マテリアルを呼び出せる、仮想敵の召しよう喚かん師しを調達しないと」

「……まさか……」

　嫌いやな予感しかしない蓮れん華げが呟つぶやいている間に、話を続ける恭きよう介すけは彼ひ岸がんの、話を理解したセクルティティは蓮れん華げの腕うでを、それぞれ摑つかんでいた。

　何故なぜだか子供のように目を輝かがやかせる『守もり巫女みこ』は言う。

「ピラミッドのロマン、ド派手な吊つり天てん井じようや大岩トラップで憎にくき盗とう掘くつ者しやを仕留めるためには、まず金銀財宝の輝かがやきで釣つり上あげなくてはなりません。見かけのお宝は必ひつ須すなのです」

「な、え、ちょ……近い近い、顔が！」

　笑え顔がおの圧に負けて顔を逸そらした蓮れん華げはよそへ救いを求めたようだった。そして恭きよう介すけも差別をしなかった。彼かれは条件さえ合がつ致ちすれば老ろう若にやく男なん女によ誰だれだって巻まき込こむつもりであった。

　だからクソ野や郎ろうは笑え顔がおで言った。




「大だい丈じよう夫ぶ、やられても二四時間忘ぼう我がの時間が続くだけだから。別に死ぬ訳ではないよ」

「いやァァァァだあああああああああああああああああああああああああああああ!?」
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　アザリア＝マゼンタレイン。

　わずか一四歳さいながら、元『ガバメント』アワード９３０『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』にして、『白き女王』の信しん奉ぽう集しゆう団だんガードオブオナーの召しよう喚かん師し、『唯一無私』の一人だった誰だれか。名門マゼンタレイン家の正統なる血を継つぐ貴族令れい嬢じようでありながら、同家が牛ぎゆう耳じる米国最大の軍ぐん需じゆ企き業ぎよう『クアッドモータース』において兵器設計開発の中ちゆう核かくを担になっていた人物でもある。珪けい素そ性せい万ばん能のう細さい胞ぼうを用いて様々な動植物の構造を取とり込こんだレプリグラスは四軍全てを席せつ巻けんし、今では民生品として都市水道の浄じよう水すいや発電など大規模インフラ分野にも食指を伸のばしている最中だ。

　マゼンタレイン家け自じ体たいは完全な米系ではなく『欧州貴族連盟ラウンドテーブル』の一角であり、古い玉座に腰こし掛かける者もの達たちとしては建国三〇〇年余りの新大陸に『世界の警察』などという大役を負わせる事に納なつ得とくがいかず、彼かれらを内側からコントロールするために送り出された出島のようなものでもあるのだが……この辺りは今は割かつ愛あいしても構わないだろう。

　すでに長い金きん髪ぱつを巻まき髪がみにした少女はマゼンタレイン家けの所しよ属ぞくではない。

　華きや奢しやで小こ柄がらな少女は、それよりなお身を寄せるべき『象しよう徴ちよう』を手に入れた。

「あらあら。相変わらず惨さん澹たんたる有り様でしてよ」

　中型輸送用レプリグラス『スズメバチ』。そのずんぐりとした腹の中に腰こし掛かけながら、アザリアはゆったりとした声で言った。

「やはりトイドリーム35。何もかもあの時の焼き直しになりましたか、城しろ山やま恭きよう介すけ」

　初動での隔かく離り自じ体たいは成功したものの、その後の召しよう喚かん師しや依より代しろによる一いつ斉せい攻こう撃げきは不発に終わっている。アザリア達たちの求める古地図がどのような形状なのかが分からないため、外からビルごと崩くずせない、というのも大きな要因ではあった。だが本質は違ちがう。

　揺ゆれる機内の中で、なお直立不動の老ろう執しつ事じが滑なめらかに言葉を差さし込こんできた。フラクタル＝レスキンス。その呼吸一つ取っても彼かれが『仕える者』として頂点を極きわめている事は窺うかがえる。

「予定通りではありませんか、お嬢じよう様さま」

「ええ」

　見習わなくてはならない、と彼かの女じよは素す直なおに思った。

　今のアザリアもまた、望んで『仕える者』の一員になったのだから。

「意識的であれ、無意識的であれ、城しろ山やま恭きよう介すけの頭でも同じビジョンが再生されているはず。そして安心する。本人は気づかずとも、かつての勝利の空気を反はん芻すうし、同じ流れの中にいると錯さつ覚かくし、緊きん張ちようは解けて全身は弛し緩かんする。こちらがそう誘ゆう導どうしているとも知らずに」

　アザリアは敗北の経験を無む為いに散らせない。

　様々な動植物の構造を兵器に組くみ込こむレプリグラス系設計開発者であるからこそ、彼かの女じよは様々なアーカイブに触ふれている。例えば百ひやく獣じゆうの王おうで知られるライオンは、実はたてがみを持つオスより持たないメスの方が狩かりを主導するし、その肉にく食しよく獣じゆうの代表格は逃にげる草食動物のシマウマやキリンの後うしろ脚あしで蹴け飛とばされたり、カバに嚙かみ付つかれて退散する事もある。

　だがそれでライオンを小こ馬ば鹿かにする者はあまりに愚おろかだ。レプリカント的な観察眼が不足している。ネコ科の動物は一度でも危険を感じた行こう為いは繰くり返かえさない。例えばペットの子こ猫ねこだって、ストーブに触さわって火傷やけどしたり、バスタブに落ちて溺おぼれたらもうそこへは立ち寄らない。それをライオンは生きるか死ぬかの環かん境きようで毎日毎日繰くり返かえしているのだ。

　百ひやく獣じゆうの王おうとは定められた頂点で停てい滞たいする生き物ではない。

　常にアップデートを繰くり返かえすのだ、彼かれらは。そうして効率的な取しゆ捨しや選せん択たくによりさらにシャープに磨みがかれた集団は、シマウマやキリンを直線的に追い駆かけるのではなく群れで取り囲み、後うしろ脚あしで蹴けられないよう真横から喰くらいつく術すべを獲かく得とくしていく。

　アザリアも同じだった。

　少女は『白き女王』の薫くん陶とうを受けて穢けがれた魂たましいを脱だつ皮ぴさせ、そして城しろ山やま恭きよう介すけに敗北する事で召しよう喚かん師しとしての驕おごりからも脱だつ却きやくした。

　恭きよう介すけが戦いの中でアザリアを知ったように、アザリアも恭きよう介すけを学んでいる。

　彼かれが蛇だ蝎かつのように嫌きらうであろうフレーズだって、簡単に思おもい浮うかべられる。

「……さながら、私は陛下と城しろ山やま恭きよう介すけの遺伝子を継ついだ『子供』のようなもの」

　くすくすと笑いながら、金きん髪ぱつを巻まき髪がみにした少女は傍かたわらにいくつも置いた、リール状のリボンの塊かたまりに指を這はわせる。

「ですが子が親を越こえてはならないという法則はありません。むしろ進化論に従えば代を経るごとに強きよう靭じんにならねばその種は残らなくてよ。さあ、城しろ山やま恭きよう介すけ。そろそろ本番に参りましょう。あなたが世界へ振ふり撒まいた遺伝子の業ごうを自ら思い知りあそばせ」

　かつてのボロ布一枚で見た事もない大人達に手を引かれていた自分が見たら、なんて顔をするだろうか、とアザリアは少しだけ考える。

　上から目線で人に命令を下すなど、想像もつかなかっただろう。

　地じ獄ごくがあった。

　そこから救い出してくれた誰だれかがいた。

　だからこそ、その人に報むくい胸を張れるような生き方をしなくてはならない。

　それがどれだけ歪ゆがんだ方法であろうとも。

　アザリアの細い指の腹がいくつかのリールを指で弾はじき、そして彼かの女じよはピンク色のリボンを摑つかみ取とった。やはりここは六番だ。トイドリーム35での出来事をなぞるなら、彼かれに敗北を喫きつした六番リールが良いい。

　カーゴルームでゆったりと立ち上がり、そして黄金の少女は執しつ事じに告げた。

「私も出ます。『メガニューラ』の用意を」
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　恭きよう介すけ、セクルティティ、蓮れん華げ、彼ひ岸がんの四人は孤こ立りつしたマンションの非常階段を駆かけ上あがる。そろそろビヨンデッタを中心として、墓はか守もり達たちが地階に向かった事はブライズメイドも摑つかんでいる頃ころだ。こちらの狙ねらいが伝わる前にマンション上層で被召物マテリアルを呼び出し、四方八方に大量の瓦が礫れきをばら撒まいて、海中包ほう囲い網もうを狭せばめてきたブライズメイドをダウンさせたい。全ぜん体たい包ほう囲いに穴を空けるならそれくらいやらないと駄だ目めだ。

　そんな風に思っていた。

　だが次の一手は思わぬところからやってきた。

「ッ!?」

　先行する恭きよう介すけが目的階の一歩手前で動きを止め、慌あわてて片手を水平に上げる。踏ふみ切きりの遮しや断だん機きのように動きを制限された蓮れん華げが何か言おうとする前に、爆ばく音おんと瓦が礫れきの雨が一段上のフロアを埋うめ尽つくした。

「きゃああああっ!!」

「戻もどれ、戻もどれ！」

　恭きよう介すけは半ば少女達を真下の踊おどり場ばへ突つき飛とばすような格好で退たい避ひさせる。

「おのれ盗とう掘くつ者しやめ……!!」

　黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティと彼ひ岸がんの二人に押おし潰つぶされた蓮れん華げが、うつ伏ぶせのまま呻うめくようにしながら疑問を放つ。

「な、なに……？　またさっきのマシンガンで狙ねらわれているの……？？？」

「あれはそんなものではないよ……」

　一人階段に残った恭きよう介すけが、すっかり風通しの良くなったフロアへ顔だけ出しながら呟つぶやく。

　フロアと同じ高層階の高さ、しかし何も足場のない大空に、何かがゆったりと移動していた。このマンションを中心に円でも描えがくような軌き道どうを維い持じしているのは、最初、妖よう精せいか何かと見誤った。

　だが違ちがう。

　赤みがかった黄金の長い巻まき髪がみ。色白で小こ柄がらな矮わい軀く。そんな華きや奢しやな少女の瘦そう身しんを埋うめ尽つくすように、禍まが々まがしい兵器の山があった。全身を水着のようなコンソールスーツで覆おおった上で、背中には巨きよ大だいなトンボの羽に似たユニットを、両足から外側へ、足あし全ぜん体たいよりも大きな棺かん桶おけに似た追加兵装を装着している。両サイドの棺かん桶おけはそれ自じ体たいが巨きよ大だいなペイロードのようで、外側に向けて扇おうぎの骨のように無数の重火器が飛び出していた。機き関かん砲ほう、ロケットコンテナ、ニードルガン、火か炎えん放ほう射しや器き、レールガン、近きん接せつ用よう溶よう断だんブレード、ワイヤーショット、音おん響きよう兵へい器き用ようコーン……。まるでペンチのグリップの部分にドライバーやナイフを仕し込こんだ西洋式の十徳ナイフを彷ほう彿ふつとさせるシルエットだ。

「アザリア……」

　くすりと笑う少女の勝気な目線と目が合った。

　彼かの女じよは右手で作った拳けん銃じゆうのジェスチャーをこちらに向けていた。

「アザリア＝マゼンタレイン!!」

　扇おうぎのように開いていた各兵装が、パタパタパタパタと折れていく。こちらに向けて明確に照準が集中する。背筋が凍こおる恭きよう介すけだが、そこでもっとおかしな事が起きた。かつん、という足音が真横から響ひびいたのだ。

「ならば先ほどと同じく無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しやへ鉄てつ槌ついを食らわせてやります」

　銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの『守もり巫女みこ』、セクルティティ。

　彼かの女じよが棒立ちのまま、薄い青の眼光も鋭く両手を真正面に突つき付つけたのだ。

「はぁッッッあ!!」

　先ほどの機き関かん砲ほうの射手を暴発に導いた支配者の『壁かべ』。

　有史以来あらゆる人類が磨みがき上あげてきた、人の上に立つための技ぎ術じゆつ、その結けつ晶しよう。

　だがアザリアの笑えみは変わらなかった。右手のジェスチャーが動く。射しや撃げき後ごの反動でも再現するように、人差し指の銃じゆう口こうが軽く上に撥はねる。

「馬ば鹿かっ!!」

　恭きよう介すけは思わずセクルティティの細過ぎる腰こしに飛びつき、いっしょくたに真横へ倒たおれ伏ふした。勢い余って危険域のフロアの床ゆかを転がってしまうが、どうにもならない。

　余よ剰じよう電力を砲ほう身しんに絡からみ付つかせるレールガンが唸うなった。

　空気を割る爆ばく音おんと共に鉄筋コンクリートが面おも白しろいように消し飛ぶ。さらに上へ続く非常階段も断たち切きられてしまった。階下の踊おどり場ばに残した蓮れん華げ、彼ひ岸がんの二人も気になるが、戻もどって回収している暇ひまはない。この威い力りよくなら盾たてにしている床ゆか一いち面めんごと削けずり取とって踊おどり場ばを吹ふき飛とばせる。遮しや蔽へいにならない。そもそも双ふた子ごの巫女みこがいる事こと自じ体たい、アザリアに知らせないのが最適だ。

「……、あら？」

「良いいから頭を低くっ!!」

　ＡＴＭの前でキャッシュカードの番号をド忘れした若わか奥おく様さまみたいに緊きん張ちよう感かんなく首を傾かしげるセクルティティの腕うでを恭きよう介すけは摑つかみ直し、身を低くしたままフロアを走る。薄うすい内ない壁へきなど盾たてにもならないが、アザリアから目に見える位置に留とどまり続けるのは自じ殺さつ行こう為いだ。今は薄うす紙がみ一枚でも良いいから視界の外、死角を維い持じし、消えるのが得策である。

　ブ……ゥン、とトンボというよりは殺さつ人じん蜂ばちを増ぞう幅ふくしたような羽音が恭きよう介すけの耳を打つ。

　ボロボロに崩くずれた薄うす壁かべの端はしから、もはやガラスの欠片かけらも残っていない境界線のさらに向こう、大空へ目をやる。

　その気になればマンションに飛とび込こんでくる事もできるだろうに、アザリアは相変わらずだった。このビルを中心とした円えん周しゆう軌き道どうに沿って、右に左に小刻みに移動しながら一定の距きよ離りをキープしている。攻こう撃げきヘリを使って高層ビルを襲おそうとしたらこれが最適だろう。彼かの女じよは召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いを忌き避ひし、恭きよう介すけ達たちを被召物マテリアルや防護円で身を守る事ができない生身のまま挽ひき肉にくに変えようとしている。

　プライドを刺し激げきされて『貴族の血』の沸ふつ騰とうに従う、以前の彼かの女じよにはないルーチンだった。

　自分が敗北を、それを力に変える術すべを与あたえてしまったのかもしれない、と恭きよう介すけはわずかに苦い顔になる。

「……ベースはクアッドモータース製個人飛行ユニット『メガニューラ』。だけどあれはあくまで歩兵の移い動どう支し援えんで、ハンググライダーからの発展系ってコンセプトのはずだった。ゲテモノを載のせすぎているぞ、くそ……」

「何にしてもこのままやられっ放しではマンション全ぜん体たいが倒とう壊かいしてしまいます。下で待機している墓はか守もり達たちも押おし潰つぶされるでしょう。早さつ急きゆうに手を打たないとなりません」

「分かってる」

　相手は空中にいるため、確かに召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使った戦せん闘とうは仕し掛かけにくい。だがそれも程度による。人じん工こう霊れい場じようは励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ地ち点てんから一辺二〇メートルの立方体として形成される。つまり、アザリアが空中にいようが、バックに他のビルの壁へき面めんが広がっている時を狙ねらって励起手榴弾インセンスグレネードを放り投げれば、彼かの女じよを召しよう喚かん師し達たちの檻おりに閉とじ込こめられる。ビルの壁へき面めんを使った戦せん闘とうに持もち込こめる。

　全てはタイミングだ。

　まずこちらの思おも惑わくを知られてはならない。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦せん闘とうを仕し掛かけようとしているとバレれば、アザリアは自分の背後のビルにも警けい戒かいするようになってしまう。

　さらに言えば、励起手榴弾インセンスグレネードはピンを抜ぬいて投げてから炸さく裂れつまで数秒の待機時間がある。恭きよう介すけが今手にしているものだと五秒。たった五秒と思うかもしれないが、アザリアの小こ悪あく魔ま的てきな両足から外側へ展開される兵装の一つ取っても、例えば機き関かん砲ほうの回転数は一分間で二〇〇〇発に達する。その一発一発がいわゆる対物ライフルの二倍近い『砲ほう弾だん』だ。防護円でカバーされていなければ恭きよう介すけとて生身の人間、一発肩かたに掠かすっただけで半身が吹ふっ飛とぶ。そのクラスの兵装が五基でも一〇基でも同時に逃にげる恭きよう介すけへ追いすがるというのだから、決して楽観できる五秒ではない。あの重装メガニューラ一機で、既き存そんの攻こう撃げきヘリ一編隊以上の火力があると見た方が良いい。

　考えなしで挑ちよう戦せんしても奇き跡せきは起こらない。

　恭きよう介すけはレプリグラス製のブラッドサインを使って、離はなれた場所にある消火器を迅じん速そくに手た繰ぐり寄よせた。だがこれだけでは頼たよりない。耳に神経を集中させると、複数の場所から危険な音が洩もれていた。アザリアではない。爆ばく撃げきされて基部しか残らない遺い跡せきのように、ほとんどの壁かべと柱を失ったこのフロアの中からだ。

（……キッチンとバスルーム、の跡あと地ち。どっちもガスが漏もれているな）

　散らばっていた瓦が礫れきの中からひしゃげた携けい帯たい電でん話わのバッテリーと金属クリップを拾う。火種としては申し分ない。

　ゆっくりと息を吐はいて、恭きよう介すけは提案する。

「励起手榴弾インセンスグレネードを投げてからの五秒間で殺されないよう、あちこちに仕し掛かけを施ほどこす。消火器で煙えん幕まくを張り、火種をキッチンとバスルームに投げてガス爆ばく発はつを促うながす。アザリアが光と音で翻ほん弄ろうされている間に時間が経たてば僕ぼく達たちの勝ち、彼かの女じよがブレなければ相当厳しくなる。覚かく悟ごを決めろ」

「え、ええ。盗とう掘くつ者しやに反はん撃げきできるなら何だって」

　元々選せん択たくの余地はなかった。

　それでもセクルティティが頷うなずくのを確かく認にんしてから、恭きよう介すけはズボンのポケットに手を伸のばし、命を預ける励起手榴弾インセンスグレネードを取り出す。ヘアスプレー缶かんの頭に丸いピンとレバーを取り付けたようなもの。この業界を知らなければ閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを思おもい浮うかべた事だろう。

　その時を待つ。

　敗北を知ったアザリアから油断は引き出せない。彼かの女じよは天敵知らずの猛もう獣じゆうではなく、手負いの獣けものだ。それは一定以上の距きよ離りに決して近寄らず、ありふれた火力での圧殺に専念しているところからも窺うかがえる。

　かろうじて残った内ない壁へきに体を押おし付つけ、励起手榴弾インセンスグレネードを手の中でレバーごと握にぎり込こむ。

　空いた手の人差し指を円形のピンに通す。鉤かぎ状じようにしたり伸のばしたり、軽く弄もてあそびながら。

　鼻の筋に沿って汗あせが流れた。傍かたわらのセクルティティが、手術中の医者の額を拭ぬぐうようにそっと取り去ってくれる。それくらい全神経を集中させて外から鳴なり響ひびく殺さつ人じん蜂ばちの羽音を増ぞう幅ふくさせたような音を耳で蒐しゆう集しゆうしていく。

（来い……）

　ひたすら相手の出方を窺うかがう恭きよう介すけは、皆かい既き日につ食しよくの撮さつ影えいに挑いどむカメラマンに似ていたかもしれない。昼前の明るい陽光を照り返す向かいのビルの壁かべに、全く別の影かげが重なる瞬しゆん間かんを固かた唾ずを吞のんで見守り続ける。

（来い!!）

　ふっ、と光が歪ゆがんだ。

　平板なガラス壁へきが生む一面の白い光の中に、巻まき髪がみの少女の華きや奢しやで蠱こ惑わくな人体と流線形だが重じゆう厚こうな兵器とが組み合わさった黒いシルエットが浮うかび上あがる。

　跳はねるように恭きよう介すけ達たちは動いた。

　陽動は金飾りに彩られたセクルティティの仕事だった。物もの陰かげから消火器を投げ、丸めた布にバッテリーで火を点つけた火種をキッチンやバスルームの跡あと地ちに放ほうり込こむ。そのたびにアザリア側から機き関かん砲ほうの掃そう射しやがあったが、全てのトラップは正しく機能しなくても構わない。ようは重装メガニューラ側が別の場所に注目してさえくれれば。

　それと同時に恭きよう介すけは手の中の励起手榴弾インセンスグレネードのピンを抜ぬいて薄うす壁かべから身を乗り出し、建物と大空の境界線のさらに外へ向けて全力で金きん属ぞく缶かんを投げつけた。

　フロア内で撃うち抜ぬかれた消火器が白い煙えん幕まくを撒まき散ちらし、火種は上手うまくいかなかったものの、追従した機き関かん砲ほうの砲ほう弾だんが漏もれ出ていた都市ガスを着火させたのはプラスに働いただろう。

　励起手榴弾インセンスグレネードは撃うち落おとされる事なくアザリアの真横を突つき抜ぬけ、その背後に広がる別のビル壁かべにぶつかる。跳はねる。くるりと回転して、そして起き爆ばくする。

「行くよセクルティティ！　用意だ!!」

　召しよう喚かん師しと依より代しろは炸さく裂れつ地点へ自動的に吸い寄せられるが、油断はできない。間に突つき出でた鉄筋などを挟はさんでいればそのまま串くし刺ざしにされる。アザリア側からの銃じゆう撃げきの危険だってまだゼロではない。向こうの壁へき面めんに着地し、『白しろ棘とげ』を打ち出し、被召物マテリアルを呼び出して防護円を展開するまでは『物理無効』の恩おん恵けいは得られないのだ。

　リスクで言えば、先ほど恭きよう介すけ達たちが窓から飛とび込こんできた召しよう喚かん師し達たちの首をブラッドサインで一いつ斉せいに刈かったのと同じ。つくづく今のアザリアからは自分の遺伝子を感じてならない。

　だがそれどころではなかった。

　子は親の予想の先を行った。




　何も起きなかったのだ。励起手榴弾インセンスグレネードが炸さく裂れつしたにも拘かかわらず。




　流石さすがの恭きよう介すけも虚きよを突つかれた。相手の姿を肉眼で捉とらえ、人じん工こう霊れい場じようの効こう果か範はん囲いに相手がいる状じよう況きようでビル壁かべに向けて励起手榴弾インセンスグレネードを投げつけ、実際に炸さく裂れつさせたはずなのに、頼たのみの綱つなの人じん工こう霊れい場じようが展開されない。あの重力を無視して引っ張られるような感覚もない。

（不発!?　でもどうして……）

　疑問が言語化を終える前に、優すぐれた召しよう喚かん師しである彼かれの頭が答えを弾はじき出だしていた。この理り不ふ尽じんを説明できる仮説は一つしかない。

　レプリグラスは珪けい素そ性せい万ばん能のう細さい胞ぼうを用いて他の動植物の構造を取とり込こむ事で、世界的なベストセラーとなった兵器だ。

　そして召しよう喚かん師しは人間相手しか召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いを挑いどめない。同じ人じん工こう霊れい場じようの中に閉とじ込こめた戦車や戦せん闘とう機きを破は壊かいしたり、竜りゆうのブレスや巨きよ人じんの投とう弾だんなどが人じん工こう霊れい場じようの外に広がる街並みを破は壊かいする事はあるが、そもそも完全な無む人じん兵器に照準を合わせて人じん工こう霊れい場じようを展開させる事はできないのだ。

　だとすると。

「……合理と効率を極きわめた兵器にしては、やけに肌はだが露ろ出しゆつしているとは思っていた。水着のようなコンソールスーツにヘルメットもない剝むき出だしの顔や頭。でも違ちがったんだ」

　悠ゆう々ゆうとトンボの羽で大空を水平に移動する『兵器』が、改めてこちらを照準する。

　いいや、重装メガニューラの本質はトンボ型などではなく。

「まさか、あの盗とう掘くつ者しや……」

　セクルティティの支配者としての技ぎ術じゆつが通用しなかったのにも、別の理由が存在した。

　つまりは、




「中身のアザリアも含めて全部が全部レプリグラスだったのか!?　そういう形の少しよう女じよ型がた完かん全ぜん無む人じん兵へい器きなら励起手榴弾インセンスグレネードを使えないと踏ふんで、くそ!!」




　直後。

　兵器の構造に『人間』を組くみ込こんだ無機質なレプリグラスが、火を噴ふいた。




　　　　３




　ずずん!!　という不規則な震しん動どう。

　地階で待機していた墓はか守もり達たちが脅おびえの声を放つ。手にした銀製ブラッドサインを肩かたに担かついで、花魁おいらんのように開いたその豊満な胸むな元もとから這はい出だした白い大だい蛇じやを全身に這はわせる改かい造ぞう浴衣ゆかたのビヨンデッタだけが、涼すずしい顔で天てん井じようへ目をやった。

　不規則な亀き裂れつが何本も走り回り、切り取られたコンクリートの塊かたまりが彼かの女じよのすぐ横へ落ちる。そもそも地階は海の中で、一面のガラスの向こうは水族館のように大量の海水が迫せまっている。ここが割れれば水すい没ぼつ間ま違ちがいなしだろう。

　しかし特に緊きん張ちよう感かんもなく、艶あでやかな唇くちびるを動かして有角の悪あく魔まは言った。

「……野や郎ろう、トラブったな」







　後方待機していた『スズメバチ』の中で、アザリア＝マゼンタレインはくすくすと笑っていた。彼かの女じよは水着に似た露ろ出しゆつの多いコンソールスーツなど着ていない。金の巻き髪を上げてうなじを見せつけ、まるで何かの遊びのようにトイドリーム35のキャンペーンに合わせて青系の浴衣ゆかたを纏まとっている。ややぶかぶかだが丈たけは短く、要所にゴスロリじみたレースやフリル、薔薇ばらの花や棘とげのような意匠がどっさりついているのはご愛あい嬌きようではあるが。

　白手袋をはめた片手で赤みがかった黄金の髪かみを払はらい、そして彼かの女じよは笑う。

「さあて、私の等身大スケールフィギュアの出来はいかがでして、お・と・う・さ・ま。成長途と中ちゆうの胸むな元もとにくびれた腰こし回り、蠱こ惑わくの肌はだの色から質感まで全て再現したつもりです。無事に眩げん惑わくできたようで何より」

「完かん璧ぺきな所作でございます、お嬢じよう様さま」

「とはいえ、こんな真正面からの騙だまし討うちが使えるのは一回限り。設計開発のコストパフォーマンスには見合いませんが。ともあれこれで『創設者のギャラリー』への道は開きました」

　バンバン、と小さな手で『スズメバチ』の壁かべを叩たたくと、金属レールの上を滑すべるようにして、いくつものレプリグラスが最後部のカーゴドアから大空へと放たれていった。

　その全てが同系の『シリアルアザリア』。少女の矮わい軀くと重装メガニューラを組み合わせた対召しよう喚かん師し用ようの完かん全ぜん無む人じん機きだ。もう演技を継けい続ぞくする必要はないので、大量投入しても構わないし、マンションの中へ直接突とつ撃げきを仕し掛かけさせても構わない。

　いくつもの爆ばく炎えんと黒こく煙えんがマンションの全方向から炸さく裂れつする。

　このまま建物ごとへし折られかねない勢いだが、アザリアは決して油断はしない。

「『ザ・セイント』に通達。搦からめ手ての効果は確かく認にんしているものの、城しろ山やま恭きよう介すけはこの程度では仕留められません。予定通り、御ご供くう隊たいの準備を」

「はい」

「私わたし達たちも直接現場に向かいます」

　アザリアは指示を出しながら、六番リボン、ピンク色のリールを浴衣ゆかたの襟えり元もとへと収めていく。全ぜん体たいがぶかぶかなのか、ただでさえ開いた胸元に危うさが宿る。

「お嬢じよう様さま」

「？　おっと失礼、やはり和装というのは慣れませんわね。ボタンもファスナーもなく、分厚い布のベルト一本で支えるとは珍めずらしい。とはいえ、それ以上に面おも白しろいですけど」

　控ひかえ目めな声に胸元の布を高貴な白手袋で包んだ細い指で直しつつ、アザリアは老ろう執しつ事じから巨きよ大だいな金きん属ぞく円えん筒とうを受け取る。肩かたに担かつげば分かる、それが八〇ミリのグレネード投とう射しや砲ほうをベースにしている事が。

　今度の今度こそ召しよう喚かん儀ぎ礼れいの御み業わざ、励起手榴弾インセンスグレネードを放つための発はつ射しや筒とうだ。

　かつての戦いと同じく、『スズメバチ』のサイドに開いたカーゴドアから外へ身を乗り出し、単純なレンズを組み合わせた光学照準で狙ねらいを定めつつも、

「……ただし、相手が城しろ山やま恭きよう介すけとは限らなくてよ」







　双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まい、冥めい乃の河かわ蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人も階段の踊おどり場ばで顔を青くしていた。

　彼かの女じよ達たちは具体的に何が起きているかを完全には理解していない。だけど予想外の事態が展開されているのは良く分かる。『あの』城しろ山やま恭きよう介すけにとっての予想外、だ。完全に自じ分ぶん達たちで対処できるレベルを越こえていた。

「……どっ、どうしよう、その、お姉ちゃん」

「そんな事言われても……」

　選せん択たく肢しは二つある。上へ昇のぼるか、下へ降りるか。

　今、無理に加勢しても恭きよう介すけ達たちの足を引っ張るだけだ。なら速すみやかに下へ降り、ビヨンデッタや墓はか守もり達たちと合流してしまうのも、決して悪い決断ではない。根こん性じよう論ろんや精神論などの話ではなく、合理や効率で考えればむしろ恭きよう介すけ達たちのためになる。

　だが双ふた子ごの姉し妹まいを押おし留とどめていたのは、やはり恭きよう介すけの言葉だった。彼かの女じよ達たちは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』が対アザリア戦に方針転てん換かんした事実を知らない。励起手榴弾インセンスグレネードを使って被召物マテリアルを呼び出し、上層フロアを爆ばく破はして大量の瓦が礫れきを海に落とし、ブライズメイドの包ほう囲い網もうを切きり崩くずす……という作戦が継けい続ぞくしていると見た場合、蓮れん華げや彼ひ岸がんなどの協力は必ひつ須すになる。

　だから裏切れない。置いていけない。

「上に行ってみよう、彼ひ岸がん。こんなのさっさと終わらせなくちゃダメよ」

「う、うん……」

　それは勇気ある一歩なのか、蛮ばん勇ゆうや愚ぐ行こうと取られてしまうのか。

　しかし、どっちみち上っても下りても末路は同じだったのかもしれない。




　彼かの女じよ達たちは最初から狙ねらわれていた。

　アザリア＝マゼンタレインという美しく黄金に輝かがやく猛もう禽きんから。
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　バシュシュ!!　というゴキブリ退治用の煙けむりが出る殺さつ虫ちゆう剤ざいじみた噴ふん射しや音おんが空間を突つき抜ぬけた。励起手榴弾インセンスグレネードを外へ投げるために位置取りを変えていた恭きよう介すけとセクルティティは、砕くだけて消しよう滅めつした窓から一直線に飛とび込こんできた弾だん体たいを見送るしかなかった。

　フロア内は度たび重かさなる砲ほう撃げきでほとんどの内ない壁へきが砕くだけ、元々はファミリー向けのマンションでありながら半ば一個の広大な空間に姿を変えていた。その全てを突つっ切きって、細長い煙けむりの尾おを引く投とう弾だん兵へい器きは非常階段の辺りへと落ちた。

　ちょうど、こちらへ顔を出した蓮れん華げと彼ひ岸がんの懐ふところ深ふかくで。

「励起手榴弾インセンスグレネード……くそっ!!」

　恭きよう介すけが慌あわててブラッドサインを摑つかみ直したところで、起き爆ばくした。驚おどろく双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まいを中心に一辺二〇メートルの立方体が展開される。人じん工こう霊れい場じよう。そして細長い煙けむりの尾おのルートをなぞるようにして、重力を完全に無視した二人組がマンションへ飛とび込こんできた。

　アザリア＝マゼンタレイン。

　フラクタル＝レスキンス。

　空中でこちらを横目で眺ながめ、くすりと少女の目が歳とし不ぶ相そう応おうの蠱こ惑わくを含ふくんだ笑えみに歪ゆがむ。持ち上げた金の巻き髪や和わ洋よう折せつ衷ちゆうのミニ浴衣ゆかたを派手にはためかせ、開いた肩口や太ふと股ももの付け根近くから眩い肌まで見せつける華きや奢しやで可か憐れんな極ごく悪あく。その嗜し虐ぎやく的てきな光に恭きよう介すけはどこかあの白い邪じや悪あくを連想してしまう。

　ろくな迎げい撃げきもできずに元『ガバメント』アワード９３０の怪かい物ぶつ達たちを蓮れん華げと彼ひ岸がんの至近に着地させてしまう。

　ロングブーツの底を削るように着地したアザリアがいっそ危あやういくらいの動きで開いた胸の襟えり元もとからリボンリールを取り出す。

　ピンク色のリボンがひとりでに螺ら旋せんを描えがき、それは強固なブラッドサインへと変じていく。辺りに初期ストックの『白しろ棘とげ』を三つほど浮うかばせ、手負いの王者は獰どう猛もうに笑う。

「さあ、始めましょう？　城しろ山やま恭きよう介すけを苦しめ、締しめ上あげる。それだけのために」

「っ!!　ふざけないで、彼ひ岸がん!!」

　まずい流れだ、と恭きよう介すけは素す直なおに思った。

　このままアザリアと蓮れん華げを戦わせるのは分が悪い。フロア全ぜん体たいが広大に開かれたが故ゆえに、恭きよう介すけは非常階段から離はなれた場所にいた。人じん工こう霊れい場じようの外へ締しめ出だされている。一度始まってしまった戦せん闘とうに横よこ槍やりを入れる場合、『白しろ棘とげ』の初期ストックを三つ全て消費する羽目になるが、贅ぜい沢たくは言っていられない。今はとにかく横よこ槍やりを入れなければ、三〇〇番台の蓮れん華げや彼ひ岸がんには勝ち目がない。

　だがそんな恭きよう介すけの考えを嘲あざ笑わらうように、背中に大きな花飾りをつけた改造ミニ浴衣のアザリアは『白しろ棘とげ』を突ついて『薔薇ばら』の塊かたまりを弾はじき、無数の赤い球体『花弁』を撒まき散ちらしながら宣言した。

「無ぶ粋すいな殿との方がたはご退場あそばせ。城しろ山やま恭きよう介すけ、あなたには別のお相手を用意しましてよ」

「っ」

　またあのアザリア型のレプリグラスか。思わず周囲へ目を配る恭きよう介すけだが、

「『ザ・セイント』、あなたの管かん轄かつです。御ご供くう隊たいを」

　ブゥ、ン!!　と、先ほどまでとは比べ物にならない羽音が耳を打つ。マンションの砕くだけた外がい壁へきギリギリの位置に、中型輸送用レプリグラス『スズメバチ』が寄より添そっていた。サイドのカーゴドアが開き、楚そ々そとした修道服で妖よう艶えんな肢し体たいを包むシスターが待機している。彼かの女じよが指を鳴らすと、やはり同系の修道女達が顔を出した。『ザ・セイント』と違ちがって完成された個性を持たず、今まさに修道院の中でそうした個を築いている最中といった年とし端はもいかない少女達。この高さも気にせず、清流のせせらぎを飛とび越こえるような気軽さでフロアの中へと侵しん入にゆうしてきた。

　てっきり新手の召しよう喚かん師しか何かが群れでやってきたのかと思った。そしてそれでも関係ない。ひとまずアザリア・蓮れん華げ側がわの人じん工こう霊れい場じようの内ない部ぶへ踏ふみ込こむのが先だ。個人対集しゆう団だん戦せん闘とうも手慣れているため、修道女達が恭きよう介すけと同じように割わり込こんできても問題なく戦える。

「御ご供くう隊たい、特別行動開始。たとえ主があなた達を許さずとも、必ずや陛下があなた達の全てを拾い上げてくださいます」

　はずだったのだが。

『ザ・セイント』の声が、流れるように続く。




「自らの胸を貫つらぬきなさい。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』にようく見せつけるように」




　流石さすがに、呼吸が止まる。

　そうしている間にも状じよう況きようは続く。もはやあどけないといった印象さえある未完成の修道女達が、一いつ斉せいに己おのれの胸むな元もとの布地を両手で引ひき裂さく。支給品のような野や暮ぼったい下着に包まれた、それでも肉感的な胸むな元もとが見えてしまっても彼かの女じよ達たちは気に留とめない。その手にあるのはブラッドサインに似た何か。だがそのものではない。先せん端たん部ぶ分ぶんには鋭するどく尖とがった木きの杭くいのようなものが取り付けられている。

　躊ちゆう躇ちよなどなかった。

　二〇人ほど揃そろった彼かの女じよ達たちは変造ブラッドサインの下か端たんを床ゆかに押おし付つけると、鋭するどく尖とがった先せん端たんを自分の胸むな元もと、その中心部分に押おし当あてる。そのまま『人』の字でも作るようにのしかかり、今まさに全ぜん体たい重じゆうをかけようとする。

　もしも彼かの女じよ達たちが本当に修道女であるならば、それは許されざる行こう為いだった。十じゆう字じ架かを掲かかげる一神教では死を賭として信しん仰こうを貫つらぬく殉じゆん教きようはともかく自殺そのものは認められていない。だが『ザ・セイント』の言を耳にする限り、神に見捨てられた後に別口で女王にでも魂たましいを拾ってもらう気でいるのか。あんな邪じや悪あくが木こっ端ぱの七〇億など気に留とめるはずもないのに!!

　かつて共に死線を越こえた冥めい乃の河かわ蓮れん華げと彼ひ岸がん。

　全く見た事もない信しん奉ぽう集しゆう団だんに属する自殺志願者達。

　どちらが優先されるかと問われれば、答えなど決まっている。迷うはずもない。だが一方で、彼かれは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』なのだ。どんな状じよう況きようであれ人死には許せない。それは敵味方を問わない。まして『白き女王』からの歪ゆがみによって発生しているのが明白であれば、何としても止めなくてはならない。そう魂たましいが暴あばれ狂くるっている。

　とことんまで城しろ山やま恭きよう介すけという生命体を理解し組くみ込こんだ対応策であった。

　今度の信しん奉ぽう集しゆう団だんは女王と恭きよう介すけの『子供』だ。ただしそれはどこまでも禍まが々まがしい。

「くっ……」

　こうしている間にも時間は経過する。

　すぐそこでアザリアに追おい詰つめられようとしている蓮れん華げや彼ひ岸がんが見て取れる。ワンアクションで彼かの女じよ達たちを救済できる。だがそれとは別に彼かれの周りには二〇人以上の修道女達が命を散らそうとしている。本来あるべき神を忘れ、女王などという偽いつわりの光に目が眩くらんでしまったばっかりに、そんなものが本当の救いになると信じてしまった『被ひ害がい者しや』達たちが。

「くそォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけの叫さけびに、アザリアと『ザ・セイント』の二人が全く同じ蠱こ惑わくの笑えみを浮うかべた。それはまさしく『白き女王』から継ついだものであった。

　最後の最後の土ど壇たん場ばで、恭きよう介すけの救いの矛ほこ先さきが逸それる。ブラッドサインが唸うなりを上げ、『人』の字を描えがいて己おのれの胸を貫つらぬこうとする少女達の変造ブラッドサインを横よこ殴なぐりに叩たたいて次々にへし折り、吹ふき飛とばしていく。

　どちらかを選び、どちらかを切り捨てた。

　選せん択たくに伴ともなう結けつ果かは、すぐにでも彼かれの胸を、そこに収まった魂たましいを締しめ上あげにかかる……。
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　その選せん択たくに、救いが自じ分ぶん達たちから離はなれた事実に、蓮れん華げも彼ひ岸がんも恨うらみはしなかった。そうであるべきだと思った。彼かの女じよ達たちは召しよう喚かん師しであると同時に本職の巫女みこでもある。奉ほうじる神や従うべき聖典に違ちがいはあっても、神に身を委ねる者としての本質は見み極きわめられる。

　自じ刃じんを選んだ少女達は、きっと違ちがう。

　女王の信しん奉ぽう者しやでもなければ、そもそも修道院で魂たましいを磨みがくシスターですらない。

　おそらくトイドリーム35で適当にかき集められた少女達に、香こうや暗示、集団心理などを利用して一時的に『我が』を奪うばっただけだ。宗教の一つの到とう達たつ点てんは『何事にも動じない』だが、それは決して『何も持たない』とは同義ではない。今の彼かの女じよ達たちには明らかに芯しんが、軸じくとなるべき神が存在しない。

　そして蓮れん華げや彼ひ岸がんもまたプロの召しよう喚かん師し。

　実力は九〇〇番台には及およばないかもしれないけど。個人で『伝説』を作る域になど達していないかもしれないけど。

　素人しろうととプロの命を秤はかりにかけたら、彼かれがどちらを優先すべきかは決まり切っている。

　だから意地を通さなくてはならないのだ。最後の最後まで。




「まあ、可愛かわいらしい。そのような事を考えていただなんて」




　すでに人じん工こう霊れい場じようは解けていた。

　瓦が礫れきのフロアに君臨するのはアザリアとフラクタルの二人組。ピンクのリボンが解けて床ゆかに伝う、その先に。壊こわれたぜんまい人形のように横よこ倒だおしになり、虚うつろな瞳ひとみでゆっくりと同じ行動を延々繰くり返かえす巫女みこ姉し妹まいがあった。おそらく蓮れん華げの方はこうしている今も戦っているつもりなのだろう。握にぎり込こんだ手を前へ突つき出だしているのは、ブラッドサインの動きにも良く似ていた。

　パチンと白手袋に包まれた指を鳴らすと、老ろう執しつ事じはまるで令れい嬢じようの膨ふくらみ切きった旅行カバンを摑つかむように、文句一つなく両りよう脇わきに双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まいを抱かかえ上あげた。

　恭きよう介すけは恭きよう介すけで、今、御ご供くう隊たいと呼ばれる自殺集団の最後の一人を昏こん倒とうさせたところだった。

「アザリア……」

「あら。陛下以外にそのような目を向けるだなんて珍めずらしい。ようやく私が視界の端はしにでも入るようにあそばせましたか？」

　城しろ山やま恭きよう介すけから注目される事に、プラスの意義を見み出いだす。

　女王の瞳ひとみだった。そこにはあの邪じや悪あくが宿っていた。

「そろそろ私わたし達たちの狙ねらいはご理解できまして？　我々は古地図がどのような形をしているか分からず、マンションを直接倒とう壊かいさせる訳にはいかなかった。しかし、それを求めているのはあなたも同じ。適当に外からつつけば自然と古地図はあなたが抱かかえてしまうものとは思っていましたが……なるほど。『そのような形』をしていた訳ですね」

　女王を宿し始めたアザリアの瞳ひとみは、恭きよう介すけに帯同する褐かつ色しよくの少女に向けられていた。

　……一方で、この合理や効率は恭きよう介すけと通じるもの。

『白き女王』と城しろ山やま恭きよう介すけの合いの子となったモンスターは笑えみを広げて、

「そしてあなた専用の『交こう渉しよう材ざい料りよう』はこうして得た。冥めい乃の河かわ蓮れん華げに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん。ちょうど二人分いますし、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と古地図、一つずつで構いませんわよね？　これにてチェックメイトでしてよ」

　何もかも、であった。

　アザリア＝マゼンタレインはかつて戦った、青いプライドに振ふり回まわされていた召しよう喚かん師しとは次元が違ちがう。敵を良く観察し、使える手を全て並べて、最適のものがあれば矜きよう持じや尊厳を捨ててでも躊ちゆう躇ちよなく摑つかみ取とる。恭きよう介すけと女王がこうやった。彼かの女じよを取り返しのつかないモンスターに作つくり替かえてしまった。

「……あなた達は、『創設者のギャラリー』を使って何をするつもりだ？　目的ではない、女王に好かれたがっているのは今さらだ。だけどそのために具体的に何を!?」

「博物誌の欠番」

「っ」

「ブライズメイドの本道からは外れますが、皆みなも納なつ得とくしてくれる事でしょう。その納なつ得とくの根こん拠きよ、詳くわしい事についてはすぐに分かりましてよ」

　ブゥ、ン!!　という殺さつ人じん蜂ばちの羽音を増ぞう幅ふくさせたような音が響ひびき渡わたった。

「あなたが今『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を持ち歩いているとは限りませんし、この場はいったんお開きにしましょう。次のパーティは、こちらから招待状を贈おくって差し上げます。その際には『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と古地図の二つをお忘れなきよう。箱はその場で開かい錠じよういたしますので、精せい巧こうな偽ぎ造ぞう品ひんなども許しません。ドレスコードを順守されない場合、その分だけ双ふた子ごの巫女みこが命を落とす事もようく考こう慮りよしておいてくださいませ」

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いは、召しよう喚かん師しと依より代しろがワンセットいなければ成立しない。

　いっそブラッドサインを投なげ槍やりのように投じてフラクタルの額を撃うち抜ぬこうとした恭きよう介すけだったが、そこでさらなる横よこ槍やりが入った。

　文字通りであった。真横からフロア内に飛とび込こんできたアザリア型のレプリグラスの一機が機き関かん砲ほうを掃そう射しやしたのだ。ミシンの縫ぬい目めのように床ゆかを一直線に穿うがち、恭きよう介すけ達たちとアザリア達たちとで奇き麗れいに領域が分かたれる。元々あった外がい壁へき近ちかくの非常階段が丸ごと切り取られ、宿敵が大きく外へと投げ出されていく。

　アザリアの和わ洋よう折せつ衷ちゆうの改造浴衣ゆかたが突とつ風ぷうで煽あおられたように大きくはためく。

　開いた肩口や胸元、短い裾すそから覗のぞく眩まばゆい肌はだが、残像として見る者の瞳ひとみに焼きつく。

　全速力でフロアを駆かけ抜ぬける恭きよう介すけだったが、そちらにも海鳥の群れのようにアザリア型が複数飛とび交かっていた。落下中の召しよう喚かん師しと依より代しろ、そして抱かかえ込こまれた敗北者の巫女みこ少しよう女じよ達たちは無む人じん兵へい器きに回収され、『スズメバチ』と共に大空へ去っていく。

　どうにもならなかった。

　かつてと違ちがい、今度は恭きよう介すけ側がわがブラッドサインを床ゆかに叩たたき付つけ、見送る側になった。
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『シリアルアザリア』のスペックは優ゆう秀しゆうだ。たとえ両手で荷物を抱かかえている状態でも、飛行中の『スズメバチ』と相対速度を合わせてカーゴドアから内ない部ぶへ着ちやつ艦かん、格納する事ができる。

「お疲つかれ様さまです、お嬢じよう様さま」

「ええ、あなたも」

『スズメバチ』は機体サイズの割にカーゴスペースを広く取ってあるが、複数の『シリアルアザリア』が帰き還かんすると流石さすがに手て狭ぜまになってくる。まして今は忘ぼう我がのままのろのろと同じ行動を繰くり返かえす人ひと質じちが二人も追加されているのだ。

「……ふっふふ」

「お嬢じよう様さま？」

　老ろう執しつ事じが語ご尾びを上げて尋たずねたが、笑えみを含ふくむ改かい造ぞう浴衣ゆかたの少女はしばらく応じなかった。その両りよう腕うでで小さな肩かたを抱だき、体全ぜん体たいをくの字に折り曲げ、それでも堪こらえきれないといった調子で、ぶるる！　と体の芯しんを大きく震ふるわせる。まるで腰の上にボールを置いて支えるように、大きな花飾りが揺れる。

　勝気だが逆に見る者の保護欲を煽あおる小さな顔には、いっそ禍まが々まがしいほどの愉ゆ悦えつがあった。いや、もっとシンプルに歳とし不ぶ相そう応おうの快楽に蕩とろけかけているとまで言っても良いかもしれない。ともすれば緩ゆるんでしまいそうな唇くちびるを必死になって引き結びながら、だが持ち上げた巻き髪や紅潮するうなじから溢れる甘あまい匂においまでは隠かくしきれない。

「ふはっ、あはははははははははははは!!」

　元から肩を出すような格好で開いていた控え目な胸元から危ういくらい眩い白が溢れていたが、当の本人は気にしていない。それどころではなく、楽しくて楽しくて仕方がないといった嗜し虐ぎやくの顔で、

「見ましたか、城しろ山やま恭きよう介すけのあの顔。人ひと質じちも博物誌の欠番に繫つながる鍵かぎも箱も全ては近くにありながら、それでも何もできずに歯は嚙がみする、まさに鎖くさりに繫つながれて目の前のご馳ち走そうにありつく事を許されない卑いやしい犬のような有り様!!　ああ、ああ。これが城しろ山やま恭きよう介すけ。その本当の味わい方。出だし抜ぬき、取り上げ、踏ふみ躙にじる！　なんという解放感、なんという全能感!!　これが陛下の愛してやまない娯ご楽らくだというのですね!!!!!!」

　体をくの字に折ったまま、アザリアは後ろへ下がって小さなお尻しりを隔かく壁へきに当てた。笑い過ぎて足あし腰こしに力が入らなくなったのかもしれない。そのままずるずると床ゆかへ腰こしを落とし、今度はパタパタとガーター付きの白いストッキングやロングブーツに包まれた細ほそい脚あしを振ふり回まわす。改かい造ぞう浴衣ゆかたの短い裾すそから太ふと股ももの付け根近くまで覗のぞけてしまう。

「……、」

「今の私には陛下が宿っている。私には陛下の喜びが手に取るように分かる。……んっんん！　はあ、はあ。ここにあなたが、殿との方がたの目があって本当に助かりましてよ。私だけなら堪こらえきれず、恥はずべき行こう為いに手を染めていたやもしれません……」

　小さな少女は自分の肩かたを抱だいているはずだが、白手袋をはめたその細い指先はまるで別の生き物のように蠢うごめきつつあった。まるで強力な磁石にでも抗あらがっているようで、わずかでも気を緩ゆるめれば白い指先が自らの薄うすい胸へと這はい回まわってしまいそうなくらいに危あやうい。

　もちろん、アザリアは最初から『こう』だった訳ではない。

　老ろう執しつ事じのフラクタルが元々仕えていた男がいた。クロード＝マゼンタレイン。彼かれが自分の持つ多大なものを犠ぎ牲せいにして、アザリアを助けてくれた。それ以降、少女はその男を見ていない。だからクロードがアザリアのために捨ててしまった全てに報むくいるために、人生で最高の金きん字じ塔とうが欲ほしかった。

　それが『白き女王』。

　だが強過ぎる閃せん光こうは自らの足元さえ吹ふき飛とばし、世界の定義を幻げん惑わくする。今のアザリアには自分の心が原因のクロードに惹ひかれているのか、過程の女王に惹ひかれているのかはもう区別がついていないだろう。ただ欲ほしい。貪むさぼるほどに、いいや溺おぼれてしまっても構わない。かつての城しろ山やま恭きよう介すけとの敗北で何か『純じゆん粋すいなもの』を思い出しかけたような気もしたが、その探求さえも突つき詰つめれば女王に行き着く。

　いかに非現実的な遊園地の街であるトイドリーム35でも、軍用レプリグラスが真っ昼間から大空を行いき交かっていれば流石さすがに目立つだろう。この街にも根を張る『ガバメント』や『イリーガル』の網あみにかかっている可能性もある。

　だが実は関係ない。

　ブゥン!!　という巨きよ大だいな羽音が、彼かの女じよ達たちのすぐ真上を交差した。

　こうしている今も同型の『スズメバチ』が二〇〇機以上、トイドリーム35の上空を無む作さく為いに旋せん回かいしている。欺ぎ瞞まん兵へい装そうをしこたま投じているため、航空管制上の光点は一〇倍以上に膨ふくらんでいるだろう。もちろん陽動で、これらは散々監かん視しの目を引ひっ搔かき回まわした上で洋上展開している複数の大おお型がた潜せん水すいレプリグラス『シロナガスクジラ』などで回収して海の底へと行方ゆくえを晦くらます予定だ。

　アザリア達はまだこのトイドリーム35での『仕事』が残っているため、そちらに合流する訳にはいかない。適当な屋上で途と中ちゆう下車して上空の乱らん痴ち気き騒さわぎから離はなれていく。

　屋上の片かた隅すみ、業務用エアコンの室外機の陰かげには元々『仲間』が置いておいたバッグがあった。老ろう執しつ事じは二人分の人ひと質じちをスーツケースとボストンバッグに分けて詰つめ、涼すずしい顔で縦ロールの令れい嬢じようの後に続く。

　ビルとビルの間を流れる巨きよ大だい陸りつ橋きようでは、七夕フェアに合わせて浴衣ゆかたや甚じん平べいの男女がひしめいていた。アザリアは外国人だし、身に纏まとう浴衣ゆかたも相当奇き抜ばつな和わ洋よう折せつ衷ちゆうだったが、特に周囲から浮うく事もない。トイドリーム35は外資系観光都市なので、むしろアルファベット表記やよその国からやってくる人の方が幅はばを利きかせているくらいなのだ。

「あなたも和装に挑ちよう戦せんしてみればよろしかったのに」

「わたくしめはこちらがお嬢じよう様さまに仕える際の正装にして、依より代しろの枷かせでもありますので」

　他にも平日の昼間だというのに意外と学生の姿が多く見られるのは……まあ、今も頭上で飛とび交かっている『スズメバチ』のせいだろう。高層マンションを襲おそったのは召しよう喚かん師し達たちの戦いではあるが、銃じゆう声せいや爆ばく発はつ自じ体たいを消してしまえる訳ではない。

『ああっ、楓ふう希きさん！　来てくれたんだね!!』

『うるさいクソガキ、何でこの私が子こ守もりの送そう迎げいまでしなくちゃならないんだ……』

　赤いブレザーを纏まとった長い黒くろ髪かみの少女がそんな風に言いながら、小さな男の子の手を引っ張っているのも見て取れた。

　つまり、学校側は大事件が発生したので授業を取りやめて臨りん時じ休きゆう校こう扱あつかいにしたのだ。まったくこの国の危機管理は相変わらずどこかおかしい。街で銃じゆう撃げき戦せんが起きているというのに、その街へ子供達を解き放ってどうするのか。

　呆あきれたように息を吐はき、頭上へスマホを向けるのに忙いそがしい観光客のすぐ隣となりをすり抜ぬけて、ゴザルザムライの着ぐるみから夏の星座表が描えがかれた丸い団扇うちわを受け取りながら、アザリア達たちは拠きよ点てんへ向かう。誰だれも彼かれもが顎あごを上げ、喉のどを無防備にさらしている姿はまるで急所を差し出しているようにも見えた。

　トイドリーム35での前線基地には数あるアトラクションの内、広場のような空くう中ちゆう回かい廊ろうの上にある洋館を模したお化ばけ屋や敷しきを選んでいた。当然、来場客が行き来する順路ではない。お化ばけ屋や敷しきは元々スタッフが待機するための裏の通路が無数にある事でも知られているが、そんなスタッフ達も立ち寄らないスペースがかなり大きく取られている。電でん気き駆く動どう式しきの大おお掛がかりな仕し掛かけの裏手にある巨きよ大だいな歯車やウィンチが格納された機械室だ。いわずもがな、スタッフ達が不用意に近づかないのは、剝むき出だしの機材に巻まき込こまれて事故が起きるリスクも決して少なくないからだが、あらかじめ危き険けん箇か所しよさえ把は握あくしていればかなり大きなスペースを我わが物ものにできる。具体的には、やや飛び地になっているものの、学校の校舎の半分くらいだろうか。

「戻もどりましてよ」

「お早いお着きで」

　応じたのは楚そ々そとした修道服を纏まとう『ザ・セイント』であった。彼かの女じよの役割は御ご供くう隊たいを送り出すだけなので、一足早く帰き還かんできたのだろう。

「予定通り、『荷物』はこちらに」

　フリルだらけの袖を揺らし、アザリアは親指で肩かた越ごしに背後を示した。

　老ろう執しつ事じの両りよう脇わきには、ボストンバッグとスーツケースが一つずつ。双そう方ほうとも、手足を丸めれば小こ柄がらな少女くらいそのまま入ってしまいそうなサイズだった。

「このまま城しろ山やま恭きよう介すけに招待状を贈おくります、取引場所の策定を」

「了りよう解かい」

　ここで勘かん違ちがいしてはいけないが、前線基地と取引場所は同じではない。招待状を贈おくった時点で敵方に位置情報が知れるため、取引場所は基本的に一回限りの使い捨てだ。もちろん下調べや後始末は必要であるものの、取引の前と後、どちらもできるだけ接せつ触しよくの機会は少ない方が良いい。それに潜せん伏ぷく先さきとは微び妙みように選定条件も変わる。こちらの痕こん跡せきを残さず、エリア全ぜん体たいを一方的に監かん視しできて、敵方以外の横よこ槍やりが入りにくく、いざという時のために複数の出口を確保できる場所。これが簡単なようで難しい。

「『ドクトルＳ』にはこのアザリアが感謝していたとお伝えあそばせ。『シリアルアザリア』に御ご供くう隊たい。具体的な形を与あたえたのは私わたし達たちですけれど、あのアイデアは非常に有意義でした。『あの』城しろ山やま恭きよう介すけがあそこまでたじろぐとはね」

「どうでしたか。ウサギ料理の味は」

　ぶるるっ！　と、そこでアザリアは隠かくしようのない体の芯しんの震ふるえを反はん芻すうしてしまった。分厚い肉を目め一いつ杯ぱい嚙かみ千ち切ぎり、口の中いっぱいに溢あふれる肉にく汁じゆうの味を思い出すように。両手で自分の体を抱だいて体をくの字に折おり畳たたむも、堪こらえきれそうにない。早くも和わ洋よう折せつ衷ちゆうの浴衣ゆかたの開いた胸元がさらに緩ゆるみそうになっている。

　控ひかえ目めに、フラクタルが声を掛かける。

「お嬢じよう様さま」

「けほっ、ごほん!!　……少々はしたないところをお見せしてしまいましてよ。まあ、かの陛下へ少しでも近づくためのステップとしては悪くありません。私如ごときでは、まだまだ陛下ほどの美食家の舌を得る事は叶かないませんけれど」
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「まあ、そんなに？　でしたら今度は私もご馳ち走そうにあやかりたいものです。陛下の幸せをより身近に感じるために」

「皆みなで分かち合いましょう。もっとも、つまみ食いはほどほどに。その陛下のお怒いかりを買わない程度に、ですけれど」

　くすくすと得体の知れない蠱こ惑わくや妖よう艶えんに包まれる少女達。

　これまでの組織集団とはどこか違ちがう、『宿った』匂においを漂ただよわせながら、方針会議は続く。

「フラクタル。ケースの中から荷物を取り出しなさい。死なせてしまっては面めん倒どうです」

「了りよう解かいいたしました。お嬢じよう様さま」

「あら。『さらった』という事実さえあれば、もう生死を問わず城しろ山やま恭きよう介すけは現場に来るのでは？　この場を覗のぞける訳でもなし、彼かれにはその事実は伝わらないでしょう」

「ええ。ですが、それではつまらなくてよ」

　浴衣に合わせて上げている黄金の巻まき髪がみを片手で払はらいつつ、

「……生きてもらわなければ、城しろ山やま恭きよう介すけの前で奪うばえない。これもまた、陛下の流りゆう儀ぎではなくて？」

「まったく、羨うらやましい話です。やはり一口だけでも、私も味見をしておくべきかしら」

　己おのれの人差し指を唇くちびるに当て、うっとりと目を細める『ザ・セイント』。

　そうこうしている間に密閉されたバッグの中から二人の巫女みこが転がり出ていた。召しよう喚かん儀ぎ礼れいで敗北しているため、二四時間程度は忘ぼう我がのままだ。床ゆかへ横よこ倒だおしになり、虚うつろな瞳ひとみでのろのろと一つの行動を繰くり返かえす少女達に、かつての人格は面おも影かげすらない。このまま手を引いて導けば、背せ丈たけを越こえる歯車にでも躊ちゆう躇ちよなく身を投じてバラバラになる事だろう。

　下手にそうならないよう、アザリアはより動きの大きな蓮れん華げの近くで腰こしを下ろし、寄より添そって、ぎゅうとぬいぐるみでも抱だき寄よせるように上体へしがみついた。のたのたと手足を動かし続ける少女にはその意思すらないだろうが、何だか頼たよりない反はん撃げきを封ふう殺さつしているようで心地ここち良よい。機械的に同じ動きを繰くり返かえす蓮れん華げの手足が引っかかってこちらの浴衣ゆかたもはだけそうになるが、そんな事は気にならない。これは力で蹂じゆう躙りんする者の喜びだ。生いけ贄にえの胸の真ん中に耳を押おし付つけ、その鼓こ動どうに身を委ねながら、アザリアはゆっくりと両目を閉じた。

「私はしばらくこれの面めん倒どうを見ています。何かあれば連れん絡らくを」

「了りよう解かい。こちらは招待状に使えそうな場所の検けん索さくに移ります」

『ザ・セイント』が立ち去ると、老ろう執しつ事じがこんな風に声を掛かけてきた。

「お嬢じよう様さま、そんな所で眠ねむられては風邪かぜを引かれてしまいます」

「ベッドまで向かうのも野や暮ぼです。それよりフラクタル、あれを」

「……お嬢じよう様さま」

「聞き入れません。私の好みはご存知のはずでしょう？」

　やれやれと息を吐はいて、一度フラクタル＝レスキンスは機械室の奥おくへと引ひっ込こんでいった。大きなぬいぐるみにしがみついてしばし待つ改かい造ぞう浴衣ゆかたのアザリアがうとうとと微睡まどろんできた頃ころ、彼かれが再び戻もどってくる。

　その両手にはどうしようもなく安っぽいコンビニ袋ぶくろが膨ふくらんでいた。

　パッと飛び起きて両目を輝かがやかせる主人に、老ろう執しつ事じは心の底から複雑そうな顔になる。

「お食事でしたら、この老体がいくらでもご用意いたしましたものを」

「それとこれとは話が別です。決してあなたの腕うでに不満がある訳ではないので、勘かん違ちがいはなさらぬよう」

　そうは言うがアザリアはひったくるようにして奪うばったコンビニ袋ぶくろを覗のぞくのに夢中で、老ろう執しつ事じの方を見ていない。七夕限定デザインらしき三頭身の織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしが描えがかれた袋ふくろの中から次から次へと出てくるのは量産品のホットスナックの類たぐいだ。鶏とりの唐から揚あげ、フライドポテト、厚切りベーコン、白身魚フライ、春巻き、アメリカンドッグに、変わり種だと注文してから弾はじけさせるポップコーンなどもあった。チーズなりキャラメルなり、追加の粉末を袋ふくろに入れてジャカジャカ振ふる商品の新作だ。飲み物については人じん工こう甘かん味み料りようをこれでもかと投入したゼロカロリー扱あつかいの炭酸飲料である。

　先ほどまでとは違ちがった、子供のような笑え顔がおがあった。

　名門貴族の一員でありながら、まるで何かに反はん抗こうするようにこっそりジャンクフードを買かい漁あさる。これもまたアザリア＝マゼンタレインという複雑な少女の一面である。

　この場においては煩わずらわしいテーブルマナーはおろか、最低限のフォークやナイフすらも存在しない。両手の白手袋をいったん外すと、やはり七夕フェアの一いつ環かんなのだろう、笹ささの葉はの抗こう菌きん成せい分ぶんを利用した使い捨てナプキンで指の一本一本、爪つめの先から股またまでゆっくりと自分の心を焦じらすように拭ぬぐっていき、最後に両手の掌てのひらを奇き麗れいにすると、雑な塩加減と油まみれになったフライドポテトを一つ指先で摘つまむ。先せん端たんから開いた口の中へと放ほうり込こんでいく。途と端たんに両目をきゅっと瞑つぶり、人形に抱だき着ついたまま細い両足をパタパタと振ふり始はじめた。太ふと股ももの白が大だい胆たんを通とおり越こして危なっかしい領域まで見みえ隠かくれする。

「んーっ、んーっ、んーっっっ!!」

　ここまで主人に喜ばれてしまっては、執しつ事じとしても水は差せない。

　さらに唐から揚あげや春巻きなどを手て摑づかみで食べ続けるアザリアだったが、そこで矛ほこ先さきに変化があった。彼かの女じよは戯たわむれに、自分が抱だき着ついている生いけ贄にえへ指で摘つまんだ白身魚のフライを差し向けたのだ。

「よっと、おっ、意外と難しい……。ポロポロ崩くずれてしまうのはいかんともしがたいですわね。唐から揚あげ辺りから始めてみるべきだったかも」

　しばしの悪あく戦せん苦く闘とう。本人は気づいているのかいないのか、アザリアの小さなお尻の動きに合わせて腰の後ろの花飾りが左右に揺れていた。虚うつろな目をした黒くろ髪かみの巫女みこは、可か憐れんな唇くちびるの辺りが油でテカテカになり、巫女みこ装しよう束ぞくの胸むな元もとに崩くずれてフレーク状になった白身魚の欠片かけらが落ちても眉まゆ一つ動かさなかった。ひたすらに手足をゆっくり動かして、同じ行動を繰くり返かえしている。

「あっ、嚙かんだ！」

　家にやってきた子犬が初めて餌えさを食べてくれたのを見たような声だった。ようやっと、唇くちびるの隙すき間まに白身魚のフライを押おし込こむ事に成功。何かしらの反射なのか、巫女みこは侵しん入にゆうしてきた異物に舌先で触ふれ、それが食べ物だと認にん識しきするともそもそと力なく顎あごを動かす。ただし明確に吞のみ込こもうとするでもなく、そのまま口くちの端はしからこぼれようとしたので、アザリアが細い顎あごを摑つかんで強ごう引いんに上へ向けさせた。結構危険な動きで、流動体が喉のど奥おくまで嚥えん下げされていく。

　アザリアはゆっくりと目を細めると、蓮れん華げの唇くちびるに触ふれていた人差し指の腹を小さな舌の先で触ふれる。そこについた揚あげ物ものの油を舐なめ取っていく。

　少女は満足そうな、それでいてあくまでも上から目線の顔で、

「ふふん。後で金きん髪ぱつの方にも食べさせてみましょう」

「お嬢じよう様さまはどちらがお気に入りなどはあるのですかな」

「特には。ただ、まあ、自分にないものを持つ方が新しん鮮せんには映ります。この黒い髪かみはどう手入れをするのかしら。私わたし達たちとは違ちがう方法があるのでしょうか。興味は尽つきません」

　コンビニ袋ぶくろからアメリカンドッグを取り出しながらアザリアはそんな風に答えた。こちらも最初は人形の口に運ぼうとするも、串くしの存在が危あやういと感じたのか、諦あきらめて自分で頰ほお張ばる事にしたようだった。

　ひょっとしたら、これもまたアザリアという少女の満たされない側面なのかもしれない。

　マゼンタレイン家は名門だ。正統な血を引く兄姉は多いが、アザリアは出自を紐ひも解とけば市し井せいの愛人との間にできた隠かくし子ごで、そもそも年ねん齢れい的てきにも最年少だった。家族との触ふれ合あいの機会は少なく、自分より下の弟てい妹まいにも恵めぐまれない。この餌え付づけ、いいや世話をするという行こう為いはそんな彼かの女じよが取った無意識の代だい替たい行こう動どうの可能性もある。

　クロードが今『留守』にしていなければ、そのままストレートに彼かれの大きな胸むな板いたに飛とび込こんで目め一いつ杯ぱい甘あまえていたかもしれない。そんな仮定を思おもい浮うかべて、わずかに目を細める少女。

　だがそれ以前に、アザリア＝マゼンタレインは信しん奉ぽう者しやだ。

　それも瞳ひとみに女王の恍こう惚こつを宿し、思考に恭きよう介すけの合理を宿すレベルの。

　目的のために必要ならば、柔やわらかい代だい替たい物ぶつであっても使つかい倒たおす。いいや、それがたとえ本物の家族であったとしても構わない。

「ではフラクタル」

「はい」

　生いけ贄にえの鼓こ動どうを耳で感じながら、微睡まどろむような顔でアザリアは告げる。

「こちらも下した拵ごしらえを始めましょう？　なんと言っても今は『何でもしてくれる』従順な二人組ですもの。あの城しろ山やま恭きよう介すけが絶ぜつ叫きようするような事をいくらでもやってもらいましょうよ」
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「……お兄ちゃん……」

　高級マンションの最上階を丸ごと使ったその部屋で、ビキニに身を包む華きや奢しやな少女、愛あい歌かはきのことたけのこのチョコレート菓が子しの箱を左右の手で持って小さく振ふっていた。これらについてはもう百年戦争とでも呼ぶべき終わりの見えない泥どろ沼ぬまのハルマゲドンの様相を見せているが、今回に限って言えば七夕フェアなのだ。『育ち過ぎちゃったたけのこスティックというか軽めに竹！』なんていう変わり種の限定商品が出てきたからには軍配がたけのこ側に上がってしまうのも道理である。

　いそいそと箱を開ける愛あい歌かに対し、恭きよう介すけは平へい坦たんな声で、

「何かな」

「……ライガーがスーパー脅おびえて部屋の隅すみで小さくなってしまっているので、もう少しカリカリレベルを落としてください……。今のお兄ちゃんが一いつ般ぱん人じんと一いつ緒しよにエレベーターに乗ったら窒ちつ息そくで人死にが発生するレベルなのです……」

　んっ？　と恭きよう介すけが驚おどろいて確かく認にんしてみれば、確かに五メートルを誇ほこるライオンとホワイトタイガーの掛かけ合あわせ、百ひやく獣じゆうの王おうどころか自然界に存在しないクラスの帝てい王おうが寒さに震ふるえる子こ猫ねこみたいになっちゃっていた。尻尾しつぽも完全に後うしろ脚あしの間にしまいこみ、ネコ語で言うところの『こっち見ないでください』モードに突とつ入にゆうしている。

「悪い悪いライガー、あなたに何か原因がある訳ではないのだが」

「……お兄ちゃん、本気で仲直りをしたいのなら、この特大骨付き肉を持ってライガーにお食事を献けん上じようするのです……」

「確か手負いの獣けものって一番おっかないんだったよね？」

　スペイン料理屋などでこれみよがしに飾かざってあるデカい生ハムの塊かたまりがまだハムになる前、といった風ふ情ぜいの肉の巨きよ大だい棍こん棒ぼうを片手に探検隊員城しろ山やま恭きよう介すけが虎こ穴けつに向かう。

　当然ビヨンデッタはみんなの期待を裏切らなかった。

　小こ悪あく魔まと呼ぶには悪の部分がデカすぎる女は恭きよう介すけの真後ろから両手を振ふり上あげて、

「わーっ!!　どんがらがっしゃーん!!!!!!」

「ひっ、殺す気かバカヤロー!!」

　史上最強の肉にく食しよく獣じゆうの真ん前で巨きよ大だいな肉の塊かたまりを使って枕まくら投なげ戦争みたいにぶったりぶたれたりしている恭きよう介すけとビヨンデッタ。みんなの愛されお姉ちゃんは転げ回ってミニ浴衣ゆかたの胸むな元もとや太ふと股ももが滅めつ法ぽう大変な事になっていた。

　そして遠く離はなれたソファの上で、改造チャイナドレスの緑リユウ娘ニヤン藍ランが奇き麗れいな体たい育いく座ずわりでコンパクトに折おり畳たたまれていた。完全な白い灰である。これが世界規模の暴君と化した『ガバメント』のアワード１０００を生身でぶち殺した伝説の暗殺者とは誰だれも思うまい。

「……良いんだもーん、もうお姉さんはこのポジションで輝かがやいていくんだあ、うふふふ」

　ともあれ、じゃれている場合でもないのだ。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん。彼かの女じよ達たちがよりにもよって女王の信しん奉ぽう集しゆう団だんブライズメイドに連れ去られてしまった。何としても助け出す必要がある。

「もし」

　包帯や妖よう精せいの羽のように薄うすいＹ字の飾かざり布ぬのを巻いて金飾りや赤い宝石で彩った、瘦そう身しんと呼ぶにも瘦やせすぎている褐かつ色しよくに銀ぎん髪ぱつの少女が、全ぜん体たいをまとめるように口火を切った。この辺りのまとめ役感が、やはり支配者たる所以ゆえんか。

「そろそろ本題に入りたいのですが。私としても、配下の墓はか守もり達たちを救うべく助力してくれた召しよう喚かん師しや依より代しろを見殺しにするのは本意ではありません。主導権を不敬の輩やからに握にぎられ、リミットがいつになるか分からない以上、一分一秒も無む駄だにできない状じよう況きようなのではありませんか」

　超ちよう正せい論ろんの委員長ちゃんであった。

　薄い青の眼光にやられて、全員まとめてすごすごとセクルティティの前に集まって正座する。気がつけばあれだけ脅おびえていたホワイトライガーまで指示に従っておすわりしていた。

　恭きよう介すけは正座スタイルのまま片手を上げて、発言のご許可をいただいてから、

「……確かに一見すれば状じよう況きようの主導権はブライズメイドが握にぎっているように見える。蓮れん華げや彼ひ岸がんの居場所は分からず、こちらから隠かくれ家がを強きよう襲しゆうできる環かん境きようでもない。でも、だから招待状を待っている、では〇点な訳だが。それだと万に一つも奪だつ還かんの機会はない」

「つまり？」

「連中にとっても『創設者のギャラリー』は必要って事さ。博物誌の欠番、という言葉は僕ぼく以外の口からも出てきた。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と古地図は何としても手に入れたい。つまり絶対に取引現場を指定して人ひと質じち交こう換かん会かいを提案してくる。……まあ、人ひと質じちが無事に帰ってくる可能性は限りなくゼロに近いけど」

「ですが、それが何なのですか。取引場所を指定できるのは主導権を握にぎる向こう側だけです。我々がごねてもブライズメイドとやらの心証を悪化させ、人ひと質じちへ危害が加わるリスクをいたずらに増やすだけでしょう。となると結局、基本は『待ち』になるのでは？」

「いやあ、意外と頭が硬かたいというか、最初のステップをひっくり返せない人ですねえ。そんなんじゃあ魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界じゃあ手玉に取られるだけですよう？」

　横よこ槍やりを入れたのは（やっぱり手を上げた）ビヨンデッタであった。

「確かに人ひと質じちを取っているブライズメイドは主導権を握にぎっていますが、そもそもこの街全ぜん体たいがお客様やその取り巻きの『ガバメント』、『イリーガル』なんかのホームグラウンドなんです。よそから足を運んだ『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』や『ザ・セイント』などよりよっぽど詳くわしい。そしてプロの目め利ききにかなう取引現場なんて、一つの街の中でもそう数が揃そろっている訳でもありません。トイドリーム35に根を張るお客様達なら、むしろ最初から候補は頭の中に揃そろっているのでは？」

　続けて、精神的に安定を取とり戻もどしたホワイトライガーへ馬ば鹿かデカい骨付き肉を与あたえる水着の愛あい歌か。

「……向こうも向こうで慌あわててパーティ会場に使える美味おいしいレストランを検けん索さくし、飾かざり付つけの準備を進めようとしているでしょうが……私わたし達たちで先回りして、そのレストラン全ぜん体たいを買収してしまえばよいのです。そうすれば指定日時前の無防備な状じよう況きようから背中を刺さす事ができます……」

　あ、と頭に黄金の髪飾りを乗せたセクルティティが意外と可愛かわいらしい声を上げた。

　半ば生ける神体と化す前の少女の顔が出たのかもしれない。

「はっきり言えば、ブライズメイドが全てのセッティングを終えた会場へのこのこ足を運んでから状じよう況きようをひっくり返そうとしたって、絶対に上手うまくいかない。それはチェスですでにチェックメイトの決まった盤ばんを預けられて、ここから逆転しろと迫せまられるようなものなんだ。だけどチェックメイトが完成する前、まだ駒こまの配置がバラバラの時点で裏へ回って奇き襲しゆうを仕し掛かけられれば話は変わる訳だが。主導権はこっちで握にぎり返かえせる」

　具体的な算段となると、やはり『ガバメント』に強い愛あい歌かと『イリーガル』に強い緑リユウ娘ニヤン藍ランの出番となる。

　彼かの女じよ達たちは持参したデータを、プロジェクターを通して天てん井じよう全ぜん体たいに表示した。元々は水着のひきこもりが寝ね転ころがりならネットサーフィンするためだけに設置した自じ堕だ落らくグッズの一つだ。

「……こちらは『ガバメント』でリアルタイム更こう新しんを続けている防犯マップになります……」

「で、こっちが『イリーガル』でチェックしている警官のパトロール巡じゆん回かいマップ」

「……『ガバメント』内での各派は閥ばつの勢力図がこちらになりまして……」

「『イリーガル』を作っている組織や血族なんかの縄なわ張ばりはこんな感じ。ま、お互たがい表ひよう裏りが入いれ替かわっているって考えて」

「……まったく『イリーガル』の人探しシステムなんて物ぶつ騒そうにしか見えないのです」

「依より代しろを動物用のケージに詰つめて管理するようなゲス男がトップを飾かざっていた組織に正義の仕組みとか語られちゃってもねえ」

　脱だつ線せんしてる、と恭きよう介すけは軽めに修正を促うながした。

　単純に人ひと気けの少ない場所、ならいくらでもあるが、二つのデータを重ね合わせていくとそれらのほとんどが潰つぶれてしまう。夜の港や倉庫街、料りよう亭ていや高級ホテルのパーティスペースなど、いかにもな場所にはいかにもな利権がきちんと存在するものらしい。こういう場所は人ひと気けがないように見えてさりげなく監かん視しされているため、よそから来たプロは寄りつかない。

　だがそんな中でも、歯は抜ぬけのようにどちらの色にも染まっていないエリアがきちんとある。

　一日中完全にノーマーク、となると難しいが、例えば早朝や深夜帯だけ完全に人ひと気けがなくなる、とかでも使い捨てなら問題はないからだ。今回のケースは『隠かくれ家が』ではなく『取引』なので事情が違ちがうのである。

「ここだ。第一候補」

　恭きよう介すけは教きよう壇だん用ようのレーザーポインターを使って天てん井じように表示した地図の一点を示した。

「Ｚ区画、市営総合動物園。夜半から職員が出勤する午前六時まではほぼ無む人じんで、どこの勢力も絡からんでいない。ヒーターなんかの温度管理は自じ動どう制せい御ぎよだから夜勤もほぼいない。探している条件に合がつ致ちしている訳だが」

「……何かと思えば檻おりに落ちてライオンに喰くわれた少女の幽ゆう霊れいが出るとかいう噂うわさの遊園地じゃないですか、お兄ちゃん……」

「それ多分あなたが深夜のコンビニにペット連れで散歩に出かけているからだと思うけどね」

「まったく遊園地に顔のない少女の幻まぼろしなんて、トイドリーム遊園地創設に関わったとされる『世界で一番幸せな女の子』じゃないんだからねえ」

「何だっけ、トイドリーム会長は新作の童話に合わせて遊園地を造ったんだけど、実際には未発表で誰だれもそのお話を知らないとかだっけ？」

「だけど世界中に散らばるトイドリーム系のどこかに完成した原典がひっそり眠ねむっているなんて話もあるわねえ。ま、ウチの中ちゆう華か街がいにもそういう触ふれ込こみで流れてくるのが多くてさあ。ダヴィンチの図面とかアインシュタインの日記みたいな感覚でわざわざ紙やインクにこだわってくれちゃって……」

「……話が思い切り脱だつ線せんしているのです……」

　珍めずらしく愛あい歌かがツッコミ役になった。

　そして訝いぶかしげな顔で反論したのはやはりセクルティティだった。

「いや、でも、ブライズメイドが必ずここを指定するとは限らないではありませんか。他にも候補はいくつもありますし……」

「ああ。こうして見るだけでも怪あやしげな次点はざっと二三ヵ所」

　恭きよう介すけは気軽に言って、

「でもこっちから条件を潰つぶしてはならないなんて制限はどこにもない。軽めの小火ぼや、電気ショート、ガス漏もれ、水道管破は裂れつ、とにかく人じん的てき被ひ害がいの出ない事故を装よそおって注目を集めよう。大事なのは二三ヵ所立て続けにやっても不自然に見えないバリエーションの豊富さな訳だが。人の流れを変えてしまえば理想の取引現場もオシャカになるんだしさ」

　もちろん時間は限られているが、実は他候補潰つぶしはさほど追おい詰つめられてもいない。たとえブライズメイドがすでに動物園以外で取引する事を決めていても、後からその条件を崩くずしてしまえば、よそへ移らざるを得なくなるからだ。

　一方で、メインとなる動物園の方はそういう後出しはできない。先に現場入りして浸しん透とうしなければアザリア達を欺あざむけない。

　恭きよう介すけは即そく断だんした。

「二手に分かれよう。ビヨンデッタは他候補潰つぶし、僕ぼく達たちはペアで本命の動物園に浸しん透とうする」

「イエス、お客様。腕うでによりをかけて☆」

「リューさん、これは『道具屋』としてお願い。全ぜん裸ら包帯のセクルティティがとにかくウルトラ目立ちまくるから何か衣服を」

「ああっ！　やっとフェロモン系ウェイトレスもどきにはできないオンリーワンの仕事が回ってきたっっっ!!」

　謎なぞの歓かん喜きに全身を震ふるわせる色っぽい改造チャイナドレスは放っておいて。

「……アザリア達は一時間後にでもパーティを始めるかもしれない訳だが。敵は時間だ、手早く準備を進めていこう」
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　双ふた子ごの巫女みこは強大な敵に捕とらわれ、対するこちらは時間がない。

　だけど準備段階からエキセントリックなアクションに走る必要はない。平日真昼間から飛び回るヘリコプターの支持脚にしがみついたりワイヤー一本で振ふり子このようにビル街の隙すき間まをかいくぐるよりも、まずは駅で切きつ符ぷを買って電車に乗り、現場の動物園があるＺ区画に向かうのが大切だ。

『七夕にはパンダに笹ささをあげよう！』

『カピバラ騎き士し団だんもキレイな夜空になるようお祈いのりしています!!』

　列車の中も七夕フェアの吊つり広こう告こくや電子広告ばっかりだった。

　何にしても、この段階まで来て悪目立ちや足止めはありえない。動物園にもチケットを買って普ふ通つうに正面ゲートから入る。高校生二枚、三二〇〇円なり。基本は大事だ。

「何やらバチバチ鳴ってるのは何なのですか？」

「ああ、あれは誘ゆう蛾が灯とうだよ。動物園だとどうしても羽虫が増えるからね。ああやって一ヵ所に集めて焼き殺しているんだろう」

「ん？　ですがあのトラップは夜でないと効果が出ないのでは。私は知っています、誘ゆう蛾が灯とうとは呼んで字の如ごとく、羽虫が街灯に集まる性質を逆手に取ったテクノロジーの産物でしょう。はあはあ」

「何な故ぜ吐と息いきが荒あらくなる……？　なら匂においでも併へい用ようしているのではないかな。ハエやゴキブリ対策のグッズにゼリーなんかを使うのも珍めずらしくなくなった訳だし」

「つっ、つまりまだ見ぬ最さい先せん端たんのトラップ!?　しかも疫えき病びようの蔓まん延えんを防ぎ人々の笑え顔がおを守る清らかな装置ですって。くっ、こんな所にまで密着するとはなんというトラップ大国ニッポン!?」

「もう色々と面めん倒どう臭くさいなぁあなた！」

　この調子だとカラクリ細工の中を小さな鉄球がコロコロ転がっていくオモチャとか見せたらとんでもない事になりそうだ。

　ちなみにチケットと一いつ緒しよに何かもらった。

「何ですかこれは。見慣れない植物ですね、変わった匂においがします」

「北アフリカにはあまりないのかな」

「トラップですか？」

「うるせえちょっと黙だまれ。笹ささっていうんだよ、つまり竹の一種で……」

「タケヤリトラップ！　聞いた事があります、吊つり天てん井じように落とし穴のジャパニーズ隠かくし味あじ。お出汁だしの文化のＵＭＡＭＩトラップですね!?」

「心しん拍ぱく数すうを制せい御ぎよするんだセクルティティ。とにかく動物園の目玉のパンダの好物なんだよ！」

　平日の昼過ぎだが、順路を気にせず辺りを無む秩ちつ序じよに走り回る小さな子供の姿がやたらと多い。

『短たん冊ざくにお願い書いたー？』

『これ紙もインクもみんな笹ささでできてるんだってな』

『「幻まぼろしの少女」の絵本が見つかりますように。さあさあ食べろパンダ、我の願いを叶かなえるのだ!!』

　休みを取ってよそからやってきた家族連れにしてもおかしな比率なので、ひょっとしたら学校行事の旅行か何かが組くみ込こまれているのかもしれない。

　麦の藁わら束たばと獣けものの匂においが混じり合ったような独特の匂においが漂ただよう中で、

「……本当にこのような日ひ向なたの似合う場所が後ろめたい取引の現場になるというのですか」

　辺りをキョロキョロと見回して訝いぶかしげな声を出しているセクルティティは、黄色を主体とした浴衣ゆかたに着き替がえていた。頭の髪飾りを見るにおそらく全身の金飾りや包帯はそのままだろうが、こうして見る限りだと違ちがいは分からない。褐かつ色しよく肌はだに銀ぎん髪ぱつのショートではあるものの、トイドリーム35には親日派の外国人観光客も多いので、特に目立っている様子もなかった。

　恭きよう介すけは自然な動きで人混みに紛まぎれながらも、

「セクルティティ、動物園は動物を見に来る所なんだから、きちんと檻おりの方に目線を集めているように」

「えっ、あっ？　え、ええ」

「それから召しよう喚かん師しや依より代しろは一いつ般ぱん人じんの視界から消えると認にん識しきされなくなる。普ふ通つうの尾び行こうを撒まく方法だと人混みの不自然な揺ゆらぎから居場所を検知される恐おそれがあるので気をつけて」

　言いながら、彼かれは褐かつ色しよくの浴衣ゆかた少女の手を軽く取った。慣れない内はエスコートした方が手っ取り早い。動物園のようなスポットだと若い男女が手を繫つないでいても違い和わ感かんはない。

「……、[image: ～][image: ～][image: ～]」

　そう、たとえ、褐かつ色しよくの支配者が珍めずらしく頰ほおを赤らめていたとしてもだ。

　やや俯うつむき加減なセクルティティを引き連れて、恭きよう介すけは順路に沿って動物園を回っていく。

「その、着こなしとかは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか」

[image: ]

「トイドリーム系だから和装の外国人がいてもそんなに目立たないよ」

「そういう意味ではなく……。やはり、ああいうきちんとしたヤマトナデシコを参考にした方がよろしいのかもしれませんね。後ろ姿だけでも出いで立たちから色気が伝わると言いますか」

「いや、待った、あれは駄だ目めだ。撫子なでしこなどではない、簾れん堂どう明あき也やだ」

　人混みの中でしゃなりしゃなりと歩いている浴衣ゆかたの背中に目をやってげんなりする恭きよう介すけ。アザリア達が派手にやらかした銃じゆう撃げき戦せんのおかげで辺りの学校は臨りん時じ休きゆう校こう扱あつかいになったのは何となく予測はつくが、あのクラスメイト（♂）がわざわざ私服に着き替がえて動物園までやってきているという事は、向こうも待ち合わせか何かだろうか。

　途と中ちゆうで特に願いを書いてもいない笹ささの短たん冊ざくをそのままパンダの檻おりに与あたえつつ。

　ここは敷しき地ち面めん積せきの限られるトイドリーム35なので、やはり縦への移動が大きい。全ぜん体たい的てきに順路はぐるりと螺ら旋せんを描えがいて下に向かうようになっていた。エリアは上から一から五層に分かれていて、何だかレールの上を走るミニカーの立りつ体たい駐ちゆう車しや場じようセットのようにも見える。

　途と中ちゆうにあった案内板を見て、セクルティティは首を傾かしげていた。

「ライオンに、ゾウに、キリンに……。同じ生せい息そく圏けん内ないでも檻おりはバラバラなのですね。アフリカコーナーとか南米コーナーとかでまとめるのではなく」

「この辺りはスーパーの商しよう品ひん棚だなと一いつ緒しよだろう。見たいものを見ようとすると自然と全部回っている……という形を作るために、人気者は園内のあちこちに分けて置いているんだと思う。ペンギンとパンダとカピバラを一ヵ所にまとめたら、もうそこから誰だれも動かなくなるだろうし」

「……、スーパーマーケット。『フリーダム』アワード９０３でも利用されるのですね」

「おや、『守もり巫女みこ』様には少々難し過ぎたかな」

　途と中ちゆうの土産みやげ物もの屋やとフードコートを兼かねた売店コーナーでは、手で持って移動できるサンドイッチの詰つめ合あわせを買っておく事にした。透とう明めいなプラスチックのパックではなく、抗こう菌きん効こう果かのある笹ささの葉を使って包んでいるのは七夕フェアだからか。パンフレットも食べ物もない手ぶらの客は意外と目立つ。お金を払はらってわざわざ動物園まで足を運んでいるのに全く楽しくなさそうなのは不自然だからだ。

　ただし問題なのは、

「セクルティティ。僕ぼくはあなたの普ふ段だんの生活スタイルを知らない。食事が口に合わないようなら無理はしなくて構わないから」

「いえ、挑ちよう戦せんしてみたい事の一つではあります。お気になさらず」

　……その言葉だけで普ふ段だんどうやって生活しているのかがますます見えなくなってくる。まさかと思うが本当に霞かすみや朝あさ露つゆだけを食べて生きているとでも言うのか。

　立ち食いというのも憧あこがれの一つなのか、売店コーナー近くの壁かべに寄より添そったまま、セクルティティは恭きよう介すけの持つ詰つめ合あわせの中から迷まよい箸ばしのように手を行ったり来たりさせる。やがてトマトやレタスの野菜系サンドイッチをそっと抜ぬき取とった。二、三と鼻に近づけて匂においを嗅かぎ、それから両手で摑つかみ直なおしたサンドイッチを角の方から小さく口に含ふくむ。

　吞のみ込こむ前から薄い青の瞳が見開かれる。浴衣ゆかたの下の肢し体たいが、いいや胸まわりやおへその辺りなど、内ない臓ぞう全ぜん体たいが大きく波打つように蠕ぜん動どうするのが恭きよう介すけからでも分かった。

「んぶっ、んへえ！　がはごほっ!!」

「セクルティティ」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　そう言って笑っているものの、額には冷たい汗あせが浮うかんでいる。飲み物の一つでも渡わたしてやりたいが、それさえも彼かの女じよにとって気休めになるのか、さらなる山になるのか、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの『外』にあるものは判断がつかない。

「ふうー……。味というのが悪くないのは分かるのです。むしろ非常に興味深い。吞のみ込こむとなるとまた話は変わってくるのかもしれませんが、挑ちよう戦せんの価値はあります」

　ひょっとしたらミントタブレットやガムのようなものの方が良かったのかもしれないが、小鳥に与あたえるようにひたすら小さく千切って無理にでも口へ放ほうり込こみ続けるセクルティティを見ていると流石さすがにもうその涙なみだぐましい努力を止められない。何となく、今日の朝刊を全部食ったら一億円と言われたらああやるだろうな、といった挙きよ措そであった。吞のみ込こめはするのだろうが、その後が少し心配だ。これは墓はか守もりの老人にでも話を伺うかがった方が良いいだろう。……場合によっては、耳に入れた途と端たんにぶん殴なぐられるかもしれないが。

　ようやっと長い時間をかけてジグソーパズルのように分解したサンドイッチ一つ分の食材を嚥えん下げしたセクルティティは、無理にでも微笑ほほえみながら、

「お騒さわがせいたしました。続きも見て回りましょう」

「あ、ああ」

　残りは全部食べきれないようなので、動物園の中まで忍しのび込こんできたたくましい野の良ら猫ねことも分け合いながら恭きよう介すけがいただく事に。

　それはそれで、セクルティティは目を細めて笑っていた。

「猫ねこが好きなのかな」

「エジプト神話では鰐わにや豹ひようと同様に重要な意味を持つ聖せい獣じゆうですよ。嫌きらいな訳がありません。そもそも今でこそ猫ねこは世界中で愛されていますが、元を正せばエジプト発はつ祥しようのパートナーですし」

　アワード１０００到とう達たつとは別の手順を踏ふんで人界から別のステージへ片足を乗せた少女。一九九九年に発見された『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』より古い時代の集大成。改めて、自分の埒らち外がいにいると恭きよう介すけは思う。それは彼かれが『ブラッドサイン式という舞ぶ台たいの上での最強』だからか。あるいは未いまだ九〇〇番台という道半ばで、アワード１０００自じ体たいが見えていないからか。

「さほど、特別なものではありませんよ」

　見み透すかすような声があった。当のセクルティティは手すりに掌てのひらを押おし付つけ、数メートル下、コンクリート塀べいに囲まれたライオンの檻おりを見み据すえていた。彼かの女じよは麦むぎ藁わらを敷しき詰つめたお昼ひる寝ね用ようの寝ね床どこであくびをしている百ひやく獣じゆうの王おうを見下ろしながら、

「『守もり巫女みこ』、あるいは支配者などと珍ちん重ちようされてはおりますが、ようは檻おりの中の獣けものと同じ。私は専門知識を持つ者の手で下した拵ごしらえをした食材しか口にせず、与あたえられた領域の中でしか力を振ふるってはきませんでした。それはそれは、さぞかし勇ゆう猛もうな獣けものに見えた事でしょう。何しろ、実際に草原を走り回って自分の爪つめと牙きばで獲え物ものを捕とらえられるかどうかを、誰だれも知らないのですから」

「……耳が痛い話だね」

　恭きよう介すけは、何だか自分の事を指し摘てきされているような気分だった。世界がこうなった原因の半分は自分にある。そこに噓うそ偽いつわりはないが、では恭きよう介すけ自じ身しんが変わってしまった世界をきっちり地球一周歩いて見て回ったかと言われれば、答えはノーだ。所しよ詮せんは机き上じようの計算から導き出した環境影響予測に過ぎない。

　彼かれは『この世界』で間ま違ちがいなく、最強格に位置するだろう。だがその『世界』は、本当に広く大きく展開されているのか。それはブラッドサイン式の『世界』に染まり、外へ出る事のない彼かれには推おし量はかる事のできない問題であった。

　万ばん人にんには万ばん人にんの『世界』があり、恭きよう介すけが選んだ道がこうだった。

　だが隣となりを歩く者と比べてどちらの『世界』が優すぐれているかなど、杓しやく子し定じよう規ぎに決められるものでもないのだ。




　　　　９




　一方その頃ころ、花魁おいらん風の改造ミニ浴衣ゆかたのビヨンデッタはブーツの靴底を鳴らしてトイドリーム35のＲ区画まで出張っていた。ピザのように区画が切り分けられた街の中では比ひ較かく的てき学校の多いブロックだ。

『正義の心に溢あふれたみんな、レッツシュート!!　シューティングレンジャーと一いつ緒しよにお星様の勉強をして、力を合わせて雨あま雲ぐも怪かい人じんドシャブリンをやっつけよう！　じゃあ「おうえんアプリ」は起動したかな？　織おり姫ひめはこと座のベガ、彦ひこ星ぼしはわし座のアルタイルで、なんと織おり姫ひめは太陽の七〇倍も眩まぶしいお星様なんだ。夏の星座の中でも最も明るいって言われているよ。一方の彦ひこ星ぼしだけど……』

　巨きよ大だい陸りつ橋きようでは全身タイツの五人組がお勉強会を開いている。お天気お姉さんのようにスクリーンやモニタを使って解説しているのではなく、タイツのデコの部分からＬＥＤアートで光のバーコードが透すけていた。どうやら子供達は遠巻きに自前のスマホをかざしてコードを読み取る事で、次々に切きり替かわる教材テキストをヒーローショーと重ね合わせて鑑かん賞しようしているらしい。ショー自じ体たいは無料だが、より楽しむためのアプリに小こ銭ぜにを使う仕組みだ。……使っているガジェットはそこそこ新しくても、やっている事自じ体たいは温故知新というか、昔々の紙かみ芝しば居いとそう変わらなかった。駄だ菓が子しの部分がアプリになっているだけだ。

　集まっているのは小学生がメインで、流石さすがに高校生などは立ち止まらないらしい。

『あら懐なつかしい。涼りよう子こちゃん、シューティングレンジャーですって。今は何代目なのかしら』

『おっ、お姉ちゃんっ、あの中に混ざるのは流石さすがに恥はずかしいよっ』

『そうそう、涼りよう子こちゃんはキューティクルスター派だったものねー？　確か三つ編み結ぶようおねだりしてきたのもピンク担当でメガネの魔ま法ほう少しよう女じよミリーちゃんが……』

『恥はずかしいっっっ!!』

　余よ裕ゆうあるショートヘアと図書委員っぽいメガネの三つ編み、赤いブレザーを着た女子高生の二人組の声を聞きつつ、悪あく魔まはその横を通り過ぎていく。

（にしてもまたチグハグな……）

　人混みの中を歩きながらビヨンデッタはそっと息を吐はいていた。

　平日の昼間からこれだけ街に子供達の数が多いのは、おそらくアザリア達ブライズメイドのド派手な銃じゆう撃げき戦せんの余波で平常授業を切り上げて臨りん時じ休きゆう校こう扱あつかいになったからだろう。にも拘かかわらず路上でその子供達を足止めしてどうするのか。これではサバンナのど真ん中に鳥とり籠かごを放置した挙げ句、扉とびらを開けて猛もう獣じゆうが来るまでじっと待っているようなものだと思うのだが……。

　とはいえ、ビヨンデッタの目的は人間観察でも危機管理意識の啓けい蒙もう活かつ動どうでもない。

　彼かの女じよがここまでやってきたのは、ブライズメイドが選ぶであろう『使い捨ての取引現場』の候補を潰つぶし、Ｚ区画の市営動物園に一本化させるためである。

　そして、意外と知られていないが『学校』というのも結構使えるポイントだったりする。何しろ基本的に夜間は誰だれもいない。今時はホームセキュリティ頼だのみで宿直の先生なども泊とまっていない。電子的なカメラやセンサーの殺し方さえ覚えておけば……いいや、場合によっては伸のび放題の木々や無ぶ粋すいな看板によって機械的な視野が潰つぶされている場所さえ存在する。そうしたほんわかぽやぽや平和ボケな学校を見つけておけば、裏社会はいくらでも値札をつけていく。

（平和と安全の象しよう徴ちようである学校で銃じゆうや薬や女が取引されているとか知ったら、逆三角形メガネのママ達は卒そつ倒とうすると思いますが、哀かなしいけど現実なんてそんなもんなんですよねえ）

　女を殴なぐれない者は女に殺される。子供に甘あまい者は子供の暗殺者の利用価値を高める。シビアな世界にはそういうどうしようもない鉄則がある。武士道だの騎き士し道どうだのを気取るのは自由だが、それが結けつ果かとして『あそこは使える』と思わせ、間接的に裏社会が手を伸のばす事にも繫つながりかねない事実を、平和主義者はもう少し頭に入れておくべきだ。

　あるいは、そうすれば、恭きよう介すけやビヨンデッタのような召しよう喚かん師しも完成しなかったかもしれないのだから。

（今となっちゃあどうでも良いいんですけどね。この力を取り上げられても困りますし）

「ふんふんふふうーん☆」

　桜色の悪あく魔まは適当に鼻歌を歌いながら、手にしたスマホであちこちを撮さつ影えいしていく。普ふ通つうに考えれば学校の周りをうろうろしてカメラを構えるだけで問題行動と見られかねないが、ここは観光都市トイドリーム35。女性一人の海外旅行はまあ珍めずらしいかもしれないが、こちらについても今はＳＮＳが発達した時代だ。見み目め麗うるわしい美び女じよが自じ撮どりでポーズを決めながら撮さつ影えいし続ければ、頭に角があろうがお尻で尻尾が揺れていようが自前のページのアクセス数を伸のばしたい目立ちたがりの外国人だと勝手に納なつ得とくしてもらえる。実際には笑え顔がおの美び女じよ自じ身しんより背景の建物や防犯カメラの位置にピントが合っているなどとは誰だれも考えない。

（……こっちのは工業系の高専、向こうのは校庭の設備からしてスポーツ強化校かな。流石さすがにお堅かたい。おっとう、手て頃ごろな所に小学校がありますにゃあ。くっくっ、プライバシー優先でカメラの数が少ないし、小学校だと本格的な部活動もないから夜間はがらんがらん。ここは狙ねらい目めだからきちんと封ふう殺さつしておかないと、っと）

「さて」

　呟つぶやいて、ビヨンデッタはいったん立ち止まる。ぐるりとあちこち首を回しながら、細い人差し指でスマホの画面をすいすい。まったくモバイルは便利だ。今はもう固定の案内板に頼たよる必要はない、こうしているだけで地図を見ながら目的地を確かめている観光客に見えるのだから。

　実際には全く違ちがう画面が表示されていた。

（……『ガバメント』と『イリーガル』の勢力関係は、ふむう。やっぱこの辺りは教育機関、世界の警察の方が幅はばを利きかせているか。『イリーガル』側も悪い連中なんかを使って切きり崩くずそうとしているようだけど）

　基本的には愛あい歌かのマンションで両勢力から開示された情報を利用している。

　だが問題はその具体的な方法だ。

　ぐるりと学校の裏手まで回ってみると、職員用の小さな玄げん関かんがある。おあつらえ向きに出入口のすぐ近くにはちょっとした茂しげみもあった。

「よしよし」

　外国人観光客が良く使う、軽めのハイキングにも使えるリュックを肩かたに引ひっ掛かけたまま、ビヨンデッタは短い裾すそも黒いニーソックスの脚も気にせず、太ふと股ももを付け根辺りまで見せつけながらひらりとフェンスを越こえる。この辺りは工事用の防音幕のおかげでカメラの死角になっているのは調査済みだ。そのまま目的の職員用玄げん関かんに近づくと、リュックを下ろしてファスナーを開けていく。

　ずしりと重たい金きん属ぞく円えん筒とうが入っていた。ただし紅茶を詰つめた水すい筒とうなどではない。

「ダメだにゃあ、アザリアちゃん。バカスカ撃うちまくるのは結構だけど現場に不ふ発はつ弾だんを残すリスクには気を配らなくちゃあ。こんな風にＩＥＤとして再利用されちゃうよん☆」

　やるべき事は簡単だ。

　玄げん関かん近くの茂しげみに不ふ発はつ弾だんのミサイルを押おし込こんで、教職員に化けた『ガバメント』の犬が近づいてきたところでリモコンのスイッチを押おせば良い。いちいち相手のスケジュールに合わせて物もの陰かげで待っているのも面めん倒どうだから、職員室に無言電話の一本でも掛かけてやればなおベターだ。生徒のスマホをハックして、位置情報を誤ご魔ま化かし、臨りん時じ休きゆう校こう扱あつかいなのにまだ裏手で遊んでいると思わせられれば、先生は職員用の玄げん関かんで靴くつを履はき替かえてから外へ出て、そして叱しかりに行くだろう。……茂しげみに隠かくした不ふ発はつ弾だんのすぐ横を通って。

　こちらとしては、本気で仕留める必要は特にない。

　わざと標的と爆ばく発はつ物ぶつに距きよ離りがある状態でリモコンを押おすだけでも良いいのだ。間かん一いつ髪ぱつで地面に転がされた正義の味方は最初『イリーガル』と小こ競ぜり合あいを起こし、爆ばく発はつ物ぶつの正体が分かってからはブライズメイドをつっつき始めるはずだ。『現場に残った不ふ発はつ弾だん』にはアカウント乗っ取りと同じ、邪じや悪あくなお楽しみ要素が付きまとうのである。

　雇やとい主ぬしである城しろ山やま恭きよう介すけは、確かに『いかに自然に見える方法で』候補地を潰つぶしていくか、といった話をしていた。

　ビヨンデッタは忠実に守った。

　桜色の悪あく魔まにとっては、市街地に爆ばく弾だんを置く程度はまだまだ『自然な事故』の範はん囲いである。

　ただし。

　確かく認にんするが、ビヨンデッタの目的は破は壊かいでも殺人でもない。

　とにかく場を引ひっ搔かき回まわし、Ｚ区画市営動物園以外の取引現場候補地を潰つぶして回る事だ。それもたった数時間以内に、極限まで分かりやすい促そく成せい栽さい培ばいで。

　そのために最適な答えと言えば、

（……さて、これが終わったらお次は『イリーガル』の拠きよ点てんを叩たたきますか。もちろん『ガバメント』のふりをして。お互たがいがお互たがいを不毛に攻こう撃げきし合って、しかも手に汗あせ握にぎるその裏には共きよう通つうの敵ブライズメイドが潜ひそんでるのが判明する。うーん、何ともヒロイックで宿敵同士が手を結び合う、バカでも分かる素す敵てきなフリーズドライの美談になりそうですなあ！）
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　動物園では浴衣ゆかた姿すがたのセクルティティが薄い青の瞳に疑問を乗せて言っていた。

「ところで城しろ山やま恭きよう介すけ。先回りして準備を固めるとありましたが、具体的にどのような事をするつもりなのですか」

「まずは一回り。そもそも動物園はお客さんには見せない裏方の方が広大な施し設せつだから、そっちも見て回らない事には始まらない訳だが」

　恭きよう介すけがそんな風に言った時だった。

　順路に沿って植えられた街路樹の枝にライトと一いつ緒しよにくくりつけられたスピーカーから、女性らしき係員のアナウンスが入る。

『動物園の人気者、カピバラ騎き士し団だんとの触ふれ合あいショー。午後二時の部は間もなく始まりまーす。ご飯を与あたえられるのは本日これが最後になりますので、エサのペレットをご購こう入にゆうされたお客様はご注意ください。カピバラ騎き士し団だんのみんなが出しゆつ陣じんする会場は……』

　恭きよう介すけの腰こしくらいの背せ丈たけしかない子供達が、わっと雪崩なだれ込こんできた。どうやらすぐ近くでやるらしい。浴衣ゆかた姿すがたのセクルティティもまた、繫つないでいた手を離はなし子供達の流れにしばし寸断されるが、何か微笑ほほえましいものを見るような顔でゆっくりと薄い青の瞳を細めている。

　直後、召しよう喚かん師しの足が躊ちゆう躇ちよなく振ふり上あげられた。

　その子供に向けて冷れい徹てつに。

　蹴け飛とばすために。

「っ、？」

　さしもの褐かつ色しよく少女の顔にも、言いようのない驚おどろきと若じやつ干かんの嫌けん悪おさえ混じる。だが一いつ瞬しゆん遅おくれて『守もり巫女みこ』もまた気づく。明るい黄色をベースにした浴衣ゆかたの右の袂たもとがざっくりと裂さかれていた。どう人がぶつかっても爪つめくらいではこうはならない。

　無む邪じや気きな子供達の海に紛まぎれて光る銀の閃せん光こう。

　ナイフ、紛まぎれもない凶きよう刃じん。

「なっ、あ？」

　セクルティティが裂さかれた袂たもとを押おさえて慌あわてて一歩後ろに下がっても、周りは異変にすら気づいていない。多くの目線が背の低い柵さくの中へ放たれた齧げつ歯し類るいに向かう中、恭きよう介すけだけが冷静に襲しゆう撃げき者しやを見み据すえていた。

　肘ひじの後ろの辺りを蹴け飛とばして目測を誤らせた相手は、見た目だけならせいぜい八、九歳さい程度の少女。銀というより氷のような質感の長い髪かみに胸元に青いリボンをつけた丈たけの長い白の袖そでなしワンピース、そして何かのキャラクター商品なのか背中にはたぬきのぬいぐるみに似た丸いリュックを負っている。一見して夏っぽい、いっそ逆光を浴びせれば体のシルエットが見えてしまいそうなほど解放感のある薄うす着ぎに見えるが、それは偽いつわりの虚きよ像ぞう。実際には光学効果まで応用してシルエットが透すけているように見せかけ、内ない部ぶに様々な暗器を仕し込こんでいるのだろう。

　セクルティティと違ちがい、恭きよう介すけの顔に衝しよう撃げきはなかった。

　ただ彼かれは、うんざりしたような声でこう言った。




「……その目。昔の自分を思い出す」




　両者が跳はね飛とぶように距きよ離りを取る。

『カピバラ騎き士し団だんのみんなは水辺の草が大好物で、皆みなさんが持っているペレットにもたくさん練ねり込こんであるんです。抱だき上あげる時は、こう、こうして……』

　飼育員の説明に歓かん声せいを上げる子供達のすぐ真後ろ、ほんの数メートルで記録なき死し闘とうが始まる。七月には不ふ釣つり合あいな雪の精にも似た暗殺者が背中のリュックへ手を回した。中から出てきたのは釣つりのリールのようにも見えるがもっと巨きよ大だいで禍まが々まがしい。

（ウィンドラスパイク……？）

　いっそ万力じみた重じゆう厚こうさを持つ鋼はがねの塊かたまりの、トロッコレバーにも似たストッパーを外すと、ギュルン!!　と勢い良く何かが滑すべり出だしてきた。それは刃は渡わたり二〇センチ程度のコンバットナイフの尻しりに、二五〇センチ弱もの長さの特とく殊しゆ鋼こうでできた柄えを取り付けた得物であった。たぬきのリュックに収める事ができたのは、あのリールを使って柄えの部分を強ごう引いんに巻まきつけていたからだ。

　身長が一二〇センチ程度の少女からすれば、あまりにも巨きよ大だいな武器。

　だがその印象が一いつ瞬しゆんで覆くつがえる。右に、あるいは左に。鋭するどい先せん端たんを地面に刺さした少女が特とく殊しゆ鋼こうの柄えを摑つかんだままバレエやフィギュアスケートのように、あるいは暴漢の腕うでをひねるように、勢い良く回る。大きくスカートをはためかせ、ワンピース全ぜん体たいで逆光に偽いつわりの像を浮うかせるたびに柄えがしなり、回り、膨ぼう大だいな力を蓄たくわえ……そして少女の爪つま先さきが自分で刺さした切っ先を蹴け飛とばした。

　繭まゆが爆ばく発はつした。

　新体操のリボンじみた華か麗れいさすら見せていた特とく殊しゆ鋼こうの柄えが一転、板バネの本分をまっとうするべく壮そう絶ぜつな力を解放したのだ。それは凶きよう刃じんの暴風と化して恭きよう介すけ目がけて襲おそいかかる。縦に、横に、上に、下に。常人にはもはや残像すら見えただろう。どのような武術の達人であれ、ここまでの速度と手数の多さは作り出せない。

　だが恭きよう介すけは臆おくしない。

　彼かれは彼かれで、パーカーのポケットからヘアスプレーサイズの金きん属ぞく缶かんを取り出した。言わずもがな、励起手榴弾インセンスグレネードだが、ピンを抜ぬいて投げつけるためのものではない。一八〇センチもあるブラッドサインと違ちがい、握にぎり込こんで隠かくしながら扱あつかう鈍どん器きとしてはこちらの方が優すぐれている。

　数ミリ手を誤れば、〇・三秒タイミングが遅おくれれば、右手の指をまとめて失う危険な暴風相手に、オレンジ色の火花がいくつか散った。

　氷の精の凶きよう刃じんは止まらない。一つの暴風が収まる前に切っ先を再び地面に突つき刺さし、自じ身しんの体を複雑にひねって回し、バネの力を蓄たくわえて、スカートを大きくはためかせる格好でシームレスに次の一いち撃げきへ移る。故ゆえにまともに応対していれば反はん撃げきの隙すきなく削けずり殺されていた事だろう。そう、『まともに』付き合っていたとしたら。

　恭きよう介すけがブラッドサインではなく励起手榴弾インセンスグレネードを武器に選んだ理由のもう一つがここにある。

「……良いいのかな、あまり本気を出して」

「？」

　恭きよう介すけは敢あえて襲しゆう撃げき者しやの前で手を開き、握にぎり込こんでいた金きん属ぞく缶かんの傷ついた表面を見せびらかしながら、

「破は裂れつすれば人じん工こう霊れい場じようが展開される。こっちは召しよう喚かん師しと依より代しろワンセット、だがあなたは一人しかいない。業界に浸しん透とうしたプロだろうが何だろうが、今のあなたに召しよう喚かん儀ぎ礼れいは扱あつかえない訳だが。……ここで破は裂れつすれば致ち命めい的てきだ。たとえコスト１の『始祖の赤ｂ』でもあなたは嬲なぶり殺ごろしの憂うき目めに遭あうのではないかな」

「ッ!?」

　襲しゆう撃げき者しやの動きが一いつ瞬しゆんだが確実に強こわ張ばった瞬しゆん間かんを狙ねらって、恭きよう介すけは大きく前へ踏ふみ込こんだ。

　その選せん択たく肢しは実際に選ぶ必要はない。連想させただけで十分に効果がある。攻こう撃げきから攻こう撃げきへ、隙すきなく繫つなげてきた少女の動きに楔くさびを打うち込こむ事ができれば、すでにその時点で致ち命めい的てきだ。

　懐ふところ深ふかくまで潜もぐり込こんだ恭きよう介すけが握にぎり込こんだ金きん属ぞく缶かんの尻しりをハンマーのように振ふり上あげつつ、注目の外、下方から足を繰くり出だす。これでチェックメイト。雪の結けつ晶しようじみた襲しゆう撃げき者しやは次の一いち撃げきを避さけられない。

　はずだった。




　ぐるんっ!!　と。

　直後に、恭きよう介すけの視し界かい全ぜん体たいが縦に大きく回転する。




　意味が分からなかった。

　側頭部の鈍どん痛つうから何か衝しよう撃げきを受けて体が回ったのは理解したが、それは襲しゆう撃げき者しやが手にするウィンドラスパイクによるものではない。

　全くの外部。第三者。

（……この僕ぼくが、殺気すら感じ取れなかった!?）

　本当に今回はおかしな事だらけだ。だが世の理り不ふ尽じんを嘆なげく暇ひまはない。天地逆さまとなったまま恭きよう介すけは急速に肉体と思考の制せい御ぎよを取とり戻もどし、片手の掌てのひらを地面に押おし付つけ、側転する感覚でバランスを取とり戻もどす。喰くいそびれた襲しゆう撃げき者しやともいったん距きよ離りを取り、無防備なセクルティティの盾たてとなるべく合流を果たす。

　大男の野太い声が少年の耳を打った。

「オールアラウンドアーマメント。３Ａスリーエーなんて名乗っちゃあいるが、やっぱ『フリーダム』の九〇〇番台相手じゃ分が悪かったな、小こ娘むすめ。ほれ、保護者のダンディにちゃちゃっと泣きつけ。子供はそれくらいの方が可愛かわいげがあるってもんだ。あの『白き女王』じゃねえんだから、何でもかんでも完かん璧ぺきなんて望んじゃいないさ」

　声に、小さな暗殺者が無表情ながら、むすっと頰ほおを膨ふくらませる。

「いいえ。私はまだ相手から初しよ撃げきすらももらってはいません。戦せん況きよう不ふ利りと評価されるのは不本意です」

「……その一発をもらった時点で終わっていたんだがな。何なら向こうのお兄ちゃんに説明してもらえば？　インテリ系はそういうのが大好きだからよ」

　こちらに矛ほこ先さきを向けてくるのは、一体誰だれだ。

　頭の中を検けん索さくしようとして、恭きよう介すけは眩暈めまいに襲おそわれるかと思った。束つかの間ま、バランス感覚すら失って。催さい眠みん術じゆつじみたそういう精神的な衝しよう撃げきでも喰くらったかのように、そのまま膝ひざさえつきそうになる。

「な」

　以前に会った時とは、大きく印象は変わっている。

　額を出した長い金きん髪ぱつを頭の後ろで束ね、右目には黒い革かわの眼帯。大おお仰ぎような金の刺し繡しゆうが入った華か美びなコートもまた、右みぎ腕うでの部分が肩かたの所から不自然に頼たよりなくはためいていた。隻せき腕わんなのだ。

　だがそうした派手な印象に引きずられない、内なる芯しんがその男には存在した。

　恭きよう介すけは覚えている。

『女王の箱庭』。そこからギリギリの生せい還かんを果たした際、全身の骨が砕くだけた彼かれを最後の最後に輸送ヘリまで運んでくれた恩人を。自じ身しんは蜘蛛くもの糸には決してすがらず、暴走する『白き女王』を抑おさえ込こむべく迷わず地じ獄ごくの戦場へと舞まい戻もどっていった召しよう喚かん師しを。




「何故なぜあなたがここにいるんだ。存在できるんだ!?」

「クロード＝マゼンタレインってんだぜ。そういや『あの時』は自じ己こ紹しよう介かいしたっけか？」
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　ニィ、と粗そ暴ぼうに笑う大男は、一つしかない掌てのひらで何かを弄もてあそんでいた。

　それはくすんだ銀に三〇カラットのダイヤを嵌はめ込こんだ古びた鍵かぎだった。恭きよう介すけが忌いま々いましそうに舌打ちしてももう遅おそい。パーカーのポケットに重なる部分が鋭するどく裂さかれていた。そもそも接近すら気づかせずに全ぜん体たい重じゆうを乗せた回まわし蹴げりを側頭部にお見み舞まいしてくれた相手だ。さらなる小細工の一つ二つくらい造作もなかった事だろう。

　最初にセクルティティの浴衣ゆかたの袂たもとが狙ねらわれたのもこのためだったのだ。急所よりも、まずポケット。二人のどちらかが持つ鍵かぎを奪うばうために。

（クロード……クロード＝マゼンタレイン、だと？）

　そのファミリーネームには、どうしても赤みを帯びた金きん髪ぱつの巻まき髪がみを連想してしまう。そしてアザリアは自じ分ぶん自じ身しんそっくりのレプリグラスを量産して恭きよう介すけを翻ほん弄ろうしてきた。一いつ瞬しゆん、あれと同じでクロードの生体データを使った模造品の可能性も疑った恭きよう介すけだったが、それだと辻つじ褄つまが合わない事はすぐに分かる。

　だったら隻せき眼がんや隻せき腕わんにする意味がない。『女王の箱庭』当時の、恭きよう介すけの思い出の中にある背格好に似せた方がより混乱を促うながせる。そもそも『女王の箱庭』のデータ自じ体たい、そうそう簡単に手に入るものでもない。アザリアが全て計算して用意したにしては、パズルのピースのすわりが悪過ぎる。

（それともブライズメイドは箱庭関係者さえ吸収していた？　いやまさか、落ち着け、深読みし過ぎだ）

　だとすると、彼かれは本当に生きていた？

　違う、今気にすべき点はそこではない。

（……まずいっ、この状じよう況きようはアザリア側にも伝わっている……!?）

「その少女は、今のあなたの依より代しろか……？」

「違ちがう違ちがう、こいつはなくした右みぎ腕うでの代わりだよ。二に人にん三さん脚きやくの召しよう喚かん師しとでも考えてくれい。依より代しろはこっち」

　言って、クロードは何の気なしに『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を真上に放り投げた。

　目線の誘ゆう導どう、真正面からの不意打ち。そんな可能性まで警けい戒かいする恭きよう介すけだったが、あては外れた。いきなり頭上を横切った巨きよ大だいな猛もう禽きんが銀の鍵かぎを空中で咥くわえたのだ。

　翼つばさを広げれば二〇〇センチを超こえるレベルの。

　そういえば、アザリアは自らを猛もう禽きんと称しようする事があったか。

「名前はリッキー。下手すりゃ俺おれより頭が良いい。ひょっとすると数多くの被召物マテリアルを招き過ぎたせいで頭ん中で革命でも起きているのかもしれねえが。まったく女王サマサマだぜ」

　明確な益を、『白き女王』からの恩おん恵けいを語る男。

　恭きよう介すけ達たちが動物園で網あみを張り、しかも『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を奪うばわれたと向こうの本隊に知れれば戦局はとことん不利になる。蓮れん華げと彼ひ岸がんを無事奪だつ還かんできる見み込こみは限りなく低くなると見て良い。だとすればやる事は一つであった。相手が本物か否いなかはこの際関係ない。

　円を描えがくようにして上空をゆったりと舞まう猛もう禽きんに目をやりながら、クロードは笑う。

「にしても、どうせ狙ねらいは三〇カラットのダイヤなんかじゃねえだろ。あんなガラクタにご執しゆう心しんとは、本命はやっぱり博物誌の欠番辺りかね？」

「っ!!」

（物品にしても情報にしても、本隊に戻もどる前に叩たたく!!）

　拳こぶしの中に握にぎり込こんで使う励起手榴弾インセンスグレネードくらいでは駄だ目めだ。背中のブラッドサインへ手を伸のばす。あまり騒さわぎにはしたくないが、最悪、上空を舞まう猛もう禽きんを落として鍵かぎを奪だつ還かんする意味でも召しよう喚かん儀ぎ礼れいを用いた戦せん闘とうも視野に入れなくてはならない。

　ぞわり、と。

　全身から不可視の瘴しよう気きすら噴ふき出だす恭きよう介すけに対し、クロードは気にも留とめない。

『フリーダム』アワード９０３が、会話の主導権さえ得られない状じよう況きようが続く。

「その決断までの速度は評価しよう。だがもうちっと周りを良く観察する事だ」

　彼かれが言って指を鳴らした直後だった。

『はーい、それではカピバラ騎き士し団だんとの触ふれ合あいショー、午後二時の部はここまでとなりまーす。ご飯をいっぱい食べて眠ねむたくなっちゃったかな？　カピバラ騎き士し団だん達たちはちょっとお昼ひる寝ねに入りますので、皆みなさんは引き続き他のコーナーも見て回ってあげてくださいねっ』

　全て引ひっ込こめた。

　直後に巨きよ大だいな引力に引かれていたような大勢の子供達が、再び後ろを振ふり返かえる。わっ、と思い思いに散らばっていく。

「博物誌の欠番、その先の女王の領域はアンタの手に余る。ちょいと過去の亡ぼう霊れいに任せときな。気が向いたらおこぼれくらいはくれてやるよ。……ま、俺おれも『あいつ』には用があるしな」

　背せ丈たけの低い人の海に吞のまれながら、たぬきのリュックに武器を隠かくした３Ａを引き連れたクロードはこちらに背を向けた。

『うわっ！　……何だ、海かい賊ぞくさんがいるぞ？』

『ワルなのか、ワルだったら怖こわいな？』

　当然、その華か美びな容よう貌ぼうは周りの子供達からも新しん鮮せんなようだったが、

「そうだぞー。『ミステリーパイレーツ』観みてねえのか？　こう見えてもこのダンディはバミューダトライアングルの謎なぞを腹ん中に吞のみ込こんだ伝説の海かい賊ぞくでなー」

　さらりと流してそのまま人の波に乗ってしまう。

　去り際、３Ａと呼ばれる少女が子供達の群れの中で小さな刃やいばを取り出そうとしたようだが、こちらはクロードに足を軽く蹴けられて止められている。恭きよう介すけの性質を考えれば逆効果だと、彼かれは知っているような素そ振ぶりであった。

　どうにもできない。

　動物園を丸ごと壊かい滅めつさせるような召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦せん闘とうならともかくとして、あれだけの敵を一いつ切さい騒さわぎを起こさずに止められる方法には、流石さすがに心当たりがない。今のままでは何をどうやっても周りの子供達を巻まき込こむ。暴れ馬の手た綱づなを握にぎって任意の方向へ解き放つような被召物マテリアルの戦い方に、精せい密みつ狙そ撃げきは不向きなのだ。

「……、くそっ!!」

「それで正解です、何も落らく胆たんする事はありません」

　むしろ優やさしい目でセクルティティは声を掛かけてくれた。

「『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』がブライズメイド側に渡わたったとしても、まだ私の背に古地図があります。取引は継けい続ぞくできるはずではないですか」

（そういう問題ではない訳だが……）

　歯は嚙がみする恭きよう介すけは、これ以上パートナーを心配させる事がないよう頭の中で思案する。問題点は大きく分けて二つだ。

　一つ、これで恭きよう介すけ側がわが動物園で網あみを張っている事実がブライズメイド側に洩もれる。待まち伏ぶせのアドバンテージは消しよう滅めつした。

　二つ、城しろ山やま恭きよう介すけは不利な状じよう況きようでも人死にを許容できない事は、ブライズメイドも御ご供くう隊たいの件で理解している。その上で親おや鍵かぎは奪うばわれ、手元には古地図しかない。銀の鍵かぎならへし折って捨てると逆ぎやく交こう渉しように挑いどむ事はできるが、古地図は破いて捨てる訳にもいかない。

　これではほとんど相手の言いなりになる以外の道がない。

　最悪だった。

　そしてこのタイミングで、狙ねらったようにスマホが鳴った。

「愛あい歌か、何があった？」

『……「ガバメント」の「表」に位置する企き業ぎよう、そのものずばり「クアッドモータース」米国本社会長直通の秘ひ匿とく回かい線せん宛あてに、ブライズメイドから連れん絡らくがありました』

「おのれ、姑こ息そくな盗とう掘くつ者しやどもめ……」

　セクルティティが歯は嚙がみしながらそんな事を言っていたが、今は愛あい歌かに先を促うながす方が優先だ。自じ分ぶん達たちに不利な情報だからといって遮しや断だんしてしまっては何も生まれない。

『世界最大の軍ぐん需じゆ企き業ぎようが八方手を尽つくしているにも拘かかわらず、もはや当たり前のような顔で逆探不可。こちらで繫つないで中ちゆう継けいするのです。推測ですが相手はアザリア＝マゼンタレイン。お兄ちゃん、準備の方はよろしいですか……？』

　視界が眩くらみそうになるが、身を任せても良い事は一つもない。

　即そく座ざに思考を切きり替かえ、最高のパフォーマンスを意図して調整する。周囲の物音に気を配り、目立った動物の鳴き声や園内アナウンスがない環かん境きようである事を確かめてから、

「いつでも」

　状じよう況きようはメチャクチャだ。だが恭きよう介すけは人の命を載のせた交こう渉しように挑いどむ。七夕フェアが関係しているのか、単調な保留音はお星様にまつわる童どう謡ようだった。一曲ループする前にぶつりと途と切ぎれて相手に繫つながる。

「やあアザリア、里帰りの予定でもあるのかな」

『「クアッドモータース」の米国本社でダメならば、他のあらゆる機関にも逆探知はあそばせなくてよ。これでも、そちらの無む駄だな努力を省くための誠意のつもりだったのですが』

　もちろん額面通りに受け取る必要はない。

　アザリアが直接愛あい歌かや恭きよう介すけのアドレスに掛かけてこなかったのは、もちろん番号を知らなかったからだ。だが古巣の『クアッドモータース』を中ちゆう継けい先さきに選んだ理由もまた、それだけではないだろう。選せん択たく基き準じゆんは極ごく々ごくプライベートなものかもしれないが、恭きよう介すけにとっては重要な情報だ。

　そもそも以前の事じ件けん自じ体たい、アザリアがどうして『白き女王』に魂たましいを吞のみ込こまれたのか、その理由を完全に把は握あくできた訳ではない。さらに捕ほ縛ばく後ごに『極ごく彩さいミュージアム』送りされた後で何があったのか。その根幹に『クアッドモータース』や母体となるマゼンタレイン家の存在があるのかもしれない。

　あるいは。

　真しん偽ぎ不ふ明めいのクロード＝マゼンタレインもまた、深く関わっている可能性だって。

「……一体何があった、アザリア」

『同じ質問をそっくり返したとして、あなたには今の自分を形作る歴史を一言で答えられると思いまして？』

　信しん奉ぽう者しやの少女はくすくすと笑いながら、

『無む駄だは省きましょう。ひとまずパーティの日取りからお伝えいたしますわ』

　藁わら束たばと獣けものの匂においを吸すい込こみ、息を吞のむ事さえ許されない。

　動物園の線は消えた。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』も奪うばわれた。残るはセクルティティの背にある『絶対に破は棄きできない』古地図一つ、そして相手が指定したイレギュラーな地点でろくな準備もできずに交こう渉しよう合がつ戦せんが始まってしまう。

　そう思っていた。

　だが、

『「金こん剛ごうの親おや鍵かぎ」と古地図を持って指定の時間に指定の場所へいらっしゃい。日付をまたいで午前一時、場所はトイドリーム35Ｚ区画。後の指示は追って連れん絡らくいたします』

「……？」

　頭が混乱しかかる。

　網あみにはかかっている。全て当初の予定通りだ。だがあれだけの異常事態が発生した後で、脱だつ線せんしていないのがもうおかしい。何故なぜ、まだ親おや鍵かぎの事が話題に出る？　こちらの顔を目もく撃げきされたエリアをそのまま指定してくる？　区画単位で取り引き場所を変へん更こうしたっておかしくないはずなのに。一いつ瞬しゆん、何かを試ためされているのか、あるいは事前に録音された音声を組み合わせて会話しているのか、そんな取り留めのない事さえ考えた。

　アザリアはまだクロードからの報告を受けてはいないのか。

　……または、アザリアはクロードの行動または存在そのものを、知らない……？

「蓮れん華げと彼ひ岸がんはまだ生きているのかな。それを証明する手立ては？」

　一いつ瞬しゆんの内に様々な情報、可能性が頭の中で爆ばく発はつするが、それをアザリアに気取られるようではおしまいだ。とにかく口を動かし、会話の流れを止めないように努める。

『親おや鍵かぎを折り、古地図の女を殺害していないと証明あそばせるプロセスを省いたのは友好の証あかしと思っていましたが』

「敗北者相手だと正常な声を聞かせる事は難しいだろうから、動画で様子を映してくれ。録画かどうかは流石さすがに分かる。信しん頼らいを得られなければ取引はここで終わりだ」

『くす。それはありえません。「創設者のギャラリー」は、あなた自じ身しんも求めているはず』

「少なくとも古地図はこちらにある。別の方法で読み解いていけば良い。多少は回り道になるかもしれないけどね」

『それができれば誰だれも苦労はしないのでは？　そうなると、鍵かぎも箱もいりません』

「あるいは、普ふ通つうの人間なら。ただし、僕ぼくがその範はん囲いに収まっているとでも？」

『「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」は人死にを許容しない』

「そうか。報復は何が良いい？　その気になれば、僕ぼくはセクルティティに全ぜん身しん麻ま酔すいをかけて古地図を剝はがしてしまう事もできる訳だが。僕ぼくは命『以外』は気に留とめない。それを忘れるなよ」

『……、』

「……。」

　セクルティティが薄い青の目線で何か訴うつたえてきていた。無事に話はまとまっているのに、何な故ぜ引ひっ搔かき回まわしているのかといった顔だった。だが違ちがう。スムーズに進んでしまう方が怪あやしまれる。恭きよう介すけ自じ身しんにもまだ完全に掌しよう握あくできていないが、この『違い和わ感かん』は、何か変だ。アザリア側には絶対に知られてはならない、わずかな取とっ掛かかりになるかもしれない。

　麦の藁わら束たばよりも、不ふ穏おんな獣けものの匂においが強くなる。

『良いいでしょう。これは穏おん便びんに取引を完かん了りようさせたいという意思の表れであると受け取ってくださいませ。通話をカメラを使ったビジュアルモードになさい』

　恭きよう介すけは馬ば鹿かではないので、スマホのレンズ部分を指で潰つぶしてから応じた。ここが動物園だと知られる訳にはいかない。これでも周囲の雑音から居場所を分ぶん析せきされる可能性はゼロではないが、何もしないよりははるかにマシだ。

　そしてスマホの画面いっぱいに相手方が映す景色が広がった。

　横からセクルティティが覗のぞき込こんでくる。

　場所は不ふ明めいだ。何か暗幕のようなものが一面に広がっていて、あちこちから機械の駆く動どう音おんが響ひびいている。そしてそんな景色を背にしてアザリアの顔が大写しになっていた。おそらく自分の手でスマホを持っているのだろう。やや距きよ離り感かんがおかしい。やや上からのアングルになっているのも手伝って、和わ洋よう折せつ衷ちゆうの浴衣ゆかたの開けた胸元から眩まばゆい肌が光を弾いている。

『用心深い方。まあ良いいでしょう、それだけ本気で取り組んでいただいている証あかしとも受け取れる訳ですし』

　すいっ、とスマホがアザリア本人ではなく、よそへと向けられる。

「っ、!?」

　セクルティティが両手で自分の口を覆おおった。悲鳴を押おし殺ころしているようだった。

　画面の中では、大きな人形が壁かべに立てかけるように座すわらされていた。

　いいや、それは巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとった黒くろ髪かみの少女だった。胸むな元もとは大きくはだけ、さらには中で秘められていた柔やわ肌はだの部分まで……大きく大きく、観音開きのように開いていた。皮ひ膚ふも、筋肉も、肋ろつ骨こつさえも。奥おくで待つのは明らかな人じん工こう物ぶつ。革かわ袋ぶくろを縫ぬって形を整えたような人造の臓器が、人と変わらぬ精密さで脈打っている。

『私としても驚おどろきましてよ。かつて冥めい乃の河かわ神じん社じやから接収した浄じよう瑠る璃り経きよう典てん……。本来は完かん全ぜん人じん工こう物ぶつの依より代しろを作ると聞いていましたが、まさか召しよう喚かん師しまで手を伸のばせたとは。机き上じようの空くう論ろんではなく、本当に完成していただなんて……ぷっくく。これでは正しよう真しん正しよう銘めい完かん全ぜん無む人じん化か量りよう産さん部ぶ隊たいが実現してしまうではありませんか！』

「アザリア……」

『心配あそばせずとも、取引の時間までには、取り出して検分したものは全て中へ戻もどして差し上げますわ。そう、ワンセット全てね』

「アザリアぁ!!」

　くすくすと巻まき髪がみの少女の笑い声が響ひびいていた。

『レプリグラスは陛下の似姿を作ろうとして破は綻たんした技ぎ術じゆつの成れの果て、といった話は以前いたしましたわよね。これは、その不備を補って余りある成果を私にもたらしてくれる。もちろん今のままでは不完全ですが、浄じよう瑠る璃り経きよう典てんを組くみ込こんだレプリグラスがあれば、一度は失ったはずの夢を取とり戻もどす事さえ可能となるのではないでしょうか。……そう、陛下を永続的にこの世に留とどめるため、人間をはるかに凌りよう駕がする精度と強度の依より代しろを、この手で作り出す事が』

　話が繫つながってくる。

　そしてどこまで行っても、まるでそういう引力があるかのように、災さい厄やくと騒そう乱らんの全てはあの白い邪じや悪あくへと落ちていく。

『とはいえ、やはり「創設者のギャラリー」は必ひつ須す。今のままではたとえ浄じよう瑠る璃り経きよう典てんを完全に吸収したとしても、目標の達成は遠いでしょう。やはり博物誌の欠番を人形に吹ふき込こみ、新旧二つの技ぎ術じゆつを融ゆう合ごうさせる事で、この不毛な現世に陛下の魂たましいを永久定着させてこその成功でしてよ』

「……、」

『だって、今のままではどうしても部品が足りませんもの。そう、優すぐれた依より代しろである冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの脊せき椎ついをくり貫ぬいても構わないというのでしたら話も変わってきますが、ね？』

　これで単なる悪あく趣しゆ味みな遊びの域でもなくなった。

　ただ恭きよう介すけを苦しめるためだけに二人の命を手玉に取るなら、まだやりようはある。簡単に言えば、もっと恭きよう介すけを苛さいなむ材料を与あたえてやれば良い。だがもうそんな段階ですらない。ブライズメイドは、蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人に明確な価値を見み出いだしてしまった。

　彼かの女じよ達たちは、絶対に双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まいを手放さない。

　単に『恭きよう介すけに勝つ』ためではないのだ。『女王を奉ほうじる』ためだというのなら、そこにほんのわずかな手て抜ぬかりをするとも思えない。最悪、『創設者のギャラリー』に博物誌の欠番がなく、期待外れだった時のためにも、蓮れん華げの人じん工こう臓ぞう器きと彼ひ岸がんの脊せき椎ついは必ずキープしたいと思うはず。

『生きているかどうかを確かめる、でしたよね？　ご満足あそばせましたか』

「ああ」

　束つかの間ま、恭きよう介すけは演技さえ忘れて底冷えするような低い声を放っていた。

「これで遠えん慮りよする必要はなくなった。万に一つも」
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　深夜、いっそ冷れい徹てつなほど輝かがやく天の川のその真下で。

　城しろ山やま恭きよう介すけにギリギリのタイミングで取引場所を指定したアザリアや『ザ・セイント』が主導するブライズメイドの一行は、闇やみに紛まぎれて市営総合動物園へ踏ふみ込こんできた。大体〇時三〇分過ぎ、取引開始の三〇分前くらいの話だ。短いものと思うかもしれないが、実はこれで正しい。取引現場と隠かくれ家がは違ちがう。できるだけ自じ分ぶん達たちの痕こん跡せきを残さないように立ち去らないといけないため、あまり長居して髪かみの毛け、唾だ液えき、汗あせ、足あし跡あとなど、余計な情報を振ふり撒まいてしまう結けつ果かは避さけなければならない。

　すでに閉園し、職員達も引ひき払はらってしまった暗くら闇やみの中だが、それでも一応常じよう駐ちゆうの夜勤は何人か残っている。何しろ生き物を扱あつかう動物園なので、どうしても急な容態変化などが発生する可能性を排はい除じよできないためだ。

　とはいえ、広い園内に対してあまりにも人数は心こころ許もとない。

　そして、そもそもブライズメイドが潜もぐり込こんだ時点で、そうした不確定要素は迅じん速そくに『処理』される手はずになっていた。

　ところが、広い園内を捜そう索さくしたメンバーからの連れん絡らくにはこうあった。

『常じよう駐ちゆうの獣じゆう医いと飼育員がどこにもいません。管理室でまだ温かいコーヒーと、袋ふくろから開けたままのクラッカーを発見。先ほどまでここにいたようではあるのですが』

「そのままで結構でしてよ。……どこまで行っても『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』、という事ですか。そんな痕こん跡せきなど残さなかった方が、不意も打ちやすかったでしょうに」

　連れん絡らくを受けたアザリアはくすりと笑った。

「もはやここまで来れば流れを変える事はできないと踏ふんでいるのか。こちらが現場に顔を出した以上、今から取引を中止して引き返しても、相手はどこまでも喰くらいついてあそばせる事でしょう。ここで、ケリをつけます。最優先は『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と古地図の二つ。博物誌の欠番を手に入れ、陛下の御み魂たまをこの現世へお招きする。少々早いですが、すでに城しろ山やま恭きよう介すけも現場入りしているようではありますし……配置が完かん了りよう次し第だい始めましょうか」

　小さな主人が軽く目配せすると、老ろう執しつ事じが左右に抱かかえたボストンバッグとスーツケースを軽く誇こ示じした。こちらの準備も済んでいる。

　アザリアは淡あわく笑って、レースやフリルで改造された浴衣ゆかたの襟えり元もとからスマートフォンを取り出した。







　マナーモードにした恭きよう介すけのスマートフォンに連れん絡らくがあった。

　藁わら束たばや獣けもののきな臭くさい匂においの漂ただよう暗くら闇やみの中でバックライトを点灯する羽目になるが、今さら気にしていられない。

　ゲームが始まった。

『ご機き嫌げん麗うるわしゅう』

「約束の時間まであと一〇分あるけど、もう始めるのかな？」

『そちらも待っているだけでは退たい屈くつでしょう。第三層、ライオンの檻おりまでいらっしゃい。通話は維い持じしたままで』

「生あい憎にくと、バッテリーがもう保たないんだ」

『言うと思いましたわ』

　通話を切って恭きよう介すけは傍かたわらのセクルティティに声を掛かける。

「確かく認にんするけど、始まってしまったら途と中ちゆう下げ車しやはできない訳だが」

「これだけ巻まき込こんでおいて、今さら何を言っているのですか。そもそも私の背にある古地図がなければ最初の関門を突とつ破ぱできないでしょう」

「……、」

　恭きよう介すけとブライズメイドにとっての、大事な取引材料。揺ゆらぐ事のない大前提。

　そのはずだ。だが……。

　一いつ般ぱん来らい場じよう客きやくが去り、動物達が寝ね床どこの厩きゆう舎しやへ引ひっ込こみ、夜勤を除くほとんどの職員達が立ち去った後も園内で息を潜ひそめていた恭きよう介すけ達たちだったが、その間、考える時間はたっぷりとあった。だがどうしてもこの取引の不確定要素に対する答えが出ない。

　クロード＝マゼンタレインと３Ａ。

『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を持ち去ったあの男は、吉きちと出るのか凶きようと出るのか。

（土ど壇たん場ばで取引変へん更こうの可能性も警けい戒かいしていたけど、結局そのまま動物園。向こうにとってのメリットは何だ……？　だけどやるしかないか）

　言うまでもないが、恭きよう介すけの目的は全員生せい還かんだ。蓮れん華げと彼ひ岸がんの救出はもちろん、それと引ひき換かえにセクルティティがブライズメイドに囚とらわれてしまっては意味がない。

「始めよう」

「ええ」

　頭上を埋うめ尽つくす天の川だけは寒々しいくらいいつもと同じだった。七夕の天体観測フェアに合わせて、閉園した動物園にもまた明かりらしい明かりはない。そもそもここは人間よりも動物の生活スタイルが優先される場所だ。動物達は厩きゆう舎しやに引ひっ込こんでいるとはいえ、夜間に強きよう烈れつな光をバシバシ焚たいている事こと自じ体たいがおかしいのだろう。

　獣けものと夜の匂においに支配された動物園を進みながら、セクルティティはしきりにあちこちへ首を巡めぐらせていた。

　かさりという音が聞こえたが、そちらに目をやってみれば茂しげみからこちらを覗のぞいているのは動物園にも平気な顔で忍しのび込こんでくるたくましい野の良ら猫ねこであった。

「大だい丈じよう夫ぶ、この辺りには狙そ撃げき手しゆはいないよ」

「いえ、そうではなく、これは癖くせのようなものなのです」

「？」

「砂さ漠ばくと言えば太陽に焼やき焦こがされた真昼の炎えん天てん下かを思おもい浮うかべるかもしれませんが、実際に恐おそろしいのは氷点下まで凍こごえる夜の砂さ漠ばくなのです。しかも、多くの肉にく食しよく獣じゆうは夜行性ですしね。どうも、夜の闇やみで獣けものの匂においを嗅かぎ取とると神経が過か敏びんになってしまうようで」

　大都市にしては不自然なくらい大きく広がった星空の絨じゆう毯たんの下を、恭きよう介すけとセクルティティの二人は螺ら旋せん状じようの順路に従って歩いていく。

「済まない」

　そんな中で、恭きよう介すけはぽつりと洩もらした。

　褐かつ色しよくの少女には意味が伝わらなかったようだ。

「どういう意味でのでしょう」

「こうしてあなたを巻まき込こんでいる事に対して。今回はほとんど僕ぼくの私し闘とうだ、これはもう依い頼らい人のオーダーに沿う形での戦せん闘とうになっていない訳だが。僕ぼくはただ純じゆん粋すいに、あなたを戦力としてしか見ていない節がある」

　セクルティティの一番の願いはあのマンションから配下の墓はか守もり達たちを守まもり抜ぬいた時点で終わっている。蓮れん華げと彼ひ岸がんの件は盗とう掘くつ者しやと戦うために尽じん力りよくしてくれた召しよう喚かん師しへの義理立てでしかない。安全な位置からの協力ですら、すでに破格の状じよう況きようだ。まして、不利の極きわまった状じよう況きようで人ひと質じちとの交こう換かん材ざい料りように使われるなど、彼かの女じよが応じる理由を探す方が難しい。

　だが人の上に立つ支配者は待たずに告げた。

「構いませんよ。あなたは確かに多くの人を助けてきたかもしれませんが、同じようにあなたを助けたいと思う人間が現れてはならないという理由にはならない。そのようなレベルで思おもい悩なやめる人間と出会えたのは、むしろ私にとって幸福な事でしょう」

「……、」

「墓はか守もりは皆みな使命を自覚し、そのためなら自らの身命を差し出す事も躊ちゆう躇ちよはしません。一方でその使命は半ば固定され、等とう価か交こう換かんのようなデジタル処理で命を賭かけている側面もある。この危機ならこの命を、このレベルを越こえたらこの数が妥だ当とうだろう。……常に命のやり取りを行いながらも、そういう数値に置おき換かえられない、計測不能な人の情に触ふれられる機会は意外と少ない。私にとっては贅ぜい沢たくなんですよ、あなたの胸の内にある激情というのは」

「そんなものかい。これでも僕ぼくは、今でも時折『卒業』『廃はい業ぎよう』について頭の片かた隅すみにちらつくくらいなのに。自分のやっている事は全部ただのわがままで、もう抵てい抗こうを止やめた方が世界の傷口が広がるのを止められるのではないかと思っているのに」

「わがままというのも、そう卑ひ下げするものではありません。例えば、私の父も母も命を賭として王の眠ねむりを守りました。墓はか守もりの中から副ふく葬そう品ひんの埋まい葬そう状じよう況きようを外の盗とう掘くつ団だんへ洩もらした裏切り者のセトと戦うために。結けつ果か、命を落とした先代の仇かたきを取る事で、私は若くして『守もり巫女みこ』の玉座に腰こし掛かけています」

　ですが、と黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティは天の川を見上げて、

「……実際には、セトの裏切りさえ若くして私を玉座に上げるため演じた忠臣の行いでしかなかったのです。我々はそういう事ができる、できてしまう集団なのですよ。もしも最さい盛せい期きを終えてわずかでも衰おとろえが見え始めていた父母がそれでも代だい替がわりを嫌きらって玉座にしがみついていれば、誰だれよりも真まっ直すぐだったセトが汚お名めいを着たくないと拒こばんでいれば、誰だれか一人が我が欲よくやわがままを少しでも抱かかえていれば、そんな事にはならなかったでしょうに。誰だれも彼かれもが潔けつ癖ぺき過ぎたために、デジタルな予定調和を狂くるわせる事ができなかったのです」

「……、」

「壁画修復活動に参加していたトイドリームの会長が我々とは別の角度から異なる見方を提示してくれなければ、私はこの真相に気づく事すらなく単なる善行出力装置に成り下がっていた事でしょう。ですから私は、今ある全てに感謝して王の眠ねむりを守り、盗とう掘くつ者しやと戦わなくてはならないのです。玉座を譲ゆずってくれた父母、悪役を買って出てくれたセト、そしてこの街を造ったトイドリーム会長。彼かれらへの恩義を、デジタルな数値で割り切って返した事にはしたくない。私は激情を学びたいのです。あなたのように、たった一つの想おもいで世界を捻ねじ曲まげるほど強い力を。正しさをわがままで歪ゆがめてしまえるほどの優やさしさを、です」

「優やさしい、ね」

「違ちがうのですか？」

　恭きよう介すけは答えなかった。

　意図してよそへ矛ほこ先さきを向ける。

「なるほど。王の眠ねむる場所が聖地になる、とは言ったものだが、この街にもそれなりに愛着はあった訳か」

「そうでもなければ、そもそもピラミッドから王の亡なき骸がらを搬はん送そうする許可など出しませんよ。会長は優すぐれた観察眼と分ぶん析せき力りよくを有し、かつ、暴あばくべき真実と暴かれざるべき真実の見分けができる人でした。彼かれがギャラリーの存在を秘ひ匿とくしていたのならば、それは良識あっての事でしょう。それは召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる重大な資料かもしれないし、彼かれが長年温めながらも公表の機会に恵めぐまれなかった『幻まぼろしの少女』の絵本かもしれない。城しろ山やま恭きよう介すけ、私が幸福と呼んだのはあなたの激情が会長の良識を打ち破るに足る可能性を秘めていると判断しての事です。あの無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しや達たちの手で石室の扉とびらを破られるより先に場所を突つき止とめ、内ない部ぶの宝を守っていただきたい。かの会長が良識をもって数千年来の伝統を打ち破ってでも、我らの王の眠ねむりを守るため敢あえてピラミッドから遺体を運び出したのと同じように」

　ライオンの檻おりまでやってきた。

　大きな円形のフィールド。数メートルのコンクリート塀べいで取り囲まれた一段低い場所。お昼ひる寝ね用ようの藁わら束たばの寝ね床どこや遊具としてのタイヤなどが転がっている。普ふ段だんなら多くの来園者が手すりから身を乗り出して下を覗のぞき込こむだろうが、こうしてぽっかりと開いた空間は、それ自じ体たいが何か巨きよ大だいな人ひと喰くいの口のようにも見える。

　スマホが着信した。

　ポケットから取るが、もう相手の居場所は把は握あくしている。円形の檻おりの、ちょうど対岸。そちらからぼんやりと淡あわく光るバックライトが見えている。

　アザリア＝マゼンタレイン。

　睨にらみつけながら通話に応じる恭きよう介すけに、彼かの女じよは極きわめて短く言い放った。

『ブラッドサインと励起手榴弾インセンスグレネードを取り出して、放ほう棄きあそばせ。投げた距きよ離りでそちらの誠意を測ります』

「……、」

　素す直なおに指示に従った。パーカーの背中から取り出したレプリグラス製のブラッドサインを脇わきに投げ、ポケットから取り出した励起手榴弾インセンスグレネードを足元に落としてオモチャ代わりのタイヤの方へ蹴けり落とす。

『フードの中に不自然な重みを感じます。不実と取られても構わなくて？』

「良く見ている事で」

　言って、フードに隠かくしていた虎とらの子この励起手榴弾インセンスグレネードも取り出して横合いへ捨てた。これで彼かれは丸まる腰ごしだ。

　先ほども言った通り、もうゲームは始まっている。これから来る相手からの指示に、こちらが有利になるものは一つもない。こうしている今も、恭きよう介すけ達たちは暗視装備をつけた複数の狙そ撃げき銃じゆうで狙ねらわれていない方がおかしいのだ。

　これで、召しよう喚かん師しとしては丸まる腰ごしだ。

　あらかじめ予測はついていたとはいえ、緊きん張ちようがゼロではないと言えば噓うそになる。

　背負っているのは彼かれ一人の命だけではないのだから。

『下りなさい、下へ』

　ライオンの檻おりへ。とことんまで不ふ穏おんな指示だったが、この時点で拘こう泥でいするようならそもそも取引現場に足を運んだ意義はない。

「ひゃっ」

　恭きよう介すけは小さく声を上げるセクルティティを両手で抱かかえ上あげ、そして一息で手すりを越こえる。数メートルの高さなどものともせず、膝ひざを折り曲げて衝しよう撃げきを緩かん和わした。

　対岸からも、一組の男女が。

　アザリア＝マゼンタレインとフラクタル＝レスキンス。

　薔薇ばらの棘の意匠を盛り込んだ和わ洋よう折せつ衷ちゆうの浴衣ゆかたが空気を蓄たくわえてはだける。互たがいの持つスマホのバックライトのわずかな光が、少女の胸元や太ふと股ももの白を鮮せん烈れつなまでに浮うかび上あがらせていた。

「さて」

　召しよう喚かん師し達たちは通話を切ってスマホをしまい、そして今度は肉声での応おう酬しゆうを始める。

　老ろう執しつ事じがスーツケースとボストンバッグをコンクリートの地面に下ろし、長い巻き髪を持ち上げた幼い令れい嬢じようがロングブーツの底を高慢に鳴らしながらうっすらと笑って、小さな舌で己おのれの唇くちびるを湿しめらせた。

「荷物はこちらに」

「バッグを開けて確かめたい」

「構いませんが、ここはライオンの檻おりですわよ？」

　ごごんっ、と恭きよう介すけ達たちの後ろで何か重苦しい鉄の扉とびらが開くような音が響ひびいた。黄金の髪飾りを頭に乗せたセクルティティがぎょっとして後ろを振ふり返かえる。かちりかちりと鋭するどい爪つめがコンクリートの地面に当たるような音が不規則に響ひびく。元からあった藁わら束たばや獣けものの残のこり香がが濃のう密みつな何かに塗ぬり潰つぶされていく。ここは何の檻おりだったか。住人は厩きゆう舎しやに引ひっ込こんでいるはずだが、まるでいつもの予定を崩くずされて苛いら立だっているようにも聞き取れた。あるいはお昼ひる寝ね用ようの藁わら束たばを踏ふまれている事も、百ひやく獣じゆうの王おうのテリトリー侵しん害がいとみなしているのか。

「常つね日ひ頃ごろからこの世ならざる被召物マテリアルの手た綱づなを握にぎる私わたし達たちが、そこらの獣けもの如ごときに後おくれを取る事はないでしょう。そもそも近づく事すらできないはず」

　この状じよう況きようを作り上げたアザリア自じ身しんも致ち死し圏けん内ないにいるはずだが、全く気にかけている様子はない。あくまでも彼かの女じよは余よ裕ゆうの笑えみを作ったまま、

「ですが敗北者となった彼かの女じよ達たちにそうした『圧』は存在しない。いいえ、そもそも三〇〇番台に毛が生えた程度の彼かの女じよ達たちにそこまでの事ができるのか。ともあれ、無防備に同じ行動を繰くり返かえすだけの敗北者であれば、そのまま丸まる齧かじりされるのが関の山とは思いますが」

　……アザリアの言が正しいなら、彼かの女じよ達たちは彼かの女じよ達たちで蓮れん華げや彼ひ岸がんを『拾い物』と考えているはずだ。

　しかしだからこそ、安易に頭へ銃じゆう口こうを押おし付つける、などという真似まねはしない。拳けん銃じゆうは痛みをイメージしにくい武器だ。仮に恭きよう介すけ側がわが強気に出た場合、引くに引けず撃うつしかなくなる、といった間ま抜ぬけな展開に陥おちいりかねない。

　故ゆえに、敢あえての非効率。

　猛もう獣じゆうに喰くわれる、自分より下位にいながら自分よりたくましい相手から一方的に嬲なぶられるという原始的な恐きよう怖ふを呼び起こす事で、恭きよう介すけ側がわがそういう蛮ばん勇ゆうに出ないよう縛しばり付つけようとしているのだ。

　老ろう執しつ事じが手を動かし、あまりにも呆あつ気けなく二人の巫女みこが転がり出る。

　まだ敗北者としての時間は続いているのか、横よこ倒だおしになった彼かの女じよ達たちは同じ動きを緩かん慢まんに繰くり返かえすだけで、獣けものの匂においに満ちた檻おりの地面へ頰ほおを擦こすりつける事に対する不満一つない。

「さあ、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と古地図を。拘こう泥でいするのは構いませんが、私わたし達たちが激げき突とつしている横で二人は嚙かみ千ち切ぎられて絶命あそばせます。そもそも、ブラッドサインも励起手榴弾インセンスグレネードも持たない今のあなた達たちに、私わたし達たちに楯たて突つく力があるとも思えませんが」

　正念場だ。

　ここでの恭きよう介すけの選せん択たくに全ての命がかかってくる。

　そもそも考えなくてはならないのは、アザリア側にとってこれが本気の取引なのか、あるいは茶番なのかだ。つまり、恭きよう介すけが『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を持っていない事を把は握あくしているのか、いないのか。単に『持っている』とハッタリをかけるのはいくらでもできるが、アザリアがクロードと繫つながっている場合は、すでにタネは見破られている。不実と取られればその時点で致ち命めい的てきな方向に針が振ふり切きれかねない。しかしここでクロードの名を安易に出してしまうのもまた気が引けた。アザリア側が、もしも、万が一、何も知らなければ、自分の手にあった切り札をみすみす開示してしまう事にも繫つながりかねない。

　なので恭きよう介すけは麦の藁わら束たばを踏ふんだままこう言い放った。

「一度に二つ手て渡わたすと、そちらはそのまま帰ってしまうかもしれない。蓮れん華げと彼ひ岸がん、それぞれに一つずつ、だ」

「あら、こちらに選せん択たく権けんを与あたえるだなんて、古地図の方からでよろしいんですの？　てっきり人命第一と思っていましたが」

　恭きよう介すけは傍かたわらに目配せした。

　セクルティティが小さく頷うなずく。一歩前へと出る。言うまでもないが、彼かの女じよもまた取られては終わりだ。だがいつまでも手元にキープはできない。恭きよう介すけ側がわにとって有利な指示は一つも出てこないのだから、この部分にこだわり続けてもいずれ必ず突つき崩くずされてしまう。

「蓮れん華げからだ」

「くすくす、双ふた子ごの間で優先順位がありましたのね」

　その気になればいつでも召しよう喚かん儀ぎ礼れいで嬲なぶり殺ごろしにできると考えているのだろう。アザリア側も特に拘こう泥でいしない。身を屈かがめた少女が生いけ贄にえの顔の前で小さく指を振ふり、それからゆっくりと恭きよう介すけの方を指し示すと、のたのたとした四よつん這ばいでの歩みが始まる。

　黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティも歩を進めた。

　矜きよう持じも尊厳もない、人として最低限の挙きよ措そさえ忘れた黒くろ髪かみの巫女みこを、恭きよう介すけは身を屈かがめてそっと抱だき寄よせた。自じ身しんはかつて自分を作り物だなどと自じ嘲ちようしていたが、そこには確かに人となんら変わらないぬくもりと、それを作る鼓こ動どう、血の流れを感じられた。ブライズメイドに後おくれを取ったがために、守り切れなかった少女。だが首の皮一枚は残っている。絶対にここは切らせない。

　浴衣ゆかた姿すがたの褐かつ色しよく少女を受け取ったアザリアは、古地図を執しつ事じに預けて宣告する。

「さあ、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を。片割れを残したまま去るのはあなたの本意でもないでしょう」

　正しよう真しん正しよう銘めいのブラックボックス。

　鍵かぎの存在、その真しん偽ぎ。

　イエスかノーか。どちらかの判断に、この取引を壊かい滅めつさせる爆ばく弾だんが潜ひそんでいる。

　良く考えた。

　そして恭きよう介すけは事情を把は握あくできずのたのたと動き続ける蓮れん華げを抱だき寄せたまま、こう返した。

「……本意？　僕ぼくの本意だって？？？」

「……、」

「だったら言ってやろうではないか。僕ぼくの考えは蓮れん華げと彼ひ岸がんの両方を助け出す事だ。そのためにセクルティティを失うのも許せない。全ての命を救い出し、かつ、あなた達たちが持っている『黄金の宝箱』も奪うばい取とる。『創設者のギャラリー』へ無傷で踏ふみ込こみ、誰だれにも邪じや魔まされずに博物誌の欠番を手に入れる。そもそも、僕ぼくの設計にブライズメイドなんて存在しなかった。全部消えてもらうぞ、僕ぼく達たちの前から」

「少々、痛い目を見てもらった方がよろしいようですわね」

　アザリアが胸元や肩口を開いた改造浴衣ゆかたの襟えり元もとへ手を伸のばす。おそらくそちらにあるのはリールに巻かれたリボン状のブラッドサインと、自前の励起手榴弾インセンスグレネードだろう。丸まる腰ごしの恭きよう介すけは『白しろ棘とげ』一つ扱あつかえないから、人じん工こう霊れい場じよう展開は同時に死を意味する。

「我々は陛下の御み心こころを測るような真似まねはいたしません。城しろ山やま恭きよう介すけ、たとえあなたがどのような形になろうとも、いいえ生死すらも問わず、我々ブライズメイドはまず第一にあなたという存在を現世へお招きした陛下に奉納する事を優先します。鍵かぎはあなたの死し体たいから探さぐりましょう。なければ事情を知っている者の体に聞けばよろしくてよ」

「僕ぼくとしては」

　無視して恭きよう介すけは声を放った。

　自らの身に降りかかった災さい厄やくへの不安か、それとも慈じ悲ひの表れか。忘ぼう我がのままにある金きん髪ぱつの巫女みこをきゅっと抱だき寄よせたセクルティティを見やりながら。

「冥めい乃の河かわ蓮れん華げを事前に確保できるか。これが最初で最後の関門だった。何しろあなた達は彼かの女じよの中身を開けてしまったからね。無事に回収したは良いいものの、臓器の数が足りなかったり中に爆ばく弾だんでも埋うめ込こまれていたりしたら厄やつ介かいな事になる。だから、前もってこうしてきちんと問題なく生きている事を手で触ふれて調べられたのはとても有意義だった訳だが。特に呼吸や脈みやく拍はくといった生体活動なんかはね」

「……？」

「そしてセクルティティの立ち位置は実は関係ない。何故なぜならば」

　恭きよう介すけは足元にあったお昼ひる寝ね用ようの藁わら束たばを蹴け飛とばした。

　その裏に眠ねむっていたのは、




「こうして励起手榴弾インセンスグレネードを炸さく裂れつさせれば、召しよう喚かん師しと依より代しろは一ヵ所に集められるんだから」




　アザリアとフラクタルが動こうとした時にはもう遅おそかった。

　彼かれらの手元にあった褐かつ色しよくの少女が、恐おそるべき力に引き寄せられて再び恭きよう介すけの下へ戻もどる。しかも一いつ緒しよに抱かかえていた冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんと一いつ緒しよに、だ。

　蓮れん華げ、彼ひ岸がん、セクルティティ。

　これで手元には全て戻もどった。もはや城しろ山やま恭きよう介すけが何に遠えん慮りよする必要もない。励起手榴弾インセンスグレネードと同じく、藁わら束たばの裏に隠かくしてあったブラッドサインを足で蹴けり上げ、片手で摑つかむ。

　もはやアザリアとフラクタルは立方体の檻おりに囚とらわれている。

　リボンを虚こ空くうで巻いて一本のブラッドサインを形作りながら、腰の後ろの大きな花飾りを揺らし、アザリアは低い声で呟つぶやいていた。

「……装備を没ぼつ収しゆうされるのを見み込こんで、あらかじめワンセット隠かくしてあそばせた、と。ですがライオンの檻おりに来るよう指示をされるところまでは読めなかったはず」

「ああ。だから動物園内の各所に片かたっ端ぱしから隠かくしておいたよ。手品師のトランプと一いつ緒しよだ。あなたが何のカードを引いたとしても、こちらは五二枚フルセットを舞ぶ台たいのあちこちに隠かくしている。実はそれと同じカードがここにあるんです。後出しで良いいなら何だって対処できる訳だが」

「ですがどうやって？　場所を指定してから、それだけの細工を施ほどこす時間的な余よ裕ゆうは……」

「さあ、何でだと思う」

　実は恭きよう介すけにとっても賭かけだった。

　しかし実際に人ひと質じち全員を無事に回収できたとなると、やはりクロードからの報告はアザリアに伝わっていないらしい。

「ならばこちらもあなたの弱点を突つきましょうか。御ご供くう隊たい、準備のほどを」

　自殺志願者に仕立てた少女達の話を持ち出せば、恭きよう介すけはそちらの救出に出向かざるを得なくなる。

　だがそれさえも彼かれは気に留とめなかった。

　バシュシュ!!　というガス漏もれのような音があちこちから響ひびき渡わたった。いや、間ま違ちがってはいないのだろう。迅じん速そくに一段高い位置からライオンの檻おりを覗のぞき込こみ、見せつけるようにして自殺を図はかるはずだった発育良好な少女達からの動きが一向にない。

「隠かくしているのはブラッドサインと励起手榴弾インセンスグレネードだけではない訳だが。そもそも大元のインセンスは複数の植物や鉱物を組み合わせて人をトランス状態に導く『香こう』を意味する。リューさん相手に随ずい分ぶんぼったくられたけど、人の意識を奪うばう程度の眠りダウナーの効能くらいは簡単に作り出せるものだろう？」

　ロングブーツを鳴らしてアザリアが目配せすると、執しつ事じはそれ自じ体たいが財産のような腕うで時ど計けいを彼かの女じよへ提示した。午前一時、本来の取引開始時間だ。

「……やってくれます」

「お互たがい様だ」

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいさえなければ、敵味方問わず全員を昏こん倒とうさせていた事だろう。そして恭きよう介すけ達たちとしては、蓮れん華げや彼ひ岸がんもまとめて潰つぶしてしまって構わない。その命さえ無事に戻もどるならば。

　結局最後はシンプルに集約される。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいを制した者が全てを手にする。

「セクルティティ」

「フラクタル」

　召しよう喚かん師し達たちは己おのがパートナーの依より代しろへ同時に声を掛かけ、そしてブラッドサインを構える。

　間に挟はさむは六×六×六、都合二一六個もの『花弁』をまとめて立方体に整えた『薔薇ばら』。お互たがいがお互たがいの全てを奪うばうため、初期ストック三つの『白しろ棘とげ』から一つを選び、ブラッドサインの先せん端たんでもって勢い良く突つき出だす。両側から強い衝しよう撃げきを受けた『薔薇ばら』が砕くだけ散ちり、無数の『花弁』が辺り一面へと飛び散っていく。

　だがアザリアは、飛とび交かう花弁や『白しろ棘とげ』よりも、まず城しろ山やま恭きよう介すけの眼光へ注目したようだった。まるで首筋を見えない炎ほのおで炙あぶられ、強制的に動かされるように。

　そして狩人かりゆうどは告げた。




「二人を道具のように扱あつかったツケを、ここで払はらってもらうぞ」




　いよいよ始まる。

　神話の神々の奥おくへ潜ひそむ者達すら使し役えきする、召しよう喚かん師し達たちの戦いが。
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「アン」

　アザリアの可か憐れんと妖よう艶えんを同居させる唇くちびるが、綻ほころぶ。

　それはまるで花のつぼみのように。

「ドゥ」

　同時、『花弁』を弾はじいて大きく跳はねたはずの『白しろ棘とげ』が、人じん工こう霊れい場じようの壁かべに当たる。決して不規則ではない。複数回バウンドした『白しろ棘とげ』は、正確に少女の手元に戻もどる。

「トロワ」

　スピンし、その手元に残った『白しろ棘とげ』が消失する前に再び打ち出す。この高速ショットのループこそが、アザリア＝マゼンタレインの必勝パターン。一つの『白しろ棘とげ』を消費するとチャージに一〇秒かかるというセオリーを覆くつがえし、ガトリング砲ほうのような勢いで『花弁』を落とし続け、被召物マテリアルの圧あつ倒とう的てきなコスト差で相手の反はん撃げきを許さずに叩たたき潰つぶす。アザリアという一人の少女を『ガバメント』アワード９３０まで昇のぼり詰つめさせた、まさしく敵対者にとって悪夢のような攻こう撃げきである。

　だが恭きよう介すけはすでにこの圧あつ倒とう的てき密度の弾だん幕まくを打破している。

　人じん工こう霊れい場じようは初期状態では一辺二〇メートルだが、呼び出した被召物マテリアルのサイズに合わせて拡縮する。その性質を利用して、アザリアが本来利用するはずだった人じん工こう霊れい場じようの壁かべを細かく移動させ続ける事によって、正確無比のループをこちらから切きり崩くずせるのだ。

　恭きよう介すけはコスト１、音域低音の『始祖の赤ｂ』。

　アザリアはコスト１、音域中音の『始祖の緑ｋ』。

（……この体を存分に使ってください、我々としても無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しやを見み逃のがす道理はありません。目の前の宝に目が眩くらみ、人ひと質じちまで取るようならなおさらです!!）

　契けい約やくしている依より代しろからの声が恭きよう介すけの脳のう裏りを炙あぶる。

　全てはそこから始まり、アザリアの猛もうラッシュの弱点も把は握あくしているはずなのに、しかし恭きよう介すけは彼かの女じよの戦術を殺し切れない。いくらかの妨ぼう害がいは効果を発揮しているものの、アザリアのループはまだ閉じた輪を維い持じしている。

　弱点は敗北と共にアップデートされる。

　今のアザリアは状じよう況きように合わせて拡縮し、移動する人じん工こう霊れい場じようの壁かべにさえ的確に対応するだけの腕うでを磨みがいている。

　片や恭きよう介すけは『浮遊する血を求めし大槌zn・bih・ei・xa・qux・hdi』。

　コスト15、音域低音。先せん端たんのヘッドの部分だけですでに恭きよう介すけの身みの丈たけを越こえる巨きよ大だいなハンマー。ヘッドは黒く磨みがかれた石だが、映うつり込こんだ可か憐れんな少女の影かげが、まるで血まみれのヘッドを静せい謐ひつな棺ひつぎか何かと錯さつ覚かくさせる。

　片やアザリアは『妖花に囚われ甘き腐臭を振り撒く魔女su・j・ou・ve・bo・xm・wg・ei・ig・ta・ux』。

　コスト21、音域高音。無数の太い蔦つたをのたくらせる巨きよ大だいな花の中央から妖よう艶えんな毒婦が上半身だけを飛び出しているような格好の被召物マテリアル。その身をくねらせるたびに強きよう烈れつな引力じみた甘あまい匂においで敵を誘さそい出だし、致ち死し圏けん内ないに入れば途と端たんに蔦つたの槍やりで全身を貫つらぬき養分を吸い取るカウンター専門の凶きよう悪あく極きわまる怪かい物ぶつだ。

　三みつ巴どもえの音域ではこちらが勝っているものの、このままコスト差が10以上開いてしまえば力ちから業わざで押おし切きられ、被召物マテリアルの核かくとなる『人じん郭かく』を強ごう引いんに削けずり取とられる。当然、そうなる前に状じよう況きようを打開しなくてはならない。

　まして、

（……くっ、ただでさえやりにくいのに、人ひと質じちの二人を庇かばいながらだと……っ!?）

　依より代しろのセクルティティの思念が契けい約やくした恭きよう介すけの頭にも流ながれ込こんでくる。蓮れん華げと彼ひ岸がんもまた人じん工こう霊れい場じようの中にいるのだ。アザリア側の被召物マテリアルの流ながれ弾だまを浴びせる訳にはいかないし、こちらの被召物マテリアルの暴走に巻まき込こむ訳にもいかない。

　どうしたってライオンの檻おりでは不利だ。

　恭きよう介すけは迷わず叫さけんだ。

「足元を崩くずせ、セクルティティ!!」

（……無ぶ粋すいな盗とう掘くつ者しやの足元で落とし穴を開けて奈な落らくへ突つき落おとすんですね分かります！）

　地面はコンクリートだったが、大おお槌づちの一振ふりで世界は崩ほう落らくした。そのまま恭きよう介すけもアザリアも全てを巻まき込こんで舞ぶ台たいは真下へ。ろくに受け身も取れない蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人をブラッドサインを伸のばして受け止め、床ゆかへ下ろすと、そこは氷点下一〇度の広大な空間だった。

（さむ、い？　何だか夜の砂さ漠ばくを思い出しますね）

　アザリア側もロングブーツの底を鳴らし、危なげなく凍こごえた空間に着地していた。派手に暴れたせいで薔薇ばらの棘とげの意匠を取り入れた和わ洋よう折せつ衷ちゆうの浴衣ゆかたもはだけているが、防護円に守られているためかさしたる表情の変化もない。いいや、そうでなかったとしても、召しよう喚かん師しの集中力は時に現世の些さ事じなど置き去りにするものだ。

　立ち入り禁止区域も含ふくめ、恭きよう介すけ達たちは事前に全て押おさえている。ここは主に肉にく食しよく獣じゆうのエサとなる食肉保管庫だ。愛あい歌かと共にいるホワイトライガーが一日に数十キロもの肉を食べるところからも分かる通り、これだけの動物園を賄まかなうとなれば港の冷れい凍とう倉そう庫こに匹ひつ敵てきする規模の設備が必要になってくる。動物愛護の最前線のような立ち位置にある動物園ではあるものの、園内の猛もう獣じゆうの命を繫つなぐためにはやはり命の消費を許容しなければならないのだ。

　堆うずたかく積み上げられたスチールラックに、コンテナごとに収納された野や蛮ばんなまでに剝むき出だしの冷れい凍とう肉にくの数々。ロケーションの印象としては、巨きよ人じんのために用意された図書館や資料保管庫のようなものかもしれない。ビルの三階に匹ひつ敵てきする高さのスチールラックは薙なぎ倒たおしたり潜くぐり抜ぬけたり、様々な使い方ができるはずだ。

　だがアザリアは氷点下の中で肩口や胸元、太ふと股ももの眩まばゆい白を大きくさらしたままでも、涼すずしい顔でブラッドサインを握にぎり直なおす。

「面おも白しろ味みに欠けるロケーションでしてよ。この程度で私のガトリングを阻はばめるとでも思いあそばせ？」

「試ためしてみれば分かる訳だが」

　猛もう攻こうが再開された。

　基本的に人じん工こう霊れい場じようの拡縮を軸じくにした以前までの妨ぼう害がいではアザリアを抑おさえきれない。手数の多さでは彼かの女じよに負けてしまうため、被召物マテリアルのコスト差は広がっていく一方で、放っておけば確実な敗北が待っている。そうと分かっていても、恭きよう介すけ側がわにできる事は何もない。『白しろ棘とげ』をどう操あやつろうがアザリアの速度には追い着けないからだ。

　もちろん分かっていた。

　だからといって、それで勝機をすべて失ったとも限らない事も含ふくめて。

「っ？」

　時と計けい仕じ掛かけのように正確にループショットを繰くり返かえしながら、しかしアザリアの眉まゆが怪け訝げんに撥はねた。恭きよう介すけのブラッドサインの動きが、『白しろ棘とげ』の操作から明らかに外れたのだ。全く見けん当とう違ちがいの場所を鋭するどく突ついた先にあったのは……。




　蛇じや口ぐち。

　氷点下一〇度以下の冷れい凍とう倉庫の中で、水を噴ふき出だすその蛇じや口ぐち。




「なっ」

　バシュシュ!!　と勢い良く噴ふき出だした何なんの変へん哲てつもない水道水。それらはブラッドサインに突つかれて水みず鉄でつ砲ぽうのように宙を舞まうと、手近なスチールラックに激げき突とつする。重力に引かれるよりも早く、あっという間にその場で凍こおり付ついていく。

「この手の冷れい凍とう倉そう庫こには商品が凍こおって床ゆかや壁かべと癒ゆ着ちやくした時のために、電熱線付きの水道を用意している事も多い。所しよ詮せんは応急処置で、放っておけばこの通り、逆に接せつ着ちやく剤ざいみたいにくっつく力を増してしまうんだけどさ」

　それは辺り一面に不規則な障害物を築き上げていく。

　アザリア＝マゼンタレインの『白しろ棘とげ』を阻はばむように。いいやそれならランダムに散らばった『白しろ棘とげ』を再び回収すれば事足りる。だが恭きよう介すけの攻こう撃げきはそんなレベルに留とどまらない。計算ずくで軌き道どうを変える水の奔ほん流りゆうはアザリアの『白しろ棘とげ』を捉とらえ、吞のみ込こみ、その動きを止めてしまう。

　こうなればどうにもならない。

　動きを止めた『白しろ棘とげ』は速すみやかに虚こ空くうへ消える。せっかくストック消費ゼロで無限に打ち出し続ける高速ループガトリングも、水すい泡ほうに帰きしてしまう。

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いは『白しろ棘とげ』や『花弁』、人じん工こう霊れい場じようの壁かべやスポット、それら超ちよう常じように頼たよるところが大きい。だけど決してそれだけではない訳だが」

　弾だん幕まくが途と切ぎれた事で、恭きよう介すけが再び追いすがる。

　互たがいのコスト差が埋うまっていく。

「何なんの変へん哲てつもない、小学生でも分かる実験が生死を分かつ時もある。僕ぼく達たちは所しよ詮せん、ありふれた世界を土台にして、神秘の模型を積み上げているに過ぎないんだからさ」

「……、」

　刻一刻と変わる盤ばん面めんを見み据すえ、アザリアは呆ぼう然ぜんとしていた。

　ほんの五分前まで、彼かの女じよ達たちは絶対の女王のはずだった。人ひと質じちを取り、相手の行動を縛しばり、その命さえ握にぎり込こむ。ブラッドサインも励起手榴弾インセンスグレネードも取り上げ、個人に対し集団で取り囲み、仮に相手が反はん抗こうしたとしても、即そく座ざに、かつ一方的に、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを用いて安全な立ち位置から嬲なぶり殺ごろしにできたはずだった。

　それがもう、すでに、何もかも。

　瓦が解かいしてしまった局面を立て直すための材料が、消えていた。

「私は……」

　なおも手を緩ゆるめようとしないアザリアだが、残ざん弾だんの概がい念ねんに囚とらわれたガトリングはかえって脆ぜい弱じやくさを露ろ呈ていする。実際の機き関かん砲ほうがべらぼうな弾たまの消費を嫌きらわれ、わざわざ現場で回転数を落とすよう改造してしまうのと同じ。今のアザリアはその優すぐれた回転数が仇あだとなり、みすみす『白しろ棘とげ』の消費を早めているだけだ。自分の首を自分で締しめてしまっている。

「私は、それでも陛下に近づかなくてはならないのです。この身に余る人生はあの人から、クロードお兄様からいただいたもの。であれば報むくいねば！　彼かれが預けて良かったと思えるような栄光を、金きん字じ塔とうを手に入れねばならないのです……!!」

「会ったよ」

　恭きよう介すけは短く言った。

　驚おどろきに目を見開くアザリアへ、恭きよう介すけはわずかに思案した。『いつ』の彼かれの話をするべきか。結けつ果か選んだのは、遠い過去にいるクロード＝マゼンタレインであった。

「全ての引き金を引いた、あの場で殺されても文句を言えなかった、そんなズタボロの僕ぼくを抱だき抱かかえて、最悪の戦場を走ってくれた。今にも落ちてしまいそうなヘリに僕ぼくだけ乗せて、自分は平気な顔で地じ獄ごくへ舞まい戻もどっていった。あの時クロード＝マゼンタレインは言ったんだ」

「何を、」

「それだけ頑がん張ばったんだ、大の大人が束になっても震ふるえ上あがっちまうような『白き女王』相手に、こんな小っちぇえ体がボロボロになるまで挑いどみ続けたんだ。だったら坊ぼう主ず、お前はその分だけ人より幸せを求める権利がある。そうでなくちゃ世界は駄だ目めだ」

「。あ」

「……全く見けん当とう違ちがいだったけど、僕ぼくみたいな大罪人にはそんな言葉をもらう資格なんかなかったんだけど、それでも僕ぼくは今でもこの言葉を覚えている。今はどうだか知らない、でも『あの時』のクロード＝マゼンタレインは確かに震ふるえ上あがると言ったぞ。決して『白き女王』を神聖視なんかしていなかった！　信しん奉ぽう者しやの道を行くのはあなたの自由だ、アザリア。だけどその道を進んだ先に、『原点に立っていた』あのクロードが満足するような金きん字じ塔とうなんてあるものかあッッッ!!」

　ガカァ!!　と恭きよう介すけの『白しろ棘とげ』が、電光石火の勢いで冷れい凍とう倉そう庫こを飛とび跳はねて無数の『花弁』をスポットへ叩たたき込こむ。

　セクルティティを軸じくにした被召物マテリアルが、大きくうねる。形を変える。

『神しん格かく級きゆう』コスト11、音域高音。それは無数の羽は根ね飾かざりに彩いろどられた、褐かつ色しよくの肌はだを大きく見せつける半はん裸らの美女であった。アステカにおける美と愛欲と不ふ浄じようの淫いん魔まとも、人の魂たましいから悪意や憎ぞう悪おを吸い取り肩かた代がわりする女め神がみとも記される存在。月の満ち欠けに応じて少女から老ろう婆ばまで年ねん齢れいを変え、人の罪を貪むさぼり食くい、戦神としても最前線に立つ女性形。淫いん蕩とうによる死とも、万ばん物ぶつの母とも呼ばれる多様な顔を持つ女め神がみが今、アザリア＝マゼンタレインという一人の迷い子の穢けがれを背負うべく光臨する。

　でも、ダメなのだ。

　アザリア＝マゼンタレインとて今さら『白き女王』からは逃のがれられないのだ。

　だって彼かの女じよはこの道を歩むまでに多くのものを失った。

　名門マゼンタレイン家の隠かくし子ご。正統なる血統を市し井せいの女に分わけ与あたえてしまった災わざわいの種。ボロ布一枚纏まとって誘ゆう拐かい同前で連れ去られ、嫉しつ妬とに狂くるう正妻の手で文字通り八つに裂さかれるかという寸前で助け出してくれた、あまりにも大きな手の持ち主。同じくマゼンタレイン家の有力跡あと継つぎ候補だったにも拘かかわらず、ボロ布の少女を助けてしまったばっかりに家を追われる事になったその召しよう喚かん師しを、アザリアはずっとずっと覚えているのだ。

　マゼンタレインの血統なんてどうでも良いい。

　アザリアの名にかけて、胸を張れるような人生を歩んでいけ。

　そう言われた。だから従い続けた。消えてしまった背中を追おい駆かけるように、その男の消失と釣つり合いの取れるものをひたすら追い求めた。世界中を見回してもそんなものはなかった。足が擦すり切きれるほど歩き回り、隅すみから隅すみまで見回して、そしてやっと見つけ出したのだ。

『白き女王』。

　最強最大最高の金きん字じ塔とう。

　あれを手に入れれば、恩人の消失にも意味が生まれるのではないか。

　それだけ思ってここまで来た。

　だから。

　なのに。

「うばわないで、くださいませ」

　どれだけ足あ搔がいても、未いまだアザリアの被召物マテリアルは『規き定てい級きゆう』。

『神しん格かく級きゆう』に達した恭きよう介すけには、もう勝てない。

「私から、これを、この欲望を、取り上げないであそばせませえッッッ!!」

「ふざけるな。自分の過去と向かい合え、その邁まい進しんは一体誰だれのために始めたものだった。もう一度原点を見み据すえてやり直して来い、それが取り返しのつく程度の罪ならば!!」

　つくものか。

　取り返しなどつくものか。

　アザリア＝マゼンタレインが今日まで生きてしまった時点で、何かの気き紛まぐれで笑いながらあの男が命を救ってしまった時点で、決定的にレールは外れて世界は脱だつ線せんした。だから取り返しなどつくものか。

　どうやっても勝てない。

　それでも歯を食いしばってアザリアはブラッドサインを握にぎる手に力を込こめる。

　ついてこい、とアザリアは念じた。

　この世ならざる異形の被召物マテリアルに姿を変えた依より代しろのフラクタル＝レスキンス。共にあの男の背を追おい駆かけて『白き女王』に行き着いてしまったパートナーに。

（構いませんとも）

　果たして、応じるような声が脳のう裏りにあった。

（あなた様がそう願うのであれば、それはあなた様を生かして救ったクロード様の御み心こころにも通じるのでしょう。ですからあなた様はどこまでもご自分の意志に従いなさい。私が仰せつかった役目はその道を見届ける事にあるのですから）

　その言葉は、受け取る者によって万まん華げ鏡きようのように意味を変えた事だろう。

　あるいは暴ぼう虐ぎやくの心の持ち主なら箍たがが外れて思う存分暴れ回ったかもしれない。あるいは責任感が希き薄はくであれば自分の咎とがをここにいない誰だれかに押おし付つけて逃にげ回まわったかもしれない。

「ずる、い……」

　だがアザリアは違ちがった。

　しゅるりと。衣きぬ擦ずれのような音が響ひびき、リボンを巻いたブラッドサインの先せん端たんが綻ほころび始めていた。

[image: ]

「……それでは、私の悪行が、彼かれの手を汚けがしてしまう事になるじゃありませんか……」

　認めた瞬しゆん間かんに、最後の芯しんが折れた。

　悪行、と。『白き女王』を求め続けた自分の人生を規き定ていした瞬しゆん間かんに。

　世界は優やさしかった。

　ここまで突つき進すすんだ彼かの女じよにも、まだ『戻もどれる』機会を残しておいたのだから。




　そして全ては一いち撃げきだった。

　月の光を凝ぎよう縮しゆくしたような閃せん光こうが全てを薙ないで、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は敵対者を吹ふき飛とばした。
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　戦せん闘とうは終結した。

　人じん工こう霊れい場じようと防護円が解除されると同時、壮そう絶ぜつな冷気が恭きよう介すけの全身を襲おそった。蓮れん華げや彼ひ岸がんが心配だし、敗北者となったアザリアやフラクタルも放置はしておけない。あまりに低温の環かん境きようだと、床ゆかや壁かべに皮ひ膚ふが張り付くリスクもあるので、地べたに長い時間は寝ねかせておけなかった。

「セクルティティ。申し訳ないけど」

「了りよう解かいしました。私は巫女みこの方を抱かかえさせていただきます。あまり盗とう掘くつ者しやに触ふれたいとも思いませんし」

　執しつ事じのフラクタルは大おお柄がらだが、対するアザリアは極きよく端たんに華きや奢しやなので、実はどちらのペアも二人合わせれば重さは大して変わらないような気もするが、さておき。

　恭きよう介すけ達たちは肉食動物用の冷れい凍とう倉そう庫こから出る。そこはまだ立ち入り禁止区域の地下だ。動物園には人の意識を奪うばう『香こう』を大量に設置したため表を歩くブライズメイドの一行はあらかたダウンしているだろうが、もちろん油断はできない。風向きによっては死角となるスポットができるだろうし、元々がオカルトな『香こう』だ。エリ＝スライドのような専門の調ちよう香こう師しの場合は独自の呼吸法や免めん疫えきなどで乗り切ってしまう可能性もゼロではない。無む抵てい抗こうの人間を四人も抱かかえたまま戦せん闘とうを継けい続ぞくするのは得策ではない。速すみやかに逃とう走そうを図はかるべきだ。

　その上で、まず確かく認にんしておきたい事がある。

　常温の地下通路まで出ると、恭きよう介すけは抱かかえていたアザリアをいったん下ろした。打ちっ放しの冷たいコンクリートの壁かべに寄りかからせるように座すわらせ、向かい合う。薔薇ばらの棘とげの飾りを組み込んだ浴衣ゆかたの布がはだけて胸むな元もとの眩まばゆい肌はだがきわどく見みえ隠かくれしているが、首を斜ななめに傾かたむけた少女が気にしている様子もない。

　同じように巫女みこ姉し妹まいを安全な床ゆかへ下ろしたセクルティティが、ぶるるっ！　と背筋を小刻みに震ふるわせていた。

「何でしょう。寒い、というのもありますが、これは……？　何やら体中がべたつきますが」

「冷れい凍とう倉そう庫この中は人じん工こう環かん境きようで、しかも大量の生肉が保管されている以上、蒸気となって漏もれ出でる水分の貯蔵タンク役にもなるんだよ」

「ん？　んん？？？　水は〇度で凍こおりつくのにですか？」

「不思議な話に聞こえるかもしれないけど、でも冷れい凍とう庫この内ない壁へきに霜しものようなものが溜たまるのを見たりはしないかな。たとえダイヤモンドダストが目に見えても大気中全ての水分が一ミリ残らず凍こおりつく訳ではない。空気中を自由に動く水分はいくらか残るから、湿しつ度ど〇％にはならないんだよ」

　とはいえ、博識ぶりを披ひ露ろうしたところで霧きりの夜を渡わたり歩あるいたようなずぶ濡ぬれの体が乾かわく訳ではないのだが。

　恭きよう介すけは身を屈かがめ、常温にさらされた事で余計にびしょびしょになったアザリアの胸むな元もとを直してやりながら、しかし冷れい徹てつに質問する。こちらとしても『創設者のギャラリー』を見つけ、博物誌の欠番を手に入れなくてはならないのだ。

「質問」

「？」

　短い問いかけに、茫ぼう洋ようとした瞳ひとみのアザリアの首が傾かしぐ。

「『黄金の宝箱』、どこにある？」

　敗北者となったアザリアには、外からの刺し激げきには逆らえない。それが誰だれの手によるものであれ。よって、その小さな唇くちびるがさしたる抵てい抗こうもなく滑なめらかに答えた。

「浴衣ゆかたの左の袂たもと……」

　手を伸のばすと、確かに出てくる。大おお仰ぎような宝箱というより、まるでアンティークなオルゴールにも見える、林りん檎ご一つ分くらいのサイズの箱。最初に分かたれた元げん凶きようの一つ。

『黄金の宝箱』と古地図。

　何だか所しよ属ぞくがねじくれてしまったが、後は『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』だけだ。

「『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』、どこにある？」

「……？」

　質問に対し、沈ちん黙もくが返ってきた。

　だがおかしい。先ほどの通り、敗北者と化した今のアザリアは外からの刺し激げきに抗あらがえない。沈ちん黙もくを守ったり、噓うそをついたりもできないはずだ。

「クロードが持っていたはずだろう、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』だ」

「知らない」

　もう少し踏ふみ込こんで、ある男の名前を出しても結けつ果かは同じだった。

　それはクロードから『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を受け取っていないという意味か。あるいはもっと根本的な意味で……。




「私は、クロードお兄様のその後なんて知りませんもの」




　恭きよう介すけの方こそが、次の言葉に詰つまった。

　アザリア＝マゼンタレインに噓うそはつけない。だとすると、この答えは何を意味しているのか。混乱する頭で考え、そして一つの仮説を導き出す。

「クロード＝マゼンタレインはブライズメイドの一員ではなかったのか……」

　置いてきぼりの少女は首を傾かしげるだけだ。

　壊こわれた人形のように、頭の重さを支えきれずに横よこ倒だおしになってしまった。

「なら今、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』は一体どこにあるっていうんだ!?」

　それは疑問の確かく認にんだった。

　答えを持たないアザリアから何かしらの言葉が出てくるなどとは期待していなかった。とにかく『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』がブライズメイドの手になく、クロード級きゆうの猛も者さが追っ手に加わる可能性が低くなった、というだけでも収しゆう穫かくだったのだ。今、恭きよう介すけが取るべき行動は迅じん速そくに動物園を離はなれて、ブライズメイドの追っ手を振ふり切きる事だった。ここまで来てさらに横よこ槍やりを入れられ、蓮れん華げや彼ひ岸がん、セクルティティに危害が及およぶような展開だけは絶対に避さけるべきなのだから。

　にも拘かかわらず、恭きよう介すけは次の瞬しゆん間かんにそういった前提を全て捨て去った。

　いいや、頭の中が真っ白で埋うめ尽つくされるような事態に直面してしまった、といった方が正しかったのかもしれない。

　そう。

　白。

　背後から、そっと誰だれかに抱だき寄よせられた。肩かた越ごしに正面へ回る二本の細ほそ腕うで。少年を包つつみ込こむ柔やわらかく温かい感かん触しよく。おそらく髪かみから漂ただようのだろう、ふわりと香かおる薔薇ばらにも似た匂におい。今にも耳たぶを甘あまく嚙かみそうなくらい近くから、そっと熱い吐と息いきを吹ふきかけて、まさしく恋こい人びとのような響ひびきでもって、『それ』は宣告する。

　死を。

　世界の終わりを。




「うふ☆　一体誰だれの手にあると思います、あ・に・う・え？」
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[image: ステージ 03　地獄より、死を超えた者がもう一人]
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　ぼくは『ふりーだむ』あわーど９０３、ふさつおうとかいてありす（うぃず）らびっととよむれきせんのしょうかんしなんだ。いろいろしっぱいしてたいへんなめにあったけど、でもそのおかげでとってもつよくなれたんだよ。もういまのぼくはかつてのぼくとはちがうんだ、ちょっとやそっとのことでへこたれたりなんかしないんだからね。




「あああああああああああああ!!　うぐァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　一いつ瞬しゆんで頭の奥おくがスパークし、城しろ山やま恭きよう介すけの中であらゆる大前提が吹ふっ飛とばされた。天てん井じように向けて大口を開き、溢あふれんばかりの嫌けん悪おと憎ぞう悪おに突つき動うごかされて喉のどを引ひき裂さくような勢いでひたすら絶ぜつ叫きようし、やたらめったら子供のように手足を振ふり回まわそうとする。いいやもう筋肉という筋肉が、内臓という内臓が別個の生命体のように蠕ぜん動どうし痙けい攣れんし、一刻も早く背後にへばりついた極大の邪じや悪あくを振ふり落おとして少しでも距きよ離りを取ろうと爆ばく発はつを繰くり返かえしていた。

　だが実際にはどうにもならない。

　その二本の細ほそ腕うででそっと抱だき寄よせられただけで、矮わい小しような人間の自由などいとも容易たやすく絡からめ取とられて奪うばわれる。むしろ『白き女王』は恭きよう介すけの放つ振しん動どうを全身でたっぷり受け止めるように、ところどころ甘あまい声まで洩もらしながら彼かれの全身を包み続ける。

「んっ、ふ、あはあ……☆　まだです、まだでございますあにうえ、ほらもっとケモノの部分を出して！　その魂たましいの奥おくの奥おくの奥おくにある、普ふ段だんは理性が蓋ふたをしてしまう衝しよう動どうまであまさずわたくしの前にさらけ出してくださいな。大だい丈じよう夫ぶ、それがどれほど醜みにくい形をしていようとも、わたくしは骨の髄ずいまでむしゃぶり尽つくして一滴てき残らず嚥えん下げして差し上げますから。何しろ年に一度恋こい人びと達たちが出会うロマンチックな七夕でございますものねっ!!」

「……ん、で、だよお。さっきまで、欠片かけらも気配を感じなかっただろう……。アザリアは『創設者のギャラリー』には届いていないし、博物誌の欠番は誰だれも手に入れていないし、蓮れん華げや彼ひ岸がんを消費もしていない。だったらここであなたが出てくるのはおかしいだろォォォおおおァァァああああああああっ!?」

「───。このわたくしの前で他の女の名前をトリプルで出すとは、なかなかのスリーセブンなあにうえでございますが……今はハッスル本音タイムでございますものねっ☆　ぜーんぶ大目に見てあげちゃう、好きなだけ甘あまえさせて差し上げちゃうっ。ほーら頰ほおずりすりすりーん☆」

「ぐゥゥゥおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　まるで殺人クラゲの触しよく手しゆに全身巻きつかれたように恭きよう介すけの体が跳はね回まわるが、そんな事をしても抵てい抗こうを楽しむ女王を喜ばせるだけだ。むしろある意味において、この少年は純白を喜ばせる事にかけては天才的な才能を有していると言っても過言ではない。

「もう、頭の硬かたいあにうえ」

　愛いとしい殿との方がたと振しん動どうを同期させるように小刻みに体を揺ゆらしながら、背後からへばりつく『白き女王』は絶ぜつ叫きようを続ける恭きよう介すけの耳たぶを優やさしく嚙かみ、どうしようもなく甘あまい毒を流ながし込こんでいく。そう、言葉という致ち死しの猛もう毒どくを。




「つまり、今回のわたくしはブライズメイドなどと関係なく召しよう喚かんされていた。そういう見方はできないのでございますか？」




　ぴたりと動きが止まる。

　おそらくこの場にセクルティティがいなければ、身も世もなく滂ぼう沱だの涙なみだを流していたかもしれない恭きよう介すけの思考が、ギリギリのところで現実へ帰き還かんする。

　ブライズメイド以外で盤ばん上じように顔を出した、所属不明の召しよう喚かん師しと言えば……。

（……クロード、まぜんたれいん。まさか、まさかっ!?）

　思い出の中にいる人物と、現実に子供の暗殺者まで使って『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を奪うばいに来た相手とがごちゃ混ぜになる。彼かれは確かに言っていた、『白き女王』を震ふるえ上あがるような相手だと。つまりは決して神聖視するような存在ではないと。なのに、そんな彼かれも、変わってしまったというのか。『白き女王』はそこまでのレベルで魂たましいの柱を折りにかかるほど巨きよ大だい過ぎるとでもいうのか……!?

「さ・て」

　女王のほっそりとした指が、動く。

　掌てのひら全ぜん体たいを使って、胸むな板いたを撫なでるように。そこからさらに下腹部に向けて。何も知らなければ極ごく上じようの感覚に意識すら手放すかもしれない。だが今の恭きよう介すけにはそれがどうしようもなくマグマのような吐はき気けを生み出す拷ごう問もんでしかない。冗じよう談だん抜ぬきに胃い袋ぶくろが奇き怪かいに蠕ぜん動どうするのを止められない。そして、そんな拒きよ絶ぜつの反応すらも全身で受け止めて楽しみながら、彼かの女じよの指が何かを摘つまんだ。

　林りん檎ご一つ分ほどの、アンティークなオルゴールのような小箱。

『黄金の宝箱』。

「そろそろわたくしもゲームに交ぜていただきましょうか。ええ、まったくもって不要な品でございますけれど、これがあればあにうえはわたくしを追おい駆かけてきてくれる。ですわよね？」

「……、っ」

　当然、『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけが『創設者のギャラリー』を追い求めている事くらい摑つかんでいる。それも、よりにもよって『白き女王』を抹まつ殺さつするための方法を探すために、という行動理由まで。

　だが彼かの女じよは箱を握にぎり潰つぶさない。

　あくまでも、思う存分城しろ山やま恭きよう介すけと戯たわむれる、ただそれだけのために取り上げる。温存する。万に一つ、億に一つの可能性など気にも留とめずに。

　愛情とは、ここまで凶きよう暴ぼうにできているのか。合理を、効率を、正しさを眩くらませるほどに。

「何故なぜなんだ、女王……」

「？」

「どれだけ足あ搔がいたところで、僕ぼく達たちはもう戻もどれない。それくらいあなただって分かっているはずだろう」

「そうでございましょうか」

　後ろから抱だき着つき、その頰ほおを寄せながら、甘あまい吐と息いきを吐はいて『白き女王』は大前提に疑問を投げかける。

「確かに、今のあにうえは決してわたくしとは迎げい合ごうしない。すでに分ぶん岐きを超こえていて、ここから再び一本の道へ合流するのは困難を極きわめるのでございましょう。ですが」

　うっとりと。

　蕩とろけるような、それでいて極大の邪じや悪あくが、花開く。




「何だったらあにうえを超ちよう絶ぜつどん底まで突つき落おとして幼児退行させちゃえば精神的には『分ぶん岐きの前』まで時間を巻まき戻もどせるんじゃねえーっていうか？　最悪あにうえが人語を忘れてバブバブ言うだけになるかもしれませんけど、まあ、わたくしはほら、あにうえがたとえどんな形になろうが一ミリも変わらず愛していけると自負しておりますし。きゃっ☆」




　怖おぞ気けであった。

　これまでの爆ばく発はつするような分かりやすい嫌けん悪おではない。その時、城しろ山やま恭きよう介すけの体の芯しんまで冷やしたものの正体は、音もなくさざ波のように迫せまり来くる、異界からの怖おぞ気けであった。

　このレベルでの愛情があってこその『白き女王』。

　しかも別にこれまでの行動を一いつ貫かんするでもない、完全な思いつき。その場限りのお試ためし品ひん。これで成功すれば良いし、失敗したら次に回せば構わない。そんなくらいの気持ちで城しろ山やま恭きよう介すけの人生を、あるいは世界全ぜん体たいを摑つかんで目め一いつ杯ぱい振ふり回まわす。

　根底に愛があるから、何だ。

　これを邪じや悪あくと呼ばずに何とする。

「ではあにうえ、今夜はひとまずこの辺りで」

　するりと背中から慈じ母ぼのようなぬくもりが離はなれる。ようやくまともな呼吸を取とり戻もどした恭きよう介すけが、半ば以上崩くずれかかる格好で後ろを振ふり返かえると、『白き女王』は手にした『黄金の宝箱』へ軽く唇くちびるを押おし付つけているところだった。その恍こう惚こつと自じ己こ陶とう酔すいに、恭きよう介すけは妖よう艶えんな舞まいによって王を虜とりこにし、聖者の首を手に入れた踊おどり子この少女を思おもい浮うかべる。

「そ・れ・か・ら。こちらはゲームに参加させていただいた、わたくしからの返礼となります。わずかばかりの粗そ品しなではございますが、どうかご賞味あれ」

　何の気なしに彼かの女じよが指を鳴らした直後だった。

　それは起きた。




　ズドンッッッ!!!!!!　と。

　動物園全ぜん体たいを大きく揺ゆさぶる、あまりにも禍まが々まがしい、心臓を締しめ上あげるような震しん動どうが。




　自分の体を支える事もできず辺りへ転がる恭きよう介すけやセクルティティは、一体どうやって『白き女王』が立ち去ったのか把は握あくもできなかった。とにかく気がついたら消えていた。いいや、最初から夢か幻まぼろしだったのではと疑いたくなるほどに。

「城しろ山やま恭きよう介すけ……」

「……、」

　セクルティティからの呼びかけに応える事もできず、とにかく恭きよう介すけはのろのろとした動きでアザリアとフラクタルの体を摑つかむ。抱かかえ上あげ、そのまま地下フロアからの出口を目指す。

　おかしいのは分かっていた。耳に届いた音おん響きようと実際に肌はだで感じた震しん動どうとが全く合っていない。あれだけの炸さく裂れつ音おんがあれば天てん井じように亀き裂れつどころか、海に浮うかぶ動物園全ぜん体たいが厚さ三ミリまで圧縮されてぺしゃんこにされていてもなんら不思議はないというのに……。

　まるで安全なリビングからテレビ越ごしに世界の裏側でやっている戦争を観みるような隔かく絶ぜつぶりだった。

　あの女王に守られている。そんな事実がどうしようもなく恭きよう介すけの心臓を炙あぶる。

　全て終わっていた。

　やたらと冷たい天の川の下には、ぴくりとも動かない無数の影かげ。

　たとえ中ちゆう核かくのアザリアが倒たおれたところで、動物園には一体どれほどの刺し客かくが残っていた事だろう。彼かれらが召しよう喚かん儀ぎ礼れいやレプリグラスを使って暴れるだけ暴れたら、一帯にはどれほどの被ひ害がいが出ていた事だろう。恭きよう介すけ達たちも事前に『香こう』を使って御ご供くう隊たいなどが自じ刃じんしないように先手を打ってきたが、それだけで全て壊かい滅めつするとも思えない。強きよう行こう突とつ破ぱするとしたら、相当の無茶を強しいる羽目になっていたはずだ。

　なのに。

　にも拘かかわらず。

　そこにあったのは完全な壊かい滅めつだ。動物園の地面には小さな掠かすり傷一つすらない。しかも憎にくたらしい事に、辺りに倒たおれている召しよう喚かん師し達たちの脈を測ってみると、問題なく存在する。『白き女王』は一いつ瞬しゆんにして動物園内全ての刺し客かくを吹ふき飛とばし、かつ、わざわざその全員を生存させた。理由は言わずもがな、恭きよう介すけの趣しゆ味みに合わせる、ただそれだけのために。

　あまりの実力差。

　それを正しよう真しん正しよう銘めいの『遊び』のために躊ちゆう躇ちよなく振ふるう、壊こわれきった判断基準。

「……やってきた」

　恭きよう介すけは呆ぼう然ぜんと、どこか忌いま々いましく、戦せん場じよう跡あとを見やって呟つぶやいていた。

「あいつの時間がやってきた……」




　　　　２




　一夜が明けた。柔やわらかい朝日が頭上を支配する天の川を駆く逐ちくしていく。

「……、」

　ウェーブがかかった長い金髪を広げ、薔薇ばらの香こう水すいを吹ふきかけた赤い薄うす手でのスリップ一枚の『ザ・セイント』は、スイートルームにある一ひと際きわ大きなベッドの上でゆっくりと身を起こした。それから、自分が何故なぜ高級ホテルの一室にいるのか、しばし寝ね起おきで回転の悪い頭を動かして考える。

　動物園での戦せん闘とう結けつ果かは耳にしていた。絶対安全な条件を覆くつがえしての大敗、アザリア＝マゼンタレインを含ふくむ多くのメンバーを失った時点で、『ザ・セイント』達残存勢力は速すみやかにお化け屋や敷しきの裏手を利用していた隠かくれ家がを引ひき払はらった。拷ごう問もんなどにかける必要もなく、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの敗北者に隠かくし事ごとはできない。居場所が知れれば『ガバメント』なり『イリーガル』なりが大挙して雪崩なだれ込こんでくるのは目に見えていたからだ。

　無論、総力戦となればトイドリーム35に駐ちゆう留りゆうする三大勢力などまとめて相手取れる。だが同時に、彼かの女じよ達たちはどこまで行ってもブライズメイド、純白の花はな嫁よめに付き従い、彼かの女じよを美しく飾かざるために莫ばく大だいな力を蓄たくわえてきた集団なのだ。

　女王に奉ほうずる目的で積み上げた珠しゆ玉ぎよくの宝物を、自じ身しんの保険のために振ふりかざすなど言語道断。

　よって実力差に関係なく迅じん速そくな撤てつ退たいを選ぶ。

　これもまた、彼かの女じよ達たち独特の思考パターンであった。

（……まあ、寄り合い所帯のスカウト組の中には古巣の召しよう喚かん師しとかち合うとパーソナルな弱点が露ろ見けんすると恐おそれる者もいるでしょうし）

『ザ・セイント』はゆったりと頭の回転を上げていき、

（複数の組織からソースを統合された場合、私わたし達たちがスカウトするために所しよ属ぞく団だん体たいを破は綻たんに追おい込こんだ事実が露ろ見けんするかもしれませんしね）

　人員も含ふくめて『白き女王』の引き出物である。今さら些さ細さいな不和を起こして、せっかくの祝いの品に小さな傷をつける事もあるまい。

　トイドリーム35は財ざい政せい破は綻たんした地方政治を遊園地の力で盛り返そうとする街だ。兎とにも角かくにも多くの観光客を捌さばけない事には始まらないため、やたらと宿しゆく泊はく施し設せつが多い。偽ぎ名めいでスイートに泊とまっているくらいでは悪目立ちもしなかった。

　現場からの報告さえ断だん片ぺん的てきで要領を得ないが、終しゆう盤ばんでは純白の輝かがやきも見て取れたと聞く。それは何者かが召しよう喚かん儀ぎ礼れいを用いて頂点の中の頂点、その名前を刻む事に成功したのか。はたまた……？

「ふう」

　ともあれ、ブライズメイドは全てを失った。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』、『黄金の宝箱』、古地図。『創設者のギャラリー』に繫つながるヒントは、一つたりとも手元にはない。そもそもギャラリーの情報を一番活用できそうなアザリア自じ身しんが撃げき破はされ、連れん絡らく不ふ能のうの状じよう況きようだ。

　ここまで失ったのなら、いっそ全ぜん面めん撤てつ退たいも一つの選せん択たく肢しかもしれない。

『白き女王』への最接近を試みる方法は、何も『創設者のギャラリー』一つに留とどまらない。今は残存勢力を束ね直す事に注力し、ギャラリーを諦あきらめてでも別の方法に期待するべきなのかもしれない。

（ありえない）

　だが『ザ・セイント』は否定する。

　他の全ての事こと柄がらでは構わない。だが事が『白き女王』に触ふれるなら事情が違ちがう。

（……我々ブライズメイドが陛下を前に手を引ひっ込こめ、背を向けるなどあってはならない）

　暗く冷たい炎ほのおは、まだ消えない。

　この局面でこの選せん択たく肢しを選べるからこそ、彼かの女じよもまた信しん奉ぽう者しやなのかもしれない。







「ん……」

　一方で、同じベッドの中でもぞもぞと動いていた一〇歳さい程度の小さな少年は、『ザ・セイント』の身じろぎによって目を覚ましていた。

　少年はただ少年と呼ばれていた。

『ザ・セイント』の依より代しろではあるが、別段冷れい遇ぐうされている訳でもない。そもそも彼かれと彼かの女じよの関係において、明確な主や従は存在しない。お互たがいを尊重して権利を立てている、などという話ではない。本当に『ない』のである。

「ああ、朝になりましたし……例のアレをやりますか」

　薔薇ばらの香かおりを振ふり撒まく赤い薄うす手でのスリップ一枚の『ザ・セイント』はベッドサイドに置いていたコインを一枚手に取る。部屋の清せい掃そうを任せる際のチップという訳ではない。ベッドサイドへ手を伸のばした拍ひよう子しにスリップの肩かた紐ひもが片方腕うでの方へずり落ちていくが、肉感的な聖女とも清せい楚そな魔ま女じよとも呼べる美女は気に留とめない。

『ザ・セイント』が親指で弾はじき、少年が手ての甲こうに乗せた。

　二人して覗のぞき込こんでみると、




「……裏」




　直後に起きた結けつ果かは劇的だった。

　大きなベッドから転がり出た『ザ・セイント』が床ゆかに片かた膝ひざをついて頭を垂れ、逆に少年の方がゆったりとした挙きよ措そで床ゆかへ足をつけ、悠ゆう然ぜんと二本の足で立つ。

　これが彼かれらの日課だった。

　一枚のコインが全てを決める。表なら『ザ・セイント』が、裏なら少年がその日限りの主人となる。どちらが出ても恨うらみっこはナシだ。

「おはようございますご主人様。朝食の準備……はホテルですので難しいですね。そちらはルームサービスに任せるとして、ひとまずお風ふ呂ろの方をご用意させていただきます」

「ん」

　精神安定のための『拘こう束そく具ぐ』として卵形のＧＰＳ付き防犯ブザーを弄もてあそびながらひらひらと少年が手を振ふると、行動の許可を得た『ザ・セイント』が太ふと股ももの付け根まで剝むき出だしのスリップ一丁で広い部屋を横断して別室へと移っていく。

　彼かれも彼かれで、寝ね起おきでぼんやりした頭を動かし、今この状じよう況きように考えを巡めぐらす。

　実を言うと、少年は『ザ・セイント』が聖女だろうが魔ま女じよだろうが、主人だろうが従じゆう僕ぼくだろうが、さして気にしていなかった。ただこの女性と一いつ緒しよにいられるならば、どんな形であっても構わない。もっと言えば、過去でも未来でもない『今』がずっと続いてくれるなら、それで。

　究極。

　この何なんの変へん哲てつもない少年は、『白き女王』さえどうでも良かったのだ。何となく、これを追おい駆かけてルールを守っていないとあの女性が離はなれてしまう、『今』が壊こわれてしまう、だからついていったというだけで。一秒先の事さえ考えない特とく殊しゆな停てい滞たいメンタルを持っているとはいえ、ある意味でなら少年は誰だれよりも強きよう靭じんだったのかもしれない。あの純白を目の当たりにしても、憧どう憬けいも嫌けん悪おも、どちらに染まる事もなく『我』を貫つらぬき通とおしているのだから。

　眩まばゆい太ふと股ももを剝むき出だしにしたまま、『ザ・セイント』が戻もどってきた。

「下手に湯船が広いというのも考え物ですね。お湯を張るまで二〇分くらいはかかりそうです」

「ん」

「その間は、いかがなさいましょう。先にシャワーだけでも浴びておく事もできますが」

　これについては首を横に振ふっておく。待つ時間があるのなら、それまでに済ませておきたい事もあったからだ。

　人差し指で召しよう喚かん師しを窓辺に呼びつけ、同じテーブルに着く。そこに広げられているのは、本日未明、断だん片ぺん的てきに上がってきた動物園での惨さん澹たんたる報告だった。

　まるで朝一番に朝食と共に英字新聞を眺ながめるような気軽さで少年はレポートへ目をやる。『ザ・セイント』は城しろ山やま恭きよう介すけやアザリアの行方ゆくえを注視しているようだが、実は少年はそちらを追っても無む駄だだと考えていた。敵味方双そう方ほう共ともにどちらも取引に応じて現場に来た。撤てつ退たいする時も痕こん跡せきは消しているはずだから、足取りは追えない。

「ここ」

　少年はテーブルの上に一枚の報告書を置き、人差し指で軽く叩たたく。

「会話の全ては聞き取れなかったようだけど、断だん片ぺん的てきな記録に何ヵ所か人名が出ている。クロード＝マゼンタレイン。アザリアと城しろ山やまの両りよう陣じん営えいから飛び出しているのが気にかかる」

「その人物がどちらか、あるいは両方を匿かくまっていると？　確かにマゼンタレイン姓せいは気にかかりますが、アザリアは一族の中では異い端たんの立ち位置にいたはずです」

「重要なのはそこじゃない」

　また、少年の指が別のページの一点を指差す。

「結局、あの夜『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』をその目で見た者は誰だれもいない。城しろ山やまが単純に出だし惜おしみをした、とする仮説が上がっているけど、そうするとここがおかしい」

「……、セクルティティを一時的に預ける場面ですか？」

「城しろ山やまが人命優先を掲かかげているのは、御ご供くう隊たいへの対応からも明らかだ。なら最初の取引材料は古地図ではなく、鍵かぎでなければ筋は通らない」

「ですがそれは、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを回収するための方策の一つだったのでは」

「……それ、誰だれが証明してくれたんだろう」

　城しろ山やま恭きよう介すけは『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を一度も出さなかった。あれが出だし惜おしみや作戦の一いつ環かんなどではなく、出せなかった切せつ迫ぱくした理由があったとしたら。

　あの鍵かぎが城しろ山やまとアザリア、両りよう陣じん営えいの手になかったなら、それは今どこにある？

「クロード＝マゼンタレイン。ここからつついてみよう」

「かしこまりました」

　城しろ山やま恭きよう介すけやアザリアを直接追う『ザ・セイント』の方針とは明らかに違ちがう。だが彼かの女じよは異を唱えなかった。それは昨日までの常識で、コイントスを挟はさんだ今日には通じないからだ。

「こいつが鍵かぎを持っているならそれで良いい。空から振ぶりだったとしても、身み柄がらを拘こう束そくすれば城しろ山やま、アザリア、どちらにも一定以上の強制力を持つだろう。取とっ掛かかりとしては悪くない」

「ご慧けい眼がんに驚おどろくばかりです。アザリアと博物誌の欠番は惜おしいですが、我々ブライズメイドの本道ではありません。あくまでも、かの陛下の好みを完全に網もう羅らして相応ふさわしい従じゆう僕ぼくとなるべく、引き続き『創設者のギャラリー』を追おい駆かけましょう。おや、お風ふ呂ろが沸わいたようですね」

　軽い電子音を耳にして椅い子すからお尻しりを浮うかせた赤いスリップの女性を見ながら、しかし少年はこう思っていた。

　実を言うと親おや鍵かぎの存在は後付けでしかない。そもそも『白き女王』に興味がないのだから、付ふ随ずいする『創設者のギャラリー』にも博物誌の欠番にも興味はない。少年が気にするのは別にあった。

　クロード＝マゼンタレイン。

『今』を愛する少年には直感で分かる。こいつは極大の変化をもたらす因子だ。野放しにしておけば、あの女性を手放すような事態にも発展しかねない、と。
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「ずこーん」

　愛あい歌かが暮らす高級マンションの最上階で、人数分の朝食を用意していたビヨンデッタが針のむしろを進しん呈ていするような呆あきれ声を放っていた。

　彼かの女じよは腰こしを曲げてガラステーブルの上にお皿を置いて尻尾を揺らし、花魁おいらん風のミニ浴衣ゆかたの裾すそから危なっかしく黒いニーソックスの太ふと股ももを見せつけながら、

「……人様が都合二三ヵ所もの取引スポット候補をあの手この手でさりげなーく潰つぶして回ってやったっていうのに、結局『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』は行方ゆくえ不ふ明めいのまま、『黄金の宝箱』も女王の横よこ槍やり入って奪うばわれちゃったんですか。てか、人ひと質じち回かい収しゆうはオマケの寄り道じゃんよ。私わたし達たちの初期目標は、墓はか守もりの一族でもなければ双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まいでもなく、『創設者のギャラリー』と、さらに言えば博物誌の欠番でしょう？　一いつ体たい全ぜん体たい何してんですかポンコツ弟ちゃん」

　どんどん！　と誰だれもいらん抗こう生せい物ぶつ質しつの茶色いボトルまでラインナップに追加しながらのビヨンデッタであった。

　確かにそうなのかもしれない。

『創設者のギャラリー』を目指すだけなら、彼かれがやってきた事のほとんどは寄り道だ。誰だれを助けたところで『欠番』は手に入らない。動物園で昏こん倒とうしたブライズメイドは恭きよう介すけがばら撒まいた『仕し掛かけ』と共に『ガバメント』が回収しているはずだが、ここから次のヒントを聞き出せるとも思えない。だが『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の名を掲かかげる以上は目の前で散りゆく命は放置できない。それが『白き女王』を震しん源げんとする歪ゆがみによるものならなおさらだ。

　何より、

「……い、一いつ体たい全ぜん体たいっていうなら、誰だれか僕ぼくに説明してくれ。クロード＝マゼンタレインに『白き女王』。何がどうなってどこへ『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と『黄金の宝箱』が散らばっていったっていうんだ」

「……おや。お兄ちゃんが事件全ぜん体たいの状じよう況きようを把は握あくできていないだなんて珍めずらしい事態なのです。こりゃあ今回は本当にねじくれているのかも……？」

　水着姿の愛あい歌かは料理が運ばれてくる前から、ガラステーブルに着いてうずうずしている。正座して足首を左右外側へ逃にがす、いわゆる女の子座ずわりのまま、両の太ふと股ももの間に二本の手を突つっ込こんで、ビキニのお尻しりももぞもぞ動いて落ち着かない。

　ビヨンデッタの作る朝食は寝ね起おき一発目からカルボナーラクラスの油とクリームでギットギトな上、本人は大の甘あま党とうなのでドリンクやデザートは破は壊かい的てきな出来になるのだが、愛あい歌かも愛あい歌かで昼夜のバランスは崩ほう壊かいしているので早朝は逆に起きているし、食事に健康要素を挟はさんだりはしない小こ娘むすめである。案外この辺りは馬が合うのかもしれない。

　……恭きよう介すけ側がわにとって唯ゆい一いつの救いは、人の命を盾たてに取られる状じよう況きようを脱だつする事には成功できた、という点だ。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』も『黄金の宝箱』も奪うばわれたが、こちらには古地図がある。蓮れん華げ、彼ひ岸がん、セクルティティは無事だったし、アザリアとフラクタルのコンビも捕つかまえてある。

　これでようやく、脱だつ線せんしっ放しだった最終電車がいつものレールに戻もどったような気がした。すでに人じん工こう霊れい場じよう抜ぬきで『白き女王』が観測されるほどの局面に達しているが、それでも一度仕切り直しだ。主導権を他人に握にぎられる事なく、こちらのペースで話を進められる。

　その蓮れん華げや彼ひ岸がんはと言えば、

「……あっ、ああー。お兄ちゃん、噂うわさの巫女みこ姉し妹まいがまたもや勝手にライガーの方へのたのた近づいていくので早く何とかしてくださいなのです……」

「ああもうっ、またか！」

「……人は何故なぜもふもふに魂たましいを惹ひかれてしまうのか。忘ぼう我がの状態で原点回帰、いいえ母ぼ胎たい回かい帰きに及およんでいるのやもしれません……」

「絶対そんな上等なものではないと思う訳だが。とにかく彼ひ岸がんっ、そっちはダメだってー!!」

　のたのたと四よつん這ばいで最強生物へ向かおうとする金きん髪ぱつ巫女みこの腰こしの辺りにしがみついて列車のオモチャみたいに方ほう向こう転てん換かんさせる恭きよう介すけ。ちなみにホワイトライガーはホワイトライガーで野生動物が初めて光や音を出すスマホと遭そう遇ぐうしたように若じやつ干かん脅おびえていたが、別に何のプラス材料にもならない。猛もう獣じゆうが一番その力を発揮するのは予定調和の中にある狩かりではなく、イレギュラーな事態に見み舞まわれて身の安全を守る時だからだ。

　双ふた子ごの敗北者状態が途と切ぎれるのは、おそらく今日の昼過ぎ辺り。

　ひたすら同じ行動を繰くり返かえす、という事は休きゆう憩けいを挟はさまず常にエネルギーを消費し続ける、とも言える。できれば食事も与あたえてやりたいところではあるのだが、

「どじゃーん！　本日の朝食は麵めんとシチューを同時に行けちゃうクリームパスタでございます。これでもよー、ジャガイモとかニンジンとかブロッコリーとかゴロゴロ入れた北ほつ海かい道どう仕様だからよー、ボリューム満点な割にするする入っちゃう訳なんですよ」

「……その説明だけだと全然朝からするする行けそうにない訳だが」

「トドメにバターの塊かたまりをそのまま乗っけるのが贅ぜい沢たく感かんアップの秘ひ訣けつです☆」

「北ほつ海かい道どう仕様ってそういう事ではないと思うよじゃがバターから安易に連想しているだけではないかー!?」

　柔じゆう道どう部ぶの合宿とかでないと全くするする行ける気がしない朝食だが、できてしまったものは無下にはできない。

「セクルティティはどうする？」

「小皿に分けていただければ、挑ちよう戦せんはしてみます。非常に興味深い匂においがしますので」

　そして先ほどから一言も発しない改造チャイナドレスの緑リユウ娘ニヤン藍ランが、体たい育いく座ずわりのまま横よこ倒だおしに転がって黄昏たそがれていた。何だかセミの抜ぬけ殻がら感かんがすごい。

「ふ、うふふ料理自じ慢まんでみんなの胃い袋ぶくろ摑つかむところも今まではお姉さんの仕事だったじゃない？　もう何もかも、全て持ってかれたのねー……」

「リューさん。どうでも良いいから起きないと、ものすごい勢いで下着が見えてる」

「ハッ!?　い、いえダメだわ私、いくら自分を見失いかけているからといってそんなラインで恭きよう介すけちゃんの需じゆ要ようを見み出いだしてしまっては。私は『ガバメント』のアワード１０００を生身で殺害した『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』、もっと自分に自信を持つのよ」

「今さらパンツが何だって言うんですか、私だってお客様にがっつり白とピンクのシマシマ見られていますし気にする事ないですってー」

「うおおすでにそんなトコまで先取りされてたー!?」

　本格的に泥どろ沼ぬまに沈しずんでいく改造チャイナドレスはしばらく放っておいた方が良さそうだ。しかもパンツうんぬんのくだりで微び妙みようにセクルティティからの視線の温度が下がりつつあるので、あまりつつくとヤブヘビになりかねない。

　というか、

「それ言ったら全身包帯にすけすけレースの飾かざり布ぬのなんか敵かなわないんじゃないですか？　昨日は浴衣ゆかた着ていたはずなのにいつの間にか元に戻もどっていますし」

「こほん。あれはあくまで人ひと質じちの命に係わる火急の局面において、市し井せいに紛まぎれるための変装、という扱あつかいでしたので。いつまでも継けい続ぞくする必要性はありません。……それより城しろ山やま恭きよう介すけ。女性の下着というのは単なる布切れではなく額面以上の意味を持つものでして」

「そこ正統派でこられてしまうと僕ぼくは真顔で全身包帯の変態性について問い返さなくてはいけなくなる訳だが、これは我々の正装ですだけで押おし通とおせると思ってんのかコラ」

　真顔の恭きよう介すけに対し、しかし横からあくまでもふざけた調子でビヨンデッタが囁ささやく。

「てか、浴衣ゆかたになってからは私だって実ははいてませんよ」

「ぶふっ!?」

　流石さすがの恭きよう介すけも看過のできない一言であった。

「ちょ、待っ……ならあんな時もこんな時もさんざっぱら大暴れしていたのに」

「んふ☆　何だったら今ここで確かめてみます？」

　ビヨンデッタは小こ悪あく魔まの顔でミニ浴衣ゆかたの裾すそを軽く握にぎり込こみ、黒いニーソックスに包まれた太ふと股ももの付け根近くを強調させながらそんな風に言ったものだった。

　そんなこんながありつつもいただきます。

　やはりビヨンデッタはＴＰＯに合わせたチョイス全ぜん体たいが激しく間ま違ちがっているものの、料理の腕うで自じ体たいは悪くない。寝ね起おき一発目ではなくへとへとに疲つかれて帰ってきた後のディナーであれば一〇〇点満点の出来だっただろう。

「んえっふ！　けほっこほっ!!」

　褐かつ色しよくの包帯少女（Ｙ字に巻いたレース地の飾かざり布ぬの付き）がわずかに含ふくんだだけでむせているが、恭きよう介すけが慌あわてて背中をさすろうとすると、こちらについては片手の掌てのひらで遮さえぎられた。本人は楽しそうにしているし、ひょっとしたらこれが彼かの女じよなりの味わい方なのかもしれない。栄養補給というよりは、ちょっとした火遊び感覚で。

　ちなみにホワイトライガーも匂においに食欲を釣つられているようだが、食べているのは普ふ通つうに馬ば鹿かデカい生肉であった。見た目のワイルドさと違ちがって、純じゆん粋すいな肉にく食しよく獣じゆうの胃腸は意外とデリケートだ。何でも食べる雑食の人間と違ちがって『それしか食べられない』と変へん換かんすればイメージしやすいだろう。

「……ホタテがよう、姿はないのにどこかからホタテさんの味がじんわり滲にじみ出でてくるのです……！　うまうぐ……!!」

「よく隠かくし味のペーストに気づきましたねお嬢じようちゃん。何しろ北ほつ海かい道どう仕様だからよう」

「……でも不思議とお肉系な厚切りベーコンさんともケンカをしていないのです……!?」

「北ほつ海かい道どうは偉い大だいって事です。そしてそんなに慌あわてて食べると可愛かわいいほっぺも慎つつましい胸むな元もとも白くてドロドロしたもので大変な事になってしまいますよ。それとも狙ねらってやっているのかなーこれはー？」

「こら」

　頭に黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティが横から軽く叱しかりつつ、ビヨンデッタと二人がかりで愛あい歌かの口周りや胸むな元もとを拭ふいてやったり。

　ビヨンデッタはクルーザーよりこっちに置いておいた方が良いいかもな、と恭きよう介すけは考え始めていた。季節限定花魁おいらん風ミニ浴衣ゆかたの悪あく魔まは今、ひきこもりシッターとして人類史上最大のパフォーマンスを叩たたき出だしている。

「で、恭きよう介すけちゃん。ぶっちゃけここからどうするの？」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランが敵情視察と称しようしてクリームパスタのスープ（というか、半分以上ホワイトシチュー）の方をスプーンですくって舌先で味を確かめながら、いきなり核かく心しんを突ついてきた。不ふ機き嫌げんなのでちょっぴり意地悪になっているのかもしれない。

　恭きよう介すけはフォークを無む駄だにくるくるさせながら応じた。

「……何にせよ、一つ一つ固めていくしかない訳だが。フォーカスを合わせるのはもちろんクロード＝マゼンタレイン。アザリアを中心としたブライズメイドが関わっていない以上、やっぱり精せい巧こうな人間型レプリグラス説は捨てた方が良いい。だとすると『あの』クロードが、どういう経けい緯いで『白き女王』と行動を共にするようになって、『創設者のギャラリー』を追い求めているのかを推測するところから始めないといけない。行動理由の見えない相手とそのまま戦うほど恐おそろしいものはないからね」

　考えられる限り、可能性は二つ。

　クロード本人が『創設者のギャラリー』を追い求めているか、恭きよう介すけが『創設者のギャラリー』に到とう達たつするのを阻そ止ししようとしているか、だ。

「……仮に僕ぼくが女王への対たい抗こう手しゆ段だんを持つのを恐おそれての妨ぼう害がいだったら、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』も『黄金の宝箱』も、すでに破は壊かいされているとは思う」

「むぐむぐ。その割にはさほど追おい詰つめられている顔じゃありませんね、お客様」

「その場合は、あの動物園で箱を取られた段階で女王に握にぎり潰つぶされているよ。わざわざ持って帰ったところを見ると、少なくとも『今は』破は棄きされてはいないだろう」

　もちろん。

　あの『白き女王』の事だから、後日改めて恭きよう介すけの目の前でじわじわと体重をかけて踏ふみ潰つぶしていく、くらいはやりかねない。箱と鍵かぎの両方を取られているので、ひとまず向こうは開かい錠じようできる状態だ。死しにもの狂ぐるいで奪だつ還かんしたら中身は空っぽだったとか、全く関係ない別のデータと差さし替かえられていたとか、そういうレベルでの絶望にも気をつけなくてはならないが……。

「でもクロードと『白き女王』の関係値によってもこの辺りは変わってくる。純じゆん粋すいな信しん奉ぽう者しやなら二つ返事で何でも従うだろうし。女王を利用しているつもりの関係なら、逆に行動の主導権はクロードが握にぎっている事になる。そうなると」

「女王のわがままというだけでなく、クロード本人にとっての利益がなければ鍵かぎや箱にこだわる事はなくなる、という訳ですね」

　黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティがフォークの先せん端たんを白いスープに浸しながらそんな風に言う。向かいの愛あい歌かがスプーンを使ってごっそり回収しているところまで観察が及およんではいないらしい。

　恭きよう介すけはわずかに沈ちん黙もくする。

　ヤツの言葉を思い出す。

『博物誌の欠番、その先の女王の領域はアンタの手に余る。ちょいと過去の亡ぼう霊れいに任せときな。気が向いたらおこぼれくらいはくれてやるよ。……ま、俺おれも「あいつ」には用があるしな』

　眼帯の男は確かにそう言っていた。

　笑いながら、これ以上ないくらい鮮あざやかに『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を奪うばった中で。

「クロードは『創設者のギャラリー』を追い求めているのか。あいつも博物誌の欠番という言葉を具体的に出していた。でも、だとすれば何のために……？　やはりアザリア同様に人形、人造の依より代しろなのか……」

　切きり崩くずすとすればそこだ。

　そもそも、今こうして『創設者のギャラリー』を追い求めているクロードが、すでに完成体の『白き女王』を連れ回している、というのもやや腑ふに落ちない事ではある。

　例えば、だ。アザリア同様に人造の依より代しろに女王の魂たましいを固着させようとしているのなら……あれは不完全で未完成のまま暫ざん定てい的てきに駆く動どうしているだけ、という可能性もある訳だ。そしてそれは『創設者のギャラリー』に到とう達たつした時点で最後のピースが埋うまり、『白き女王』は現世で永えい劫ごうの安定を得る事になる。

　その仮説が正しければ、まさにこの世の終わりだ。

「……、」

　一方で、最悪、恭きよう介すけとしてはクロード達が第一発見者であっても構わない。その後を尾び行こうして『創設者のギャラリー』の場所さえ摑つかめれば、それもまた一つの手だ。もちろんクロードの目的が成じよう就じゆする前に撃げき破はする、という前提は必ずついて回るが。すぐさまそういう手に出ないのは古地図がセクルティティの背中にあって『安全な引ひき渡わたし』が難しいからだが、これだって何かの偶ぐう然ぜんを装よそおって───そう、例えば病院で背中一面の『生しよう涯がい紋もん章しよう』を精密に分ぶん析せきしてもらうなどの手順を踏ふんでから、そのデータをわざと外部流出させるなどで───クロード側に渡わたせない事はない。

「撃げき破はにしても踊おどらせるにしても、何にせよやっぱり場所かな。どうにかして炙あぶり出だせると良いいんだけど」

　恭きよう介すけはくるくると空回りさせていたフォークの動きを止めた。

　そして言った。

「リューさん。ここで一つ、『イリーガル』の『道具屋』さんに相当まずいものを手配してもらいたいんだけど。どれくらい値ねが張るのか計算してもらえる？」
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　オールバックにした長い金きん髪ぱつを頭の後ろでまとめ、右目に革かわの眼帯をつけた隻せき腕わんの男。

　クロード＝マゼンタレインはゆっくりと羽を伸のばしていた。場所はトイドリーム35を行き来する列車の中でも、一等の寝しん台だい列れつ車しやだ。狭せまい国土の日本国内にも拘かかわらず、わざわざ欧おう州しゆう風ふうの豪ごう華かな内装を徹てつ底ていしたその列車は、もはや移動している時間より停とまっている時間の方が長いくらいだ。一五両編成の車両は最さい後こう尾び五両が一いつ般ぱんの寝しん台だい、中の五両がレストランやカジノ、シアターなどの娯ご楽らく施し設せつ、最前列五両は車両一つ一つを貸し切ったスイート扱あつかいとなる。クロードがいるのは当然の如ごとく先頭車両の特等席であった。まあ、事故があれば真っ先に潰つぶれた空あき缶かんのようになるのだから、どこかダモクレスの剣けんを彷ほう彿ふつとさせる豪ごう華かさではあるが。

　鏡を見ながら右目を覆おおう眼帯を軽く人差し指の先で小こ突づいて、うっすら鈍い痛みの残る頭のを左右に振る。

　自分も変わった、とクロードは鏡に映る顔を見ながら思う。

『女王の箱庭』。あそこで片目を失い、その後の世界では利きき腕うでもなくした。その代わりに手に入れたものは何か。時間の流れは否いやが応おうでも魂たましいに年輪を重ねさせるものだ。

（……やれやれ。詩的な事が頭に浮うかぶのは昨日の酒が残っているからかね）

　とはいえ、ここでカンポーや栄養ドリンクなんぞに頼たよるのは男のやる事ではない。

　ハードな男の朝は一杯ぱいのウィスキーから始まる。

　シングルモルトをロックで、などと渋しぶい顔を作って頼たのんでいる輩やからはコーヒーを無理してブラックで吞のんでいるような人種と大して変わらない。むしろ素材の良さを引き立てるためには、意図して不純物を混ぜる方が個性が際きわ立だつ事を忘れてはならない。例えばこの一杯ぱいにうっすらとミントを振ふるか葉巻の煙けむりを載のせるか。これだけでも千せん差さ万ばん別べつの顔を見せる。額面をそのまま受け取るのは子供のやる事だ。酒を嗜たしなむ歳としを迎むかえたら、むしろどれだけ相手の内面を引き出せるかを考える人間を目指さなくてはならない。

　……のだが。

「あれ？　クイーンオンジアイスの一二年はどこ行った。いつもここだよなあ……。どれだけ酔よっ払ぱらっていようがこの俺おれサマが酒さか瓶びんの置場に迷うなんてねえと思うんだが」

「捨てました。一本残らず」

「うぉうい!!」

　いきなり脇わきからにょっきり生えた無表情少女３Ａに、クロードが全力で叫さけぶ。銀というより氷に近い色合いの髪かみに、万年雪よりなお冷たい瞳ひとみ。繊せん細さいと呼ぶにも細過ぎる矮わい軀くの持ち主だが、これで実際には一五歳さいというのだから最さい新しん技ぎ術じゆつはちょっとおかしい。胸元を青いリボンで飾るスカートの長いワンピースは逆光で華きや奢しやなシルエットさえ浮うかばせるほどだが、侮あなどってはならない。こんなもん光学効果を使った欺ぎ瞞まんであって、実際の内ない部ぶは暗器でぎっしりだ。

　特とく殊しゆな呼吸や内臓運動により意図してホルモンバランスを崩くずす事で第だい二に次じ性せい徴ちようを自ら否定し、相手の懐ふところへ真正面から潜もぐり込こむ暗殺者。

　薄うすく鋭するどく研とぎ過ぎて、かえって折れてしまいそうな生ける魔ま剣けんを前に、クロードはクロードで素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「捨てっ？　なん、何してくれてんの何でそういう事やっちゃうの!?　バカお前銀ぎん盤ばんの女王は職人のストライキで仕し込こみの生産数絞しぼられた上に大寒波が起きて地下の貯蔵庫やられている間に南米の安いソルディアブロに取引先のシェアを引ひっ搔かき回まわされた挙げ句ネトオクの転てん売ばい厨ちゆうのマトにされたせいで値段爆ばく上あげされてんの知らんのかー!?」

「窓が開いていましたので」

「ゴミ箱ですらねえのかよ!?　危ねえなあもう!!」

「あとその不当な値段の高さは別段お酒の価値を証明していませんよね、一ミリたりとも」

　職業海かい賊ぞくと名乗って誰だれもが頷うなずいてしまうほど筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男は叱しかられた子供みたいにシュンと肩かたを落としてしまった。

「……みんなの憧あこがれるダンディは燃料がないと元気が出ましぇん」

「言うと思いました。デイスイマン、新しいボトルだよ」

「？」

　あくまでも見た目は逆光でワンピース全ぜん体たいへ可か憐れんにシルエットを浮うかばせる……ように演出する３Ａの小さな手でなんかやたらカラフルで透すき通とおった緑色の液体が入った瓶びんを渡わたされ、クロードは眉まゆをひそめた。

「何だこりゃ、リキュール系？　この匂におい……ミントフレーバーか。何で割んのよ？」

「お口もちゅもちゅ」

「ぶふるう!!　がはごほっ、歯は磨みがき液えきじゃねえかっ！　ラッパで吞のんじゃったよう!!」

　ちなみにうがい薬や歯は磨みがき粉こを一気飲みするとトリップするというお酒に目薬入れれば睡すい眠みん薬やく級きゆうの根も葉もない噂うわさがあるが、特にそういう効能もなさそうだった。

　３Ａは無表情ながら口を小さな三角形にすると、右手にゴザルザムライのパペットを嵌はめて口をパカパカ開け閉めしながら、

「（……さっきから臭くっせえんだよその胃い袋ぶくろからやってきてる逆流した排はい水すい溝こうみたいな匂におい何とかしろよ酒さけ臭くさいとか自分で何とかなんねえのかテメェのツケを何で私が匂においの形で背負わなくっちゃならねえんだよ腹裂さいて胃い袋ぶくろ取り出して中ちゆう性せい洗せん剤ざいで丸洗いしてやろうかこいつ）」

「出ちゃってる、イロイロ出ちゃってますよーお嬢じようさん。ゴザルはそんな底冷えするような低い声出さないでしょ!!　お、女の子からのクッセェは想像以上にダンディのハートを傷つけるのよ？　ふっ、女性の自己主張ならおっぱいの形でしてもらおうか」

「あん？」

「３Ａって何なのブラのサイズの話なｎ……痛てえっ!!」

　ゴドン!!　と重たい音が鳴なり響ひびいた。ウィンドラスパイク。釣つりのリールというよりは万力じみた重じゆう厚こうさを持つ収納容器がクロードの足の小指へ落ちた音であった。

「バカお前っ、ネタとマジの区別も……」

「目は覚めましたかくそったれ。迎むかえ酒ざけの必要がなくなるくらいに」

　足の小指を押おさえてのた打ち回るクロードを冷たい目で見下ろす３Ａだが、実際のところは哀かなしいくらいに彼かれへ追従している。一見して主の命令に反はん抗こうしているようにも見えるが、その根底には彼かれの健康を気き遣づかう心の動きがあるからだ。

　そしてそれはクロードの目的と反する。

　とある犯罪集団を叩たたき潰つぶした時に、たまたま拾ったのが組織で飼われていた３Ａだった。殺すべき者を指定されたら速すみやかに実行するだけの出力装置。彼かれは拾った者の責任として、仮の主人たる自分を殺してでも自由を得るほどの『我』を手に入れるまではこの少女の面めん倒どうを見る事にしている。が、今のままでは依い存ぞんが高まり、本来の目的から逆行している節さえあった。

（マジでそろそろ何とかせねば……）

　ここだけはシリアスに考えるクロードだったが、そこでこちらを見下ろす３Ａがワンピースのスカート部分を両手で押おさえ始めた。

「……ふと真面目な顔になったと思ったら一体何やっているんですか。まったく最っ低のローアングルですね……」

「ちょいとお待ちなさいこれはお前さんが自ら仕向けた構図だしどうせキサマのスカートの中なんぞ覗のぞいたってゴツい刃は物ものの乱らん舞ぶとちんちくりんのコットン素材くらいしかどぶあっ!?」

　倒たおれたまんま背中を蹴けられた海かい賊ぞくが海老えびさんごっこを始めていた。

　３Ａは気にせず、ワンピースの胸むな元もとから細い鎖くさりで吊つるした例の鍵かぎを取り出しながら、

「これ、本当に私が預かっていてよろしいんですか」

「ぐっ、ごぼ……。いい、いい。何しろそこが一番安全だ。客室の金庫なんかに入れておけるかよ。『こっち』の価値が分からなくたって三〇カラットのダイヤが嵌はまってんだぜ。表から裏から、誰だれに盗ぬすまれるか分かったもんじゃねえ」

　唇くちびるを尖とがらせて適当に言いながら、眼帯をはめたクロードは起き上がると近くにあった飴あめ色いろのクローゼットに寄りかかった。

　いいや、その両開きの扉とびらを開け放つ。




　その奥おくと、左右に広がる扉とびらの裏うら面めん全て。

　そこにはびっしりと紙の資料が貼はりつけられていた。




　紙の種類は様々だ。古いパピルスや羊皮紙から、最新式の耐たい水すいペーパーや高解像度感光紙まで。紙面いっぱいを埋うめ尽つくすような細かい文字や図面が示しているのは、特定の宗教や神話に留とどまらない。あるいはピグマリオン、あるいは水すい晶しようドクロ、あるいは即そく身しん仏ぶつ、あるいはジャンヌダルクの心臓、あるいはナトリウム漬づけの臓物……。古今東西の人体の保存あるいは人形の製作にまつわる伝承の寄せ集めである。

　それら有う象ぞう無む象ぞうの四角い紙切れが寄り集まり、一つの形を取っていた。

　まるでドットを駆く使しして作られた人体のシルエットそのものだ。

「大分集まりましたね」

「世界なんて案外いい加減って事さ。にしたって、こんなにどっさり揃そろう前にどこかで止められるもんだとも思っていたがな」

　あくまでそれはまだ影かげだ。

　だが先行して、まるで天使の輪のように頭の上にはアルファベットが並んでいた。
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　歴史を一変させた一つの名前。極ごく彩さい色しきの世界に落ちた純白。ここまで露ろ骨こつにやって何の事か分からなければ、残念ながら世の理ことわりに対する予習復習が足りていない。

　そして決定的に欠けた部位があった。ぽっかりと風穴が空いたように、心臓の部分が抜ぬけ落おちているのだ。

「ここには全てがある。人体は小さな宇宙だなんて良く言ったもんだぜ」

「……誰だれの何が小さいですって？」

「自覚があるからそういう疑いを……いえ何でもないです」

　すごすごと自分の意見を引ひっ込こめたクロードは人差し指の先で、壁かべに貼はり付つけたシルエットの存在しない心臓を軽く突ついた。

　指先がシックな木材とぶつかって硬かたい音を立てる。

「博物誌の欠番、か」

「最後まで完成してしまったらどうするつもりなんですか」

　３Ａからの質問にクロードは答えなかった。

　彼かれはクローゼットを両手で閉ざしてから、

「ともあれギャラリーに続く鍵かぎはお前が預かってろ。それが一番安全だ」

「……あなたがそれで良いいのなら構いませんが」

「まあ、その慎つつましいお胸様では少々衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうの面では心配だったりもするんだがなぐわははは……痛ってえ!!　バカやめろまたがるな寝ね技わざに持もち込こむんじゃねえレフェリーいねえんだからいったん極きまったら無む間げん地じ獄ごくじゃねえか!!」

　停車中だっていうのにサスペンションが朝っぱらからドッタンバッタンギシギシ鳴ってる寝しん台だい列れつ車しやだが、そこでよそから横よこ槍やりが入った。別に親子に見えない歳としの離はなれた二人組の宿しゆく泊はく客きやくを怪あやしんだ正義の車しや掌しようさんが声を掛かけてきたとかそういう話ではない。そもそも一いつ般ぱん人じんの視界を外れた場合、意図して（召しよう喚かん師しや依より代しろも殺せるように）低アワードで抑おさえてある３Ａはともかくとして、クロードは認にん識しきされなくなるのだから。




　ドゴンッッッ!!　と。

　窓ごと一面の壁かべを吹ふき飛とばし、別口の召しよう喚かん師しと依より代しろが内ない部ぶへ踏ふみ込こんできたのだ。




　楚そ々そとした修道服を纏まとうシスターと小さな少年の組み合わせだった。クロードと違ちがい、少年の方がシスターを引き連れている印象がある。召しよう喚かん師しと依より代しろの関係値は千せん差さ万ばん別べつだ。他の多くと同様に、彼かれらの間には彼かれらの中でしか通用しない歪ゆがみのようなものが存在するのだろう。

　そして人の手にはできない破は壊かい活かつ動どうだからといって、安易にオカルトを連想する必要はない。寝しん台だい列れつ車しやと言っても今は停とまっているし、表から爆ばく薬やくの一つでも貼はりつければ十分に可能な事ではある。

　それなら車両ごとまとめて吹ふっ飛とばす量を設置すれば良かったものを、相手はわざわざ召しよう喚かん師しとして現場へ踏ふみ込こんできた。よほどの馬ば鹿かでなければ、車両の中に粉々にしては困るものがあるはずだ。例えば、３Ａの首に提さげて控ひかえ目めな胸むな元もとに忍しのばせた、三〇カラットのダイヤを嵌はめた銀の鍵かぎとか。

「よっと」

　自分の上にまたがっていた少女を横合いへ軽く振ふり落おとしながら、

「予想よりも早かったなあ」

　と、クロードは感心したように呟つぶやいていた。『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』を強ごう奪だつした事実を知っているのは城しろ山やま恭きよう介すけと周辺人物だけだろうが、彼かれらが進んでよそへその情報を洩もらすとは思えない。断だん片ぺん的てきな情報の中からクロードの名前を引っ張り出すだけでも大変だったろうし、まして当然のように偽ぎ名めいや偽ぎ造ぞうＩＤを使いまくる彼かれの居場所を正確に摑つかんで襲しゆう撃げき計けい画かくを立てるのは至難だ。それを彼かれらはこの短時間で成なし遂とげた。それはもはや表ひよう彰しようされるべき行動速度である。どこにも発表してやれないのが悔くやまれるくらいだった。

　小さな少年はひらひらと手を振ふって、

「ドロテア、説明」

「はい。『創設者のギャラリー』はより深く陛下を知り、より深く陛下と繫つながるための踏ふみ台だい。であれば我らが一歩たりとも立ち止まる理由はありません。まずはここから取とり戻もどす。知っている事を全て吐はかせ、持っている物を全て渡わたしていただきます」

　さらりと言って、シスターは己おのれの人差し指を犬歯で嚙んでから唇くちびるに当てた。何かを引ひき抜ぬくように離はなすと、甘あまい唾だ液えきと共に一本の太く長い棍こんがぬめる音を立て外界へ引きずり出されていく。

　ブラッドサイン。

　ある世界において、相手の顔に手て袋ぶくろを投げるのと同等の作法。

　うーん、とクロードは間延びした声を上げていた。

　いつの間にかその手にはニスを塗ぬって飴あめ色いろに輝かがやくバトンのようなものが握にぎられており、そして軽い一振ふりと共に二メートル近くにまで伸しん張ちようした。警察が使う特とく殊しゆ警けい棒ぼうのような構造だが、男の海かい賊ぞく船せんの船長じみた容よう貌ぼうのせいか、古い時代の望遠鏡の方を強く連想させるかもしれない。

「ま、ある意味では正解かね。お前さんみたいなのが出てきたって事は、博物誌の欠番は本物か。素す直なおにこの線を辿たどっていけば俺おれの『答え』も摑つかめそうではある。そんな手応えを確かに感じる訳だが」

　そしてクロードは隻せき腕わんだ。片かた腕うでだけでは正確にブラッドサインを構える事はできない。彼かれは下か端たん近くのグリップを握にぎり込こみ、３Ａが人差し指の腹と中指の背で先せん端たん近くを挟はさみ込こんで細かい照準を合わせる役を負う。

　まさしく二に人にん三さん脚きやく。

　だが恐おそるべき滑なめらかさでもって連れん携けいを取りながら、クロード＝マゼンタレインは本当に困ったようにこう呟つぶやいていた。




「ただまあ、予想以上にバカそうだ」
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　Ｃ区画の中ちゆう華か街がい、改造チャイナドレスの美女が営む古道具店にて。

「ここに来るまで一面コンテナだらけで大変じゃなかった？　何だか街全ぜん体たいが火薬臭くさくてごめんなさいね」

「……相手がリューさんでなければ不ふ穏おんな感じはしないんだけどなあ」

「あら、今回は大だい丈じよう夫ぶよ。表のお仕事だから。あっちもこっちも大量の打ち上げ花火がご入り用になっているってだけ。最近の花火ってすごいわよね。みーんなコンテナ単位でモジュール化されて、扇せん風ぷう機きみたいに首くび振ふりしながらプログラム制せい御ぎよで電気着火。一分間に一万発とか平気で解き放っちゃうんだから」

「何で中ちゆう華か街がいってそんなに花火が好きなの……？　七夕に天体観測するために大規模なルクス制限やってる真っ最中にさ」

「だからその七夕明けで制限解除された途と端たんド派手にやりたいからよ？」

　情報を持ってきたのは『イリーガル』の緑リユウ娘ニヤン藍ランだった。

　彼かの女じよはカウンターにしなだれかかるようにしながら、金属クリップで挟はさんだ報告書をひらひら振ふって、

「クロード＝マゼンタレインじゃ何も出てこなかったけど、帯同していた３Ａの方で引っかかったわ。オールアラウンドアーマメントで良いいのよね。これじゃない？」

　クロード＝マゼンタレイン。見えない相手を炙あぶり出だすために必要な『商品』の受け取りのため、恭きよう介すけ達たちがＣ区画の中ちゆう華か街がいへ出向いた時の事であった。

　自じ身しんの営む古道具店のカウンターに肘ひじをついて体を預け、大きな胸を若じやつ干かん押おし潰つぶしながら、改造チャイナドレスの美女はこんな風に言ってきた。

「……てか、何かと思えば私の後こう継けい機きみたいね。偶ぐう発はつ的てきに生まれた『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』を様々な角度から分ぶん析せきして、それと同じものを安定的に量産するためのプロジェクト。それが『イリーガル』肝きも煎いりの３Ａ。彼かの女じよはその成功作みたい」

　そもそも黒い艶つややかな髪かみと青く透すき通とおった瞳ひとみを同居させる緑リユウ娘ニヤン藍ランは純じゆん粋すいな中ちゆう華か系けいでもなければ欧おう州しゆう系けいでもインド系でもラテン系でもなく、全世界あらゆる人種あらゆる血統を掛かけ合あわせた結けつ果か、最も優すぐれた人類の候補の一つとして具現化した存在だ。彼かの女じよは高性能の依より代しろであると同時に、そうした召しよう喚かん儀ぎ礼れいの力を一いつ切さい用いずに徒と手しゆ空くう拳けんで一線の召しよう喚かん師しを屠ほふるほどの腕うでを持つ。『ガバメント』アワード１０００を生身で葬ほうむり去さるレベルで。

　そして、三大勢力の中でも対たい立りつ軸じくの強い『ガバメント』と『イリーガル』の間での大きな問題は二つある。一つ目はレプリグラスなど最新装備を湯水のように使えるか否いなか。そして二つ目は依より代しろの数だ。『ガバメント』は規格化された軍ぐん隊たい方ほう式しきで召しよう喚かん師し自じ体たいは増やしているが、ある種の才能に依い存ぞんする依より代しろの方は慢まん性せい的てきに不足していて、これが『ガバメント』が数の暴力に走れない要因になっている。

　とはいえ、『イリーガル』としても依より代しろは潤じゆん沢たくではない。

　そうなった場合、彼かれらは何を追い求めるか。一つはもちろん単純により多くの依より代しろを確保する事だ。だがそれと並へい行こうしてもう一つ、自前の召しよう喚かん師しや依より代しろを使わなくても、相手の数を減らせる方法を確立できるとしたら？

　緑リユウ娘ニヤン藍ランの規格量産化部隊……３Ａが大量配備されれば、それは夢物語ではなくなる。ありふれた体術を極きわめた集団がオカルトを駆く逐ちくする時代がやってくる。

　もちろん、大元となる技ぎ術じゆつが本当に完成されれば、の話ではあるが。

「頭でっかちの理論に留とどまって、ほとんど芽は出なかったみたいね。その中に一人、そこそこ伸のびた子がいたようだけど」

「最高値があそこだとすると、残ざん酷こくだけどプロジェクトそのものに未来はないかもね」

「あらそう。そこまで分かるもの？」

「あの子が本当にリューさんを再現していたら、あの動物園で僕ぼくは死んでた。不意打ちで殺し切れなかった時点ですでに追い着いていないさ」

　これは比ひ喩ゆでも謙けん遜そんでもなく、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使わせてもらえない、オカルト的に攻せめあぐねるような環かん境きようなら恭きよう介すけはこの改造チャイナドレスの美女に手も足も出ない。絶対に想定したくない状じよう況きようの一つであった。

「それでも『イリーガル』はこんな事を続けていくんでしょうね。あるいは、茶番と分かっていながら」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはカウンターの上に置いた報告書をパラパラと指先でめくりながら、

「……裏うら街かい道どうじゃ、価値のない子供っていうのはとにかく悲ひ惨さんだからね。『外からでも価値を与あたえる』のは優やさしい大人の務めだって勘かん違ちがいしている連中も多い。しばらくは失敗を重ねて研けん磨まする期間が続くでしょう。それでブレイクスルーするのか、壁かべは破れないと悟さとるのかはまた別の問題として」

「リューさん……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。私の体はあくまで合理を追求して作られたもの。『イリーガル』が純じゆん粋すいな力を求めて事に臨のぞんでいるなら、少なくともそこにゲスな欲望などが入はいり込こむ隙すきはないわ。私の『ガバメント』時代にあったような、人様を腕うでずくで動物用のケージに詰つめて管理するようなスタイルはね」

『ガバメント』アワード１０００。

『女王の箱庭』時代に見たアワード２７９９の『ヒューマニズム』とは似ても似つかなかった、暴ぼう虐ぎやくの王。正義という言葉を丸まる吞のみした我が欲よくの化け身しん。思おもい浮うかべようとして、恭きよう介すけは顔をしかめた。プラスになる事は一つもない。

「……、いったん３Ａの足取りに戻もどろう」

「そうね。安定量産が思ったように進まなかった研究グループは底を突つきかけた資金を補給するため、比ひ較かく的てき成せい功こうに近かった３Ａを実働試験と称しようしてあちこちへレンタルするようになった。いわゆる傭よう兵へいね。結構な働きをしているけど、ある日突とつ然ぜん消えてる。よその召しよう喚かん師しの手で、派は遣けん先さきの組織ごと潰つぶされた際にね」

「つまり、それがクロード＝マゼンタレインなのか……？」

「研究グループは真面目に瓦が礫れきの下だと思っていたみたいよ。人じん工こう水すい晶しようでできた『導入の振子クオーツペンデユラム』がなければコマンドの追加入力はできないはずなのに、ですって。もしも何かのきっかけで３Ａに『我』が戻もどりつつあるなら、何で『奇き跡せき』が起きているのか一目で分かるような話よね」

　……その辺りのくだりは、恭きよう介すけの良く知るクロード＝マゼンタレインとも矛む盾じゆんしない。いや、だからこそ、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』や『黄金の宝箱』に固こ執しつし、『創設者のギャラリー』を求め、あの『白き女王』と帯同しているのかの方が見えなくなってくる。

　正しい過去と歪ゆがんだ現在とが同居しており、クロードの像が特定できない。

　むせ返るカリスマはアザリアのみならず、『あの』クロードまで丸まる吞のみして作つくり替かえたとでも言うのか。

「３Ａがトイドリーム35に入っているなら、顔写真があるから検けん索さくをかけられるはずよ。クロード当人と違ちがって高アワードの召しよう喚かん師しではないから、一いつ般ぱん人じんの認にん識しきや記き憶おくにも残る。あのひきこもり娘むすめにおねだりして公共機関を利用させてもらう事をオススメするわ」

　ただしそれは、カメラで照合可能な範はん囲いでの話に限定される。

　最近の解かい析せき技ぎ術じゆつは顔を正面から捉とらえていなくても、顔周辺のカラーパレットを作ったり、歩行中の重心の預け方などでも識別可能らしいが、それだって分かっていれば事前対処はできる。ついうっかりで所々洩もれてしまう事はあっても、完全に二四時間分の監かん視し記き録ろくは用意できない。ある程度の範はん囲いを絞しぼり込こむ、くらいの認にん識しきで扱あつかって、トドメは別に用意するのが最善だろう。

「リューさん、例のものは？」

「これね。言っておくけど、すんごく大変だったのよ？　あー、お姉さんにも名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスがあって嬉うれしいわあ」
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　戦せん闘とうは終わり、人じん工こう霊れい場じようは解除された。

　クロードは伸しん縮しゆく式しきのブラッドサインを肩かたに担かついで、ポツリと呟つぶやいた。

「……ちくしょう。狂きよう信しん集しゆう団だんはこれだぜ、勝っても負けても損をする」

　だがあれだけ豪ごう華か絢けん爛らんだったスイートの客室はしっちゃかめっちゃかだ。家具や内装がどうのこうのという次元ではなく、壁かべも天てん井じようも吹ふっ飛とんで見事なオープンカーになっている。車しや掌しようがやってきても説明できないため、さっさと立ち去るに限る。こういう時、一いつ般ぱんの認にん識しきからすぐさま忘れられる高アワードの召しよう喚かん師しはお得である。

「クローゼットの資料についても……どの板切れがクローゼットだったのか判然としませんね」

「問題ねえよ」

　束ねた金髪を揺らすクロードは気軽な調子で、海かい賊ぞくみたいな眼帯を指先で軽く叩たたく。まるで失った眼球を誇こ示じするように。

「全部ここに入ってる」

　ぶつくさ言う割に破は裂れつした缶かん詰づめみたいに開いた壁かべの大穴から外へ飛び出したクロードの顔には大した落らく胆たんもない。傍かたわらでワンピースに逆光でシルエットを浮うかばせる（ように見せかけた、実際は暗器でぎっしりな）３Ａへこう話しかけた。

「てか、お前はお前で両手にぎっしり抱かかえているなあ。何だそりゃ」

「ゴザルザムライに、アライグマのバブルくんに、化けタヌキのおんぶちゃんです。このトイドリーム35でも『幻まぼろしの少女』が見つかる様子がないのは残念ですが」

「何でまたそんなもん後生大事に……痛ってえ！　馬ば鹿かスネはやめろスネを蹴けるのはっ！」

　軽めに飛とび跳はねていたクロードだったが、

「ま、まあこれもお前のおかげだ、感謝しとかねえとな」

「？」

「棚たなにあった酒さか瓶びん片かたっ端ぱしから放り捨ててくれたもんで、一いつ切さい未み練れんなく隠かくれ家がを引ひき払はらう事ができました。どうもありがとうございますう」

「……後はご自分に酔ようのをやめれば完かん璧ぺきな真人間ですね。良薬は口に苦しです。鼻はなっ柱ぱしらをへし折るのがよろしいのでしょうか、それとも金的？」

「ふっ、バカな野や郎ろうだ。やめときな、俺おれサマのビッグマグナムはお嬢じようちゃんじゃあ少々手に余る。そんな小さなおててで摑つかんでひねった程度でどうにかなるようなもんじゃあねえぜ。逆に弾はじき返かえすぞぶるんとなあ、はっはあ！」

「黙だまらないと今すぐ蹴けり上あげますよ？」

　適当に言い合ってモノレール路線下を歩く二人。頭上ではクロードの依より代しろの猛もう禽きんが優ゆう雅がに旋せん回かいしている。

「次はどこに身を潜ひそめましょう」

「どこだって良いいさ。トイドリーム系の街はどこも大量の観光客を捌さばくために宿しゆく泊はく施し設せつを拡かく充じゆうしてる。次はプール付きの豪ごう華か客きやく船せんとかにしてみようか、日本の七夕は中国とは違ちがって水浴びと紐ひもづけたイベントも多いみたいだしな。おっと失礼、実は一五歳さいであるにも拘かかわらず自らを３Ａと公言して憚はばからないその奥おくゆかしくも控ひかえ目めなスタイルで水着にリゾートプールだなんて大変なご無理をさせる訳にはっ、おふっ!?」

　警告通り本当に蹴けり上あげられて真上に数センチ跳はねて転がる主人を、ゴミ虫を見る目できちんと見下ろす優等生３Ａ。

　クロードは世界一無様な格好で身を屈かがめて小刻みなジャンプを繰くり返かえしながら、

「おまっ、いやちょっと待て、今は集中させろっ」

「もう一発蹴けり上あげたら人はどこへ行くのでしょう？」

「んんんんん！　んんんんんんんんーう!!」

「誰だれの、何が、控ひかえ目めですって？」

「お、お塩ですう３Ａさんのお胸は大変ヘルシー!!」

　訳の分からない妄もう言げんをぶつけられて付き合う気も失うせたのか、ようやっとクロードは解放される。彼かれは改めてピョンピョンしながら、

「人の玉をこんな奇き麗れいにバンカーへはめやがって、ある意味芸術だ！　こっからグリーンに乗せるのがどれだけ難しいか分かってんのかちくしょう……」

「それよりも」

　こんな一大事以上に大変な事があるかーっ!?　と叫さけぶクロードなど気に留とめず、３Ａは頭上を見上げていた。

　いいや、

「おかしいですよ、あなたのパートナーが」

「３Ａさんは大体いつもサディストの変ｔ……何でもないっすリッキーがどうしたって？」

　クロードもクロードで視線の先を目で追おい駆かける。

　そこで眼帯の男が見たものは……。
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　状じよう況きようは昼前に動いた。

「ハッ!?」

　高級マンションの最上階で、黒くろ髪かみの巫女みこは急に飛び起きる。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げは何故なぜ自分がここにいるのか分からず、そして口をもごもご動かして、何だか自分の知らない味が残っているのに慄おののきながら、

「……あれ、私、一体何が？　何があったあ!?　なんかテレビの中の日付変わってるし、大体っ、アザリ、あの後ほんとにどうなったの？？？」

　そして彼かの女じよは自分の着衣の乱れの有う無むよりも、まず妹の安否の確かく認にんに走った。辺りをパノラマで見回して、

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ」

　やはり同じように今目を覚ました感じの（顔真っ赤の）金きん髪ぱつの巫女みこと、そんな可愛かわいい双ふた子ごの妹に後ろから抱だき着ついている陰いん気きなパーカーのクソ野や郎ろうをロックオン。

「テメェそこで私の彼ひ岸がんにナニしてんだ死し刑けいっ!!」

「違ちがうのお姉ちゃんちょっと気をつけてー！　その、うしろー!!」

　ん？　と怪け訝げんに思って真後ろを振ふり返かえると、そこには体長五メートルの威い容ようが。

　ホワイトライガー☆

「あっあびゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　飛び上がり、慌あわてて距きよ離りを取ろうとして派手に転ぶと、ちょうど城しろ山やま恭きよう介すけと冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんのいる辺りにホールインワンした。なるほど、と思う。一足早く目を覚ました彼ひ岸がんは全く同じコースをなぞってこの難関七番ホールを華か麗れいに決めたらしい。

　右に姉左に妹の両手に華はな、双ふた子ごもみくちゃ状態で恭きよう介すけは愛あい歌かへこんな風に尋たずねた。

「ど、どんなもの？」

「……どんなもんかと問われれば、魂たましいの妹であるこの私は今ビキニの紐ひもに手をかけてでも争そう奪だつ戦せんを制する気持ちでいっぱいなのですが。まあ良いいでしょう。ピンが立ったのはＡ区画、Ｚ区画、Ｐ区画。素す直なおに一番新しいＰ区画から攻せめてみるべきとは思いますが……」

『イリーガル』の緑リユウ娘ニヤン藍ランから（大きな借りと引ひき換かえに）もらった３Ａの顔写真を『ガバメント』の愛あい歌かに渡わたして（ひきこもりのお世話と引ひき換かえに）トイドリーム35公共防犯システムで人じん物ぶつ検けん索さくをかけてもらえば、大おお雑ざつ把ぱな位置情報は分かる。常にフルフェイスのヘルメットを被かぶっている訳にもいかないし、どれだけ注意してもボロを出す瞬しゆん間かんがあるからだ。

　だけどそれはせいぜい、『最後に目もく撃げきされたのはＡからＺまでどこの区画』くらいの精度でしかない。

　そうなるともう一手間必要になってくる。

　こちらもやはり、緑リユウ娘ニヤン藍ランから仕入れてもらったもの。

　クロード＝マゼンタレインは動物型の依より代しろを使っていた。巨きよ大だいな猛もう禽きんで、名前はリッキー。どのような関係値でいるのかは余人の知るところではないが、少なくとも敵地で失ったら困るだろう。彼かれもまた召しよう喚かん師し。依より代しろがいなければその力は十分に発揮できない。

　ならばこうすれば良い。




　エデルコヒラリス病。

　人体に影えい響きようなく、猛もう禽きん類るいにのみ致ち命めい的てきな被ひ害がいをもたらす寄生虫の卵をＰ区画一帯にばら撒まく。これでヤツは間ま違ちがいなく最も寄よりの動物病院へ駆かけ込こむだろう。




　恭きよう介すけとセクルティティは表へ出る。

　愛あい歌かの暮らす高級マンションから街中で複数交差する巨きよ大だい陸りつ橋きようの、その一つへ。

　全身包帯にＹ字に巻きつけたすけすけレース地の飾かざり布ぬのと金飾りが正装の『守もり巫女みこ』様だが、Ｐ区画までは電車で行くので浴衣ゆかたを着ていただいた。

「あれは話に聞きき及およんだ事があります。カプセルトイとかいうものです」

「そんな正せい式しき名めい称しようで呼んでる子供は誰だれもいないと思うけどね」

「……い、一度始めたら死ぬまでやめられない悪夢のようなトラップなのだとか。びくびく」

「あのカジュアルスーツのジジィもいっぺん話し合った方が良いいかもしれないな」

　ちなみに今回はビヨンデッタと白しろ蛇へびのコンビも一いつ緒しよだ。使えるものは何でも使わせてもらう。クロード相手に二対一も辞さない。

　ヤツを炙あぶり出だすのは良いいが、向こうの戦力が読めないという部分もあった。断だん片ぺん的てきに『白き女王』の影かげがちらついているが、実際の戦せん闘とうでどこまで使えるのかは未知数だ。

　できれば出てくる前に速そつ攻こうで叩たたきたい。

　相手が個人なら二対一で圧殺するし、複ふく数すう戦せん闘とうの場合は露つゆ払はらいをビヨンデッタに任せて恭きよう介すけはクロードに集中したかった。

「ひっひっひ。でもそこで、三対一にはしないんですねえ」

「ああ、例の双ふた子ごの事か。彼かの女じよ達たちは別に僕ぼくと契けい約やくを結んでいる訳ではないし、そもそも敗北から立ち直ったばかりで本調子でもないだろう。蓮れん華げなんか全身の内臓を詰つめ直なおされたという話だし、ここで不確定要素を持ち出す愚ぐは犯おかせない訳だが」

「そういう事で良いいですよ。いやあ、あの恭きよう介すけちゃんがねえ」

　非常に何か言いたそうな顔の恭きよう介すけのほっぺを細い人差し指でつつきつつ、くつくつと花魁おいらん風ミニ浴衣ゆかたに角付きの悪あく魔まは笑っていた。

　今日も街は平和だった。七夕フェアで浴衣ゆかたや甚じん平べいを纏まとって巨きよ大だい陸りつ橋きようを歩く笑え顔がおの親子連れが、光ひかり洩もれ防止用のフィルタをつけたスマホを頼たよりに観光名所を巡めぐっている。

　そんな中でセクルティティは呆あきれたように息を吐はいた。

　彼かの女じよは気ままにテリトリーの巡じゆん回かいを行うお散さん歩ぽ野の良ら猫ねこを目で追おい駆かけながら、

「……えげつないです。トイドリーム会長が用意した新たな王の寝しん所じよへ疫えき病びようをばら撒まくだなんて」

「これくらいやらなければクロードは水面に出てこないよ。……それに、あいつが『白き女王』と繫つながっているならこの程度、生ぬるいくらいな訳だが」

　その『白き女王』がいれば他の被召物マテリアルなどいらないかもしれない。だがあの気き紛まぐれな女王を主戦力としてあてにするのがどれだけ危険かは誰だれだって分かる。まともな召しよう喚かん師しならそれとは別に、扱あつかいやすい依より代しろを必ず手元に置きたがるだろう。

「エデルコヒラリス病は屍し肉にくを貪むさぼるハゲタカが大量発生した際に、危険な感かん染せん症しようキャリアとなるのを防ぐために散布が計画されたほどの力を持つ鳥獣伝でん染せん病びようだ。結局環かん境きようへの影えい響きようを計算しきれなくて見送られたけどね。しかも日本では珍めずらしい寄生虫だから、血清を常備して対処できる動物病院も限られている訳だが。Ｐ区画だと一ヵ所しかない」

「こうしている今も、その危険な病気を生み出す虫の卵が街いっぱいに広がっている訳ですか」

「みんなの憩いこいの公園にラテン語で書かれた雑ざつ菌きんが何万種潜ひそんでいると思う？　そもそもお腹なかの中の腸ちよう内ない細さい菌きんは？　詳くわしく調べればきっと潔けつ癖ぺき症しようになれるよ」

「……せめて、疫えき病びようは盗とう掘くつ者しやだけを苦しめるものであって欲ほしいと願うばかりです。王のもたらす呪のろいのように」

　ご近所さんからはゲテモノ病院などと呼ばれている、割と大きな動物病院だ。評判と羽は振ぶりの良さが比例しないのは、主に海外から輸入される猛もう獣じゆうや毒虫、肉食魚など危険なペットを扱あつかう好こう事ず家かの御ご用よう達たしになっているからだろう。つまり高い技ぎ術じゆつ力りよくに反して客層の限られたニッチなビジネスなのだ。入り口前に置いてあるパンダの置物は、動物関係の製薬会社のマスコットだろうか。ホワイトライガーと共に暮らす愛あい歌かなら詳くわしい事が分かるかもしれない。

　扱あつかいが動物病院だからか、普ふ通つうの病院と違ちがって緊きん急きゆう外がい来らいみたいなものはない。一ヵ所しかない正面ゲートと非常口の両方を視野に収められる、駐ちゆう車しや場じよう脇わきの茂しげみを陣じん取どる事にした。人目を気にしなくて良くなったからか、傍かたわらで屈かがみ込こむセクルティティが浴衣ゆかたの帯に手をかけている。

「……、ああ、脱ぬいでしまうのね」

「？」

　惜おしげもなく全身包帯やＹ字のレース地の飾かざり布ぬの、金飾りなどをさらすマジメさんが黄金の髪飾りを乗せた頭を傾げるのを見て、常識人の恭きよう介すけは陰いん鬱うつな声を出していた。

　傍かたわらのビヨンデッタは浴衣ゆかたの胸むな元もとから這はい出でてきた白しろ蛇へびにペレット状のエサを与あたえながら、

「来ましたな。ふうん、辺りに狙そ撃げき手しゆなんかを配置している様子もなし。配下に自分の弱いところは見せられないのか……いや、単純に一いつ匹ぴき狼おおかみかもですね」

「ああ」

　そう時間はかからなかった。

　クロード＝マゼンタレインと３Ａ。

　隻せき腕わんに眼帯。海かい賊ぞく船せんの船長じみた大男と、この七月に雪の精のように独自の色しき彩さいを放つワンピースの少女が足早に駐ちゆう車しや場じようを横断していく。ぐったりした巨大な猛もう禽きんを抱えて、だ。茂しげみの裏に隠かくれながら、恭きよう介すけは小さく笑ってしまった。『白き女王』なんてものに関わり、『創設者のギャラリー』や博物誌の欠番を追い求め、世界七〇億の命を脅おびやかしておきながら、家族のペットを気にする心は人一倍持ち合わせているらしい。

　一いつ瞬しゆん、過去の体験が恭きよう介すけの魂たましいに絡からみ付つこうとした。

　だが振ふり切きる。待まち伏ぶせする者の冷れい酷こくさで恭きよう介すけは告げた。




「始めよう」




　二人は同時に動いた。恭きよう介すけはズボンのポケット、ビヨンデッタはミニ浴衣ゆかたの両足の間から励起手榴弾インセンスグレネードを取り出し、それぞれピンを抜ぬいて投げ放つ。猶ゆう予よは三秒から五秒。クロードが気づいて弾はじき飛とばそうにも、必ずどちらか片方は間に合わず破は裂れつする。

　しかしここでクロード側が迅じん速そくに反応した。恭きよう介すけ達たちが投げた励起手榴弾インセンスグレネードが起き爆ばくするより早く、コートの懐ふところへ手を伸のばしたのだ。そこから出てきたのは大航海時代のフリントロック銃じゆうをとことん肥大させたような銃じゆう器きだった。単発式のグレネードランチャー。それを自分の足元に向けて躊ちゆう躇ちよなく撃うち込こんでいく。

　一見すれば結けつ果かは同じかもしれない。

　人じん工こう霊れい場じようは速すみやかに展開され、恭きよう介すけ、ビヨンデッタ、クロードの全ぜん陣じん営えいを取とり込こんだ。しかし混ざり合った人じん工こう霊れい場じようの主格は励起手榴弾インセンスグレネードを最初に起き爆ばくさせた側に依い存ぞんする。例えば足場が壊こわれて下に落ちた際、恭きよう介すけは地面、クロードは柱に足を着ければ、次の人じん工こう霊れい場じようはクロードの足場を起点に展開される。このアドバンテージは決して馬ば鹿かにできない。

　ランチャーの引き金を引いた時点で、クロードは状じよう況きようを理解しただろう。

　そしてパートナーの猛もう禽きんがどれだけ苦しんでいようが、被召物マテリアルに形を変えて戦っている間は死は遠ざかる。その間だけは。

　恭きよう介すけは全身包帯に妖よう精せいの羽のように薄うすいＹ字の飾かざり布ぬのを巻いたセクルティティを傍かたわらに寄せ、ビヨンデッタは花魁おいらん風の浴衣ゆかたの胸むな元もとから這はい出でた白しろ蛇へびを路上へ流し、そしてクロードは弱っていた猛もう禽きんを再び空へ放つ。左手一本で伸しん縮しゆく式しきのブラッドサインを振ふって展開し、ワンピースのスカートをはためかせ、華きや奢しやなシルエットを大きく映す３Ａとリンク。二に人にん三さん脚きやくで真まっ直すぐ構えながら、

「……やってくれたじゃねえか」

「自じ分ぶん達たちは好き放題横よこ槍やりを入れて、人ひと質じち交こう換かんに必要な鍵かぎも平気で奪うばっておいて、まさか無傷で済ませられるとでも思っていたのかな？　ふざけるなよ亡ぼう霊れい。結けつ果か無事でしたで済む話ではないんだ。それはただの『結けつ果か』の話でしかないんだから」

「へえ、そうまでして博物誌の欠番が欲ほしいかよ。まあ、女王の引力なら仕方がねえが」

「あなたに言えた義理か」

　双そう方ほうがブラッドサインを取り出す。その先せん端たんで浮ふ遊ゆうする『白しろ棘とげ』を捉とらえ、両者の間に出現した二一六個の『花弁』をまとめた『薔薇ばら』を見み据すえる。

「あなたが漁夫の利で博物誌の欠番を手に入れて何をしようとしているかは知らない。だがそこに『白き女王』が関わるなら全力で叩たたき潰つぶす。あなたなら、細かく説明する必要はないだろう。あの地じ獄ごくから救い上げてくれたあなたなら!!」




　　　　８




　三方向から白い光が空間を突つき抜ぬけた。

　快音と共に、立方体の『薔薇ばら』が弾はじけて無数の『花弁』が散らばる。それらは無む作さく為いに開いたスポットへと叩たたき込こまれていく。

　セクルティティの声が恭きよう介すけの脳のう裏りに直接響ひびく。

（……始めます）

　恭きよう介すけは音域中音、コスト１『始祖の緑ｋ』。

　ビヨンデッタは音域高音、コスト１『始祖の黄ｓ』。

　そして宿敵のクロードは音域中音、コスト１『始祖の緑ｋ』。

　いずれも粘ねん液えき状じようの被召物マテリアルだ。一番最初のものはほとんどランダムに近いが、実はこれが理想形。二対一で攻せめ込こむ場合は、ジャンケンのような三みつ巴どもえの音域の内、誰だれか一人が敵より有利で、誰だれか一人が敵と同じ属性を組むのが基本となる。

（？　何故なぜバラバラに？　一いつ斉せいに弱点を突ついてしまえば良いものを）

「意味ならあるのさ」

　両方有利な音域に統一してしまうと、敵側が切り返して別の被召物マテリアルを呼び出した際に一転して両方不利となり、三みつ巴どもえで逆転されるリスクが生じる。また、片方が有利で片方が不利、だと不利な方を集中攻こう撃げきされて早期撃げき破はされ、一対一に盛り返されてしまう可能性を否定できない。

　よって、勝利とあいこ。

　この組み合わせがベストなのだ。今現在有利な状じよう況きようを作り、かつ、相手が他の被召物マテリアルへ移ってもその有利な状じよう況きようを維い持じできるように努める事が。感覚的にはあいこ状態の恭きよう介すけが盾たて役やくで勝利状態のビヨンデッタがアタッカーと見るべきか。

　さらに双そう方ほうから『白しろ棘とげ』が交差し、被召物マテリアルの錬れん成せいが進む。

　一度勢いづいてしまえばもう流れは止められない。クロード側には一度も三みつ巴どもえで上に立たせず、一方的に頭を押おさえ付つけて圧殺する。

　そのはずだった。

　しかし。

（……っ？）

　ドカカッ!!　とクロード側から勢い良く複数の『白しろ棘とげ』が放たれる。防護円の外にいる３Ａと連れん携けいして二に人にん三さん脚きやくで放たれた白い閃せん光こうが恭きよう介すけやビヨンデッタの打った『白しろ棘とげ』に直ちよく撃げきし、あらぬ方向へと叩たたき出だす。二人の連れん携けいを途と切ぎれさせるために。

　だが実際、それはクロードにとって自じ殺さつ行こう為いのはずだった。そもそも二対一で戦っている以上、互たがいのストックしている『白しろ棘とげ』の総数も二倍の開きがある。つまり一つ一つ迎げい撃げきしていったのでは先にクロード側が干ひ上あがってしまう。妨ぼう害がいするのは良いいが、自分で被召物マテリアルを錬れん成せいする分を失ってしまえばどうにもならない。

　なのに、状じよう況きようは傾かたむかない。

　というか、恭きよう介すけ達たちの『白しろ棘とげ』を貫つらぬいた代だい償しようとして、全ての運動エネルギーを放出して空間に留とどまり、停止したはずのクロードの『白しろ棘とげ』が消えない。いつまでもその場で滞たい空くうし続けている。

　いや、いいや。

「何ですかっ、あれ!?」

「ビヨンデッタ、まだクロードの『白しろ棘とげ』は動いている。その場で高速スピンさせているだけだ！」

　吼ほえたが、そこで一〇秒が経過。すっからかんになったクロードの手元に新たな『白しろ棘とげ』が生じる。そのまま躊ちゆう躇ちよなく放つ。『白しろ棘とげ』が『白しろ棘とげ』を打ち、クロード陣じん営えいの白い閃せん光こうだけが人じん工こう霊れい場じようの中を暴れ回り、大量の手数でもってあっという間に『花弁』を強ごう奪だつしていく。スポットに打ち落としていく。

　セクルティティの驚おどろきの声が頭の中で響ひびく。

（っ、何やら雲行きが変わってきましたね！）

　恭きよう介すけとビヨンデッタが一つずつ『白しろ棘とげ』を放つなら、クロードは一度に複数の『白しろ棘とげ』を連れん鎖ささせれば総合的な手数で競せり合あえる。

　恭きよう介すけは音域高音、コスト７。『呪いに燃える亡者ov・ou・q・ye』。

　もはや人の形も保てずに自家生産の呪のろいを燃やす、絶えず七色に色しき彩さいを変化させていく炎ほのおの塊かたまり。取とり込こんだ者を内側から膨ぼう張ちよう破は裂れつさせる、負の感情の量産装置。

　ビヨンデッタは音域中音、コスト13。『黒き欲を引きずり出す宝石蠅iu・fc・ei・upm・np・sq』。

　一匹ぴき一匹ぴきが色とりどりの美しい宝石でできた、数千数万ものハエの嵐あらし。その光で獲え物ものの魂たましいを摑つかんで引き寄せ、両手でかき集めれば無数の病びよう原げん菌きんを浴びせて犠ぎ牲せい者しやを極ごく彩さい色しきのカビで彩いろどる極ごく彩さい色しきの魔ま物もの。

　クロードは音域中音、コスト15。『怨讐滴り落ちる長い髪の赤き日記帳ov・an・le・rx・n・a・b・er・ju』。

　浮ふ遊ゆうする巨きよ大だいな本にして、そのページの隙すき間まからドロドロに崩くずれた長い髪かみを吐はき出だし続ける奇き怪かいな日記帳。本質的には捕ほ食しよく者しやであり、犠ぎ牲せい者しやをプレスする事で足りないページの充じゆう塡てんにかかる。

「すまないセクルティティ、負担をかける！」

（お気になさらず、元より共きよう闘とうとはそういうものでしょう！）

　……ビヨンデッタのサポートに徹てつ底ていしたのが災わざわいしたのか、恭きよう介すけはもう土ど壇たん場ばである。たとえ三みつ巴どもえの音域で勝っていても、コスト差が10以上開いてしまえば力ちから業わざで押おし切きられるのだから。

　ロケーションも平へい坦たんな駐ちゆう車しや場じようで、トリッキーな戦術で引ひっ搔かき回まわすのも難しい。

「まずい……お客様！」

　ビヨンデッタは即そつ決けつした。自前の被召物マテリアルで足元の地面を打うち砕くだき、即そく座ざに全員を真下へ落とす。足場が崩くずれた場合は落下先で新たに人じん工こう霊れい場じようを展開し直して仕切り直しだ。励起手榴弾インセンスグレネードを使ったのはクロードなので敵側の着地先が基準点になるのはマイナスだが、それでも新たにワンセット揃そろった『薔薇ばら』の塊かたまりが無条件で出現するのは十分大きい。

　トイドリーム35は海の上に伸のびた高層ビル街だ。次の足場は二〇メートル以上離はなれた真下の変電所。防護円に守られている間は物理的な外傷に苦しめられる事はないが、恭きよう介すけ達たちは落下に備えて意識を切きり替かえる。

　が。

（わっ!?）

　セクルティティの声が脳内で炸さく裂れつする。ぐるんっ！　とそんな恭きよう介すけ達たちの視界が回った。重力が上下逆転したのだ。見れば３Ａが片手をブラッドサインに、さらに空いた手で自前の槍やりであるウィンドラスパイクを摑つかんでいる。特とく殊しゆ鋼こうの極きわめて良くしなる板バネのような槍やりを地面に突つき刺さしたまま落下を始めていたのだ。するとどうなるか。

　橋の欄らん干かんから飛ぶバンジージャンプの亜あ種しゆとして、巨きよ大だいなスイングがある。真下に落ちるのではなく、ブランコのように橋の下を潜くぐって反対側へ流れていくといったものだ。

　同じ事が起きた。

　３Ａとブラッドサインを通して体を支えられたクロードとが、真下に落ちるのではなく大きく回ったのだ。駐ちゆう車しや場じようの真裏へ逆さに張り付くように。

「まだだ。テメェで売ったケンカだろうが、簡単に背中を見せるなよ」

　これでは仕切り直しどころではない。

　急激な重力の変化に振ふり回まわされた恭きよう介すけは足から着地する事もできず、背中からまともに落ちた。ビヨンデッタもミニ浴衣ゆかたから黒いニーソックスに包まれた太ふと股ももを大きくさらけ出している。もはや身を起こすよりも早く仰あお向むけのままブラッドサインを突つき出だして『白しろ棘とげ』を送り出し、恭きよう介すけはかろうじて新たに生まれた『薔薇ばら』の塊かたまりを砕くだく。コスト差10、致ち命めい的てきな開きを回かい避ひする。

（……これは、モノレールですか？）

　セクルティティの言う通りだった。

　無意識に複雑な計算を遂とげて『白しろ棘とげ』をコントロールしてから、恭きよう介すけの認にん識しきが遅おくれて現状を確かく認にんしていた。そこはただ壊こわれた陸橋部分の裏側という訳ではない。鉄道だった。無数のコンテナやタンクが並ぶ貨物用モノレールの腹へと落ちていたのだ。七夕フェアに合わせてか、デフォルメされた織おり姫ひめや彦ひこ星ぼしなどが描えがかれている。

　上下逆さまの世界。体感的には走る列車の屋根に乗るような格好で、恭きよう介すけ達たちの戦せん闘とうが再開する。被召物マテリアルが次々と錬れん成せいして巨きよ大だいに強きよう靭じんに形を変えるたびに、その一いち撃げき一いち撃げきが重みを増していく。

　金属のコンテナは容易たやすく裂さけ、流ながれ弾だまが後方に追従する円えん筒とう形けいのタンクを突つき破やぶって大だい爆ばく発はつを起こす。重力が逆転しているのは防護円で守られた召しよう喚かん師しと被召物マテリアルだけだ。砕くだけ散ちった鋼はがねの残ざん骸がいは鋭するどいギターピックの豪ごう雨うとなって眼下の海へと流れていく。

（っ、運転士は!?）

「いや、大だい丈じよう夫ぶそうだ。トイドリーム35の貨物列車だから、おそらく自動運転だろう」

　恭きよう介すけの呟つぶやきに応じたのは、むしろ敵対するクロードの方だった。

「ちえ。爆ばく発はつ起きてんのに列車が停とまる気配はねえな。いいや、最初に足場ぶっ壊こわした時に管制命令信号用の有線ケーブルが千切れたのかな。これだから自動運転ってヤツは。あるいは、励起手榴弾インセンスグレネード使っていると召しよう喚かん師しや被召物マテリアルはカメラやセンサーに映らねえってのも影えい響きようしてんのかも」

「……？」

「リミットは一〇分だってのに、魅みせてくれるねえ」

　クロードが舌打ちして言った直後だった。

　ゴォ!!　と景色が一辺した。周囲に広がる海や空が消失した。トンネル、いいや屋内に入ったのだ、と気づいた時には、すでに状じよう況きようは致ち命めい的てきなところまで来ていた。

「貨物ターミナル駅……お客様!?」

　ビヨンデッタが何か言う前に、全てが爆ばく発はつした。

（……ッッッ!!!???）

　もはやセクルティティの声もない。まず爆ばく発はつ炎えん上じようしたタンクを引きずったまま制せい御ぎよ不ふ能のうに陥おちいった貨物列車がターミナル駅に突つっ込こんで木こっ端ぱ微み塵じんになった。そして大量の化学薬品と炎ほのおを四方八方に撒まき散ちらされ、駅構内でお行ぎよう儀ぎ良く待機していた他の貨物列車にも火が回る。あっという間に誘ゆう爆ばくが連れん鎖さしていく。

（王の墓に、よりにもよって火を放つとは!!）

　基本的に無む人じん制せい御ぎよの貨物列車だった、というのが不幸中の幸いだっただろう。

　そして防護円で守られた召しよう喚かん師しやこの世ならざる被召物マテリアルと化した依より代しろには、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくも関係ない。

　クロードの足場を基準に展開された人じん工こう霊れい場じよう、その床ゆかに足を着けた恭きよう介すけ達たちが気に留とめるべきは、

「っ!!」

　爆ばく発はつで一つ数十トンもあるコンテナやタンク車両が嵐あらしに流れる紙箱のように舞まい飛とぶ。大きく転がる。それさえも召しよう喚かん師し達たちにとっては『白しろ棘とげ』や『花弁』を反射させるための地形エフェクトでしかない。渦うず巻まく炎ほのおが蜃しん気き楼ろうを生み、噴ふき荒あれる黒こく煙えんが視界を塞ふさいだとしても、やるべき事は変わらない。

　相手よりも早く、相手よりも多く、相手よりも強く。

　打ち終わって消えるべき『白しろ棘とげ』をその場で高速スピンさせる事で生かし続け、続く自じ弾だんで再び叩たたき出だして一いつ気き呵か成せいに大量の『花弁』をスポットへ投じていくクロードに対し、恭きよう介すけとビヨンデッタがやるべきは、まずクロード側からの妨ぼう害がいを受けない事だった。誰だれが何と言おうが単純な人数差ならこちらが勝っている。第一段階で妨ぼう害がいさえ受けなければ、クロードが変わり種の戦術を使ってこようが差は広げられない。こちらが競せり勝かつ。

　救済と復ふく讐しゆう。

　今はもう二つの道は分かたれようが、恭きよう介すけとビヨンデッタは共に息を合わせて動いた。個々バラバラに、複数の方向からクロードを囲むのではない。恭きよう介すけがビヨンデッタの、ビヨンデッタが恭きよう介すけの、それぞれの『白しろ棘とげ』を打うち抜ぬき乱反射させる事で、生物的なうねりを加える。クロード側のロックから逃にげ回まわりつつ、掠かすめ取とるように『花弁』をスポットへ放ほうり込こんでいく。

　セクルティティからの疑問の響ひびきがあった。

（？　あれは……？）

　その内に変化があったのだ。

　もちろん恭きよう介すけ、ビヨンデッタ、クロードの被召物マテリアルはこうしている今も数秒単位で複雑な錬れん成せいを繰くり返かえしており、クロードからの妨ぼう害がいを回かい避ひする事でじりじりと差を詰つめつつある。だがそれとは別の変化であった。

（そうか、そうです）

　セクルティティの言葉が続く。

（彼かの女じよは召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦せん闘とうに関わっているものの、あくまで防護円の外にいる存在です。クロードと契けい約やくしている依より代しろは猛もう禽きんであって彼かの女じよじゃない。つまり……）

　３Ａ。

　失った右みぎ腕うでの代わりにブラッドサインの照準合わせの役を負った小さな少女だが、彼かの女じよはあくまで防護円の恩おん恵けいを得られない。屋内貨物ターミナルは多数のコンテナやタンクが誘ゆう爆ばくを繰くり返かえし、灼しやく熱ねつの炎ほのおや黒こく煙えんに包まれている状態だ。３Ａの名前の通り相そう当とう過か酷こくな強化を施ほどこしているだろうが、それでも耐たえられるものではない。雪の精のように冷れい徹てつだった少女の顔いっぱいに汗あせが浮うかび、まるで焼けた鉄板の上で氷の塊かたまりが融とけていくかのようだった。

「にひ☆　そういう事なら」

「ダメだビヨンデッタ、待て!!」

　彼かの女じよの銀製ブラッドサインはボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆうとしても機能する。『白しろ棘とげ』を打ち出しながらも構えや重心がわずかに変わりつつあるのを見て、恭きよう介すけは慌あわてて叫さけぶ。

「クロード、その子は長くは保たないぞ。ブラッドサインを捨てて、わざと撃げき破はされれば今すぐ手打ちにする。僕ぼく達たちの用件は『創設者のギャラリー』と『白き女王』だ。あなた達たちに恨うらみがある訳ではないのだが!!」

「……、───」

　金きん髪ぱつの男の片方しかない瞳ひとみが、わずかに揺ゆらいだようにも見えた。

　だが決断には至らない。

　彼かれは彼かれでブラッドサイン下か端たん近くにあるグリップを、もう一度強く握にぎり締しめてから、

「３Ａ」

「はい」

「できるところまでで良いい、気張れ。無理なら俺おれを切り捨てて逃にげろ。人じん工こう霊れい場じように囚とらわれていようが何だろうが、地面を破は壊かいすればいったん仕切り直しになる。真下の地面に足を着けず空中での体たい捌さばきでしのいで逃にげるんだ。反はん撃げきの機会を待て」

「了りよう解かいしました」

（くっ……ここまで来て、まだ動きを止めませんか……!!）

　それで、城しろ山やま恭きよう介すけの中の温度が単純な怒いかりで上がるのではなく、むしろ冷れい徹てつに一段下がった。

　クロードはクロードの流りゆう儀ぎを貫つらぬき、少女の寿じゆ命みようを自分の都合で削けずり倒たおすと宣言した。あるいは、彼かれの魂たましいを摑つかんで離はなさない『白き女王』のために。ならばこちらも流りゆう儀ぎに従う。人の命を救う。それ以外の全てを頭の外へと放り捨てる。

（どうするのです、城しろ山やま恭きよう介すけ！）

　一言だった。

「セクルティティ」

　ドゴァッ!!　と。爆ばく音おんと共に恭きよう介すけとクロードの間を繫つなげる床ゆか一いち面めんが崩ほう落らくした。ただし今度はビヨンデッタのように、足場を変えての仕切り直しを図はかるためではない。召しよう喚かん師しや依より代しろは超ちよう常じようを自在に操あやつって攻こう撃げきに転化するが、あくまで戦っている土台の部分は真っ当な物理法則が支配する普ふ通つうの世界だ。

　欲ほつしているのは一つ。




　大量の酸素。

　外から呼よび込こんだ基本的な元素が、屋内ターミナルの炎ほのおを一気に活性化させる。




　ほとんど爆ばく発はつと呼んでも良い勢いだった。

　バックドラフトにも似て、炎ほのおと衝しよう撃げき波はが一いつ斉せいに屋内空間を蹂じゆう躙りんしていく。いいや、何より酸素。外から大量に誘さそい込こんだとはいえ、その全てが燃ねん焼しように使われてしまえば、結けつ果かとして空間全ぜん体たいの酸素量は欠けつ乏ぼうへと向かっていく。

　恭きよう介すけは良いい、ビヨンデッタは良いい、クロードは良いい。

　だが、防護円の恩おん恵けいを受けない３Ａはどうなる？

「お利口さんの口を利きいておきながら、良くやってくれるぜ!!」

「僕ぼくは人の命を最優先する。それ以外はどうだって良い。たとえここで人が倒たおれようとも、再起可能な状態で再び目を覚ますなら、他はどうだって」

　くらり、と雪の精のような少女の頭が揺ゆらいだ。

　彼かの女じよはゆっくりと首を横に振ふって、

「……大だい、丈じよう夫ぶ。です」

　いや、振ふろうとした。

「私は、３Ａ。主人と決めた者の、命を、ちゅうじつに……」

　だが自分で作った勢いに負けるように、その小さすぎる体が横へと崩くずれていく。ブラッドサインの先せん端たん近くに絡からめていた人差し指と中指もまた、離はなれていく。

「……、」

　クロード＝マゼンタレインはブラッドサインの制せい御ぎよを失う。

　眼帯の男はここまで来て、思い出す。




　……本当に助けを必要とする人間は、もはや『たすけて』なんぞと口に出す力さえ残されていない。




　初めて３Ａと会った時もそうだったではないか。古い馴な染じみがドクトルＳだとか名前を変えて暗あん躍やくしているというから挨あい拶さつ回まわりに来たというのに拠きよ点てんの高層ビルには当人はおらず、代わりにこの少女と機械的にかち合った時もそうだったではないか。

　励起手榴弾インセンスグレネードを投げて被召物マテリアルを呼び出せば殺せた。

　だけどそうしなかった。

　躊躇ためらった結けつ果か、少女の刃やいばは急所を庇かばったクロードの右みぎ腕うでへ深々と突つき刺ささり、そして利きき腕うでを丸ごと失う羽目になった。だけどその時確かに彼かれは見たのだ。何より衝しよう撃げきを受けていたのは、殺されるべき場面で殺されず、逆に相手を傷つけてしまった３Ａ自じ身しんだったのだと。

　震ふるえる疑問の声を発する少女に、彼かれはこう言ったはずではないか。

『……ったりめえだろ。本当に助けを必要とする人間は、もはや「たすけて」なんぞと口に出す力さえ残されちゃいねえんだよ』

　痛みなんかどうでも良かった。利きき腕うでを失う恐きよう怖ふもどこかへ行っていた。

　それよりまず伝えなくてはならないと思ったのは何だった？

『仕方がねえから俺おれがテメェを助けてやる。今さら刃やいばを手放す事はできなくても、せめて殺すための刃やいばを別のために使えるようにはしてやるよ。なあに、そんなに難しい事じゃあねえ。自分にはこれしかできないと思って可能性を狭せばめちまうからかえって縛しばられるんだ。自分には絶対に似合わないと考える事に手を伸のばして、もっとテメェの世界ってのを広げてみろ。そうだな、例えば、ぬいぐるみとかマスコットとかから始めてみても良い。刃やいば以外の感かん触しよくだって、握にぎってみれば悪いもんじゃないさ』

（なるほど、ね……）

　ブラッドサインの支えを失ったクロードは、自じ嘲ちように笑う。

　この土ど壇たん場ばに来て、まだ『たすけて』とは言えなかったか。それでいて、殺すための刃やいばを捨ててでもクロードを勝たせようと歯を食いしばってくれたか。できる所までで良いいと、負けそうになったら召しよう喚かん師しを捨てて闇やみに紛まぎれ、暗殺者としての刃やいばを磨みがいて反はん撃げきや救出の機会を待てと、そういう選せん択たく肢しも残しておいたのに。

（……やっぱり、まだまだ。手のかかるガキだなあ）




　そして城しろ山やま恭きよう介すけは、いかなる理由があろうとも人の命を粗そ末まつに扱あつかう者に躊ちゆう躇ちよはしない。




　時間の流れが戻もどる。

　ドカカッ!!　と『白しろ棘とげ』が複雑に反射した。

　呼び出されたのは『神しん格かく級きゆう』。音域低音、コスト６。ギリシア神話における三つの顔を持つ女め神がみにして、あらゆる魔ま女じよ達たちの始祖。月、夜、冥めい界かいの支配者にして、何より女性に力を与あたえて身を守る力を授さずける女め神がみが今、敵対する召しよう喚かん師しへ牙きばを剝むく。




　　　　９




『ええ、こちらは現場となりますＰ区画貨物モノレール用屋内ターミナル前です。モノレール自じ体たいは無む人じん制せい御ぎよですので人じん的てき被ひ害がいはありませんが、煙けむりの一部が隣となりの旅りよ客かくターミナルや連結する駅ビルなどにも流ながれ込こんだ事で、現場は一時騒そう然ぜんとした空気となりました。また、今回の大規模な火災がトイドリーム35全ぜん体たいで開かい催さいされている七夕天体観測フェアへどう影えい響きようを与あたえるのかは未知数ですが、日にち没ぼつまでには鎮ちん火かできるとの見み込こみもあり……』

　テレビ局のレポーター、にも聞こえるが、その手に専門的なカメラはない。おそらくスマホとネットを駆く使しして動画サイトで活かつ躍やくするネット記者か何かだろう。記者クラブにも報道各社にも属していないのだから、頭に自じ称しようとつけなくてはならないが。

　とにかくそんな声を耳にしつつ、恭きよう介すけ達たちはスタッフ用の扉とびらを開けて裏から裏へと回っていく。被召物マテリアルに依い存ぞんする防護円が解除されてしまえば召しよう喚かん師しもただの人間なので、炎ほのおや煙けむりに巻まかれればダウンする。火災現場に無理して留とどまっても良い事は何もない。

　表から堂々と出られないのは、火を放った張本人であるという他に、単純に今の出いで立たちが目立ち過ぎるというのもあった。何しろ忘ぼう我がの状態になった眼帯に隻せき腕わんの大男（鳥つき）と酸素欠けつ乏ぼうで意識を失った雪の精を抱かかえ、さらに傍かたわらには浴衣ゆかたを脱ぬぎ捨すてて全ぜん裸ら包帯とＹ字のレース地の飾かざり布ぬののみとなった褐かつ色しよくの少女まで控ひかえている。でもってトドメにビヨンデッタは全身に白い大だい蛇じやを巻いてとことん邪じや悪あくなのだった。まともな人間が一人もいない。これでは目立ち過ぎる。召しよう喚かん師しや依より代しろは一いつ般ぱん人じんの視界から外れると認にん識しきされなくなるとはいえ、常にカメラと生身の視界をワンセットで振ふり回まわし、全世界にネット中ちゆう継けいしているような輩やからの前へ出たいとは思わない。

　その花魁おいらん風ミニ浴衣ゆかたの悪あく魔まは気絶した少女の薄うすい胸むな元もとへ躊ちゆう躇ちよなく手を差し入れて、

「おっ、『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』ゲットです」

　三〇カラットのダイヤが嵌はまった銀の鍵かぎを恭きよう介すけの方へ軽く放り投げた。片手で受け取った少年は、

「……鍵かぎと古地図。これでやっとの振ふり出だしか。でもようやく博物誌の欠番に手を伸のばせる」

　何だか地ち球きゆう儀ぎをぐるりと一周回した気分だった。立っている場所は同じでも、かかった時間が違ちがい過ぎる。アザリアにクロード。次から次へと横よこ槍やりが入ったおかげで、とことんまで徒労の感が強かった。だがこれで『創設者のギャラリー』と博物誌の欠番への道は開いた。

　と、そこで黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティが眉まゆをひそめた。

「鍵かぎだけ、ですか？　宝箱の方はどうしたのでしょう」

「ビヨンデッタ」

「知りませんよう。この子のワンピースん中、見た目と違ちがって刃は物ものだらけ。自分の体重より鋼はがねの重さの方が大きいくらいなんじゃないですかね。だけどそれっぽいものはナシ。そっちのおっさんの方はどうなんです？　あちこちもぞもぞしてみました？」

「これくらいだ」

　恭きよう介すけが指で弾はじいてビヨンデッタの方へ飛ばしたのは、切手の四分の一程度のサイズのマイクロメモリだった。

「ちなみにどこに？」

「眼帯の裏。僕ぼくのスマホだと規格が合わない。暗あん号ごう解かい析せき頼たのむ」

　言われた通りにビヨンデッタが自前のスマホのスロットにマイクロメモリを挿さし込こむのを横目で見ながら、恭きよう介すけは思案する。

「想像以上に堅かたかったらどうします？」

「解除方法含ふくめて、洗いざらい本人に直接聞けば良いさ」

　大した問題ではない。敗北者状態となった人間は噓うそをつけないため、本人に直接尋たずねれば隠かくし場ば所しよも金庫の番号も全てパスできる。唯ゆい一いつの例外は『瓶びんに詰つめて海に流したから後は知らない』といったランダム要素を含ふくむケースだが、今回の『創設者のギャラリー』や博物誌の欠番に繫つながるヒントを、そういう自分でも回収不能な扱あつかいにするとはとても思えない。

　と、そこまで合理的な事を考えた恭きよう介すけが、ふとスタッフ用の通路で立ち止まった。

「どうしたんですか、お客様……？」

「いや」

　否定したかった。

　だがどうしても、ある可能性が頭をちらついて離はなれない。

『黄金の宝箱』はどこへ行った。この感覚はアザリアの時にもなかったか。てっきりアザリアとクロードは繫つながっているかと思っていたのに、そうではなかった。まさか、いや、今回も？　クロードと『白き女王』が繫つながっていなかったとしたら、何がどうなる？

　彼かの女じよ自じ身しん言っていた。『このゲームに交ぜて欲ほしい』と。そしてその参加資格として『黄金の宝箱』を奪うばっていくと。最初から二人が繫つながっていれば、そんなまどろっこしい事をする必要はない。どっちみち恭きよう介すけは『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』に用はあるのだから、『白き女王』がわざわざ新しい参加チケットを取りに来る必要はないのだ。

　そもそも、クロードが『創設者のギャラリー』を追い求める理由も謎なぞだった。

　あの過去を共有している彼かれが『白き女王』に目が眩くらむ、というのもイメージできなかった。そこまで人は変わってしまうものなのかと、無理に納なつ得とくしようとした。

　だけど、そうではなかったとしたら？

　ピッ、という軽い電子音があった。

「お客様」

　ビヨンデッタが自前のスマホを軽く振ふる。どうやらクロードの眼帯の裏にあったマイクロメモリの暗あん号ごう解かい析せきが無事に終わったらしい。

「思った通り、人体の保存や人形の製造に関する技ぎ術じゆつ情じよう報ほうの寄せ集めですね。ほんとに古今東西良くやるにゃあ」

「いや、でも……ちょっと待て。何だこれ」

　ピグマリオン、水すい晶しようドクロ、即そく身しん仏ぶつ、ジャンヌダルクの心臓……。確かに技ぎ術じゆつ蒐しゆう集しゆう自じ体たいはしているものの、付け足されたテキストにはそれだけでは説明のつかない一文がある。

『拡かく散さん状じよう況きようＤ。オリジナルを潰つぶすだけで問題なし』

『拡かく散さん状じよう況きようＣ。写本が拡散済み。出版社を名乗る魔ま術じゆつ結けつ社しやを叩たたく必要あり』

『拡かく散さん状じよう況きようＡ。終息不能。ネットを通して間ま違ちがった伝承を広め、希き釈しやくするしかない』

「……ええと、むしろ自分の手で探し回った技ぎ術じゆつ情じよう報ほうをわざわざ抹まつ消しようにかかっているん、ですかね？　でも何のために。自分一人での女王の独どく占せんを企き図としていた？？？」

「そうでなければ、セキュリティソフトの定義ファイルと同じだ。世界にまだ危険な情報がないかを調べるため、敢あえて照らし合わせるためのソースを手元に確保していた。全てを消去したと判断できた時、最後の最後に眼帯を破は壊かいする事で、真しんに世界から問題の技ぎ術じゆつ情じよう報ほうを抹まつ消しよう完かん了りようさせるために」

「ですから全ぜん体たい的てきに何のために？」

　言うまでもなく、ここでの人形は人造の依より代しろだ。それも基幹構造に博物誌の欠番を組くみ込こみ、『白き女王』の魂たましいを永続的に現世に留とどめる特別製の。

　それを、奪うばう。

　世界から抹まつ消しようする。

「……まさか……」

「？」

「まさか逆だったのか？　クロードは『白き女王』を呼び出すために戦っていたのではない。『白き女王』を呼び出す方法を消し去る事で、間接的に『白き女王』がこの世に現れるのを防ぐ、いいやいっそ締しめ出だそうとしていた……？」

　実際には、あの女王が既き存そんのリンクを絶たれた程度で現世を、いいや城しろ山やま恭きよう介すけを諦あきらめるかどうかは未知数だ。世界の理ことわりを丸ごとねじ伏ふせて従わせる女王の事だ、必要とあらば一九九九年に発見された『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』同様に、全く新しいルールや定義を丸ごとドカンと作って投なげ込こみかねない。

　それどころか、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの可能性を潰つぶす事は、『白き女王』に対たい抗こうするための術すべを、可能性を、自ら放ほう棄きしてしまう事にも繫つながりかねない。危険ではあるが、諸もろ刃はの剣けんでもあるのだ。自分の手を切らないよう折ってしまう事が、結けつ果かとして身を守る術すべを失ってしまう時もある。

　だけど、だ。

　クロード＝マゼンタレインからしたら、今回の事件はどういう風に映っていた？

　アザリア＝マゼンタレインと城しろ山やま恭きよう介すけ。

　自分が関わった子供達が、『創設者のギャラリー』や博物誌の欠番という単語を軸じくに殺し合いも辞さない勢いでいがみ合っている。




　ただ、それを……取り上げるだけのつもりだったとしたら？

　彼かれは敵ではなかったというのか？？？




　かつん、という足音があった。

　真後ろからだった。

　恭きよう介すけの中で心臓が一回り小さくなる。かつての恐きよう怖ふを思い出す。アザリアの時にはここで『白き女王』がやってきた。そして全てを奪うばわれた。だが召しよう喚かん師しにとって恐きよう怖ふは糧かてだ。まだそんな方法があったのかと喜んで吸収するべき場面だ。だから恭きよう介すけはもう取り乱さない。たとえ振ふり返かえった先に純白の邪じや悪あくが待っていようとも、この局面を絶対に切きり抜ぬける。切きり抜ぬけられる。

　そう思って振ふり返かえった少年だったが。

　そこで待っていたのはあまりに予想外だった。

「な……」

　ひょっとしたら、ビヨンデッタやセクルティティには、その驚おどろきは理解できなかったかもしれない。何しろ伝説だけが独り歩きしていて、その実像を目で見て捉とらえる事のできた人物はかえって少ないくらいなのだから。

『白き女王』は一体誰と繫がっていたのか。

　これで答えが出た。

「何で……あなたが生きているんだ……？」

　呆ぼう然ぜんと、クロードとかち合った時とは違ちがったニュアンスで、恭きよう介すけは呟つぶやいていた。

　相手はこちらへ近づいてくる。

　長大なブラッドサインのシルエットを肩かたに担かつぎ、傍かたわらに肉感的な依より代しろの美女を携たずさえて。

　かつてあの場所には、恭きよう介すけの良く知る別の女性が佇たたずんでいた。

　大おお型がた動物用のケージで管理され、まるで物のような扱あつかいを強要されていた。

　その男は『女王の箱庭』の件の後に『ガバメント』を席せつ巻けんし、その全てを吸きゆう収しゆう併へい合ごうさせた暴ぼう虐ぎやくの王。正義という言葉をこの上なく自分好みに変へん換かんして世界へ押おし付つける最強最悪の召しよう喚かん師し。三つの勢力を渡わたり歩あるき、数多あまたのアワードを喰くい散らかし、ついには一〇〇〇の壁かべを越こえてこちらと向こうの所しよ属ぞくを入いれ替かえようというまさに寸前で……一人の女性に背中を刺さされて夢が潰ついえたはずの、一つの伝説を摑つかみ損そこねたその男。

　そして城しろ山やま恭きよう介すけは叫さけんでいた。




「エルヴァスト＝トイドリーム……、『１０００を超える者サウザンドイーター』!?」




　声に。

　極悪は、たった一度だけ口を開いた。

　短く。

「一秒で終わらせてやる」
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　そして。

　Ｃ区画、中ちゆう華か街がいに居を構える古道具店のカウンターにて。

　改造チャイナドレスで妖よう艶えんな肢し体たいを包む、依より代しろの道を自らの手で捨てたはずの女性。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは、正しよう体たい不ふ明めいの悪お寒かんにぶるりと背筋を震ふるわせていた。
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[image: ステージ 04　最強の召喚師は人の世に酔いしれる]
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　城しろ山やま恭きよう介すけの意識は、何かふわふわとした柔やわらかいものに包まれていた。それはとても滑なめらかで、弾だん力りよくに富み、暖かくて、良いい匂においがして。とにかく居い心地ごこちが良く、いつまでもそうしていたい誘ゆう惑わくに駆かられる。しかし同時に、その快にはどこか後先を考えない危あやうさが含ふくまれているような気がした。そう、たとえるなら、ありったけのバターの塊かたまりにむしゃぶりついているのにも似た、体の健康など一いつ切さい考えない濃のう密みつ極きわまる経験値。

　そしてどこかで声が聞こえた。




　むぎゅー☆　まあ。あにうえったらそんな一心不乱にがっついて、まるで赤ちゃんみたいでございますわ。うふふ、ほーら指先ちゅぱちゅぱー。あはは！　離り乳にゆう食しよくを指の腹に載のせるだけであにうえったらこんなに!!　ほーらほらほら好きなだけありまちゅから慌あわてないでくだちゃいねー、うふふ。ああ、こんな天国が二四時間だけだなんてもったいない……。次はどこへ離り乳にゆう食しよくを載のせてみようかしら。足の指？　それともおへそ？　うふふふふふふふふ。




「うぐォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?　はあー、はあーっ!?　あっ、あああああああああああああああ!?　何だ今のっ、何だァ!?　夢ェェェええええええ!!!???」

　びくーん!!　と全力で飛び上がるように身を起こすと、そこは愛あい歌かの高級マンションの一室であった。自分はベッドの上、時刻は夕暮れ時。一いつ瞬しゆん本当にどうしようもない悪夢を見ていたのかとも思ったが、何かがおかしい。

　傍かたわらには浴衣ゆかた姿すがたのビヨンデッタがいた。彼かの女じよは沈ちん痛つうな顔で首を横に振ふっていた。

　そして言った。

「七月七日の午後四時半……。つまり、丸一日以上経たっています、お客様」

　意味するところは明白であった。

　突とつ如じよとして現れたエルヴァスト＝トイドリームに敗北した。『白き女王』と繫つながった男に。そこからの空白の二四時間。外部からの刺し激げきに一いつ切さい抗あらがえないまま、城しろ山やま恭きよう介すけの身に何が起こったのか。

　ボロボロボロボロ、と無言のまま大おお粒つぶの涙なみだをこぼす恭きよう介すけを、花魁おいらん風ミニ浴衣にニーソックスの優やさしいお姉ちゃんが胸の辺りで抱だき寄よせてくれた。

「おっ、おおおおおお、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……」

「おーよしよし、さぞかし壮そう絶ぜつな死し闘とうがあった事でしょう。あの『白き女王』の目の前に敗北状態のまんま放り出されて二四時間とかおっかない。おっかなすぎる。今日だけは仕事抜ぬきでいきましょう、存分にお姉ちゃんに甘あまえなさい」

　自由意志が死んでる。

　完全に真っ白な灰となったままベッドの上で為なすがままにされている恭きよう介すけだったが、そこへ横合いから奇き妙みような声が飛んできた。

『ふ、うふふ。うふふふふ。あのクロードお兄様が、完全無欠のお兄様が！　こんなにも無防備な雛ひな鳥どりのように口を開けてあそばせるだなんて。ほらほらあーんして、あーん☆』

『いけませんお嬢じよう様さま。嬉うれしいのは分かりますがそれ以上与あたえては食べ過ぎでございます。ほっほ、それにしてもあのやんちゃ坊ぼう主ずがこうも素す直なおになるとは意外なものですな』

『……そういうジジィがわんこそばトラップでアザリアに追加の生ハムメロンをパスしまくるからいつまで経たっても終わらないんでしょう。やれやれ』

　敗北者状態は二四時間『以上』……つまり個人差があって一律ではない。ヤツはまだ夢の中のようであった。

　ぶるぶるぶるぶるぶるぶる……ともう一度恭きよう介すけがマナーモードのように振しん動どうし始めた。

　自分もあんな風になっていたかもしれない、と重ね合わせているのだろう。

「まったくどっちを見回しても目の毒だなこりゃ。ほらほら恭介ちゃん、お姉ちゃんについていらっしゃい。一いつ緒しよに怖こわいのがない所へ行きましょう？　悪いようにはしませんから」

　恭きよう介すけは優やさしい姉に導かれるままにマンションの屋上へ向かっていた。そこはオレンジ色の光に包まれた緑みどり溢あふれる庭園だ。元々は愛あい歌かが自前で用意したものだろう。ビーチチェアとパラソルを見つけたビヨンデッタが、そのまま人生の迷子になった恭きよう介すけを連れて行ってくれる。

　ビーチチェアの上で再び頭を撫なでられ、優やさしく抱だき止とめられながら、恭きよう介すけはこれまであった事を思い出そうとするが、やはり上手うまくいかない。

「今は無理して傷を広げる必要はありませんわ。甘あまいものでも飲んで気を落ち着けなさい、恭きよう介すけちゃん」

　サイドテーブルにあった飲み物を受け取り、驚おどろくほど素す直なおにストローを口で咥くわえる恭きよう介すけ。

　そして一口でむせた。

「ぶはっ!!　ほんとに甘あまい!!」

「くすくす。お姉ちゃん特製の練乳はちみつメープルミルクのお味はいかが？　少しは元気が出たようで何よりです」

　ビヨンデッタは恭きよう介すけからグラスを取り上げると、片手を彼かれの腕うでに回したまま体重を横に倒たおした。二人してビーチチェアに寝ねそべって、添そい寝ねに近い格好になる。

　言われてみれば、高い所も、そこから見る夕暮れも、みんなあの頃ころと同じだった。

『女王の箱庭』。そんな中でも幸せだった頃ころの記き憶おくと。

　サイドテーブルに彼かの女じよ好みのドリンクがあったという事は、ビヨンデッタは恭きよう介すけよりも先に目を覚ましており、事態に気づいて、こうなる事を予見して諸もろ々もろの準備を進めておいてくれたのだろう。

　まず大量の抗こう生せい物ぶつ質しつを口の中に放ほうり込こんでからストローを使って自分の喉のどを潤うるおし、災さい厄やくに見み舞まわれた弟の頭を片かた腕うでで抱だき寄よせて、ビヨンデッタは少年の耳元でこう囁ささやいた。

「かさぶたを一気にめくる必要はありません。自分の速度に合わせて、少しずつ。ね？　できるでしょう、恭きよう介すけちゃん」

「ああ……」

　それでも頭の中は混乱しっ放しだ。

　完全な思考停止状態から、少しずつでもほぐしていくしかない。絡からまりに絡からまった複数の糸を、一本一本選より分わけていくように。

（『ガバメント』アワード１０００……エルヴァスト＝トイドリーム）

　思い出そうとして、頭が拒きよ絶ぜつする。

　それでも無理にこじ開け、恭きよう介すけは先に進む。

　破格であった。

『白しろ棘とげ』の扱あつかいが上手うまいとか、被召物マテリアルから被召物マテリアルへ繫つなげる三みつ巴どもえの対応パターンがずば抜ぬけているとか、辺りの地形を把は握あくして戦術に組くみ込こむのが鮮あざやかだとか、もうそんな次元ではない。

　一いち撃げき。

　最初の一発。

『白しろ棘とげ』を使って立方体の『薔薇ばら』を砕くだき、無数の『花弁』をスポットに投じる第一手。どうやったってここだけはランダム要素が絡からむし、召しよう喚かん師しが最初に錬れん成せいするのはゼリー状のコスト１、『始祖シリーズ』だ。ここだけは曲げられない。

　だっていうのに、いきなりだった。




　最初の一打で、いきなり『白き女王』が出た。




　そりゃあ、確かに。

　ホールインワンみたいな奇き跡せきが起きる可能性はある。通常、未み踏とう級きゆうは規き定てい級きゆうを一〇〇体、神しん格かく級きゆうを五〇体呼び出した末に到とう達たつする難業だ。『白き女王』は頂点の中の頂点だから、さらに未み踏とう級きゆうをこねくり回して上へ上へと目指した果てにある。だが一方で、ダイレクトに呼び出す方法もあるのだ。一字一句、スポットに単語を入れる順番すら合わせて名前を並べていけば、そういう面めん倒どうなプロセスを省いていきなり未み踏とう級きゆうを呼び出す事は、できる。

　だけど実戦でそんな机き上じようの空くう論ろんを実現できる見み込こみは限りなくゼロに近い。

　まして、ランダム要素が極きわめて強い最初の一打で完かん璧ぺきに成なし遂とげる、など。

　あれを狙ねらって出せるとしたら、何だ？

　相手は最強の運でも振ふり回まわしているとでも言うのか。

　それとも……。

（何にしたって、『白き女王』は出てきた時点で勝負が決まってしまう。第一打であれが出てくるようなら、こちらには対策の立てようがない。どんな召しよう喚かん師しだろうが、いいや七〇億人がブラッドサインを構えて一いつ斉せいに立ち向かおうが、あの捕ほ食しよく者しやは無視して喰くらい尽つくすとでも言うのか……）

「ぶ」

「ぶ？」

「ぶよんべったは、お前達たちは、大だい丈じよう夫ぶだった……？」

　人様の大きな胸に顔突つっ込こんだままだからか、若じやつ干かんくぐもった声で恭きよう介すけが尋たずねると、屋上のビーチチェアに寝ねそべる浴衣ゆかたの悪あく魔まはそんな彼かれの頭の上に細い顎あごを置き、不思議そうな顔をして、

「それが全く大だい丈じよう夫ぶだったみたいなんですよねえ。まあ、私も敗北状態だったから自分の記き憶おくはひどくあやふやですけど、あの後すぐに冥めい乃の河かわ姉し妹まいに回収されたとかで。あの時、向かってきた野や郎ろうは男でしたよね？　好き放題どんな命令でもできるっていうなら相当ゲスい展開になってもおかしくなかったはずなんですけど」

「……？」

　ようやっと、疑問が堕だ落らくと絶望の底に落ち続ける彼かれの精神に楔くさびを打った。恭きよう介すけはビヨンデッタの肩かたを摑つかんで、抱だかれ続つづける状態から引ひき剝はがしつつ、

「蓮れん華げと彼ひ岸がんが？」

「お客様の言い分が正しければ、相手は三大勢力渡わたり歩あるいてのアワード１０００。三〇〇番台の彼かの女じよ達たちにどうこうできる相手とは思えないんですけどねえ」

「そうだっ、セクルティティはどうなった」

「そちらも全くの無傷です。連れ去られてもいませんし。まあ、用件が古地図だけというのなら、背中一面をデジカメで撮さつ影えいするだけで事足りるのかもしれませんけど」

「……、」

「ちなみに『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』は見当たりません。元々お客様が手にしたまま連れ去られたので無理もないかもしれませんが……ええと、エルヴァストなる人物も『創設者のギャラリー』を求めている、という事になるんですかねえ？　女王の人形もうろついているようですし、やっぱり目的は博物誌の欠番なんでしょうか」

　それにしたって、意味が分からない。

『白き女王』が恭きよう介すけ『だけ』に固こ執しつするなら理解できる。だがエルヴァスト＝トイドリームは？　背中一面の写真を撮とれば事足りる。だからどうした、そんなものあの男がセクルティティに配はい慮りよをする理由なんかになるか。そもそもあいつは『白き女王』を呼び出して一体何をしようとしている。わざわざ博物誌の欠番など手に入れておかしな人形を作らなくたって、最初からただの一手で女王を呼び出せるのに。

（複数の方ほう式しきを押おさえる事で、より完全確実に『白き女王』を自前の戦術に組くみ込こめるよう地じ盤ばんを固めているとでも？　違ちがうか、あの男がそもそも失敗を恐おそれるビジョンが想像できない）

　いいや、そういう本道でなかったとしても、あの我が欲よくに忠実な男が寄り道を一いつ切さいしなかったのは何故なぜだ。ビヨンデッタ、セクルティティ、何だったら３Ａだって。かつて依より代しろの女性を力ずくで押おさえつけ、動物用のケージに閉とじ込こめて管理するのが当たり前だとしてきたあの男が、ここにきて紳しん士しの顔でブレーキをかける理由が……。

「……、待てよ」

「お客様？」

　恭きよう介すけの頭から胃い袋ぶくろへ、重く冷たいものが落ちていくような気がした。

　きっとその『答え』は、伝説をその目で見てきた者にしか導き出せない。エルヴァスト＝トイドリームという男の本ほん性しようを肌はだで感じてきた者にしか。ヤツは世界人口七〇億人を制圧するのが当然だと息巻いていたくせに、自分からは人を信じず誰だれも寄せ付けようとはしなかった。そんな人間の真実を知るのは世界でもきっと数人しかいないだろう。そして恭きよう介すけの他にもう一人、答えに辿たどり着つける女性がいたはずだ。

「ビヨンデッタ、彼かの女じよはどうした？　リューさんは!?」

「うん？　そういや見ていませんけど、別にここは彼かの女じよの家ではないんですから、四六時中いるって訳でもないんじゃあ……」

「くそっ!!」

　あちこち自分の体をまさぐり、いつものポケットに収まっていたスマートフォンを摑つかむ。悠ゆう長ちようにメールの返事なんて待っていられない。通話でコールするが、相手が応答する気配もなかった。

　恭きよう介すけがビーチチェアから床ゆかへ足を着けると、ビヨンデッタが彼かれの体を支えながら質問してきた。

「ちょっと、一体どうしたっていうんですか」

「エルヴァスト＝トイドリームの目的は最初から一人しかいなかった。女王にとっての僕ぼくがそうであるように、ヤツの我が欲よくにかなうのは世界に一人きりだった。他の誰だれで代用しても、あの怪かい物ぶつの餓うえや渇かわきを満たす事はできなかった。だから無防備に倒たおれているあなた達を見てもそのまま見み逃のがされていた。話はそれだけだった、シンプルな話だったんだよ。……そもそも全てを手中に収めるような『王』だからこそ、自分の懐ふところにそう易やす々やすと他人を招き入れる訳があるか。ヤツにとって依より代しろとはそんな例外的な存在だったんだ」

　レプリグラス製のブラッドサインにヘアスプレー大の励起手榴弾インセンスグレネード。召しよう喚かん師しにとっては最高の武器のはずだが、今となってはどこまでも頼たよりない。

　それでも先に進むしかない。

「緑リユウ娘ニヤン藍ラン。正義の剣けんと秩ちつ序じよの盾たてを奪うばい取とった世界の『王』が唯ゆい一いつ認めて懐ふところへ招き入れた人類。地じ獄ごくの底まで突つき落おとされても、そこから平気な顔で這はい上あがっても、まだ懲こりずに『あんな事』を考えていたのか、あの野や郎ろうは!?」




　　　　２




　Ｃ区画、中ちゆう華か街がい。

　夕暮れから夜の闇やみへと差さし掛かかるその街並みには、大小無数の金属コンテナが山積みされていた。その全てが数十から数百もの打ち上げ花火を抱かかえるモジュール化された発射装置である。回転台座に据すえられ油圧のシリンダーで角度調整し、電気着火で複数のコンテナと連動して一分間に万単位の花火を夜空へ飛ばす事を可能としたそれらモジュールの群れは、軍用兵器のロケットやミサイルを彷ほう彿ふつとさせる。

　この街で暮らす人々は、静かな七夕の天体観測フェアよりも、イベント明けの解禁日を狙ねらっての盛せい大だいな花火大会に軸じく足あしを置いていた。静かでいるよりも派手に騒さわぐ方が好きな人ひと達たちばかりなのだ。よって、イベント中のトイドリーム35全ぜん体たいの中で、ここだけが文化祭前夜のように奇き妙みような熱気に包まれていた。

　そんな中を、絶ぜつ対たい零れい度どに凍こごえきった男がそぞろ歩く。

　エルヴァスト＝トイドリーム。傍かたわらに長身の美女を侍はべらせるその『伝説』は、一言で言えば錆さびていた。隻せき腕わん隻せき眼がんであっても構わず快活と生きてきたクロード＝マゼンタレインとは反対に、五体の全てがくすんでいるのだ。整える事を忘れて久しい長ちよう髪はつはまばらに色の抜ぬけた灰色に濁にごり、髪かみ全ぜん体たいも艶つやを失って大きく広がっている。無精ひげにまみれた顔や筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体は酒や煙草たばこなどによる退たい廃はいの衰おとろえが滲にじみ、あちこちに古傷も見て取れる。身に纏まとうのはそれ自じ体たいが高級車に匹ひつ敵てきする値段のシックなジャケットだったが、さて今も元来の価値で買い取ってくれる者はいるものか。無数の刃は物もの傷きずと弾だん痕こんで風穴が開き、所々に赤黒く乾かわいた汚よごれまで目立つその格好はどこまでも禍まが々まがしい。

　何より、その目。

　人殺しには特有の眼光が宿るとされているが、そんなものでは済まされない。どれだけ人間の尊厳を奪うばう悪あく趣しゆ味みな事件に手を染めても、たとえ戦争に参加して大たい量りよう虐ぎやく殺さつを演出しても、ここまでは届かない。いっそ神か悪あく魔までも殺していなければ醸じよう成せいできない、そんな考えさえ見る者に連想させる、底冷えするような瞳ひとみ。

　人間という生き物には様々な側面があるが、その内の捕ほ食しよく者しやの面だけで構成されたような存在だった。彼かれは壊こわす。それ以外の何もしない。ブラックホールやビッグバンを利用しようなどと考える愚ぐ者しやが他の多くを巻まき込こんで自じ滅めつするのと同じように、何者にもこの男は制せい御ぎよできない。

　皆みなに期待されて『ガバメント』の頂点に押おし上あげられたのではない。誰だれにも止められなかった。引ひき摺ずり下ろす事ができないから、こんな男が正義を名乗るようになってしまった。それほどまでの、七〇億人全てと真っ向からぶつかって薙なぎ倒たおす『力』の持ち主。

　よって、事前のアポイントはおろかノックの一つもなかった。

　エルヴァストは無言で古道具屋の前に立ち、そして正面のドアを足で蹴け破やぶった。

「ッ!?」

　中にいた改造チャイナドレスの美女は、最初単純にその蛮ばん行こうで驚おどろき、続いて下手人の顔を見て一いつ瞬しゆんで心臓を縛しばり上あげられた。中ちゆう途と半はん端ぱにカウンターから腰こしを上げたまま、かえってその方が全身の筋肉に負ふ荷かをかけるような格好で、完全に身動きが停止している。あるいは、呼吸を司つかさどる横おう隔かく膜まくの動きさえ。

「あっ、か……」

　捕ほ食しよく者しやは一いつ切さい気に留とめなかった。

　限界以上に大きく見開かれたその瞳ひとみも、目め尻じりからじわじわと溜たまっていく透とう明めいな滴しずくも、音もなく不自然に戦慄わななく妖あやしい唇くちびるも、何もかも。

　無視して、無精ひげの男は一方的に告げた。




「久しぶり」




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　呪じゆ縛ばくを引き千切るような咆ほう哮こう。

　そして片手をついてカウンターを一気に飛とび越こえた緑リユウ娘ニヤン藍ランが、そのままの勢いで男の側頭部を足で刈かり取とる。いいやそれだけに留とどまらない。ほぼ逆立ちに近い格好のまま改造チャイナドレスの胸むな元もとに手を伸のばし、ありったけの暗器を引きずり出す。真下からその顎あごへ突つき上あげるようにフォーク状の飛叉フエイサーを複数投げ放ち、乾かん燥そうさせた泥どろの器うつわに薬やく剤ざいを詰つめた万人敵ワンレンテイを床ゆかに叩たたき付つけて煙えん幕まくを張り、さらには側転の要領で全身をぐるりと縦に回しながら、遠心力を借りて縄なわの先に鉤かぎ爪づめを取り付けた飛爪フエイチヤオを振ふり回まわして頭頂部を狙ねらう。ここまでで流れるような一動作。被召物マテリアルに一いつ切さい頼たよらず生身で召しよう喚かん師しを屠ほふる『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の本領と言っても過言ではない。

「いきなりだな」

　しかし。

　それでも。

「それにしたってもう少しやりようはあっただろう。実戦が常に準じゆん備び万ばん端たんで始められるとも限らないというのに」

「ッッッ!!!???」

　平然とした声。煙えん幕まくで相手の視界を潰つぶした事が、かえって怪かい物ぶつのシルエットを大きくしているようにすら思えてくる。緑リユウ娘ニヤン藍ランは一歩二歩と後ろへ下がる素そ振ぶりを見せながら、しかし間合いを無視できる投げナイフの柳葉飛刀リウイエフエイタオを何本も投げ放ち、しかも同時に長いロープの両りよう端たんに一ひと握にぎりの石を縛しばった流星錘リウシンチヨイを振ふり回まわす。相手が煙えん幕まくの中にいようが、アワード１０００の怪かい物ぶつだろうが、地じ獄ごくの底から這はい出でた亡ぼう霊れいだろうが知った事ではない。両りよう腕うでによるガードも許さず、完全に太い縄を首へと巻きつけ、そして一気に手前へ引く。

　改造チャイナドレスの美女自じ身しんの腰こしと同じ太さの木の幹さえへし折る勢いだった。

　しかし、実際には、

「なっ……!?」

　がくんっ!!　と強い力につんのめったのは、むしろロープを握にぎる緑リユウ娘ニヤン藍ランであった。

　その男は最初から一歩も動いていない。絶望というより驚きよう愕がくで顔が埋うまる『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の前で、ゆっくりと自前の煙えん幕まくが晴れていく。

　首、どころではない。

　血の一滴てきさえなかった。その多くが牽けん制せいだったとはいえ、一体ここに来るまでにどれだけの暗器を放ったと思っているのか。一発一発が並の召しよう喚かん師しや依より代しろであれば指一本動かせずに屠ほふれる威い力りよくだった。たとえ防ぼう弾だん素そ材ざいの盾たてで必死になってガードしたところで、その腕うでごとへし折る重さのものだってあった。だというのに、エルヴァストという怪かい物ぶつは武器らしい武器一つない。防ぼう御ぎよらしい防ぼう御ぎよの構えもない。両手は無造作にズボンのポケットに突つっ込こんで、首に強く何重にも縄なわを絡からめつかせたまま、なおその顔にあるのは憐れん憫びんであった。

「どうした。まだやるか」

　言葉もなかった。

　頭の奥おくまで真っ赤に灼しやく熱ねつしていて、かえって言葉を作れない。そう自分を信じたかった。だが緑リユウ娘ニヤン藍ランを実際に覆おおい尽つくしているのは、どうしようもない寒さだ。頭ではなく、心臓の方が凍こおり付ついている。

「お前は、黙だまっていれば最強の冠かんむりを手に入れられた。俺おれと共にある事でな。わざわざアワード１０００到とう達たつの瞬しゆん間かんを狙ねらって背中を刺さし、野へ下ったんだ。俺おれが用意もできないような、さぞかしご立派な『力』を手に入れているものだと考えていたんだが……これは少々あてが外れたかな」

「あ。ああ」

「先に言っておくが、これは復ふく讐しゆう心しんを軸じくにしたお礼参りではない。俺おれは純じゆん粋すいにお前に感心していたんだよ。あの時、あの瞬しゆん間かん。俺おれが背中を見せていたかどうかは、実はあまり関係ない。そもそもアワード１０００に到とう達たつした、このエルヴァスト＝トイドリームに刃やいばを突つき立たてようという意思を実行まで保ち続けられた事。これだけで賞賛に値あたいする。何しろ真っ当な人間っていうのは、ちょっと威い光こうを浴びるとすぐ『こう』なっちまう」

　適当に言いながら、エルヴァストは傍かたわらへ手を伸のばした。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランにではない。もしもそうならとっくの昔に発はつ狂きようしている。

　彼かれが摑つかんだのは、傍かたわらにいる依より代しろの美女の頭だった。長身で肉感的な、二〇代前半くらいの女性。長いウェーブがかった金きん髪ぱつに白い肌はだを包んでいるのは、おそらく全身を覆おおうライダースーツのようなものだったのだろう。だが今は見る影かげもない。徹てつ底てい苛か烈れつな負ふ荷かの数々によって、むしろ破れていない箇か所しよの方が珍めずらしかった。それはもうほとんど裸ら身しんに革かわのベルトを巻いているだけと大差はないだろう。

　かつての自分を思い出す。

　動物用のケージの中で管理され、暗い瞳ひとみで力なく外の世界を眺ながめていた自分。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランと名前も知らないその依より代しろとの違ちがいは、おそらく境きよう遇ぐうに反発したか、そのまま受け入れたか、それだけだろう。信じがたい事に、その緑の瞳ひとみには恐きよう怖ふでも恍こう惚こつでもなく、いっそあどけないとまで言える歳とし不ぶ相そう応おうの憧どう憬けいが浮うかんでいた。まるで英えい雄ゆうの伝説に少しでも関われた事を誇ほこりに思うような。

　伝説は手を離はなす。

　依より代しろ、いいや生いけ贄にえは名残なごり惜おしそうな瞳ひとみで男の指先を追おい駆かけるが、もはや不平不満の一言さえ出なかった。彼かの女じよは完全に染まってしまっている。

　エルヴァスト自じ身しんが、ひどくつまらなさそうな目で一いち瞥べつしていた。

「だから純じゆん粋すいに見てみたかった。伝説という呪じゆ縛ばくを自ら断たち切きって自由を得たお前が、その後一体どこまで強く己おのれを磨みがいていったのか、とな」

　細い指が震ふるえる。全身が戦慄わななく。手先の器用さ、体のしなやかさ、そして思考の冴さえが全ての暗器使いが、それらをまとめて放り投げてしまう。ダメだ、と彼かの女じよの中の芯しんの部分が訴うつたえていた。牙きばを折るな、爪つめを差し出すな。それらを失えば、緑リユウ娘ニヤン藍ランは転落する。狩かる側から狩かられる側へ、ひたすら一方的に貪むさぼられ、搾しぼり上あげられ、骨の髄ずいの一滴てきまで搾さく取しゆされる側へと落ちに落ちて、二度と抜ぬけ出だせなくなる。

「仕方がないから、チャンスをやる」

　その伝説は、あくまでも一方的だった。

　元々誰だれかの都合など考えるような人間ではない。世界の方が自分に合わせる事を前提として歴史を作ってきた暴君のままに、彼かれは宣告する。

「もう一度、最初からやり直す機会を与あたえる。これは俺おれの依より代しろになれと命じているのではない。もう一度、きちんと絶望して、俺おれを刺させ。そういう意味での『情け』だよ」

　詰つんだ。

　終わった。

　目が眩くらむ。目の前の現実ではなく、過去からの重圧が彼かの女じよの精神を潰つぶしにかかる。あれを、あんな万に一つ億に一つの奇き跡せきの積み重ねを、もう一度……？　できない、絶対に無理だ。どれだけの人が、物が、金が、情報が、そして時の運が味方をしたと思っている。あれだけやってエルヴァスト＝トイドリームという壁かべをまだ破れないのなら、もう次はない。殴なぐりかかっては逆に突つき飛とばされ、起き上がっては蹴けり倒たおされ、そんな幼子を喜ばせる起き上がりこぼしみたいな人生を死ぬまで延々繰くり返かえすビジョンしか思おもい浮うかばない。

　酸欠で目の前が真っ暗になりかけた緑リユウ娘ニヤン藍ランは、絶望のあまり幻げん覚かくさえ見ていたのかもしれなかった。

　不意に、破られた出入口からもう一人、別の影かげが現れたからだ。

「あらあら。人様の流りゆう儀ぎに口出しするつもりはございませんけど、少々一度に押おし潰つぶし過ぎではございませんか。あまりやり過ぎてしまいますと、人は心の扉とびらを閉めて目の前の現実をシャットアウトさせてしまうものでございます。最大の痛覚を維い持じしたまま最高の痛みを与あたえるならば、もう少し配はい慮りよというものをいたしませんと」

　流れるような銀の髪かみをツインテールにし、ウェディングドレスをさらに華か美びに肉にく抜ぬきして銀の装そう甲こうを各所に取り付けたような、最強の中の最強。

『白き女王』。

「ど、どうして」

　改造チャイナドレスの美女は青ざめた唇くちびるを動かして、必死に言葉を紡つむぐ。

「恭きよう介すけちゃん達の話じゃ、まだ『創設者のギャラリー』は暴かれていないし、博物誌の欠番も回収されていないはずなのに……」

　二人は応じなかった。

　人間の最強は、異形の最強へと気軽な調子で声を放つ。

「お前か。ここまで付き合う義理はないはずだが」

「ええまあ。ですがあなたは愛いとしいあにうえを二四時間も自由にさせてくれるという大義を為なしてくれましたもの。博物誌の欠番に支えられたこの体も力こそ脆ぜい弱じやくであれ、指先の感覚は悪くない。苦しゅうない、褒ほう美びをやろう。多少は人の都合に融ゆう通ずうを利きかせてあげてもよろしいでしょう」

　くらり、と頭が揺ゆれた。

　今度こそ。今度の今度こそ、もう駄だ目めだ。ただでさえエルヴァスト＝トイドリームという怪かい物ぶつが待ち受けるのに、さらに後ろにはあの『白き女王』。人じん工こう霊れい場じように囚とらわれず、一〇分の制約にも縛しばられずの全力全開。王が一つきりの将しよう棋ぎで、他の全ての駒こまから命を狙ねらわれているようなものだ。今さらちょこまか動かして何になる。

「ふむ」

　と、そんな緑リユウ娘ニヤン藍ランの顔を見て、エルヴァストがゆっくりと息を吐はいた。

　直後の出来事だった。




　ズボアッッッ!!!!!!　と。

　男の腕うでが、躊ちゆう躇ちよなく『白き女王』の胸の中心を貫つらぬいた。




　時間が、止まった。

　敵であるはずの緑リユウ娘ニヤン藍ランさえ、目の前で起きた事が理解できなかった。

　あの『白き女王』が、死んだ。

　それもたったの一発、被召物マテリアルすら呼ばずに生身の腕うで一本で。

「あら」

　別段痛みを受けているようではなく、それでいてわずかに驚おどろいたような顔で。

　ことりと『白き女王』が首を傾かしげた直後、忘れていた破は壊かいが思い出したように席せつ巻けんした。まず滑なめらかな蠱こ惑わくを作っていた『白き女王』から生々しい質感の一いつ切さいが消える。憑つき物ものが落ちたように、それはただの球体関節人形へと化けの皮が剝はがれていく。そして硬かたい胸を貫つらぬいたままエルヴァストが軽く腕うでを振ふるうと、全ての関節がバラバラになって床ゆかへ散らばった。傷口から溢あふれた切手のように小さな紙し片へんは、古い羊皮紙か何かか。ボウリングでストライクを取ったような、妙みように小気味の良いい音だけが緑リユウ娘ニヤン藍ランの耳にいつまでも残っていた。

「こんなものに縛しばられるな、娘ニヤン藍ラン」

「……、」

「どれだけ形を真似まねたところで、力の総量は概がい算さんで一％にも満たない。出来はブラッドサイン式にも劣おとる。人の手で貫つらぬく事のできる程度の奇き跡せきにどのような価値があるというのか」

　そんな訳があるか。

　たとえ爪つめの先、髪かみの毛け一本だとしても女王は女王だ。

　神話の神々のさらに奥おくに潜ひそむ者。そんな未み踏とう級きゆうにおいても頂点の中の頂点。

　人の手で神域を侵おかし、まして貫つらぬいて殺すなど。

　自じ慢まんするのではない。人生最大の偉い業ぎようとして難業に挑いどんだ結けつ果かでもない。これを、当たり前に、何の気なしに繰くり出だせる器うつわ。これこそが『ガバメント』の頂点、エルヴァスト＝トイドリーム。

「あ、なたは……」

「ん？」

「あなたは、なら、どうして、女王なんかに……」

「それは方法を尋たずねているのか、あるいは理由を尋たずねているのか」

　エルヴァストは呆あきれたような物言いで、

「方法なら容易たやすい。お前まえ達たちは『創設者のギャラリー』に眠ねむる知識を何かしら活用しようとしていたようだが、所しよ詮せんは同じ血族の蒐しゆう集しゆう癖へきの結けつ果かだろう。俺おれがトイドリームの金と力を使い、似たような『趣しゆ味み』を持っていなかったと何故なぜ言える？　欠番如ごときでガタガタぬかすな。つまり、あれは単なる趣しゆ味みの産物だ。とはいえ下手へたの横好きだから、出来は大した事はなかったが。オリジナルのギャラリーに踏ふみ込こめば、もう少しまともな造りになっていただろう」

『ガードオブオナー』のように、女王への信しん仰こう心しんが世界を被召物マテリアルで埋うめ尽つくす訳ではない。

『テロメアの終しゆう端たん』のように、死のない世界が社しや会かい秩ちつ序じよを絶ぜつ滅めつさせる訳ではない。

『仇染めライアーキヤツト』のように、たった一つの復ふく讐しゆうが全てを焼やき尽つくす訳ではない。

「どう、して」

「？」

「何で、こんな……タイミングで」

「さあな。自分でも分からん。星を見ていたらお前の顔を思い出した。強しいて挙げるならそんなものだ」

　……大おお仰ぎような計画なんて、何もなかった。

「今日は願いを叶える七夕だろう。なら、こんな事があっても良いのではないか。それだけの衝しよう動どうがあれば世界くらい動かせるさ」

　アザリアや『ザ・セイント』が束ねていたブライズメイドも、横よこ槍やりを入れたクロード＝マゼンタレインも関係なかった。漁夫の利さえ求めていなかった。ただただこんな男が世界に存在する事が、それだけでもう人じん類るい全ぜん体たいの危機だった。

　世界はすました顔で論理的に振ふる舞まっていても気き紛まぐれだ。

　あの女王がたった一人で歴史を振ふり回まわすように、強きよう者じやの一歩は容易たやすく人の世を押おし流ながす。

「なら」

「理由の方か。お前がそれを俺おれに聞くのか。誰だれよりもエルヴァスト＝トイドリームという人間を間近で観察してきたお前が」

「……、」

「呪じゆ縛ばくだよ。最強という伝説、その呪じゆ縛ばくから俺おれは解き放たれたかった。だがあの程度の人形では駄だ目めだな。あれでは俺おれにとって都合が良過ぎて、天敵として機能してくれない。スパー相手か、詰つめ将しよう棋ぎのプログラム程度が関の山だ。オリジナルのギャラリーを覗のぞき、博物誌の欠番を見て確かめたい事があったのも事実。人形の精度を上げたい。もう少し歯応えのある練習相手が欲ほしかったからな」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはかつての過去を検けん索さくした。

　……何も分からなかった。この男の胸中も、この状じよう況きようを切きり抜ぬけるために使えそうな情報も、何一つとして。

「まあ、俺おれの話は良いいだろう」

「っ」

　時じ間かん稼かせぎの弾たまは尽つきた。

　もはや身も世もない。緑リユウ娘ニヤン藍ランは震ふるえる足で後ろに下がろうとした。それはどう見ても召しよう喚かん儀ぎ礼れいの業界を震ふるえ上あがらせる『イリーガル』の隠かくし刃やいばではなかった。意志の制せい御ぎよを失った震ふるえは全身の隅すみ々ずみにまで及および、合理も効率も無視して自然と内を向く太ふと股ももはどこまでも滑こつ稽けいで、恐きよう怖ふに見開かれた瞳ひとみはまさに喰くわれる獲え物もののそれだった。

　当然の如ごとく、その一歩さえままならない。

　何かに踵かかとを引ひっ掛かけて無様に尻しり餅もちをつく。その正体はかつてあれだけ威い厳げんを誇ほこった『白き女王』だったもの。バラバラに砕くだけて床ゆかに散った残ざん骸がいの一つであった。同じだ、と考えが至った瞬しゆん間かんに、今度の今度こそ緑リユウ娘ニヤン藍ランは床ゆかに手をついて起き上がる力さえ砕くだけた。この人形は自分の末路そのものだ、と。

　全ての行動の決定権。生死の境さえ相手に握にぎられた状態。

　ギロチン処しよ刑けいというほど厳格ではなく、さりとて気き紛まぐれな相手の絶対性だけは揺ゆるがない。額に銃じゆう口こうを押おし付つけられた人ひと質じちの気分とはまさにこんなものだろう。

　そして舌先という名の引き金が動き、言葉という名の弾だん丸がんが解き放たれる。

「ついてこい、娘ニヤン藍ラン」

　一度放たれたら、沈ちん黙もくはありえない。

　イエスかノーか。そして選せん択たくを誤れば、彼かの女じよもまた床ゆか一いち面めんへと散らばっていく。

「その贅ぜい肉にくだらけの肉体と錆さびた魂こん魄ぱく。一から磨みがき直なおしてやる」

　退路はない。

　震ふるえて男を見上げる緑リユウ娘ニヤン藍ランが選んだのは……。




　　　　３




　その瞬しゆん間かん、城しろ山やま恭きよう介すけが取った行動はシンプルだった。




　外から古道具店に向けて、肩かたに担かついだバズーカ砲ほうを躊ちゆう躇ちよなく発射する。




　この手の重火器は本来緑リユウ娘ニヤン藍ランこそ最大の得意先だったが、別段『それだけ』とは限らない。例えばブラッドサインにボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆうを組くみ込こんだビヨンデッタのツテを頼たよりにしても手に入る。

　爆ばく炎えんと衝しよう撃げき波はが店の壁かべを吹ふき飛とばす。

　離はなれた場所で待機している恭きよう介すけの髪かみを嬲なぶり、ビヨンデッタの浴衣ゆかたの裾すそをめくるほどの爆ばく風ふうが辺りを席せつ巻けんする。

　中に誰だれがいようが、緑リユウ娘ニヤン藍ラン自じ身しんを巻まき込こもうが、もはや躊ちゆう躇ちよしている暇ひまは一いつ瞬しゆんもなかった。相手が本当にエルヴァスト＝トイドリームだというのなら、携けい行こう式しきの核かくロケットを使ったって生ぬるいくらいだ。

　恭きよう介すけは用済みの発はつ射しや筒とうを横合いへ放り捨て、半分倒とう壊かいし始めた店てん舗ぽに向けて走はしり込こむ。この場に依より代しろのセクルティティが身を躍おどらせる必要はない。励起手榴弾インセンスグレネードを炸さく裂れつさせれば召しよう喚かん師しと依より代しろは同じ場所へ引き寄せられるからだ。

　今はとにかく叫さけぶ。

「来い!!　リューさん!!」

　煙えん幕まくの向こうから何かが閃ひらめいた。

　何かしらの飛び道具かと思って背中からレプリグラス製のブラッドサインを引ひき抜ぬいた途と端たん、手首を砕くだきかねないほどの衝しよう撃げきが走はしり抜ぬけた。一発目をギリギリで受け流し、続く二発目はビヨンデッタが横から銀製のブラッドサインを突つき出だす事でかろうじて回かい避ひ。だがこれで彼かの女じよの得物はプラスチックのようにへし折れた。召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使った戦せん闘とうには参加できない。いっそ二つに折れた残ざん骸がいを両手で摑つかみ直し、恭きよう介すけの不備を補うべく二刀流の鈍どん器きを振ふり回まわす。

　さらにいくつかの凶きよう弾だんを恭きよう介すけやビヨンデッタが弾はじき、そしてようやく、真上に跳ねて速度を殺したその正体が知れた。陶とう器きの欠片かけらのように鋭するどく尖とがったそれは、

（砕くだかれた人形の……破は片へん!?）

　別段、達人にしか扱あつかえない伝説の暗器とかいう話ではない。元々この人形が何だったのかなど言うに及およばず。思えばあの暴君、制せい御ぎよ不ふ能のうの『ガバメント』アワード１０００は自分で作った金きん字じ塔とうを自分で破は壊かいして喜ぶような人間でもあった。

　だが脅おびえていられない。

　恭きよう介すけがビヨンデッタに目配せすると、花魁おいらん風ミニ浴衣ゆかたの悪あく魔まはブーツの底を鳴らして離り脱だつした。同じタイミングで恭きよう介すけも防ぼう御ぎよを捨てる。全速力で前へ駆かけ続つづけたその勢いを殺さず、地面を滑すべるようにしてスライディングを決行。真上にいくつもの破は片へんの弾だん丸がんが飛ぶ中、そのまま壁かべの大穴へ突つっ込こんで粉ふん塵じんの舞まう店内へと飛とび込こんでいく。

　奇くしくもボロボロに破れたライダースーツの女性の両足の間を潜くぐる羽目になった。

　構わず１０００を超える者サウザンドイーターがその太ふと股ももを両断する勢いで腕うでを振ふり上あげたのを見て、恭きよう介すけは滑すべりながらブラッドサインを突つき出だす。男の五指の軌き道どうがわずかに逸それ、恭きよう介すけはブラッドサインごと大きく弾はじかれ、床ゆかの上をゴロゴロと転がる。

　無数の死線を潜くぐり抜ぬけ、ようやっと緑リユウ娘ニヤン藍ランの懐ふところへ到とう達たつする。

「恭きよう介すけ、ちゃん……？」

　へたり込こんだままの改造チャイナドレスの美女が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたようだったが、こんな所で拘こう泥でいしていられない。勢いを殺さず、そのまま緑リユウ娘ニヤン藍ランの腰こしに両りよう腕うでを回して押おし倒たおす。恭きよう介すけは叫さけんだ。

「ビヨンデッタ!!」

　外からもう一度爆ばく発はつ。

　大量の瓦が礫れきと粉ふん塵じんが店内を埋うめ尽つくし、身を伏ふせた恭きよう介すけ達たちの頭上を流れる。一方のエルヴァストと名前も知らない───いいや、ひょっとしたらそもそも存在しないのかもしれない───ズタボロライダースーツの依より代しろは突つっ立たったままだが、こんなので倒たおせるとは思えない。そもそも最初のバズーカの際にも彼かれらは耐たい衝しよう撃げき姿勢など取らなかっただろう。エルヴァストの陰かげに隠かくれがちだが、依より代しろの金きん髪ぱつ美女の方も立派な怪かい物ぶつだ。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランの体を抱かかえ、身を低く屈かがめた状態からの改めてのスタート。

　人形の爪つめや眼球など、無数の鋭するどい凶きよう弾だんが煙えん幕まくを突つき破やぶる中、わずか数メートルの地じ獄ごくを走破した恭きよう介すけは店の裏手へと転がり出る。何もかも揉もみくちゃだった。計算外の事が多過ぎて、自分の四し肢しが残っているのが不思議なくらいだった。

　二人分の体重を大きな胸で柔やわらかく受け止めたビヨンデッタが、引きずるような格好で壁かべの大穴から物もの陰かげへと引ひっ張ぱり込こんでくれる。

　そちらでは一いつ緒しよに回まわり込こんだセクルティティも待っていてくれた。

「お客様、ブラッドサインと励起手榴弾インセンスグレネードは？　手足は揃そろっていますか。召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使った戦せん闘とうで過不足は!?」

「全部まとめて揃そろってる。それよりリューさんを連れてここを離はなれろ。あいつは、エルヴァストは僕ぼくとセクルティティで仕留めてくる」

　ズパン!!　パパン!!　とあちこちで得体の知れない爆ばく発はつ音おんが響ひびいていた。初しよ撃げきのバズーカ砲ほうに加えて今回の壁かべの爆ばく破は。あちこちに火の粉が降りかかり、コンテナ単位でモジュール化していた大量の打ち上げ花火の方にも火が回り始めているのだ。下手をするとこのまま中ちゆう華か街がい全ぜん体たいを吞のみ込こむ大火に発展しかねない。

「城しろ山やま恭きよう介すけ。一つ提案があります」

「何か？」

　だがそんな極限環かん境きようでも、全身包帯に金飾り、Ｙ字のレース地の飾かざり布ぬのを巻いたセクルティティは身を屈かがめたまま、静かな口調でこんな事を言ってきた。




「私との契けい約やくを解除して、そちらの麗れい人じんと結び直しなさい。そうしなくては彼かの女じよは本当にダメになってしまいます」




　思わぬ提案だった。

　確かにセクルティティには、この結末に直接関わらなくてはならない理由はない。それよりも緑リユウ娘ニヤン藍ランの方がはるかに因いん縁ねんは深いだろう。

　だが、この改造チャイナドレスの美女にそれができるのか。選べるのか。そもそも体術や暗器を極きわめて今の地位に就ついている事こと自じ体たい、召しよう喚かん儀ぎ礼れいに身を委ねる依より代しろという生き方を強く否定しているからだ。その部分を折ってしまっても構わないのか。

「違ちがうのです、城しろ山やま恭きよう介すけ」

　ところが、セクルティティは根本的な間ま違ちがいを正すような口調でこう言った。

「そもそも彼かの女じよがその生き方を強く否定している時点で、過去へ向かう意識は閉ざされ彼かの女じよを呪じゆ縛ばくし続けています。本当に解けたのならば、『気に留とめない』のが正しいのです。強い忌き避ひ感情はそのまま呪じゆ縛ばくの硬さを意味しているだけで、克こく服ふくにはなっていません。そしてそれを解き放てる機会は、おそらくもうここしかない。この機を逃のがせばどんな形になるにせよ、彼かの女じよはもう呪じゆ縛ばくを破れないでしょう。たとえエルヴァストが今日死んだとしても、心に亡ぼう霊れいがこびりついてしまいます。私としても王の墓でそのように不毛な怨おん念ねんは生み出したくありません。ここは呪のろいに脅おびえる心しん霊れいスポットではなく、魂たましいの再来を待つ亡なき骸がらが静かに眠ねむるべき街です」

『ガバメント』アワード１０００。

　生ける伝説と化した男、エルヴァスト＝トイドリームを倒たおす。

　城しろ山やま恭きよう介すけが、ではない。緑リユウ娘ニヤン藍ランが過去の全てを清算するために、その手で倒たおす。

「できるか、リューさん……」

「……、」

「過去を乗のり越こえるために自分で作った禁きん忌きを越こえられるか!?　どうなんだ!!」

　しばらく、返答はなかった。

　いいや、わなわなと震ふるえる艶つややかな唇くちびるで言葉を紡つむぐのは、それくらい難しかったのだ。そのレベルで折られかかっていたのだ。

「……たい」

　だが紡つむぐ。

　へたり込こみ、顔をくしゃくしゃにして、普ふ段だんの余よ裕ゆうに満みち溢あふれた妖よう艶えんな立ち姿はどこにもない。すり減り、打ちひしがれ、ボロボロになって。

　それでも。それでももう一度、全てを奪うばわれた美女は自分の口で言葉を紡つむぐ。

「私はもう、前に進みたい」

　ぽつりぽつりと。

　まるで想おもい自じ体たいが傷つき針飛びを繰くり返かえすレコード盤ばんのようになって。

「過去になんか縛しばられたくない。自分の足で先に行きたい。何にも囚とらわれたくない。逃にげ切きったつもりで後ろから追い立てられているだけみたいな人生に溺おぼれたくない」

　だけど決して失われない何かがある。

　どれだけ痛めつけられ、苦しめられても、その盤ばんが砕くだけて割れない限りは。

　絶対に。

「別に『イリーガル』でなくても良かった！　『ガバメント』から逃にげ出ださなくたって良かった!!　裏うら稼か業ぎようが心地ここち良よかった訳じゃないっ。正義に背を向けたかった訳じゃない！　ただどうしようもない影かげを振ふり払はらえるなら！　檻おりの外に出たかった。息苦しさから解放されたかった。誰だれの許可も必要とせず、目め一いつ杯ぱい両手を上げて自分の力でお陽ひ様さまの光を浴びてみたかった!!　だから!!」

　分かったような気でいた。

　だけど違ちがった。

　その時、城しろ山やま恭きよう介すけは本当の意味で剝むき出だしの魂たましいに触ふれたのだから。




「『たすけて』、恭きよう介すけちゃん。私はもう二度とあそこへは戻もどらない!!　ここで地じ獄ごくに蓋ふたをする。過去と決別して未来へ進む！　だから私を『たすけて』よおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




　迷いなんてある訳がなかった。

　これだけの熱量を前に、躊躇ためらう理由を探す方が難しいくらいだった。

「仰おおせの通りに」

　小さな刃は物ものが一本あれば良い。

　人差し指の腹を切って傷口に血の一滴てきを溜ため込こめば、それで神秘の扉とびらは開放される。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランが舌の先に血の珠たまを載のせて喉のど奥おくに含ふくむまでの間、嚥えん下げの音が鳴なり響ひびくまで。破は壊かいされ尽つくした店内は、むしろ静せい寂じやくを保っていた。まるで何かを見守るように。いくらでも殺しにかかる機会はあっただろうに、それでもエルヴァスト＝トイドリームという伝説は手出しをしてこなかった。
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「……なるほど、それがお前の選せん択たくか」

　声があった。

「残念だよ。そこまで己おのれを磨みがき、アワード１０００を刺さし殺ころすほどの気き概がいがありながら……お前もまた、召しよう喚かん儀ぎ礼れいという呪じゆ縛ばくからは逃のがれられないんだな」

　これ以上、たわ言に魂たましいを引きずられる必要はない。

　恭きよう介すけはヘアスプレー大の励起手榴弾インセンスグレネードを取り出した。口でピンを抜ぬく。投げ放てば速すみやかに人じん工こう霊れい場じようが展開され、緑リユウ娘ニヤン藍ランは依より代しろとしてその身に被召物マテリアルを招く事になる。彼かの女じよにとっては強い悪夢を呼び起こす引き金の連続になりかねない。

「やって、恭きよう介すけちゃん」

　だが、それでも改造チャイナドレスの美女は言った。

　レバーを握にぎり込こんだままの恭きよう介すけの手に、自分のものを重ねながら。

「今日ここで終わらせる。そのための最後の悪夢にするから!!」

　やはり、躊ちゆう躇ちよの必要はなかった。

　二人で一いつ緒しよに励起手榴弾インセンスグレネードを投なげ込こみ、そして一度きりの戦せん闘とうが始まった。




　　　　４




　ビヨンデッタがセクルティティを連れて速すみやかに現場から退たい避ひした時と同じくして、一辺二〇メートルの人じん工こう霊れい場じようが裏道と半はん壊かいした店てん舗ぽを取り囲む。中央に浮うかぶ赤い立方体の『薔薇ばら』を挟はさんで敵と味方が向かい合う。

『ガバメント』アワード１０００、１０００を超える者サウザンドイーター。

　エルヴァスト＝トイドリームと名もなき美女。

　君臨する男が己おのれの影かげを軽く踏ふむと、垂直に何かが飛び出した。それは赤茶色の錆さびの塊かたまりだ。だがエルヴァストという男が無造作に摑つかんで適当に壁かべを打うち叩たたけば、たちまち外面の錆さびは剝はがれて落ちていく。中から顔を出したのは眩まばゆい光を放ち、黄金に輝かがやくブラッドサインだ。

　単純な召しよう喚かん師しとしての腕うでなら、おそらくこいつが歴代最強だ。ランダム要素の強い『薔薇ばら』の塊かたまりを一回打っただけで『白き女王』の正しい文字列通りを順番にスポットへ全ての文字を叩たたき込こみ、最初の一発目でチェックメイトの『白き女王』を導き出す。それも百発百中の精度だというのなら、どんな召しよう喚かん師しにも太刀たち打うちできない。せっせと手札を集めて役を作ろうとしても、相手はやってくる札が全てロイヤルストレートフラッシュで固まっているのだ。どんな努力をしても、いっそイカサマに手を染めようが、ここまでの強運の持ち主には絶対に勝てない。

　しかし。




　ドカカッ!!　と互たがいの『白しろ棘とげ』が『薔薇ばら』を砕くだいた瞬しゆん間かんだった。

　それは起きた。




　いいや、厳密には起きなかった、と言った方が正しいのかもしれない。

『伝説』の放った一打。にも拘かかわらず、『白き女王』は召しよう喚かんされていない。当たり前に『花弁』がスポットへ落ち、当たり前にお互たがいの依より代しろはゼリー状の『始祖シリーズ』へと化けていく。

　その絶望的な伝説を最も間近で見てきたからだろう。味方のはずの緑リユウ娘ニヤン藍ランさえ、恭きよう介すけの脳のう裏りで驚おどろきの声を上げていた。

（なっ……？）

「ほう」

　むしろ、エルヴァストからは楽しそうな声があった。

　期待もせずに竿さおを振ふったのに、小魚の感かん触しよくが返ってきたような。

「あなたの初手完かん封ぷうを潰つぶす方法は大きく分けて二つ。一つ目はあなたが『薔薇ばら』を砕くだく前にこちらで先手を打って『薔薇ばら』を砕くだいてしまう事だが、これくらいは簡単に対策できるだろう」

　声に出して威い圧あつするのは、何も単なる説明したがりではない。

　暴き、潰つぶして、少しでも相手のカリスマを折る。城しろ山やま恭きよう介すけとてこの男の伝説は知っている。しかも一度は敗北した相手だ。こうでもしなければ足が挫くじく。少年の目指した、ボロボロの最強像が完全に破は綻たんしてしまう。

「そもそも偶ぐう然ぜん要素が強いように見える初手完かん封ぷうだけど、これは正しくない。六×六×六、合計二一六個の『花弁』が立方体の形を取った『薔薇ばら』の文字の配列パターンや虚こ空くうに浮うかぶスポットの位置は毎度ランダムだから計算して『白しろ棘とげ』を打うち込こんでも無意味に思えるかもしれないけど、それもそうではない。……そういった文字配列やスポットの位置は、地形に依い存ぞんしていた。逆に言えば事前に地形の条件さえ正確にサーチしていれば、ランダムに見えるその全てに計算を持もち込こめる。『たった一打で女王召しよう喚かん』という悪夢のような攻こう撃げきに結びつく！」

　もちろん、仕組みが分かったからと言って誰だれでも試ためせるものではない。恭きよう介すけでさえ『計算すれば分かるだろう』という見み込こみをつけるのが精せい一いつ杯ぱいで、具体的な実じつ践せんの段階には及およんでいない。いいや、それはもう計算ではないのだ。アワード１０００到とう達たつ。そこまで成なし遂とげた男にだけ可能な、風を読んで雲の形を見るだけで気象衛星を超こえる予報を占うらないの形で果たすような、天性の勘かんと豊富な経験則が複雑に混ぜ合わさった結けつ果かの奇跡でしかないのだ。

　ただし、妨ぼう害がいするだけなら簡単だ。

　すでに材料はＣ区画の中ちゆう華か街がい全域に揃そろっている。

「だったら僕ぼく達たちはあなたが攻こう撃げきするタイミングを外す形で、地形全ぜん体たいを歪ゆがめて破は壊かいしてしまえば良い。例えば辺り一面の打ち上げ花火数十万発を誤ご爆ばくさせて大火を呼び起こせば地形エフェクトだって変化していく！」

（つ、つまり、あの化け物の完かん封ぷうの方程式は、破られた……？）

「完全に計算したはずの『薔薇ばら』の内ない部ぶ配置パターンやスポットの位置はギリギリの土ど壇たん場ばで突つき崩くずされ、あなたの必殺は通用しなくなる訳だが!!」

「威い勢せいが良いいのは結構だ」

　刃は物もの傷きずや弾だん痕こんだらけのジャケットを揺ゆらし、黄金、王者の色に光ひかり輝かがやくブラッドサインを構え直しながら、伝説が口を開く。




「だが所しよ詮せんは裏うら技わざのホームランを封ふうじた程度。まだまだ左中間のツーベースも盗とう塁るいも犠ぎ牲せいフライもセーフティバントも色々残っているんじゃないのか？」




　そう、１０００を超える者サウザンドイーターは『これしか』できない訳ではない。

　数ある戦術の中で、最も簡単で楽な仕事を選んでいただけ。それがあまりの不敗ぶりに伝説の形を取っていただけ。

　当たり前だが、エルヴァストは『これ以外』も普ふ通つうにできる。

　それも、何をやらせても最大最速最善最硬最強の精度で。

（……ッ!!）

「脅おびえを恥はじるなリューさん、全てを糧かてにしてでも勝利を摑つかむんだ!!」

　複数の『白しろ棘とげ』が半はん壊かいした店の中を反射する。途と中ちゆうで誘ゆう爆ばくしたコンテナが空中を跳はね回まわり、かろうじて残っていた店てん舗ぽの壁かべを突つき崩くずし、人じん工こう霊れい場じようのど真ん中を転ころがり抜ぬけても一いつ切さい乱れなく。猛もう烈れつな爆ばく発はつや閃せん光こう、衝しよう撃げき波はが渦うずを巻く中で、さしもの恭きよう介すけとてついていくのが精せい一いつ杯ぱいだった。いいや、明らかにオーバーヒートしている。普ふ段だんの城しろ山やま恭きよう介すけならここまでの速度、精度は出せまい。生ける伝説に追いすがり、喰くらいつこうとするあまり、後続車がスリップストリームで限界以上の速度を叩たたき出だすように、恭きよう介すけの内なる実力が外から摑つかまれ引きずり出されているのだ。

　被召物マテリアルはあっという間に規き定てい級きゆうから神しん格かく級きゆうへ。

　双そう方ほうの従える怪かい物ぶつはそこで留とどまらず、それこそ流動的に錬れん成せいを繰くり返かえしていく。

　アスプ。

『神しん格かく級きゆう』音域低音、コスト３。

　その視線で標的を眠ねむりに陥おちいらせ、回かい避ひ不ふ能のうの毒どく牙がでもって確実に仕留める極限の毒どく蛇じや。呪じゆによって操あやつられ人の望む標的へ向かう精せい密みつ誘ゆう導どう暗あん殺さつ者しやでもある存在。

　レモラ。

『神しん格かく級きゆう』音域中音、コスト６。

　一度船底に張り付けばどのような船であっても動きを食い止める怪かい魚ぎよにして、さらに乗員を幻げん惑わくして海に突つき落おとす海の死神。

　アクリス。

『神しん格かく級きゆう』音域低音、コスト６。

　北ほつ方ぽう、極ごつ寒かんの地において一度でも倒たおれたら二度と起き上がれぬ代わりに誰だれにも追い着けない神速を手に入れた四足の聖せい獣じゆう。

　フェニックス。

『神しん格かく級きゆう』音域中音、コスト６。

　およそ五〇〇年ごとに炎ほのおの中から生まれ変わり、再生を繰くり返かえす事で無限の生を手に入れた霊れい鳥ちよう。エジプトに伝わると言われながらも実際にそのような伝説はなく、出自も含ふくめて謎なぞの多い命の超ちよう越えつ者しや。

　ピュラリス。

『神しん格かく級きゆう』音域低音、コスト８。

　極小の蟲むしでありながら竜りゆうの頭を持ち、四本の脚あしと美しい羽でもって灼しやく熱ねつに煮にえたぎった銅の湧わき立たつ火か口こうを支配する者。

　ボナコン。

『神しん格かく級きゆう』音域中音、コスト８。

　自ら広こう範はん囲いに撒まき散ちらす汚お物ぶつによって化学性の火傷やけどを見み舞まう四足の獣けもの。一度の攻こう撃げきで劇場一つを丸ごと吞のみ込こむほどの被ひ害がいをもたらす。

　カラオリドス。

『神しん格かく級きゆう』音域高音、コスト９。

　人の体内を冒おかす病びよう魔まを吸い取り肩かた代がわりする白き聖鳥。悪性を飲み干す力においては他の追つい随ずいを一いつ切さい許さない浄じよう化かの主。

　アンフィスバエナ。

『神しん格かく級きゆう』音域中音、コスト11。

　体内で醸じよう成せいする猛もう毒どくをより効率的に撒まき散ちらすため、前後に二つの頭を備えた毒どく蛇じや。その効力は酒の神の対極に位置するほどの、悪あく性せいの酩めい酊ていの使い手。

（はっ、速い!?）

「……、」

　依代の思念が恭きよう介すけの頭を炸裂する。本来なら複数の召しよう喚かん師しを倒たおして『チェイン』で時間を稼かせがなくては到とう達たつできない域を、彼らは軽々と踏ふみ越こえて先へ行く。

　次から次へと目まぐるしく錬れん成せいされていく被召物マテリアルの中には、プリニウスの『博物誌』に描えがかれた怪かい物ぶつ達たちも珍めずらしくなかった。神々の強さは一いち概がいに決められるものではないが、文字との相あい性しようが全てのブラッドサイン式と照らし合わせた場合、これらの怪かい物ぶつ達たちは効率的に力を引き出す事ができるため、他の神話体系の神々とも互ご角かく以上に渡わたり合あえる。

　それでいて、この異常な速度域へと挑ちよう戦せん者しやを招き入れた、夜の峠とうげで地じ獄ごくのような勝負を演出する先行車のような扱あつかいのエルヴァスト＝トイドリームは鼻歌を歌う気軽さでこんな風に語りかけてきた。

「お前はこの世界をどう思う」

（……っ）

　緑リユウ娘ニヤン藍ランの心臓が跳はねる感かん触しよくが、恭きよう介すけは自分のもののように摑つかみ取とれる。しかしまともに応じている暇ひまはない。元々限界以上に思考を回して、表層の意識が追い着く間もなく両手を動かしている状態だ。かろうじて次に錬れん成せいするべき被召物マテリアルの候補を並べるくらいはできるが、ほとんど感覚的には『道』ではなかった。時速三〇〇キロで突つっ走ぱしるレーシングカーに乗って、鬱うつ蒼そうと木々の生おい茂しげる森の中へ突つっ込こむようなものだ。次々高速で迫せまり来る状じよう況きようへ一回でも手を誤れば、正しよう面めん衝しよう突とつで縦一文字、真っ二つにされる。

（……北ほく欧おう神しん話わ、片目を抉えぐり出だして首をくくった槍やり持もちの主神は……音域低音、コスト４。ギリシア神話、父神の腹を切り開いて多くの兄弟を救い出した奔ほん放ぽうな主神は……音域高音、コスト４。ダメだ、文字数が少なすぎてブラッドサイン式との相あい性しようが悪い！　もっと力を引き出すには文字数を稼かせげる……そうだっ、アステカ神話。巨きよ悪あくと絡からみ合あう事で絶えず新たな世界を作っては滅ほろぼしていく、羽う毛もうに包まれし大だい蛇じや！　音域低音、コスト12!!）

　恭きよう介すけは頭の奥おくが焼き切れるほど思考を回して次の一手を決めているのに、その間にもエルヴァストは余計な話に頭のリソースを割さく余よ裕ゆうを見せる。

「『白き女王』を奉ほうじる、『白き女王』に抗あらがう。……そのために、『白き女王』が頂点を担になう召しよう喚かん儀ぎ礼れいを修得する。結局、誰だれも彼かれも全く同じだ。口先ではご大層な事を言っておきながら、その実、『白き女王』の呪じゆ縛ばくから逃のがれるつもりもない。むしろ率そつ先せんして蜘蛛くもの糸に囚とらわれたがっているようにすら見える」

（それが『伝説』の言う事なの……？　最初の一打で当の本人を呼び出し、最も安易に最も多くの勝利を獲かく得とくしてきた召しよう喚かん師しの放つ言葉か!!）

　依より代しろの激情を恭きよう介すけは受け止める。まともに会話するだけの余よ裕ゆうがないにせよ、そんな恭きよう介すけの視線の感情くらいは読み取る事ができたのか、エルヴァストはうっすらと笑う。

「そうだよ」

『伝説』が、その表面上には見えないブラックボックスの中身をさらけ出す。




「俺おれは誰だれよりも『白き女王』の呪じゆ縛ばくに囚とらわれていた。そんな脆ぜい弱じやくな自分の魂たましいが誰だれよりも許せなかったのさ」




（………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、え？）

　依より代しろからの戸と惑まどいが、恭きよう介すけの思考まで埋うめようとした。

　そんな中でも現実の時間はさらに高速に。いっそ人にん間げん離ばなれするほどアクロバットに。

（あの怪かい物ぶつが、あの暴君が……自らの不完全さを認めた、ですって……？）

　複数の『白しろ棘とげ』が表層の意識では視し認にん不可能な速度でもって縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回り、エルヴァストと恭きよう介すけの被召物マテリアルは神しん格かく級きゆうすら飛とび越こえる。領域は未み踏とう級きゆう。神々の奥おくに潜ひそむ者。

　恭きよう介すけが呼び出すのは『未み踏とう級きゆう』音域高音、コスト14。

『殺しの箱を侍らせる「黄金」の遊女hs・a・te・ei・yw・az・a・hq』。

　華か美びを極きわめて逆に安っぽくさえ見える宝石だらけの肉にく抜ぬきドレスを纏まとう黄金の美女と、その足元でガタガタとひとりでに揺ゆれ動うごく無数の宝箱や金きん貨か袋ぶくろの山。いずれも内ない部ぶにびっしりと歯を並べ消化器官を備え邪よこしまな飢き餓が感かんに震ふるえる大規模なトラップだ。それらを従えた、流れるような純金の髪かみを持つ未み踏とう級きゆうが獲え物ものへと飛びかかっていく。

　だがエルヴァストはエルヴァストで動じない。向こうは『未み踏とう級きゆう』音域中音、コスト19。『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』。車くるま椅い子すに腰こし掛かけ、体を最低限紫むらさき色いろの布で覆おおったショートヘアの女性が緩ゆるやかに指を動かし、その閃せん光こうでもって迎むかえ撃うつ。

「ああ、ああ。だから娘ニヤン藍ランのヤツには本当に期待していた。いいや、いっそ羨うらやましかった」

（っっっ？？？）

「アワード１０００に到とう達たつし、こちらと向こうで所しよ属ぞくが入いれ替かわる瞬しゆん間かんを狙ねらっての刺し殺さつ。完かん璧ぺきだ、非の打ちどころのない『人間』がここにある!!　だってそれはつまり被召物マテリアルへの信しん仰こうを放り捨て、人間の世界に留とどまり続ける事を選せん択たくしたという話なのだから！　どれだけ最強を伝説を気取ったところで召しよう喚かん儀ぎ礼れいを捨てる事のできなかった俺おれと違ちがい、背を向けて自分だけの道を行くと宣言してくれたのだからなあ!!」

　もう、緑リユウ娘ニヤン藍ランからの思考は言語化さえされていなかった。

　単に目の前の現実が信じられない、だけではない。自分が散々憎ぞう悪おに憎ぞう悪おを重ねて積み上げてきた一生の、その土台の部分を突つき崩くずされようとしているのだ。いいやひょっとしたら、王を暴君と呼び彼かれの真意に気づけなかった己おのれを恥はじてさえいるのかもしれない。

　それくらい、エルヴァストは透とう明めいだった。

　この湖面に色を付けていたのは無ぶ粋すいな周囲の人間の方だった、とでも言わんばかりに。

「……だから、リューさんに今でも固こ執しつしているだって？」

　ついに、恭きよう介すけの口からも言葉が溢あふれた。

　この長髪に無精ひげの男が唯一認めた人類として緑リユウ娘ニヤン藍ランを求めていたのは恭きよう介すけにも分かる。だが、それにしてもここまで心しん酔すいするのか。

　思考を回しながら動きは今まで以上だった。あるいは『伝説』に触しよく発はつされて引きずり出された少年の実力が、エルヴァストの想定を離はなれ始はじめた瞬しゆん間かんなのかもしれなかった。

「そうだ」

「だから、自分の望んだ通りに成長しなかったリューさんにやり直しを命じようとしただって？」

「そうだ!!」

　笑う。

　この局面まで来て、エルヴァストという魔ま獣じゆうにはまだ笑う余よ裕ゆうが残っている。

「あれほどの逸いつ材ざいが他にあるか。地球人類七〇億を一つ一つ検分したところで、『白き女王』の引力を真正面から引ひき剝はがせる人材が他にいるか!!　俺おれは、結局、一つの道を突つき詰つめてさえそこまでに達しなかった。『白き女王』を誰だれよりも嫌けん悪おしていながら、『白き女王』の安易で分かりやすい力を最後まで捨て去る事ができなかった!!　だから研とぎ直なおすぞ。これほどまでの名刀、もはや俺おれ如ごときの手に余ると思って外界で一層磨みがかれるのを期待してみれば、場末の質しち屋やに転がったまま錆さびを浮うかせていると来た！　こんな扱あつかいを見ていられるか。人類最後の希望を放り出せるかあッッッ!!!!!!」

（───、）

　依より代しろからの言葉は、なかった。

　おそらく王の宣告に間ま違ちがいはないだろう。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはどこまでもこの男を嫌けん悪おし、憎ぞう悪おし、何より恐きよう怖ふしていたが、エルヴァストは本当にそんな彼かの女じよを心の底から尊敬し、しかし、だからこそ、一いつ切さいの手心を加えなかった。並の人間なら人格の柱という柱が砕くだけ散ちってもおかしくないくらいの所業を日々繰くり返かえし、一人の女性を自分の思おもい描えがいた通りの理想形へと押おし上あげていった。

　確かに、恭きよう介すけ自じ身しんも召しよう喚かん儀ぎ礼れいの呪じゆ縛ばくを振ふり切きれない。

　どれだけ『白き女王』を憎にくんでいても、結局最後はブラッドサインを握にぎってしまう。その頂点に極大の邪じや悪あくがあり、全てはその掌てのひらの上だと分かっているのに、なお。

　ひょっとしたら、本当の意味で『白き女王』へ反旗を翻ひるがえす資格は、そんな召しよう喚かん儀ぎ礼れいの誘ゆう惑わくを振ふり切きって、自分の両手だけで生きていくと決めた美しい女性の方にあったのかもしれない。城しろ山やま恭きよう介すけでもエルヴァスト＝トイドリームでもなく、緑リユウ娘ニヤン藍ランだったのだと。そして依より代しろとして再びこの世界に誘さそった事で、恭きよう介すけは彼かの女じよの魂たましいを錆さびさせてしまったのだと。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは、逃にげた。

　エルヴァスト＝トイドリームが込こめていた期待や希望、その全てから。

　そして自分の自由を得るために、『白き女王』との戦いを避さけるために、あろうことかその王の背中を刺さした。

　全て理解して。

　なお、恭きよう介すけはこう言い切った。




「ふざけるなよ」




　多くの言葉を放つだけの余よ裕ゆうはなかったけど。

　こうしている今も恭きよう介すけはギリギリで食い下がっている側で、指一本の余計な震ふるえが死をもたらす状じよう況きようを覆くつがえせないけど。

　これだけは、どうしても言っておかなければ気が済まなかった。

「……それは結局どこまで行っても『あなたが思おもい描えがいた通りの』理想の緑リユウ娘ニヤン藍ランでしかないだろう。別にそんなものにリューさんが従わなくてはならない理由なんかないだろう」

　思考が極限まで上がる。

　自分の中にここまでの変則ギアが残されていたのかと不思議に思うくらいに。

「資格があるから何だ。それが恐きよう怖ふを克こく服ふくする理由になるのか」

　いいや、ひょっとしたら恭きよう介すけは目の前の暴君に抗あらがっているのではないのかもしれない。

　自分と繫つながったもう一人。

　追おい詰つめられ、俯うつむいた美女と戦っているのかもしれない。

　もう一度、その顔を上げさせるために。

「彼かの女じよにしかできないからどうした。そんなものが人とは違ちがう苦痛を甘かん受じゆしなくてはならない言い訳になんかなるものか!!　誰だれだって怖こわいんだ、『白き女王』に正面から立ち向かうのなんて嫌いやなんだ!!　自分でそれができずに柔やわらかい安あん寧ねいに逃にげ込こんだ今のあなたに、リューさんを追おい詰つめる権利なんてあるもんか。一いつ緒しよに戦うと隣となりに立って、いいや危ないから下がっていろとその背に庇かばえる勇気を持つ者以外に、彼かの女じよの事をとやかく言う権利などあるものか……!!!!!!」

　英えい雄ゆうになんかならなくても良い。人類の希望なんか背負わなくたって構わない。人間代表として『白き女王』に無む謀ぼうな戦いを挑いどむ事が、誰だれもが認める誉ほまれになんかならない。

　誰だれが何と言おうが。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは、どこにでもいる普ふ通つうの女の子で良かったのに……!!

（きょうすけ、ひゃん……）

　一ひと際きわ大きく、周囲で打ち上げ花火のコンテナが大だい爆ばく発はつを起こした。

　もはや店てん舗ぽは残ざん骸がいじみた壁かべすら残らず、ただただまっさらな更さら地ちが広がるだけだった。そんな中、複数のコンテナが嵐あらしに吹ふかれる紙かみ屑くずのように舞まう隙すき間まを潜くぐって、恭きよう介すけは正確無比に『白しろ棘とげ』を打うち込こんでいく。

（こいつを、止めたい。こんな頂点を踏ふみ越こえて私は私の人生を取とり戻もどしたい!!　だから恭きよう介すけちゃん、お願い!!）

「ああ、こんな身勝手はもうここで終わりにしてやる!!」

　彼かれらはすでに未み踏とう級きゆうに達している。

　錬れん成せいする被召物マテリアルはいずれもが例外なく神話の神々を超こえる規格外の力を持った者達。どれを選んでも普ふ通つうの戦せん闘とうなら終結していておかしくないほどの暴ぼう威い。

　そんな中でも、城しろ山やま恭きよう介すけが選せん択たくしたのは完かん璧ぺきだった。

　未み踏とう級きゆう。音域低音、コスト20。

『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』。

　何しろ相手はあらゆる未み踏とう級きゆうの頂点近くに位置する『大三角』の一つ。怪かい物ぶつ揃ぞろいの未み踏とう級きゆうの中でも破格の力を持つ存在だ。はだけた着物とワンピース型の水着を組み合わせたような格好に、額から二本の角を伸のばした長い髪かみの女性。その髪かみは背後に広がる無数の巨きよ大だいな歯車に絡からみ、機はた織おり機きのようにありとあらゆる運命と結びついている。その口から出る言葉はすでに確定した真実であり、それどころか涼すずやかに伏ふせられた瞳ひとみが一度開けば未来を自分から決定させるとまで言われる、『ガバメント』の守護者。

　勝った、と恭きよう介すけは思った。

　初手完かん封ぷうの『白き女王』の出番を潰つぶし、正せい攻こう法ほうで未み踏とう級きゆうまで昇のぼり詰つめ、今、あの極大の邪じや悪あくを除いた中では最強格の『赤の麗れい人じん』の錬れん成せいに成功した。エルヴァストがいかに伝説を作る男であろうが、ここから先の逆転はありえない。どんな未み踏とう級きゆうを呼び出してもほぼ確実に力ちから業わざで潰つぶしてしまえる。ここより上は存在しない。そのはずだ。

　だが、彼かれは忘れていたのだ。

　初手完かん封ぷうは確かに潰つぶした。エルヴァストに正せい攻こう法ほうの戦いしかできない状じよう況きようを作った。しかしそれは『白き女王』の出現確率をゼロまで引き下げた事にはならない。

（……っ）

　ぞわり、と。

　まず始めに『その匂におい』を嗅かぎ取とったのは、やはり長年連つれ添そった緑リユウ娘ニヤン藍ランか。

（なに、これ。こんな、この『匂におい』は、いつもの）

　何故なぜならば、

「ああ、ああ。だから嫌いやなんだ。こんな自分が嫌いやになる……」

　嘆なげくような声があった。

　エルヴァスト＝トイドリームの傍かたわらに立つ影かげ。全て女性形の未み踏とう級きゆうの、その一人。




「いつまで経たっても、結局最後は……『白き女王こいつ』に頼たよっちまうなんてよ」




　正せい攻こう法ほう。

　極大の裏うら技わざを封ふうじられ、一からの積み直しを余よ儀ぎなくされて、それでもなお。

　エルヴァスト＝トイドリームは到とう達たつした。

[image: ]

『大三角』などという話ではない。規き定てい級きゆう一〇〇体、神しん格かく級きゆう五〇体、そして未み踏とう級きゆうでも頂点の中の頂点。

「あ」

（あり、がとう）

　未み踏とう級きゆう。音域なし、コスト21。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

（……恭きよう介すけちゃん、あなたは何も悪くない。そう、相手が悪過ぎただけ）

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　それ以上、続きはなかった。

　唇くちびるに当てていたほっそりとした人差し指が横に払はらわれ、そして世界は両断された。




　　　　５




　戦せん闘とうは終わった。

　あまりの白い爆ばく発はつに、中ちゆう華か街がいはかえって静まり返っていた。大き過ぎる爆ばく風ふうは周囲の延えん焼しようを吹ふき散ちらしてしまう事もある。『白き女王』がやったのは、細い蠟ろう燭そくを何本か立てたバースデーケーキの上に五〇〇キロ爆ばく弾だんを放ほうり込こむような、そこまでのレベルで大人気ない一いち撃げきであった。

　だが決して折れない『伝説』は、たった一人で立たち尽つくし、そして黄金の光を放つブラッドサインを足元に落として、小さく呟つぶやいていた。

「……、死にたい」

　この広い世界に、『フリーダム』アワード９０３ですらついてこられなかった。乱れた長髪に無精ひげの男はどこまでも孤こ独どくだった。

　そして『白き女王』だけがいつも通りであった。

　彼かの女じよは豊かな胸の前で柔やわらかい両手の掌てのひらを合わせ、そしてにっこりと微笑ほほえんだ。

「あら、あにうえが同じ相手に二度も敗北するだなんて珍めずらしい。わたくしが関わっていなければ妬やいちゃいそう。こんな予想外の連続、何だか『女王の箱庭』を思い出してしまいますわあ☆」

　心の底から恨うらめしそうな目を向けるエルヴァストだが、女王は気に留とめない。穿うがった見方をすれば、城しろ山やま恭きよう介すけは二度とも『白き女王』に敗北したとも言える。まるで強固な運命の存在を証明するかのように、だ。

　もしもエルヴァストが女王の使い手でなければ、また結けつ果かは違ちがっていたかもしれない。

「この九〇秒で『チェイン』は解除され、わたくしもまた虚こ空くうへ消えます」

『白き女王』は歌うように告げた。

「そしてわたくしはあにうえ以外の人類に興味がない。呪じゆ縛ばくと仰おつしやいましたね、矮わい小しようなる人間よ。ですが実際には、わたくしは何もしておりません。あなたの魂たましいがわたくしを勝手に追おい駆かけているに過ぎないという事実をお忘れなく」

　くつくつと嗤わらって。

「それから最後に。このわたくしの無ぶ聊りようを慰なぐさめた褒ほう美びとして、一つ予言を授さずけましょう」

「……？」

「あなたの願いは、間もなく叶かなう。ではー☆」

　ふっ、と。

　部屋の電気のスイッチを切るか、あるいは夢から覚めるように、全ては消失した。『白き女王』を体に宿すのは相当の負ふ荷かがかかるのか、全身ほとんどを引ひき裂さかれたライダースーツの女性は荒あらい息を吐はき、その場にへたり込こむ。いいや、そのまま横よこ倒だおしに崩くずれて意識を失っていった。

　エルヴァストは気に留とめなかった。

　彼かれは勝った。またしても、忌いま々いましい白の力を借りて。どうしようもなく強く、そして同じくらいどうしようもなく弱過ぎた召しよう喚かん師しは、ボロボロに崩ほう壊かいした店の中をさまよい歩く。ただ一つの光、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを振ふり切きって『白き女王』の力の誘ゆう惑わくを断たつ可能性を秘めた、その女性の下へと。

「俺おれはさ……」

　ぽつりと洩もれ出る声。

　誰だれからも返事を期待されない、その声。

「お前に背中を刺さされた時、本当に嬉うれしかったんだ。救われたような気がしたんだよ」

　一見して、意味の分からない言葉だったかもしれない。

　だがそれは偽いつわりのない真実であった。

「だって、ここで終わっていれば、アワード１０００到とう達たつだの何だので、俺おれはこっちと向こうで所しよ属ぞくを入いれ替かえる必要もなかったんだから。得体の知れない被召物マテリアルになんかならずに、人間のまま死ぬ事ができたんだから。だから、最後の最後の土ど壇たん場ばで、背中を刺さしてでも俺おれを止めてくれたお前の存在は、何よりも大きかったんだ」

　結局、無様に生き残ってしまったけど。

　伝説は、凶きよう刃じん一本如ごときでは折れなかったけど。

　だけどその時もらった強い光だけは、ずっとずっと彼かれの胸の中に残り続けている。

「他の誰だれもいなかった。何が『ガバメント』だ、世界最大の治ち安あん維い持じ組そ織しきだ。みんな張り付いたような笑え顔がおで拍はく手しゆして、脅おびえる背中を突つき飛とばして前へ上へ進ませるだけだった。そんな中で己おのれの手を血で染めてでも止めてくれる強さを持ってくれたのは、お前だけだったんだ、娘ニヤン藍ラン」

　世界をさまよい歩く中で、何人もの代わりを求めていった。多くの女性と道を交わり、依より代しろにして、極大の力を与あたえて伝説の中へと組くみ込こんでいった。彼かの女じよ達たちは、世界の大多数にとっては成功作だっただろう。誰だれもがその人生を羨うらやみ、当の本人さえ幸せを信じて疑わなかっただろう。だがそんな満面の笑えみを見るたびに、エルヴァストはたとえようもない違い和わ感かんを覚えて全てを捨てた。どれほどの力があろうが『ガバメント』の側そつ近きん達たちと同じだ。何かに脅おびえて目の前の危機を直視せず、自分は幸せだと思おもい込こむだけの哀あわれな傀かい儡らい。すでにこの時点からして、あの白の匂においが嗅かぎ取とれた。

「他に誰だれもいなかったんだ……」

　見つける。

　少し見ない間に、見るも無残に変わり果ててしまったその人を。すっかり召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界に連れ戻もどされ、虚うつろな目をしてのたのたと同じ行動を繰くり返かえすだけの、錆さびにまみれた名刀を。やはり手放すべきではなかったと、エルヴァストは唇くちびるを嚙かみ締しめた。たとえ背中を刺さされてもこれで終われるなどと思わず、床ゆかを這はって血まみれの腕うででしがみついてでも引き止めるべきだった。

　弱い部分を見せられなかった。

　それが、エルヴァスト＝トイドリームの弱さの根幹だったのかもしれない。

「どれだけ忌いみ嫌きらわれても良い、どれほどの殺意を向けられても構わない」

　ゆっくりと身を屈かがめて。

　弱り切った憧あこがれの人を抱だき寄よせて。

　何でも言う事を聞いてくれる人形、正しい意味でのゾンビ、自らの奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされたのと同じ衝しよう撃げきを受けた者。そこまでやらなくては自分の本音をさらけ出す事もできなかった臆おく病びよう者ものが、だからこそ掛かけ値ねなしの言葉をそっと吐はき出だす。

「もう一度、何度でも。俺おれはお前を磨みがき直なおすぞ、娘ニヤン藍ラン。いつの日か、俺おれみたいな弱者には絶対にできなかった選せん択たくにお前の手が届くまで」

　そして彼かれは、かき抱いだいたその人の背中に、二つの異物を押おし付つけた。

『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』に『黄金の宝箱』。

　これに褐かつ色しよくの少女の背中にある古地図を組み合わせれば、『創設者のギャラリー』に手が届く。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの、『白き女王』の呪じゆ縛ばくを断たち切きる者が眺ながめれば、また違ちがった使い道を思おもい浮うかべられるかもしれない。

「ただそのまま同じ事を繰くり返かえせと言われても、お前の心は折れるだろう。だからこれはヒントにして餌えさだ。好きなように使い、俺おれを殺しに来ると良いい。……俺おれが直接溜ため込こんだコレクションを見せても、それでは俺おれの呪じゆ縛ばくから逃のがれられんだろうしな。これくらいの温度、距きよ離り感かんでちょうど良いい」

　どこまでも尊敬する女性に、しかしどうしようもなく手のかかる子供に語って聞かせるような柔やわらかさでもって、エルヴァストはそう囁ささやいた。

　しかし直後に、もう一つの動きがあった。




　とんっ、と。




　その音は、むしろ小さいものだった。だが不思議と長髪に無精ひげの男の耳に、いや胸の真ん中に、いつまでもいつまでも残り続ける異音であった。

「あ？」

　音源は、自分の腕うでで抱だき寄よせた緑リユウ娘ニヤン藍ラン。

　より正確にはその小さな拳こぶし。

　驚おどろくエルヴァストが目線を下ろすと、自分の胸むな板いた、その中央部分に、完全に女の拳こぶしがめり込こんでいた。ほんの数センチ、だが致ち命めい的てきな圧。彼かれの見ている前できりりと手首が滑なめらかに回り、そして溜ため込こんでいた力の全てが解放されていく。

　両足で地を踏ふむ事もなく、腰こしを回して力を蓄たくわえる事もなく、そもそも腕うでだけの力を使って闇やみ雲くもに振ふり回まわすでもない、密着するほどに近い拳こぶしと胸むな板いたの距きよ離りを埋うめる、小さな小さなその一いち撃げき。

　だが爆ばく発はつする。

　バグンッッッ!!!!!!　と。心臓への圧が全身の血管に膨ぼう大だいな圧をもたらす。胸骨、肋ろつ骨こつが瞬またたく間まに砕くだけ、心臓の裏に位置する背骨までもが太い音を立ててへし折られた。刃は物もの傷きずや弾だん痕こんだらけのジャケットが勢い良く破け、弾はじけ飛とんだ。

　当然、主格となるべき心臓がどうなったかなど言うに及およばず。

「おっ、ぶ……？」

　驚おどろきに呼吸すら忘れた事が、一面に吐と血けつをぶちまけずに済んだ唯ゆい一いつの理由だったのかもしれない。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは敗北者の状態だ。神と信じて疑わない存在を目の前で惨ざん殺さつされたにも等しい精神的なショックを受け、二四時間以上のたのたと同じ行動を繰くり返かえし、外からの刺し激げきであれば誰だれのものであっても抗あらがう事はできない。よって、計画的に油断を誘さそって起死回生の一手を放つ、といった行動を取るのは不可能なはずである。

　であれば、これは何だ？

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいのしの字も使わず『ガバメント』アワード１０００を瞬しゆん殺さつしてみせた、この鮮あざやか過ぎる徒と手しゆ空くう拳けんの一いち撃げきは何を示す？

「、はは」

　笑えみがこぼれた。

　吐と息いきに誘さそわれたのか、ずぶずぶに引ひき裂さかれた肺から逆流する形で一気に口から鮮せん血けつが爆ばく発はつする。それでももうエルヴァストは笑う事をやめられない。いいや、目め尻じりには歓かん喜きの涙なみだすらも浮うかんでいた。

　敗北状態はその人間が普ふ段だん被かぶっている仮面を取とり払はらい、剝むき出だしの魂たましいを見せつける。

　つまり、これがそうなのか。

　エルヴァスト＝トイドリームが近づくものなら無意識下であったとしても迷わず屠ほふる。召しよう喚かん儀ぎ礼れいのあるなしなど関係ない。そこまで己おのれを磨みがきに磨みがき続つづけたのが、緑リユウ娘ニヤン藍ランという女性の魂たましいの形だったのか。

　アワード１０００到とう達たつだろうが、世界最強だろうが、女王の使い手だろうが。

　一いつ切さい構わず、何者にもすがらずに。

　立たち塞ふさがる敵は己おのれの拳こぶし一つだけで。

「すごい、すごい……ぞ」

　思い出したように全身へ『死』が襲おそいかかった。

　もう自分は助からない、とエルヴァストは直感で悟さとる。だがそこに恐きよう怖ふはなかった。見せてもらったのは希望だ。たとえ人類七〇億人がずぶずぶに染まってしまったとしても、口先だけの召しよう喚かん師しや依より代しろが『白き女王』を倒たおすと息巻きながら依い存ぞんをやめられなくても、世界には彼かの女じよがいる。誘ゆう惑わくの糸を刈かり切きる者。こんなものを示してくれるのならば、世界に対する未練など残せまい。痛みも恐きよう怖ふも感じない、ただただ呪じゆ縛ばくを断たち切きるだけの優やさしい死がそこにあった。

「ああ」

　全身を破は壊かいされ、とめどなく血の塊かたまりを吐はきながら、一層強く。

　エルヴァスト＝トイドリームは人類の希望を抱だき寄よせた。

　そのまま目を瞑つぶって、彼かれは最さい期ごにこう呟つぶやいた。




「お前、本当に……イイ女だよな、まったく」
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　地じ獄ごくのような戦せん闘とうは終わった。

　七月七日の七夕を終えた事で天体観測フェアはひとまず閉幕し、トイドリーム35の堅かた苦くるしいルクス制限も解除されていく。今日からはまたド派手な電でん飾しよくが夜景を彩いろどるようになるが、Ｃ区画では大量の花火の暴発事故が重なったおかげで、今年は目玉に掲かかげていた花火大会は中止にせざるを得なかったようだった。

「……まったく、実はこの手で引導を渡わたしていたーだなんて、後になってから言われたって何にも実感湧わかないんだけどね。なんていうか、相変わらず悪夢が胸の中に残ったまんまだわ」

　改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは困ったように呟つぶやいていた。

　郊こう外がいだった。恭きよう介すけと緑リユウ娘ニヤン藍ランの二人は適当な丘おかを見み繕つくろってエルヴァスト＝トイドリームの遺い体たいを埋うめ、その上におざなりな墓標を立てていた。名前も彫ほられておらず、きっとたまたま立ち寄っただけの人には何のためのものなのか理解できないだろう。世界の警察、『ガバメント』の王。アワード１０００に到とう達たつした人にん間げん離ばなれなどともてはやされても、召しよう喚かん師しの最さい期ごなんてこんなものだった。死亡届も出していなければ埋まい葬そう許きよ可かももらっていないため、れっきとした死し体たい遺い棄きになるのだろうが、咎とがめる者など誰だれもいない。人の視界から外れた召しよう喚かん師しや依より代しろは、即そく座ざに記き憶おくの中から消えて認にん識しきされなくなってしまうのだから。

　頭上の青空を細長い飛行機雲が横切っていく中で、恭きよう介すけはこんな風に尋たずねていた。

「契けい約やくは間もなくいったん切るけど、この後どうする？」

　それはつまり、一時的にでもアワード０に戻もどるという事だ。

　召しよう喚かん師し抜ぬきで積み上げてきた異形のアワードは、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』として組くみ込こまれ、そして契けい約やくを解除された段階で帳消しにされてしまう。

　だけど、緑リユウ娘ニヤン藍ランはやはり困ったように言った。

「……、今さら『イリーガル』のしがらみを切れるとは思えないし、ちょっと怪あやしんでもそのまま手を摑つかんでいてちょうだい。アワード１でも２でも良いいから、そのまま私一人で取れるものを与あたえてくれれば、記き憶おくと認にん識しきは元に戻もどるし」

「それで良いいの？」

「私、エルヴァストが考えているほど強い人間じゃないはずなのよね」

　改造チャイナドレスの美女は息を吐はき、自分の頰ほおを指先で搔かいてから、

「記き憶おくを失っている間に三大勢力から闇やみ討うちされるのが怖こわい。今あるお金かね稼かせぎのサイクルを失うのが怖こわい。恭きよう介すけちゃんや水着のひきこもりとの絆きずなが壊こわれるのが怖こわい。……本当、怖こわいものばかり。召しよう喚かん儀ぎ礼れいや『白き女王』の引力を断たち切きれるだなんてとんでもない。私は人と人とが作った縁えんを切る事さえ脅おびえているんだから」

　そこまで聞いて、恭きよう介すけの手元で何かがばさりと音を立てた。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは呆あきれたように言った。

「……あんなヤツのために、本当に花束なんて手た向むける訳？」

「リューさんさ。これはひょっとしたら僕ぼくの勘かん違ちがいかもしれないから、間ま違ちがっていたら思い切り怒おこってくれて構わないんだけど」

「なあに？」

　改造チャイナドレスの美女の許可をもらってから、恭きよう介すけは改めて口を開いた。




「その困ったような顔。ひょっとして、涙なみだを堪こらえて我が慢まんしている顔なのではないかな」




　それ以上は必要なかった。

　いつだって超ちよう然ぜんとしていたグラマラスな年上の女性は、召しよう喚かん師しの胸の中で子供のように泣いた。

　二人だけの秘密ができた。

　そして城しろ山やま恭きよう介すけは改造チャイナドレスの美女の背中を抱だき締しめたまま、静かに契けい約やくを切った。
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　色々あって時間もかかり、気がつけば夜。

『金こん剛ごうの親おや鍵かぎ』と『黄金の宝箱』を預かっていた城しろ山やま恭きよう介すけはビヨンデッタをクルーザーで待機させたまま、トイドリーム35にある愛あい歌かのマンションへ立ち寄っていた。

　すでに中は開けて確かめていたが、セクルティティの背中一面にある古地図と照らし合わせるのはこれが初めてだ。その集合場所にマンションを指定していた。

「……お兄ちゃんからそこはかとなく溢あふれ出でる未亡人の残のこり香が。さてはあの年増にたらしこまれましたね……!?　そんなニッチなヘキを取り付けたままではあまりに危あやうい。ここで私が矯きよう正せいしますっ！　ほーらえっちでかわいい水着の妹はこっちなのですよー……？」

「何でも良いいんだけど」

「……もはやイエスともノーとも言わない……!?」

　ホワイトライガーをソファ代わりに横よこ倒だおし、水着のボトムの紐ひもを指先で弄もてあそんだ必殺の態勢のまんま冷れい凍とう保ほ存ぞんされた愛あい歌かが絶ぜつ叫きようするが、恭きよう介すけの本題はそちらではない。

『自分に言えた義理ではありませんが、所しよ詮せんは召しよう喚かん師し。どいつもこいつも狂くるっていますね』

　ひきこもり少女の生命線とも言えるネット越ごしに、タブレットの薄うす型がた画面からはそんな少女の声が飛んできていた。言うまでもなくアザリア＝マゼンタレイン。クロードだのエルヴァストだの色々出てきてしまったが、彼かの女じよも彼かの女じよで今回の首しゆ謀ぼう者しや（？）の一人でもある。

「そっちはもう着いたのか」

『レプリグラスの恩おん恵けいは軍事方面に留とどまりません。民生用に質を落としたレベルとはいえ、超ちよう音おん速そく旅りよ客かく機きの開発にも力を入れていますもの。一〇時間もあれば南米のディアブル島程度、何でしたら直行どころか往復だってできましてよ』

　何だかバカンス気分のような話だが、ディアブル島はその名が示す通り歴史的な流る刑けい地ちだった島だ。今では流る刑けい制せい度どは撤てつ廃ぱいされて観光地化も進んでいるが、『ガバメント』のような伝統を好む勢力はわざわざこういう場所を未いまだにしつこく選んで根を張っている。

　あれだけの事をやらかした以上は無む罪ざい放ほう免めんにできないが、かといって『極ごく彩さいミュージアム』やブライズメイドのような集団に回収されては元も子もない。

　そんな訳で、

「クロードの方はどうしてる？」

『照てれ隠かくしなのか先ほどから水着姿の私わたし達たちから逃にげ回まわり続けてあそばせていますわ。……待ちなさい３Ａ、抜ぬけ駆がけは許さなくてよ。クロードお兄様を追おい詰つめる時は左右同時に包囲を狭せばめると取り決めたはずでしょう!!』

　今度はご覧の通りのお目付け役を用意した。これでそうそう簡単にゲスな輩やからに再利用される心配もないだろう。クロードには少女少女水着少女時々ジジィという塩あん梅ばいで振ふり回まわされる星を背負わせてしまったが、まあヤツもヤツで事件関係者の一人だ。楽はさせない。

　恭きよう介すけは息を吐はいて、

「……大だい丈じよう夫ぶみたいだ」

「では、こちらもこちらで始めましょう」

　リビングで薄い青の瞳に力を宿すセクルティティが切り出した。

　彼かの女じよも彼かの女じよでＣ区画中ちゆう華か街がいで契けい約やくを切っているはずだが、変わらず恭きよう介すけや愛あい歌かの事は覚えているようだった。墓はか守もり、そして『守もり巫女みこ』。一九九九年に発見された『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』以前の時代の神秘が、かろうじてそうした記き憶おくや認にん識しきを保たせているのだろう。

「準備は良いい？」

「そちらこそ」

　褐かつ色しよくの少女はゆったりと微笑ほほえみ、やや細過ぎる感のある人差し指を自分の唇くちびるに当てて、

「あなたがここに来るまでの間、愛あい歌かさんと少し話をしていました。あなたがこれまで辿たどった道についても、分かる範はん囲いで」

　恭きよう介すけは渋しぶい顔になった。

「……話を聞いて楽しい事は何もなかっただろうに」

「そうでもありませんよ」

　黄金の髪飾りを戴いただくセクルティティは即そく答とうした。

「城しろ山やま恭きよう介すけ。あなたは事件のたびに様々な依より代しろと巡めぐり合あい、そして一方的な別れを繰くり返かえしてきたそうですね。それは自分のための闘とう争そうに周囲を巻まき込こまないようにするための配はい慮りよかもしれませんし、多過ぎるものを持つと身動きが取れなくなるからかもしれません」

「……、」

「ですが、私は契けい約やくを切っても記き憶おくや認にん識しきを失わない。小さなようですが、この事実をお忘れなく。……私はすでに、あなたと一いち蓮れん托たく生しようです」

「……肝きもに銘めいじておくよ」

　返事に満足がいったのか、セクルティティは笑え顔がおでＹ字に巻きつけたレース地の飾かざり布ぬのへ手をやった。こちらに背を向け、続けて腰こし回まわりにある全身包帯の結び目に手を伸のばす。

　林りん檎ご一個分ほどの小箱の中に入っていたのは、透とう明めいなガラス板のようなものだった。ただし見る角度によって表面が玉虫色に輝かがやくところから分かる通り、表面にはうっすらと凹おう凸とつが刻みつけられている。この特とく殊しゆなレンズを通して少女の背にある古地図を眺ながめると、そこにある複雑なラインが一定の法則に従って歪ゆがむ事で、真の像を見る事ができるという仕組みのようだった。

「んっ……どうで、しょうか？」

　背中一面とはいえ、単純に自分の肌はだを眺ながめ回まわされる事に若じやつ干かんの恥はずかしさが残っているのか、あるいは苦労して手に入れた───いや彼かの女じよ自じ身しんがずっと抱かかえ続つづけてきた───情報にそれだけの価値があるのか不安もあるのか、やや細い声でセクルティティが尋たずねてくる。

　彼かの女じよは古地図を抱かかえていたが、三種の神器全てを揃そろえた結けつ果か何が出てくるかは把は握あくしていない。言ってみれば未み鑑かん定ていの名画をずっと守り続けてきた形になる。少しくらい不安があっても不思議ではないだろう。

　恭きよう介すけは恭きよう介すけで、出てきたものを見て小さく笑っていた。

「……なるほど、ね」

「？　どうかしましたか？？？」

「いや、古地図をベースにしているという話だったから、すっかり騙だまされていた。セクルティティ、その地図は大体どれくらい昔のものなのかな？」

「軽く見積もっても紀元前二〇〇〇年くらいのものになります。当時は壁へき画がやパピルスなど様々な形を取っていたようですが、ローマ人の進出に合わせてより秘ひ匿とく性せいを高めるため、『守もり巫女みこ』の背に継けい承しようしていくスタイルに変わっていったのだとか」

「ああ、ありがとう。だから僕ぼくもてっきり紀元前の遺い跡せきなり何なりを借りて『創設者のギャラリー』に作つくり替かえているのではないかって考えていた訳だが。だけど、古地図そのものは関係なかったんだ」

「えっ？」

「背中の地図自じ体たいが紛まがい物ものだって言っている訳ではないよ。きっとそれ自じ体たいにも意味がある。例えば古代王朝で愛された果物を今も育て続ける隠かくれ里ざとがあるとか、いつか王朝を復活させるために溜ため込こんでおいた財宝が保管してあるとか、そんな感じのものがね。いいや、むしろ本物だった方が、トイドリーム会長としても都合が良かったんだ。仮に古地図を誰だれかに見られても、よその真相に飛びついてくれれば自分のギャラリーを守れるんだからね」

　古い地図の上に新しい像を重ねて、最終的な目的地を浮うかび上あがらせる。

　これだけなら別に、場所が最さい新しん鋭えいのシェルターでも高層ビルでも構わない。あらかじめ古地図のデザインをコンピュータに登録し、最終的に浮うかび上あがらせたい像と照らし合わせ、重なった部分を切り取ってレンズ化する。こうすれば、レンズと古地図を組み合わせる事で最新式の地図を浮うかび上あがらせる事ができる。

　つまり、元となる画像データは何でも良いい。

　それが由ゆい緒しよ正しい秘密を記した古地図であっても、今日の朝刊に挟はさまっていたスーパーの特売チラシであっても。

　トイドリーム会長がセクルティティを選んだのは、単純に由ゆい緒しよ正しい古地図の方が真面目に防衛してくれると踏ふんだからだろう。あるいは、彼かの女じよ達たちに脚きやつ光こうを浴びせる事で神秘のステータスを高めてあげるという、会長なりのサービスだったのかもしれない。

　いずれにしても悪意はなさそうだ。

　そして浮うかび上あがった像を見て、もう一度恭きよう介すけは頷うなずく。

「もう良いいよ。ありがとう、セクルティティ」

「いえ」

　こちらに背を向けたまま、ゆっくりと身を屈かがめて床ゆかに落とした包帯を指先で摘つまみ上げながら、セクルティティは疑問の声を放つ。

「しかし、その、『創設者のギャラリー』とは結局どこにあるものなんですか？　我々、エジプト圏けんとは関係のなさそうな話をしていましたが」

「うん」

　恭きよう介すけは簡単に告げた。

「愛あい歌か」

「……何ですかお兄ちゃん……？」

　急に矛ほこ先さきが変わったので、セクルティティの方が怪け訝げんな顔になった。

　だが違ちがう。




「一体いつから気づいて、何を黙だまっていた？　このマンションに『創設者のギャラリー』があるんだろう」




　声もなかった。

　頭に黄金の髪飾りを乗せた褐かつ色しよくの少女が体に中ちゆう途と半はん端ぱな形で包帯を巻き付けたまま、その手も止めて目を白黒させている。だが墓はか守もりをまとめるセクルティティこそ、真っ先にその可能性を浮うかべるべきだったかもしれない。何しろ彼かれらのマンションも同族の墓はか守もり達たちだけで固められ、半ば以上要よう塞さい化かしていたはずではなかったか。

　そして愛あい歌かは態度を変えなかった。

　彼かの女じよは体長五メートルを超こえる猛もう獣じゆうをソファ代わりに寝ねそべりながら、こんな風に言った。

「……お兄ちゃんは、『世界で一番幸せな女の子』の話を知っていますか？」

「……、」

「……いわく、世界中に遊園地を造るトイドリーム社ですが、創設者のおじいさんはシンデレラや白しら雪ゆき姫ひめを越こえる究極の童話を、極限の少女を構築していた。ところがその絵本は諸もろ々もろの事情があって結局世間に出る事は一度もなかった、といった話です」

「ああ。トイドリーム系の街のどこかに、誰だれも知らない幻まぼろしの絵本が隠かくされているなんて噂うわさもあったような気がしたけど。でも根こん拠きよのあるような話ではなかったはずだ」

　そして幻まぼろしの絵本に出てくる『世界で一番幸せな女の子』に当てはまる人物Ｘについては様々な憶おく測そくが流れている。例えば、先立った自分の奥おくさんが少女だった頃ころの姿だとか。例えば、トイドリーム系遊園地にやってくる全ての女の子だとか。例えば、完かん全ぜん架か空くうのでっち上げ話に命を吹ふき込こむ儀ぎ式しきだとか。

　だが愛あい歌かはこう言った。

「……記録がなくなっている理由は二つ考えられます。一つは単純に噂うわさ話ばなしが捏ねつ造ぞうだった。そしてもう一つは、正しいはずの記録が消されてしまった」

「まさか……」

　呟つぶやいたのは、セクルティティだった。

　彼かの女じよも彼かの女じよで経験している。とある手順を踏ふむ事で、人々の認にん識しきや記き憶おくから消されてしまう現象を。

　つまりは。




「アイカ＝トイドリーム。『世界で一番幸せな女の子』がこんな所でひきこもりになっているなんて知ったら、孫まご煩ぼん悩のうのおじいちゃんはなんて思うんでしょうかね……？」




　それが、彼かの女じよの正体だった。

　おそらく最初にトイドリーム会長が大々的に記者会見を開いて完全新作の執しつ筆ぴつ開始が発表された時は、シンデレラや白しら雪ゆき姫ひめ以上の憧どう憬けいや羨せん望ぼうを背負ったはずの、一人の少女。

　全世界に彼かの女じよの名が知しれ渡わたり、時代を越こえて永遠に人々の記き憶おくに残り続けるはずだったのに、誰だれからも迎むかえ入いれられなくなってしまった、孤こ独どくな少女。
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　世界のどこから見ても分かるはずなのに、誰だれも顔を覚えてくれないお姫ひめ様さま。

　全天でこれ以上ないくらい眩まばゆい光を放ちながら、永えい劫ごうの日につ蝕しよくに消された太陽。

　召しよう喚かん師しとなった結けつ果か誰だれからも拒きよ絶ぜつされ、そして外へ出るのをやめた事は知っていた。だがここまで根が深いとは流石さすがに想定外だった。トイドリーム直系の孫娘は幼少期と今とで顔つきも違うし、身代金目的の誘ゆう拐かいを避けるためヴェールに包まれていた部分もあったが。

「……何の意味があるかなんて、知らなかったんです」

　ぽつりぽつりと、彼かの女じよは語る。

「ただ私は、おじいちゃんが喜んでくれるところが見たかった。だからもっともっと、絵本の中にいる少女になりたかった。ステッキを振ふって、魔ま法ほう陣じんを描えがき、魔ま法ほうの薬をちょっと振ふれば何でもできるような。いいえ、そんな明確なビジョンさえなかった。ただただ、おじいちゃんが大切に抱かかえている本を見て、おまじないをしてみたかった。それだけだったのに……」

　どうにもならなかった。

　声なんて掛かけられるはずもなかった。

「……異変に気づくのが遅おそ過すぎた、というのもありました。アワード１００に達するまでは、人々の認にん識しきから消える事もありませんから。私は浮うかれていた。ひょっとしたら、すぐに引き返していれば、あるいはその場に留とどまっていれば何も失わずに済んだかもしれなかったのに、よりにもよって無む邪じや気きに奥おくを覗のぞき込こんでしまったんですよ……」

　そうして、深しん淵えんは全てを奪うばっていった。

　世界から、一つの顔が真っ黒に塗ぬり潰つぶされた。

「……おじいちゃんのギャラリーを抱かかえているのは、私なりの復ふく讐しゆうなのです……」

　愛あい歌かは今まで見た事もないような、どろりとした瞳ひとみで告げる。

「……パーティスペース付の大部屋をギャラリー周辺にはそれとなく住人のふりをして警備が敷しかれていますが、所しよ詮せん、おじいちゃんも含ふくめてトイドリーム関係者のほとんどは召しよう喚かん儀ぎ礼れいと無む縁えんですからね。こうして私が紛まぎれていても、誰だれに気づかれる事もありません。そう、哀かなしいくらいに」

「このギャラリーを、死蔵させる事が？」

「ええ、誰だれにも活用させない事が、私の復ふく讐しゆう」

　愛あい歌かはゆっくりと目を細めて、

「でもそれも、ここで終わりみたいですね……。私も、もう疲つかれました。これもやめ時なのかもです。お兄ちゃんなら、私のような女の子は作らないと信じていますし、ね……」

　そのまま、閉じた。

『創設者のギャラリー』の場所は突つき止とめた。博物誌の欠番にも手は届く。だがしばらく恭きよう介すけは動けなかった。

　妄もう念ねんが失われると同時に、この少女は風に吹ふかれる砂絵のように崩くずれて消えてしまうのではないかと、そんな取り留めのない妄もう想そうに取りつかれてしまったからだ。







　時計の針は進む。

　城しろ山やま恭きよう介すけはセクルティティと一いつ緒しよに最上階より下のフロアを目指す。

「彼かの女じよは、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「分からないよ……。だけど追おい詰つめたのは僕ぼくの責任だ。何とか自分の足で立てるようになるまで、面めん倒どうは見てあげないと」

　よくよく見れば清潔な代わりに人が暮らしている匂においの乏とぼしい、それこそ石室か何かのような雰ふん囲い気きに包まれた通路を歩いて、二人は目的のドアの前まで辿たどり着つく。

　愛あい歌かから預かったマスターキーを挿さし込こむ。

　回して、ドアノブを摑つかみ、開ける。

「……、」

　極ごく彩さい色しきが広がっていた。廊下の先から部屋の奥までその全てが。

　一見して価値の分かるものではないのかもしれない。見る者の精神を歪ゆがめる奇き怪かいな絵画、本当に法則性を考えて執しつ筆ぴつしているのかも分からない書かき殴なぐりの日記のようなもの、岩の塊かたまりだか彫ちよう刻こくだか判然としないもの。それらは多様だ。しかし一つとして同じものはない。中でも『白き女王』に関する絵画や彫ちよう刻こくが際きわ立だって輝かがやいて見えた。何よりも見る者に安心を与あたえ、そして何よりも魂たましいを引ひきずり込こむ。

　一等危険なのが、額がく縁ぶちの中に収めて飾かざられた、いくつかの羊皮紙の紙し片へん。

　失われた頁。羊皮紙に記された、他のどこにも存在しないラテン語の羅ら列れつ。

　博物誌の欠番。

　まさに失われた叡えい智ち。

　一いつ般ぱん人じんはおろか、並の召しよう喚かん師しが見ても訳が分からなかっただろう。

　欠けているページそのものに知りたい答えが全て描えがかれている訳ではない。それは博物誌という巨きよ大だいなアーカイブを読み解くための暗号表の最後のピース。これをもって都合三七巻の超ちよう大たい作さくはガラリと見方が変わり、全く異なる世界の真実を映し出していく。

　そして手に入れた叡えい智ちでもって改めてギャラリーを覗のぞいてみれば、世界各国から蒐しゆう集しゆうされた財宝の山を眺ながめていけば、なんと共きよう通つう項こうの多い事か。世界が元々一つの大陸だった事を発見した学者もこんな気持ちになったのだろうか。そんな取り留めのない事を考えてしまう。

　恭きよう介すけ自じ身しん、目的をもってここに踏ふみ込こみ、新たな概がい念ねんを通して景色を眺ながめなくては、目の前に広がっているはずの答えを浮うかび上あがらせる事はできなかったかもしれない。

『創設者のギャラリー』、世界各地から蒐しゆう集しゆうされ凝ぎよう縮しゆくされた惑わく星せい全ぜん体たいの謎なぞ。

　それらを紐ひも解とき、人類文化の全てから答えを得る。

　トイドリームの会長は世界各地でこれらに触ふれ、一体何を夢想していたのか。

　ここまでの異形、ここまでのグロテスクを絵本や遊園地の形に変へん換かんしてしまう事こと自じ体たい、やはり一つの才能なのかもしれなかった。

「これが……」

　ピラミッドの管理者として、あるいは人並み以上に金銀財宝を目にしてきたかもしれないセクルティティだが、そんな彼かの女じよでも圧あつ倒とうされているようだった。

「……ここに、あなたの求める可能性は眠ねむっているのですか？」

「ああ」

　呟つぶやいてから、恭きよう介すけは今のが自分の返事だと遅おくれて気づいた。

　すでに頭の回転が別のところで続いている。そちらに人格の主格が移っている。他の全てへの対応がおざなりになりつつあるが、自分で自分を正せない。サイクロンのような渦うずに魂たましいが吸すい込こまれていくのが分かる。

　机き上じようの空くう論ろん、平板な設計図が、具体的な立体に浮うかび上あがって動き回るような、そんな不思議な感覚だった。ここにある全てが恭きよう介すけを補強してくれる。無む尽じん蔵ぞう無む制せい限げんの知識の泉でもって、叶かなえられない願いはないと教えてくれる。

　頭の中がスパークした。

　それは爆ばく発はつだった。

　しばし身を委ね、そして、恭きよう介すけはポツリと呟つぶやいた。いいや、それはひょっとしたらセクルティティに向けて告げた言葉ではなかったのかもしれなかった。

「……現状、真の意味で『白き女王』を倒たおす方法は一つもない。何故なぜなら『白き女王』を倒たおすために必要な要素……つまり擬ぎ人じん化かした理ことわりである未み踏とう級きゆうの内、『白き女王』を倒たおすのに有効な個体は全て削けずり落おとされてしまった状態なんだから」

　外から耳にするセクルティティは眉まゆをひそめた。

　それはまるで託たく宣せんだ。

　墓はか守もりとはまた違ちがった、近くて遠い、別の神秘に身を任せる巫女みこ達たちの奥おう義ぎ。

「……でも一方で、忘れてはいけないのは規き定てい級きゆうの存在だ。神しん格かく級きゆうや未み踏とう級きゆうに押おされて隠かくれがちになっているけど、この規き定てい級きゆうにはとても面おも白しろい特とく徴ちようがある。そう、規き定てい級きゆうは人が神に手を伸のばすため、人じん為い的てきに埋うめ込こまれた被召物マテリアルだった。つまり、言ってみれば、被召物は人の手でデザインして自由に作れる。これが分かっているだけでも非常に大きい」

　彼かれの口を借りているのは、何だ？

　周りを取り囲むギャラリーを飾かざる古美術や資料は、一帯誰だれが編へん纂さんし、誰だれが集め、何を目的としてこんな形を取っている？

「ああ、ああ。低音、中音、高音、それらを司つかさどる『大三角』が屈くつ服ぷくして『白き女王』に牙きばを差し出していようが、まだあるではないか！　極低音、aiueoの母ぼ音いんのみで被召物マテリアルを組み上げる可能性が!!　まだ白旗を上げていない未知の可能性が!!　ここで被召物マテリアルを組み上げる事ができれば、新しい未み踏とう級きゆうをデザインし、世界にこれまでなかった『理ことわり』を埋うめ込こむ事さえできるなら……!!」

　何かが猛もう烈れつな勢いで流ながれ込こんでいく。

　だがもうセクルティティにも止められない。

　一度始まってしまった託たく宣せんを中断する術すべなど持ち合わせがない。




「『白き女王』を殺す法則が足りない世界に、もう一度与あたえる事ができるっ!!　女王を殺すための理ことわりを!!　たとえ全ての色を支配する『白』が相手でも、色を持たない無色の未み踏とう級きゆうを投じる事で僕ぼく達たちは牙きばと爪つめを手に入れる！　それがっ、それこそが!!　あの最大最悪の邪じや悪あくを永遠に葬ほうむり去さる唯ゆい一いつ無む二にの方法なんだッッッ!!!!!!」




　ふっ、と。

　まるで憑つき物ものが落ちたように、恭きよう介すけの全身から力が抜ぬけた。

　体を揺ゆらしてその場に倒たおれそうになった少年の体を、全身包帯のセクルティティが横から支える。世界は脱だつ皮ぴした、新たな概がい念ねんと共に。何となく、外から見てもそれが分かった。

　互たがいの肌はだを密着させながら、恭きよう介すけは褐かつ色しよくの少女にこう尋たずねた。

「蓮れん華げと彼ひ岸がん……冥めい乃の河かわの二人はどうしたっけ？」

「二人なら、すでに街を離はなれましたよ。九〇〇番台がひしめくトイドリーム35に入はいり込こむ余地はないから、しばらくよそで仕事をもらうと話していたではないですか」

「そうだった。そうだったよ。……となると、厄やつ介かいだな」

「？」

　眉まゆをひそめるセクルティティ。

　対して、恭きよう介すけはもはや隠かくす事なく少女に体重を預けながら、こう続けたのだ。

「……僕ぼくが思おもい描えがいている通りの未み踏とう級きゆうを創り出せたとしても、あまりに特とく殊しゆ過ぎてまともな依より代しろでは支えきれない。そうなるとやっぱり、依より代しろの方にも特別な資質っていうのが必要になってくる訳だが」

「それは……？」

　ああ、と呟つぶやいて。

　城しろ山やま恭きよう介すけはこう宣言した。




「冥めい乃の河かわシリーズの始祖。世界最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきにして、冥めい乃の河かわ神じん社じやの裏のご神体にもなっているらしい『白き女王』の似姿。冥めい乃の河かわ葵あおいさんとやらに協力を仰あおぐしかないね」










　こうして全ての準備は整った。

　城しろ山やま恭きよう介すけは召しよう喚かん儀ぎ礼れいのルールの穴という穴を隅すみから隅すみまで見回して、剃刀かみそり一枚入らないほど強固に固められた世の理ことわりの群れから、ついに逆転のための一手を摑つかみ取とった。

　ここから先が本番。

　人間達がこの世ならざる者に反旗を翻ひるがえす時。




「あら」




　だが、いつかどこかでその存在はくすくすと笑っていた。

　それはそれは楽しそうに、両の手を後ろに回して、ゆったりと背を反らし、その豊かな胸をわずかに誇こ示じしながら。

　真っ白にどす黒い誰だれかは、嗤わらって告げる。




「そんなに上手うまくいくのでございましょうか。ねえ、あにうえ？」
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　そんなこんなで六冊目となります。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　さて、今回のテーマは『城しろ山やま恭きよう介すけにとっての予想外の連続』。これまでの何でもお見通し感からちょっと趣しゆ向こうを変えて、ひたすら状じよう況きように振ふり回まわされる様子を描えがいてみました。どちらも一長一短あるとは思いますが、皆みな様さまはどちらがより琴きん線せんを刺し激げきされましたでしょうか。

　五巻で過去編をある程度開示し、世界の謎なぞについても分かってきたので、今回からは敵の強さのグレードを一段引き上げたいなあと思っていまして。励起手榴弾インセンスグレネードの効かないロボアザリア、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』という記号をぶち壊こわすためだけに用意された合理性ゼロの御ご供くう隊たい、地じ獄ごくから舞まい戻もどった海かい賊ぞく野や郎ろう（？）、果てはどんな勝負であっても最初の一手で『白き女王』を呼び出して試し合あい終しゆう了りようという伝説の麻マー雀ジヤンイカサマ師しのようなアワード１０００の到とう来らい……と、恭きよう介すけにとっては何から何まで大ピンチだった訳ですが、でも、頭打ちの最強であるが故ゆえにそれ以上の伸のびが期待できない、というジレンマに陥おちいっていた彼かれにとっては、ある意味でチャンスだったりもします。召しよう喚かん師しにとって恐きよう怖ふとは忌き避ひすべきものではなく、自じ身しんのインスピレーションとして吸収すべきもの。これは一巻から恭きよう介すけ自じ身しんが述べている事ですからね。

　結構難しかったのがアザリアの扱あつかいで、すでに一度敗北しているボスキャラをどのように復活させるかのさじ加減には気を配ったつもりです。結けつ果か、かなりの勢いで冷れい静せい沈ちん着ちやくな恭きよう介すけを振ふり回まわすのに成功できたかなと。ボスキャラ度については皆みな様さまにジャッジを委ねたいと思います。







　今回の『白き女王』の仕し掛かけについては、アワード１０００を引き立たせるためにややプレーンになってしまいましたが、たとえ胸むな板いたをぶち抜ぬかれても、愛いとしい殿との方がたから必殺法を編み出されても、それでもにこにこ笑っているのがこのキャラクターの恐おそろしいところではないかなと。プラス、何だかんだで『間もなく願いは叶かなう』と不ふ可か避ひの予言を放ってから消え去るなど、出番は少ないですが要所要所できっちり締しめる努力を怠おこたらないよう気をつけました。







　また、この巻では途と中ちゆうで恭きよう介すけが依より代しろを変へん更こうしたり、話の最後でゲストの依より代しろが記き憶おくを失わなかったりと、これまたシリーズでやってこなかったイレギュラーな展開を盛もり込こんでいます。『予想外』とは言っても、恭きよう介すけにとって救いとなるものがあっても良いはず。いかがでしたでしょうか。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。……何気にいっぱい人数が出ているなあ、と。場合によっては浴衣ゆかたになったり包帯になったり、鍵かぎを首から下げたり取り外したり、細かい変化もたくさんあって混乱させてしまったかもしれません。今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。時系列を現代に戻もどしての一発目、いかがでしたでしょうか。自分の過去を直視して前へ進む恭きよう介すけと、たとえ精神的に逆行しても良いから幸せを摑つかみたい女王。彼かれらの戦いに今後も期待していただけると幸いです。




　それでは、今回はこの辺りで。




　メガニューラ出したし、そろそろ恐きよう竜りゆうとかもいってみようかしら


鎌かま池ち和かず馬ま　









　トイドリーム35近海。洋上待機していた大おお型がた潜せん水すいレプリグラス『シロナガスクジラ』の、その一隻せき。

　吞のん気きに頭を海の上へ突つき出だしている所しよ属ぞく不ふ明めい艦かん体たいの上で、片手に釣つり竿ざおもう片手に衛えい星せい携けい帯たい電でん話わを摑つかんで話す影かげがあった。

「ええ、ああ。やられちゃったの。アザリアに、うげっ、『ザ・セイント』もかよー……。参ったなあ、ブライズメイド期待のニューフェイスって言っても精神的な支柱だったのは間ま違ちがいなかったし、しばらくは離り反はん者しや防止のために内ない部ぶ監かん査さを引ひき締しめておいた方が良いいかなあ。前だって私が留守の間に拠きよ点てん襲おそわれて３Ａも取られちゃったし、人材不足が深刻だなあ」

　報告内容は深刻な割に、当人の口調にやる気はない。

　いいや、白衣をはためかせる人物はこれで正解なのかもしれない。

　精神論、根こん性じよう論ろん、いや感情論に流れるのは容易たやすい。だが仲間の死に憤いきどおって良案は出るか。頭の血管が千切れるまで血液を集めて何かに覚かく醒せいするのか。そうでないなら、不測の事態こそクールに努めるべきだ。それで人望を失うようであれば、周囲の環かん境きようこそが狂くるっている。率そつ先せんして粛しゆく清せいを促うながし、贅ぜい肉にくを落として、組織の再編が必要とされる事態と判断しなくてはならない。

「うん、うん。しまった、出で遅おくれたなあ。こんな事なら私も出向いていれば良かったかもしれない。いや、まあ、やるべき事があったんだけどさ。それでもねー」

　ひょこっと。

　近くで開いたハッチから、もぐらが顔を出すように小さな女の子が現れた。金きん髪ぱつの三つ編みに、一〇歳さい前後の華きや奢しやも華きや奢しや、触ふれれば折れてしまいそうな矮わい軀く。麦むぎわら帽ぼう子しと白いスクール水着を纏まとう少女が何やら手足を伸のばして準備運動を始めている。まさか人が静かに魚を待っているところへ飛とび込こむつもりか。白衣の人物は少女と釣つり糸いとの先を交こう互ごに眺ながめながら、

「まあ、ともあれ。その二人は破は棄きとして……。私わたし達たちとしても指を咥くわえている訳にはいかないからさ。このまま実行するよ。やるしかないじゃない？　幸い、優れた依代はまだストックがあるし、私が直接出ます。打って出てやりますよ。ではでは」

　通話を切って。

　白衣の人物は麦むぎわら帽ぼう子しのてっぺんを鷲わし摑づかみにして、白い水着の少女のストレッチを阻そ止しする。釣つりか泳ぎか。ギリギリとお互たがいの顔を両手で摑つかみ合あって、二人は笑え顔がおで結論を出した。




「じゃ、約束通り城しろ山やま恭きよう介すけに会いに行こうか。オリヴィア＝ハイランド」

「うん!!　早くお兄ちゃんに会いたいなあ、『ドクトルＳ』。えへへ。失ったはずの記き憶おくを取とり戻もどしてくれて、もう一度お兄ちゃんに会う機会を与あたえてくれるだなんて。やっぱり『白き女王』は最高に素す敵てきな『未み踏とう級きゆう』だよねっ!!」
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